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哭ないているのか

魂魄たましいを精しらげた緋あかい潮うしをの熱ねつ

土つちに堕をち、骸むくろに堕ち、舟ふねに堕ち、昊そらに堕ち

焼やき尽つくし、緋あかい慟どう哭こくを賛さん美びする灰かい燼じん
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　　　《ンヌ黙もく示し録ろく・審しん章しよう叙じよ文ぶん　～舟ふねを淪しずめる者もの～》







一章　緋ひ色いろの愚ぐ鎖さ







　ンンアア・幻肢ゲンシ・ゲシュペンストは食事を摂とっていた。

　辛沈菜キムチ、醗酵煮豆ナ・トウ、肥大肝臓フワ・グラ、蒼黴凝固羊乳ゴルゴンゾーラ。

　卓上に人肉アンヴロジアは、無い。

　宵よい闇やみ喫きっ茶さ〈ファンタスマゴリア〉は何でも置いていた。

〈饕餮巓竜ベヘモト〉の刺身カルぺチヲを頼めば出てきたし、〈深竜鯨ヨヲラシヤ〉の煮込みパラジヤーノフを注文する客も目にした事がある。

　人肉アンヴロジア料理の一品料理ア・ラ・カルトも豊富だ。

　一番人気〈雷斧将軍の傲ヱスカロウプ・腕・審獄風タルタロツサ〉を筆頭に〈黄おう金ごん林りん檎ごのタルトタタン・算術學厶のゲヒルン左脳添えツヱーレン〉まで、三十三の創作料理が献立表メニユーを彩いろどる。

「如何いかがです偶たまには〈葡萄酒の人血割アウスレヱゼ〉でも。上等な〈聖せいヴヱルナールの経けい血けつ〉が入ったんですよ。肥大肝臓フワ・グラの脂し肪ぼう分ぶんと良く融和マリアージユする果か実じつ味みに富とんだ逸品です。十六夜薔薇イザヨイバラにも似た馥ふく郁いくたる薫かおりが鼻び腔こうを擽くすぐり、反はん芻すうする程に口こう中ちゆうを愛あい撫ぶする丸まろみは涅槃的ヘヴンリイで、禁きん忌きを犯している気にさえ為なる。かの魔ま饗きよう侯こう爵しやくグッゲンハイムが実じつ妹まいヴァソリーに〈聖ヴヱルナールの経血〉だけを摂とらせ、その尿をも飲用していたという惡あく魔ま的てきな逸いつ話わが残っている程です」

「ありがとう。しかしやめておきます。人間の血肉アンヴロジアは摂とらない事にしておりますので」

　蝋ろう燭そくの焔ほのおが揺たゆ蕩たう昏くらい店内、主人マスターとンンアアが言葉を交わす。

　壁飾る〈乳房持つ翼豹スフインクス〉の疑似彫刻グリザイユが精せい彩さい且かつ暗あん澹たんとその妖よう貌ぼうを浮かび上がらせ、禍まがしく笑えんでいる。

　幽かそけく漂ただよう麝誦ジヤツズの旋せん律りつ。黒膚民族ドラビダの声が、地獄の亡もう者じやの苦く悶もんの呻うめきみたく闇あん中ちゆう這はい擦ずる。

「御ご馳ち走そう様さま。今日も美味しかったです」

「とんでもない。ンンアア様の御お陰かげで、〈三輝星ドライ〉の称号を賜たまわった様なものなのですから」

　ンンアアは席を立ち、闇あん黒こくを縫ぬう様に進む。

　闇あん中ちゆうでもそれと無く見て取れる〈チッペンデール様よう式しき〉の椅イ子スや食卓テーヴル。それらに蹴け躓つまずかないのは、常じよう連れんだからか。代金を支払う素そ振ぶり無く外套収納部屋クロークルームの把手ノヴに手を遣やる。そこで何かを思い出した様に、主人マスターに向き直った。

「そういえば、今度の食材は〈戯竜属ドラツヒヱン〉の脚あしでしたね。〈戯竜属ドラツヒヱン〉の与くみする〈教社ソサヱテイ〉及および〈堕羅狗ダラクウ〉は幾いくつか把は握あくしておりますので、直すぐに屠とって参ります。十日も有れば御お渡わたし出来るかと」

「それはまた頼たのもしい御言葉、有難う御座います。しかし、教きよう派はの皮かわを被かぶった武ぶ装そう組そ織しき〈教社ソサヱテイ〉に、殺さつ戮りく略りやく奪だつを生なり業わいとする素す浪ろうの賊ぞく徒と集しゆう団だん〈堕羅狗ダラクウ〉ですか。〈戯竜属ドラツヒヱン〉と言えば竜りゆうと共きよう生せいしてきた事で知られる、戦闘に特とつ化かした禍まが禍まがしき眷けん属ぞくですし……くれぐれも御お気きを付けて行ってらっしゃいませ。――それはそうとンンアア様。大変恐縮ではあるのですが、もう一つ、追加の注文をしても宜よろしいでしょうか」

　ンンアアは僅わずかに訝いぶかしむも、しかし丁てい寧ねいに何でしょうかと伺うかがい、主人マスターの所しよ望もうする食材を承うけたまわる。

「少し……御お時じ間かんを頂ちよう戴だいしても宜よろしいでしょうか……」

　不ふ義ぎ犯す男女が交わす密みつ約やく宛さながら闇やみ間まで交こう錯さくされた会話。主人マスターの吐いた呼こ気きがンンアアの耳じ孔こう先端を撫なぜ、追加注文――その言葉の意味する所を理解したンンアアが示した感情は、逡しゆん巡じゆん。

「納のう品ひんは直すぐでなくて構いませんので。何い時つ迄まででも、御待ち申しておりますゆえ」

　ンンアアは黙もだして頭こうべ垂たれる。そうしてから揺らりと外套収納部屋クロークルームの扉を開いた。

　外套収納部屋クロークルームの壁に立て掛けられていたのは、巨大な〈携劔帯ギヤリソンベルト〉。

〈携劔帯ギヤリソンベルト〉は驪り竜りゆうの鱗うろこで拵こしらえた一級品らしく、高貴且かつ潤じゆん沢たくな黒の光彩を纏まとっていた。

　異様なのは装そう填てんされた劔けんの数かず数かず。ンンアアの体たい躯く程もある超ちよう巨きよ大だい劔けんを含む計けい六ろく振ふりもの劔けんが、その〈携劔帯ギヤリソンベルト〉には装そう填てんされていた。

　一ひと目め見て戮りく劔けんに分類されると解る超重量級の業わざ物ものを始め、長ちよう短たん様さま様ざまな六振りの劔けん。

　ロディニアバイソンの皮かわ十枚分の強きよう靭じん性せいを備えると言われる驪り竜りゆうの鱗うろこの特とく性せいを、最大限有効活用したと言える〈携劔帯ギヤリソンベルト〉だった。

　ンンアアは〈携劔帯ギヤリソンベルト〉の把とつ手てを握り、まるで鞄カバンをそうする様に涼やかに持ち上げると、装そう填てんされた劔の鞘さや先さきを壁に衝突させないようにして外套収納部屋クロークルームを出る。

「ではまた」

　言いながらンンアアは主人マスターに再びの会え釈しやくをし、玄げん関かん扉とびらを開けた。

　宵よい闇やみ喫きつ茶さ〈ファンタスマゴリア〉は地下階に有り、地上へと昇る階段は酷ひどく昏くらい。壁には蝋ろう燭そく一いつ挺てい備え付けられておらず、一いち見げん客きやくが入店するのには物理的にも心理的にも困難な様に思えた。

「〈戯竜属ドラツヒヱン〉……〈ムルキヴェル鉄てつ槌つい同どう盟めい〉傘さん下かの堕羅狗ダラクウ〈黝くろい暖だん炉ろ〉に一人、過か激げき派は教社ソサヱテイ〈ヘヴンズゲイト〉に一人。或あるいは〈オシリスの第だい伍ご法ほう廷てい〉か――何いずれにせよ情報に乏とぼしい。何ど処この〈戯竜属ドラツヒヱン〉を諌いさめるのが最さい善ぜん手しゆなのか、精せい査さ・検けん討とうの必要が有る」

〈オシリスの第伍法廷〉と言えば、入にゆう信しん契けい約やくの折おり、右手中指を切断、それを肛門から挿入されるという猟りよう奇き的てき儀ぎ式しきで悪あく名みよう高だかく、それを回想したンンアアは噎むせ返かえりそうになる。

　先せん刻こく摂とった蒼黴凝固羊乳ゴルゴンゾーラの食道内残ざん滓しが、逆流して来た胃酸の奔ほん流りゆうと混こん濁だくし咽の喉ど元もとまで込み上げて来た。

「追加注文……」

　懊おう悩のうする様に呟つぶやき、鑑かんがみる。思し惟いしながら、ンンアアは手に提さげていた〈携劔帯ギヤリソンベルト〉を徐おもむろに持ち上げ、着ちやく脱だつ式しきの固定帯ハーネスで以もつて後うしろ背せにそれを装着した。

　昇り切った階段の先に拡ひろがる〈翼よく都とドラギヲフ〉の夜よ半わ。

　瑠璃玻璃色ラピスラズリの月げつ霓げいが柔やわらかに滲にじみ、ンンアアの孤こ影えいを瞭あきらかす。

　華きや奢しやな体たい躯くに纏まとう闇あん黒こくの臑丈外套ロングコート――片かた側がわ左半分は裁さい断だんされ、腰部ウエストに劔けんを装着出来る様特殊改良カスタマイズされていた。

　灌そそぐ月げつ霓げいが浮ふ幽ゆうさせる蒼あお白しろい膚はだと緋あかい双そう瞳どう、其その視界霞かすませる鬱うつ陶とうしげな前髪。

　其それは針しん針しんと煌きらめく雪小麦色シユネーヴで、月げつ霓げいの光こう量りよう如何いかんでは橙茶色オランジヱにも灰白色ヴレイスにも視得みえる不ふ可か思し議ぎな艶つや纏まとう黄金色おうごんを湛たたえていた。

　そして後うしろ背せに装着した〈携劔帯ギヤリソンベルト〉から伸びる六振りの劔けん――それらは皆みな一いち様ように天てん穹きゆうを指し示してンンアアの後こう背はい部ぶ左ひだり肩かたの辺りから縦に伸び、劔けん刃じんで拵こしらえた翼つばさの様であった。

　その威い容ようは片へん翼よくを契ちぎり堕おとされた天使アンヘル宛さながら闇あん中ちゆうにあって甚はなはだ物もの物ものしい。

　朧おぼろ夜よの陋ろう巷こうに人ひと気けは無く、鋭えい利りな静し寂じまの清せい流りゆうは路地裏の端はし端ばしにまで行き届き、飆つむじかぜは膚はだを淡うすく梳けずる様に冷たい。

〈翼よく都とドラギヲフ〉は今日も腥なまぐさかった。

　ンンアアの鼻び腔こうは街に息苦しく鬱うつ滞たいした欲よくと罪つみとが齎もたらした腥せい気きを嗅かぎ取とる。

　それは、人間の血の芳ほう香こう。

〈人間ひと〉が、〈人間ひと〉の肉を喰らう為に戮りくする度たび、流ながれ堕おちた血の薫かをり。

〈人間ひと〉が、〈人間ひと〉の肉を喰らうか否いなかは、遺い伝でん子しが決めた。

　ンンアアは、昔繰り返し読んだある讖しん書しよの一いつ節せつを回想し、脳内で反はん芻すうする。

『人じん肉にく摂せつ取しゆ者しや基き礎そ概がい要よう・繁はん茂もする羅ら刹せつ鬼きと待望される暁あかつき～その帰き納のうと敷ふ衍えん～』を著あらわした劔けん聖せいにして 人間恒學厶エルゴノミクサー、アグリッパ・脊せか乖い・ネテスハイムの言げん及きゆうを。




――〈摂取者ゲヰン〉の家系に生を享うけしは喰らい

　　 〈非摂取者アアヴル〉の家に生を享うけしは喰らわず

　　 〈摂取者ゲヰン〉の子、例外無く報讐むくい――〈聖絶アナテマ〉を齎もたらされ、生まれる

　　 〈人間ひと〉の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつし兼ねない、呪じゆ詛そめいた異い能のう力りよく〈聖絶アナテマ〉

　　 〈聖絶アナテマ〉は自みずからにとって、そして世界にとって有用であるか否いなか、有害であるか否かに依よらず、血けつ属ぞくの末まつ梢しよう末まつ葉ように至るまで永えい劫ごう的てきに受け継がれていくだろう――




「――最早もはや地獄ゲヘナ、か」

〈聖絶アナテマ〉は種しゆ種しゆ様さま様ざま。蒼穹そらを飛翔かける能力ちからを備えた者、不死の生命を宿やどした者、鬼き神じんの如ごとき肉体を獲得した者――そして皆各おの各おのが世界の覇王を目指し、神を目指した。

　日に日に濃密になる街の死臭。

　それが暗あんに示すのは、〈摂取者ゲヰン〉の人肉アンヴロジア摂せつ取しゆ量りようの増加。

　そして他ならぬ〈摂取者ゲヰン〉その物の個体数の増加であった。

　表おもて立だって認識されてはいないものの、それは火を見るより明らかであった。

〈非摂取者アアヴル〉の眷けん属ぞくとて、人肉アンヴロジアを食する事により高確率で〈摂取者ゲヰン〉の子が生まれる。

　悠ゆう久きゆうの古いにしえの代よ、その超ちよう越えつした異能力〈聖絶アナテマ〉を備える事で天使アンヘルとして崇あがめられ、聖せい域いきと呼ばれる絶ぜつ境きように限り棲せい息そくしていた〈摂取者ゲヰン〉達。

　しかし二十五年前に起きた〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉を契けい機きとし〈摂取者ゲヰン〉の個体数は爆発的膨張インフレの一いつ途とを辿たどる。

「〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉――俺の躰からだも、あの災さい厄やくの後こう遺い症しよう、なのか……？」

〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉、即すなわち太陽の連れん星せい〈呻しん星せいシン〉の接近に伴ともなう悪あく性せい放ほう射しや線せん〈ＵＶ‐ユーヴイ・デスｄⅩⅢサーテイーン〉の影響により、この星の生命は様々な病びよう症しようや畸き形けい化かといった弊へい害がいに苛さいなまれた。

　新生児や老人――生命力の弱い者はそれだけで死に至いたらしめられたし、屈強な者、健常体の者にも皮ひ膚ふや眼がん部ぶを中心に様さま様ざまな変へん容ようが齎もたらされた。

　穀こく物もつが枯れ、死しに絶たえる家か畜ちく。食しよく糧りようの枯こ渇かつしたこの星で人間ひとが人間ひとを食糧として認めるのにそう長い時間は掛かからなかったろう。

　そうして人間ひとは同どう属ぞくを糧かてにするという禁きん忌きの侵しん犯ぱんを顧かえりみない事で種しゆの衰すい退たいを阻そ止し、繁はん栄えいを半なかば背はい神しん的てきに保ほ持じした。

〈摂取者ゲヰン〉の潜せん在ざい数すうはロディニア大陸東とう端たんに位置するここ〈翼よく都とドラギヲフ〉に於おいて、被ひ把は握あく人じん口こうの〇・三三％に達するとも囁ささやかれている。

「天使アンヘルと呼ばれていた時代があったとはな」

　何ど処こか自じ虐ぎやくめいた嘲笑あざけりを浮かべ、闇やみの底辺そこの舗装道路アスフアルトを猛もう勢ぜいに蹴ける。

「惡魔デイアヴロにも天使アンヘルにも成なれる―― 其それが人間ひと、か」

　痩そう躯くが闇を斬り、黒が滲にじむ。

　社会を絆ほだす因いん果が律りつ、世界を絆ほだす自し然ぜん律りつ。

　総すべての縛ばく鎖さを斬きり闢ひらく様よう、今こ宵よいもンンアアは闇を翔駆かける。







　ンンアアが退店した後の喫きつ茶さ〈ファンタスマゴリア〉。

　店内奥で司教頭巾フードを目ま深ぶかに被かぶり書しよに耽ふける男。

　ンンアアを拝はい送そうした主人マスターが彼の卓テーヴルへと水を奉仕サーヴする。

「随分と熱心に読まれていますね」

「――書物ほんは良いい。叡えい智ちも虚きよ無むも全ぜん能のうも絶ぜつ望ぼうも、凡すべての感情と記憶とが萌ほう芽がする、春の前の冷たくて眩まぶしい、産うぶ土すなの肚はらの奥おく処がの様だ……」

　主人マスターが言葉掛けると、男は書に耽たん溺できした儘ままで列つら列つらと語り出した。

「成なる程ほど確かに、書しょ物もつには先せん人じんの智ち慧えと懊おう悩のうの営いとなみが 刻きざまれていますからね」

「――世界を変える書物ほんが有る。価値も意味も嘘うそも罪つみも、総すべての現象フヱノメノンの意義と、品ひん位いさえ精しらげるような、余あまりに鋭えい敏びんで、貴たつとい書物ほんだ……」

「と、言いますと」

「――預よ言げん書しよや黙もく示し録ろくと呼ばれるものだよ。森しん羅ら万ばん象しようの潮ちよう流りゆうをも統とう制せいし、新たなる国家くにを創そう建けんする基礎いしずえとなる物……」

「読んでみたいですねえ」

「――それらは幾いく多たの解かい舒じよ書しよを派は生せいし、世界に散さん逸いつした。その総すべてを蒐しゆう集しゆうし解げ悟ごした時にこそ〈普遍のラグランジ楽園ユポイント〉の禁きん門もんの秘ひ鍵けんを掌しよう握あくしたと言えよう……」

「貴き殿でんはそれを蒐しゆう集しゆうしていると？」

「――我われ我われは止まらない……舟ふねは既すでに解かい纜らんした……十二本の櫂かいは時に断だん罪ざいの雷らい斧ふとなろう……」

　男は語り終えると、不ふ意いに戦慄戦慄わなわなと打ち震えだした。

「――先せん刻こくの劔つるぎ携たずさえた若わこう人ど……」

「え……ああ、お得意様なのですよ」

「――災さい厄やくを齎もたらすと、書しよにある……。我われ我われ舵だ手しゆを、匣はこ舟ふねを沈ちん没ぼつさせると。忌いむべき同胞はらからを従したがえ、世界を破は滅めつへと墜つい堕ださせる扇動者アジテイターに成り得ると……」

「まさか、とても誠実な青年なのですよ」

「――我われ我われ〈血盟の審艦ノアズアアク〉は神の聖み意こころを啓けい蒙もうせし、窮きわめて崇すう高こうなる血けつ盟めいを契ちぎりし眷けん属ぞく……我我に背はい反はんする事即すなわち、背はい神しんと同等の所しよ在ざい……。その魂魄たましい、神しん罰ばつで以もつて灌そそぎ浄きよめる必要が有るだろう……」

　男は言うと閉へい典てんし、徐おもむろに立ち上がって店を出た。

　卓テーヴルに供きようされたスープには手の付けられた跡が無かった。







二章　薔ば薇らの誤ご謬びゆう







〈翼よく都とドラギヲフ〉東部・右う舷げん二十三区。その西部域に位置する〈ユダヤ区〉の路地裏。

　未いまだ明ける様子の無い深い夜の街を奔はしるンンアア。

「〈戯竜属ドラツヒヱン〉の情報を収集しなくてはな」

　黯くろを纏まとい、黝くろを裂さく。

　溝鼠ドブネズミ一匹遊ばない暗黒の滑かつ走そう路ろを、ンンアアは霞かすめる様に滑かつ駆くした。

「〈ミッドナ区〉に〈教社ソサヱテイ〉や〈堕羅狗ダラクウ〉に特とつ化かした情じよう報ほう屋やが居いたな――先まずは其そ処こへ向かうか」

　瞬間、後方から重じゆう轟ごう音おん。

　静せい寂じやくを獰どう悪あくに破やぶり散ちらし殺さつ戮りく的てきな勢いで鋼鐵車ヴアーゲンが迫せまった。漆しつ黒こくのそれはンンアアの躰からだの真ま横よこを翳かすめると、右斜め前方、狂暴に急停止する。

　鉄てつ道どう網もうが整備された〈翼都ドラギヲフ〉に於おいて鋼鐵車ヴアーゲンを常用する人間は数が知れる。露悪趣味ヴアルガーな有産階級者と、一部の痴者フリークだけだ。

　車しや種しゆは〈ダイダロス開かい闢びゃく工こう業ぎょう〉社しや製せい〈ＬＸＥＺレグゼス〉。翼都の夜に艶つやめき絡からみ合あう鴉からす色いろの外装ボデイが眩まぶしい天蓋開閉式ヘヴンタイプの鋼鐵車ヴアーゲン。成功者の証ステータスシンボルとして雷らい名めい轟とどろかす高級車だ。

「仕事だぜ、乗った乗った」

　鴉翼色ヱル・ノワールの長髪を靡なびかせ、男が鋼鐵車ヴアーゲンの窓から顔出す。

　高級服飾デザイナーＤＢズブランド〈ヴリュンヒルデ＆クリームヒルト〉の黝あおぐろく光こう沢たくの有る襟服シャツが似合う、艶つやっぽい優やさ男おとこだった。

「我聞ガモン、お前は本当に間まの悪い奴だな」

「つれないねえ。こちとらデートすっぽかして来たってのに」

　我聞ガモンと呼ばれた優やさ男おとこが戯おどけた顔して肩を竦すくめる。

　ンンアアは溜ため息いきを吐つき、助手席へと回り込んだ。呆あきれ顔がおに何ど処こか、少しの微び笑しよう。

「で、依頼内容ヤマ……いや、成功報酬ギヤランテイーは？」

　助手席へ腰を墜おとし鋼鐵車ヴアーゲンのドアを閉めつつ言った。打斬棒ぶつきらぼうな振ふる舞まいは十六、七の少年らしくもある。喫きつ茶さ〈ファンタスマゴリア〉の主人マスターとの遣やり取とりでは見せなかった物だ。

「報酬ギヤラは三十三万ダラクマ。成功条件は堕羅狗ダラクウ・〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉全ぜん構こう成せい員いんの殲せん滅めつ。知ってるか？〈ジェクシン区〉ズノゥッパ周辺を根ね城じろにする堕羅狗ダラクウらしいぜ」

　我聞ガモンが〈ＬＸＥＺレグゼス〉を発進させるついでに吐き捨てた。

「〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉……病びよう斧ふ皇おうゼルガスムスの悪あく癖へきで知られる過激派堕羅狗かげきはダラクウか」

「相変わらず博はく識しきだな。しかしそのゼルガスムスってのは、何者なんだ」

「規き格かく外がいの巨きよ斧ふで殺さつ戮りくを繰り返し、その死体を寝ね床どこにしてるっていう変態野郎さ」

「それはそれは。余よ程ほど人恋しくて眠れないのだろうな、女の口説き方でも教えてやるか。しかしそれにしても、俺達最近こんな役回りばかりだ」

「憖なまじ〈戯厶等級パーセク〉が高いと堕羅狗ダラクウや教社ソサヱテイ殲せん滅めつの案件ヤマが多くなる――解わかってはいた事だ」

　ンンアアはその危あやうい程に灰はい白じろい、凍とう傷しょうに罹かかった様に鋭えい利りな面めん相そうで諦てい念ねんを表あらわす。

「〈戯厶等級パーセク〉が【AAダヴル】に昇しよう級きゆうしてからは一、二、三、四、六……六件目か」

「……五件な。まあ〈ＤデｕユｍーＡマ〉が俺達の腕を認めている証しではある」

〈ＤｕｍＡデユーマ〉――〈Diasporaデイアズポラ unionユニオン managementマネージメント Associationアソシエーシヨン〉。

　それは〈戯厶デイアズポラ〉と呼こ称しようされる傭よう兵へい達に、報ほう酬しゆうを対たい価かとして仕事を斡あつ旋せんする組織だった。

〈ＤｕｍＡデユーマ〉に登とう録ろくされた〈戯厶デイアズポラ〉達は自みずからに付ふ与よされた階級――〈戯厶等級パーセク〉に対応した案あん件けんを自由に選択、履り行こう出来る。

　案件内容やその依い頼らい主ぬしは種しゆ種しゆ様さま様ざまで、飼かい猫ねこの捜そう索さくから暴竜ドラゴン討とう伐ばつ、要よう人じんの暗あん殺さつまで有り、成功報酬ギヤランテイーもその難なん易い度ど如い何かんで決まった。

「【AAダヴル】でも履り行こうが認められない案件ヤマも有る――空そら恐おそろしくて知りたくも無いがな」
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　加速する〈ＬＸＥＺレグゼス〉。狭い裏通りを疾しつ駆く。

　灰色に建ち並ぶビル群ぐんも眠る真しん夜や。市街の景観に有るのは闇あん穹きゆうの梁はりを支える男像柱アトラスの様なビル群それらだけで、街がい路ろ行く人は居ない。元より運転の粗そ暴ぼうな我聞ガモンが手た繰ぐる高級車〈ＬＸＥＺレグゼス〉は獰どう猛もうに地を這はった。

「そういやンンアア、〈惡魔デイアヴロ〉って、知ってるか」

「〈惡魔デイアヴロ〉……？」

「ここのところ巷ちまたを賑にぎやかしてる無差別殺人鬼の事で、何でも腕が三本有るとか四本有るとか、専もっぱらの噂うわささ」

「……へえ。ああそういえば、ヲヲヲガって奴の噂なら知ってるぞ」

「知らないな、誰だ？」

「〈示じ現げん流りゆう異い端たん・羅ら刹せつ讖しん眼がん劔けんのヲヲヲガ〉。三さん刀とう琉りゅうの使い手で、闘とう神しんや鬼き神しんといった数かず数かずの浮うき名なを持つ男だ。そいつだとしたら納なっ得とくが行く、俺も都市伝説とばかり思っていたよ」

　我聞ガモンが大振りに操縦桿ハンドルを斬り、〈ＬＸＥＺレグゼス〉は表おもて通どおりに出る。

「こないだも〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱ〉ーに入にゆう軍ぐん間も無い若い〈几熾シユヴアリヱ〉が〈惡魔デイアヴロ〉に殺やられたらしいぜ。殺せつ生しようなこった」

「〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の、若い……そうか……」

　道みち幅はばの広い表通りに出た途と端たん〈ＬＸＥＺレグゼス〉はまるで獰どう悪あくな唸うなりを上げた。疾しつ風ぷうが二人の頬ほおを斬きる。

「ンンアア……また痩やせたか？」

　加速板アクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふむ我聞が、嘶いななく風に被かぶせて訊たずねる。

「ん……そうか？　自分では解わからんもんだ」

「ちゃんと喰くってんだろうな。案件ヤマの最さい中ちゆうにぶっ倒れられでもしたら敵かなわんぜ」

　超高速で疾駆かける鋼鐵車ヴアーゲンの運転そっち退のけでンンアアの顔を覗のぞき込こむ我聞。前方に注意を払う必要は無いと判断しているらしい。

「お前に心配されちゃ湧わく食欲も湧わかん」

「そう照れるなよ。ああそういや、〈ミネルヴァの梟ふくろう〉に新しい女中メイドちゃんが来てんだ！」

「へえ。そういえば〈ヲークダムの実みのり迦哩カリイ〉暫しばらく食べてないな。女主人マスター――ヱクレシヤさんは元気にしてたか？」

「ああ、相変わらずさ。肌も髪も綺麗だし、淹いれる珈琲カハウヱの味も変わらない。……で、その女中メイドちゃんなんだが、どうやら読書が趣味らしくてな。休憩中を覗のぞいて見たから間違いない。次に逢あったら絶対名前を聞いてやるんだ」

「覗のぞくな馬バ鹿カ。其それはそうと、ヱクレシヤさんはもういいのか？」

「ヱクレシヤさん？　勿もち論ろん好きだぜ。本気でな」

「この前一ひと目め惚ぼれしたとか言ってた精せい肉にく屋やの女将おかみはどうした」

「ああ、愛してるさ。心の底から」

「……全く、〈死神ザナトス〉の異い名みようが聞いて呆あきれるぜ」

　戯たわむれる二人。〈ＬＸＥＺレグゼス〉は燃焼もえる加速度スピードで疾駆ドライヴを継けい続ぞく。

〈ユダヤ区〉から〈ヤヴンシャー区〉を経へ、〈ジェクシン区〉に入った。

　軈やがて変わる背景。ビル群の隊列が乱みだれ、疎まばらになる。それらは総そうじて朽くち、訪おとずれる筈はずの無い参さん拝ぱい者しやを待つ墓ぼ標ひよう宛さながら、哀かなしげな表情で、怨うらむ様に佇ちよ立りつしていた。

「この辺りから〈ズノゥッパ〉だ」

〈ズノゥッパ廃はい園えん〉と呼ばれる街がい区くに入った事を我聞が告げる。

　警けい視し組そ織しき〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダーズ〉――通つう称しょう〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃ〉ツヱーの管かん轄かつ下かにある聖せい遺い物ぶつ〈双そう摩ま天てん楼ろう〉を僅わずか東ひがしに仰あおぎ見みる〈ジェクシン区〉中央部に位置しながら、堕羅狗ダラクウの聖地メツカとなってしまった廃はい墟きよ街がい。

「〈双摩天楼〉か。一体何に使われていたのだろうな」

　聖せい遺い物ぶつとは現代いまに残ざん存ぞんした、太たい古こより遺のこされし文明や建造物。現代いまの人間には成なし得えない技術・文化が利用されている事が多く、研けん究きゅう対たい象しょうとして厳げん重じゅうに保護・管理されている。

　地ち上じよう高こう二百ルードマを凌りよう駕がするであろう超ちよう高こう層そう且かつ超巨大な双そう楼ろう閣かくの威い容ようは驚きよう異い的てきと言うより他ほか無なく、その足あし下もとに蔓延のさばる廃はい墟きよ街がいをより憐あわれましい物に見せた。

〈ジェクシン区〉には元もと元もと貧ひん民みん街がいが多く点てん在ざいしていたが、〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉以い降こう街の荒こう廃はいは深刻化の一いつ途とを辿たどる。

　廃はい屋おくを拠きよ点てんとし、略りやく奪だつや殺さつ戮りくに依よって生なり業わう不ふ逞てい輩やからの徒と党とう・堕羅狗ダラクウ達が勢力を拡大させるのにそう長い時間を要ようさなかった事は想像に容易たやすい。ここ〈ズノゥッパ廃はい園えん〉は不成者ならずものが蔓延はびこるのには打って付けの環境だ。

〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉はそんな堕羅狗ダラクウの一つで、ここ数ヶ月の内に急速に台たい頭とうしてきた過か激げき派はとも呼べる連れん中ちゆうだった。

「降おりよう」

　ンンアアが言い、我聞が停止板ブレーキを踏ふむ。〈ＬＸＥＳレグゼス〉は護謨輪タイヤを摩ま耗もうさせ引ひき攣つる様に慟どう哭こくして嘶いななくと、軈やがて完全に停止した。

「……っと。ンンアア、場所知ってたのか？」

　応おう答とうもせず助手席のドアを開け、腰を上げるンンアア。我聞は鋼鐵車ヴアーゲンの内燃機関ヱンジンを停止させ、灯火鍵アグニシヨンキーを引き抜くと、直すぐにンンアアの後を追った。

　闇あん黒こくに統とう治じされた廃墟街に歩ほを進める二人。その行く手、暗あん路ろの両側に三さん階かい建だての廃はい屋おくが屹きつ立りつしている。

　濃のう黒こくの帳とばりの中に有っても見て取れる程に朽くち尽つくし、罅ひび割われた外がい壁へきには、夜よ闇やみに塗ぬり潰つぶされて尚なお鮮せん烈れつな蒼あをに耀かがやく花か弁べん誇ほこらせた、薔ば薇らの蔓つるが繁はん茂もしていた。

　その蒼あをは、白く薄うすい肌の女性の二にの腕うでに浮かぶ血けつ管かんに似て、少し爪つめを立てたら噴ふき出だしてしまいそうなくらいの瑞みず瑞みずしさを湛たたえていた。

「〈罪噛みのゲハイムドル・蒼薔薇ナペテイート〉って知ってるか？」

「え？」

　ンンアアの物もの問といは唐とう突とつ。

「稀き少しよう種しゆだが、戦せん場じようで咲さき誇ほこっているのを見たという目もく撃げき例れいも有る蒼あをい蔓つる薔ば薇らだ。その特とく性せいは極きわめて異い質しつ」

「あの廃はいビルに伸び散らかってる蒼あをい薔ば薇らがそうだってのか？」

「〈罪噛みのゲハイムドル・蒼薔薇ナペテイート〉は死し屍しを苗なえ床どこにして咲さく。風で運ばれて堕おちた種子が、まだ血けつ液えきを多た分ぶんに含ふくんだ新鮮な死体を肥ひ沃よくな土ど壌じようと間違えるからだそうだ」

「……確たしか病びよう斧ふ皇おうとやらは死体を寝ね床どこにしてるんだったな……成なる程ほど、それで〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉ってわけか」

　瞬間、破は砕さい音おん。

　硝子ガラスの砕くだける音、無数の破は片へんと破は片へんが奏かなでる旋せん律りつ。

　右側廃はい屋おく三階の窓、左側廃はい屋おく三階の窓が同時に裂れつ破ぱし、黝あおぐろい影かげがそこから飛とび墜おちた。

　黝あおぐろい影はンンアアと我聞よりそれぞれ一ひと回まわり逞たくましい、頑がん強きような体たい躯くをしている。

　着地すると脚あしに負ふ荷かする衝しよう撃げきも厭いとわず瞬間で疾しつ駆くに転てんじ、得え物ものを構えながら二人共ふたりともがまるで当然の様にンンアアと我聞を急きゆう襲しゆうして来た。

「出迎え御苦労さん。解わかり易やすくていいな」

「……抜ぬかるなよ、我聞」

「ヴぁぶをボボボをうッッッッッッッッッッッッ」

　右みぎ手て側がわの急きゆう襲しゆう者しやがンンアアに迫せまる。

　巨きよ劔けんを振ふり被かぶり、風の嘶いななきを纏まとう猛もう烈れつな斬きり墜おとしを繰くり出だした。

「ヴぁボっっ？」

　しかしそこにンンアアは、居いない。

「堕羅狗ダラクウ相手に加か減げんはせん――〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅠいち拭しき斬ざん衝しよう・無む星じよう顛てん彗せい〉」

　急きゆう襲しゆう者しやは声のした方を見る。――――それは上じよう方ほう、急襲者の遥はるか頭上、空中だった。

　そして瞬間。

　急襲者がンンアアの姿を眼まなこに映したのは一いつ瞬しゆん間かんで、次の刹せつ那な、ンンアアが振ふり墜おとした禍まが禍まがしい戮りく劔けん〈虚きよ無む讃たたえる者もの・懊おう悩のうするサングヱ〉は彼の膚はだ肉にく血ち骨ほね内ない臓ぞう、罪つみと業ごう、良りよう心しんと悪あく意いの差別無く、遍あまねく、斬ざん断だんした。

「グぷヴぼぼポポ」

　一いつ点てんの澱よどみ無く澱よどみ切きった真しんなる夜よるの黒くろに、膨ぼう大だいな緋ひの鮮せん血けつが散さん溢いつ、ンンアアは盛せい大だいに返り血を浴あびた。白い初うぶな頬ほをや首くび筋すじを粘ねば粘ねばする緋あか黒ぐろの液体が穢けがす。ンンアアは少しも構わず、それを受うけ容いれた。慣なれている様だった――――。

「ガるヴぁバアアアッッッッッッッ」

　猛たけっているのは左手側廃はい屋おくよりの急襲者。

　遮しや二に無む二に長ちよう劔けんを振るっては、我聞に押おし迫せまる。

　しかし我聞は極めて軽やかに艶あでやかに、その粗そ雑ざつな劔けん乱らん舞ぶを躱かわし往いなしていた。

　移うつり気ぎな鳳蝶アゲハチョウが花から花へと遊ぶみたいに。

「それじゃあ駄ダ目メだ。もっと優しく、相手の心の襞ひだを撫なぜる様に攻めなくちゃ……」

　刹せつ那な、我聞は身を屈かがめ敵の懐ふところに侵しん犯ぱん、一いち陣じんの奔はしる斬ざん影えいとなり、急襲者の胴どうをその長ちよう刀とうで薙なぐ。

〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉――常じよう人じんでは使つかい熟こなせそうにない驚異的な長さを誇ほこる片かた刃ばの劔けんだった。

「〈死に至デツドヱンドる惨劇・カラミテイ〉――この技の名だ。今考えたにしちゃ上出来だろ？」

　長髪を振り乱し劔つるぎ舞まう姿すがたは宛さながら〈死神ザナトス〉――。

　急襲者は下か腹ふく部ぶを押さえ込み崩くずれ墜おちる。瀑ばく布ふの様に吐と血けつ、地ちに沈しずんだ。

「ンンアア、このまま突っ込むぜ」

「承しよう知ち」

　右の廃はい墟きよに侵しん犯ぱんしたンンアア。屋おく内ないの損そん壊かいも激しく、部屋の間ま仕じ切きりは崩ほう落らく。ただ広いだけの昏くらい空間スペースに男が五人――――。

「ヴぃジゃばァァァッッッ」「ぶべらべべべッッッ」

　　「ヴびいいいい」「どビュうフフフ」「がぎゃヴぁばばば」

　男達は皆みな一いち様ようにその双そう瞳どうを野犬の如ごとく爛らん爛らんとさせ、纏まとっているのは衣服ではなく布ぬの。

「お前ら本当に人間か？　まあ、何を以もつて人間とするかだがな……」

　涎よだれを引き伸ばし猛たけり迫る男達の熱量を余よ所そに、まるで自じ嘲ちようするようにンンアアは言った。

　超ちよう巨きよ劔けん〈懊おう悩のうするサングヱ〉を右腕だけで片手持ちし、自らの背中側に思い切り振る。次に放はなつ一撃の為の大きな溜ため。

〈懊おう悩のうするサングヱ〉はンンアアの体たい躯くに程ほど近ちかい幅はばと長さの劔けん身しんを誇ほこり、それを握にぎり支える彼の白く細い手首は今にも折れてしまいそうだった。

「「「「「がガガガガボぼぶぷッッッッッッ」」」」」

「そう昂たかぶるな。生はじまりも死おわりも無かった様に眠らせてやる……」

　五人の狂乱者がンンアアを目め掛がけてほぼ同時に、喰らい掛かる――――

「……〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅥろく拭しき斬ざん濤とう・審しん機き絶ぜつ衝しよう〉……」

　刹那に、五人の狂乱者はンンアアの身体からだに触ふれる事無く、廃墟の壁へと吹き飛んで叩たたき衝つけられた。

　五人全員例外無く腹はらを抉えぐられ、臓ぞう腑ふがその頭あたまを擡もたげていた。

　ンンアアが薙なぎ払はらった戮りく劔けん〈懊おう悩のうするサングヱ〉の超ちよう衝しよう撃げきは斬ると言うよりは潰つぶし抉えぐる事で彼等の生せい命めいを潰ついえさす。

　見れば部屋には無数の亡なき骸がらが散さん在ざいしていた。その十じゆう数すう躰たいの骸むくろから蔓つると根ねが生はえ伸び、混凝土コンクリ壁かべを這はい侵しん蝕しよく。蒼あをく艶つやめく薔薇が、伸びた蔓つるの節ふし節ぶしだけでなく、腐ふ敗はいした骸むくろの瞳どう孔こうや口こう腔くう、頭ず蓋がいに鼻び腔こう、性せい器きから、咲き乱れていた。

「煉れん獄ごくの華はなだってもう少し咲き場所を選ぶだろうよ」

　吐き捨て、駆け出す。

　広ひろ間ま奥おくに階段を認め、翔かけ昇のぼる。――二階。〈罪噛みのゲハイムドル・蒼薔薇ナペテイート〉の蔓つるは更さらに繁殖すのさばる。　蔓は死し屍しを飲み、骸むくろを喰らい、皮膚に、骨に、髪に、繚りよう乱らん。踏み場無く累るい累るいした死し屍しの野のの褥しとねに蒼あを薔ば薇らは罪の意識一つ無く艶あでやいでいた。――構わず駆ける、三階。
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　天てん井じようも半はん壊かいした最上階。隙すき間まに覗のぞくのは真しん黒こくの夜や穹きゆう――その時。

「グわああッッ」

　我聞の身み悶もだえる様な叫きよう声せい――通とおりを挟はさんだ向かいの廃はい墟きよから。

　駆け寄り、既すでに窓硝子まどガラスを砕さい懐かいされ虚きよ眸ぼうと成った混凝土コンクリの窓まど枠わくから、対たい岸がんの廃墟を窺うかがう。

　ちらと視みえた我聞の姿――三階に居る。

　通りの幅は九乃ない至しは十ルードマ、成人男性六人分――「跳べない距離じゃない」。

　ンンアアは一いつ旦たん部屋の奥まで引ひき退じさると、次ついで逡しゆん巡じゆん無く疾しつ駆くした。

「うをオオオオッッッッッッッッッッ」

　火ひ矢やの如く奔はしり抜ぬけ、窓まど枠わくの下か辺へんに片足を掛け蹴り跳ねる。そのまま闇あん天てんへと召めされる様に跳ちよう躍やく、飛ひ翔しよう。女性の乳ち房ぶさの輪りん郭かくに似てまろやかで角かどの無い――人の手には創つくり得えない麗れい美びな軌き道どうを描えがいて向かいの廃墟の窓まど枠わくに吸い込まれていった、そして直すぐ次の瞬間。

　硬かたい、混凝土コンクリ床ゆかの衝しよう撃げきがンンアアの脚あしから全身へと伝でん播ぱする。衝撃を逃のがすべく、瞬間で膝ひざを抱かかえ、頸くびを畳たたみ、全身を球たまの様に丸くさせると、慣かん性せいで途と方ほうも無く転ころげ奔はしり、部屋の奥の壁に衝しよう撃げきし、漸ようやく止まった。

「……ンンアアっ！」

　名を呼ばれ、ンンアアは痛みを堪こらえながら、ゆっくりと頸くびを上げる。

　我聞は擦さつ過か傷しようを被こうむっているも、劔けん捌さばきに澱よどみ無い。対たい峙じしているのは嘘の様な巨きよ斧ふを振ふり翳かざす鼻び梁りようの拉ひしやげた巨おお男おとこ。巨斧には其そ処こ彼かし処こに臓ぞう腑ふとも白はつ骨こつともつかない乾かん燥そうし風ふう解かいした肉にく片へんの化か石せきが固こ卑びり付ついていた。

「……をををッ。マた、美しイっ、ヲトこダ……」

「我聞っ、大丈夫か！……貴様が、病びよう斧ふ皇おう――」

「余裕余裕。けど仏ほとけさんが臭くさくて参った……コイツ、鼻が潰つぶれてるから平気なんだな」

　此方こちらの廃墟の床にも死し屍しは無数に転ころげていた。薔薇の薫かをりは腐ふ臭しゆうと混こん濁だくして胃い腸ちようを捲まくり返かえす様な嘔おう吐と感かんを催もよおさせた。

「……〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉棟とう梁りよう・ゼルガスムス。私し怨えんは無いが……眠ってくれ」

「……をををッ、瑞ミズ瑞みずしク、未マだ青アヲい躰からダダ……君キみハ、良イい土ド壌ジヨウに成なル――」

　ゼルガスムスは我聞へと開いていた巨きよ躯くをンンアアへ向ける。

　迫せまり寄より、掌てのひらに持つ巨斧の質しつ量りようからは想そう像ぞうし得えない俊しゆん敏びんさで、腕を振ふり翳かざした。が、次の刹せつ那な――。

「ガッ、ハ……ブ、ふん……」

　巨斧を振り翳したままの姿勢で静止しているゼルガスムス。その胸むな板いたからは片かた刃ばの長ちよう劔けん――〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の鋒きつさきが頭あたまを覗のぞかせていた。

「アあッ……ワたシの、鮮セン、血ケツヲ、巡めグらセ……咲サキ誇ホこルがいイ、可か憐レンな、薔バ薇らタチよ――」

　ンンアアが構かまえ解とき〈懊おう悩のうするサングヱ〉の劔けん身しんに付着した緋ひ血けつを振り払うと、我聞はゼルガスムスの逞たくましい背中から〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉を抜ぬき奔はしらせる。次の瞬間、支えを失った巨きよ躯くは膝ひざから頽くずおれ吐と血けつすると、軈やがて床ゆか一いち面めん敷しき詰つめられた〈罪噛みのゲハイムドル・蒼薔薇ナペテイート〉の褥しとねに顔がん面めんから沈しずみ墜おちた。

「ったく……変な悲ひ鳴めい上げるな。来る必要無かった」

「イヤ、悪い。余りに臭くさくてな……それに結構忙しかったんだぜ？　十人は斬きり捌さばいたさ。妙みような感触がすると思ったら、仏ほとけさん踏ふんでるしよ……」

　我聞は言い、悪お寒かんが迸はしったのか自みずからの腕を抱かかえ肩を竦すくめてみせた。するとその時――

「シッ……」

　ンンアアが第二指ひとさしゆびを鼻に添そえ、我聞に沈ちん黙もくを促うながす。

「……何だ？」

「誰か来る……」

　ンンアアは〈懊おう悩のうするサングヱ〉を構え直し後こう方ほうへと退じさる。廃墟三階広間、窓まど穴あなの無い側がわの混凝土壁コンクリかべを背せに、廃墟入り口周辺へと気を張はり巡めぐらせ、耳を凝こらした。

　我聞も倣ならい〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の刀とう身しんに付ふ着ちやくした鮮せん血けつを薙なぎ払はらうとンンアアの隣となりへと飛とび退のき、弛し緩かんし切きっていた筋きん肉にくを再さい収しゆう縮しゆくさせる。ンンアアはと言うと、元より精せい神しんに臨りん戦せんの色しき相そうを纏てん縛ばくさせたままで居たらしかった。

「……」

　空気が緊きん縛ばくする。夜の街の最も深い時間にだけ生せい息そくする、神しん聖せいさえ湛たたえる静し寂じまで塗ぬり固かためられた凍とう気きは二人の体温を奪うばい、緊きん張ちようをより堅けん固ごな物にさせた。

「来るぞ……」

　ンンアアは来らい訪ほう者しやの気け配はいをもう直すぐ其そ処こにまで感じ取っていた。

　軈やがて、混凝土コンクリ床ゆかを踏み歩あゆむ音が聞こえて来る。それは直ぐに階段を辿たどり、一階から二階、二階から三階へと昇って来た。そして階段から頭が覗く――――。

「――――ああん？　……餓ガ鬼キが二人だけとは、何かの間違いか」

　来訪者は言うと蔓つると屍かばねに覆おおわれた混凝土床コンクリゆかに歩ほを進めた。ンンアアと我聞の、劔けん持つ腕かいなに力ちからが籠こめられる。

「…………！」

　ンンアアの膚はだが、鼻び腔こうが、内ない耳じの三さん半はん規き管かんが、感かん応のうする。全身／全心ぜんしんで、相手を鑑かんがみる――――〈いけるか…………いや、五分……〉。

　首くび筋すじを膏あぶら汗あせが伝つたい、奥おく歯ばを軋きしらせる。

　我聞と意い思し疎そ通つうを図はからなければならない。しかし唇くちびるが、躰からだが、思う様に動かなかった。

　迫り寄る来訪者。徐じよ徐じよにその風ふう体ていが瞭あきらかになり、面めん相そうが認にん識しきされる。

「な……あれは〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉の勲くん章しよう……まさか、〈SEASONNシーズン〉……！」

　十じゆう字じ架かに縛ばく鎖さされ断だん末まつ魔まの叫きよう喚かんを呻しん吟ぎんする竜と、その心臓を貫く聖せい槍そうがモチーフの勲章――〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉。

　男の纏まとう白はく銀ぎんの〈几熾聖衣ローヴ〉の胸には物もの物ものしいその〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉が飾かざられていた。

　治ち安あん維い持じや異い端たん審しん問もんから環かん境きよう整せい備びまで、様様な観点から街を管かん轄かつ、〈翼よく都とドラギヲフ〉を事じ実じつ上じよう統とう治じする警けい視し組そ織しき〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉――〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉。

　その選より抜ぬきの最さい精せい鋭えいで構こう成せいされたのが〈SEASONNシーズン〉――

〈theザ Sevenセヴン Esperanceヱスぺランス Admiralアドミラル forフオー Sophistソフイステイicatedケイテイツド Neoネオ-Nexusネクサス〉――で、街の〈何でも屋〉として報ほう酬しゆう目的で動く雇やとわれ兵へい隊たいのンンアア達〈ＤデｕユｍーＡマ〉からすると商しよう売ばい敵がたきで天てん敵てきで目の上の瘤こぶ。

　両者は水と油、狗いぬと猿さる。と言うよりは、〈訓くん練れんされた血けつ統とう書しよ付つきの猟りよう犬けん〉と〈気き儘ままに鼠ねずみを獲とる野の良ら猫ねこ〉、そんな関係だった。

「オマエらが〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉なのか？　糞餓鬼クソガキにしか見えんが、やっちまうか」

　男は耳じ翼よくや眉まゆ尻じり、唇の端くちのはに、無数の銀ぎんの輪わを穿うがち連つらねていた。凡およそ〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃ〉ツヱーの〈几熾シユヴアリヱ〉らしからぬ出いで立たち。

「勲章の色は【緋あか】……〈熾鳳煉曹シユトルヒオルデン〉、レグヱガン……」

　ンンアアは逡しゆん巡じゆんする。

　レグヱガン――〈SEASONNシーズン〉一いちの不ふ良りよう〈几熾シユヴアリヱ〉で悪あく名みよう高だかい。

　単独行動も多い〈SEASONNシーズン〉の危き険けん分ぶん子し。それでも〈熾鳳煉曹シユトルヒオルデン〉の勲くん爵しやくを賜たまわっているのは、その実じつ戦せん闘とう能のう力りよくの高さを証明している。

〈熾鳳煉曹シユトルヒオルデン〉は〈熾鳳連隊シユトルヒリツター〉を統とう率そつする部ぶ隊たい長ちようでも有った。

「誰だてめえ。俺達は死体に花咲かすこんな悪趣味連中とは無関係だが、てめえのその口黙らす事が出来る程度には暇を持て余してるぜ？」

　痺しびれを切らした我聞が挑ちよう発はつに乗る。

「我聞……」

　ンンアアは唾つばを飲んだ。〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉に喧けん嘩かを売るのは旨うまくない。目を付けられれば活かつ動どうし難にくくなる。

　下へ手たを打てば〈ＤデｕユｍーＡマ〉を除じよ籍せきされるだろう。〈ＤｕｍＡデユーマ〉幹かん部ぶも〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉に喧嘩を売る様な危険な傭よう兵へいを囲かこっていたくは無い筈だ――――否いや、それ以前にこのレグヱガンという男、物もの事ごとの斟しん酌しやくを心こころ得えていそうにない。

「……決まりだ糞餓鬼共クソガキども。オマエら二人、見る影かげも無くしてやる……」

「……ちっ」

　ンンアアが翔とぶ。

　超ちよう反はん応のうの疾しつ駆く。レグヱガンに攻撃する隙を与えまいと、先せん手てを打つ。機き先せんを制せいした心算つもりだった。

「はあああああッッッッッッッッッッ」

〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅠいち拭しき斬ざん翔しよう・訝げ神しん飆ひよう牙が〉。それは瞬しゆん翔しようから横よこ薙なぎの斬ざん撃げき。疾しつ風ぷうの鋭えい利りさでレグヱガンを強きよう襲しゆうする。が――

「ぐあッッ！　な……これは」

　ンンアアの戮りく劔けん〈懊おう悩のうするサングヱ〉を燃もえ盛さかる火か焔えんが喰くらった。

〈懊悩するサングヱ〉は巨きよ焔えんに呑のまれ、その刃やいばはレグヱガンの躰からだには到とう達たつし得えなかった。

「くっ、こ、これは……炎ほのをの……壁かべ？」

　ンンアアの強きよう襲しゆうからレグヱガンを護まもったのは炎の壁――巨大な焔ほむら柱ばしらだった。

「ハハハハハハッッッ！〈科焔爻系マルゼス〉中ちゆう位い術じゆつ、〈煉獄緞帳アグニカテン〉！」

　焔ほむら柱ばしらはその火か勢せいを増し徐じよ徐じよに膨ぼう脹ちようしていく。元より半はん倒とう壊かいしていた廃墟の天井が焼かれ、柱はしらは焦こげ朽くち始はじめた。火か勢せいから鑑かんがみるに、廃墟が全ぜん壊かいするのは時間の問題だろう。

「それくらいにしとけ」

　声とほぼ同瞬間、突如として蒼あをく煌きらめく清きよらかな水すい流りゆうが空中を翔かけ奔はしる。その清せい水すいの潮ちよう流りゆうは、レグヱガンを中心として今にも廃墟全体を喰くらい尽つくさんと膨ぼう脹ちようしている〈煉獄緞帳アグニカテン〉に弾はじけ、その火か勢せいを萎なえさせた。

「――〈蒼濤漲滝激メイルシユトレヱム〉！」

　翔かけ乱みだれる蒼あをく聖きよらかな奔ほん流りゆう。宙ちゆう空くうを疾しつ泳えいする飛竜の如く、無数の水すい塊かいの飛礫つぶてが〈煉獄アグニ緞帳カテン〉に衝しよう突とつ。

　機き銃じゆう掃そう射しやされた〈蒼濤漲滝激メイルシユトレヱム〉は間かん断だん無なく放はなたれ、徐じよ徐じよに〈煉獄緞帳アグニカテン〉の焔ほのおはその火か勢せいを弱めていった。

「チッ、これからって時によ……」

　レグヱガンは蟀こめ谷かみに極ごく太ぶとの血管浮かせ、〈蒼濤漲滝激メイルシユトレヱム〉の射しや手しゆには一いち瞥べつもくれず嗟さ嘆たんした。

　ンンアアと我聞が階段付近を見る。

　立っていたのはレグヱガンと同じ白はく銀ぎんの〈几熾聖衣ローヴ〉を纏まとった蒼そう髪はつの青年。整せい然ぜんとした顔かお立だちを少し長めの前髪が涼すずやかに飾かざる。胸には矢や張はり〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉の勲章を飾っていた。――その色は【蒼あを】。

「蒼あをの〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉――〈訝錻提督シユランゲオルデン〉、ラウラレイ……」

　ンンアアは歯は噛がみし、唾つばを飲む。何も知らない様子の我聞は〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の妖よう身しんをギラつかせ、今にも斬り掛かりそうな呼吸で構えていた。

　沈ちん黙もくする二人と二人、その間には一定の空間が保たもたれている。四よ人にん共ともが――そう、制せい止しに入ったラウラレイでさえもが――何なにかあと一つ、誰かを傷きず付つける事を許きよ容ようされるだけの動どう機きが付ふ加かされるのを待たい望ぼうしている様であった。

　その沈黙の壇だん上じように、五人目の演者キャスト――。

　臨りん戦せんへの留りゆう意いが先せん行こうし、ンンアアも我聞もその者の接近には気付けなかった。

　階段から頭を覗かせ昇り切った影は、軈やがてレグヱガンとラウラレイの間に割って入る様に歩あゆみ寄より、穏おだやかに静せい止し、ンンアア達と正面から向き合った。

「貴き公こう等ら、〈ＤｕｍＡデユーマ〉か……」

　沈黙を裂れつ割かつして登とう壇だんし、口を開いたのは女――ンンアア、我聞と変わらない、成せい人じん年ねん齢れいには到とう達たつしてないと推すい測そく出来る、若く瑞みず瑞みずしい少女だった。

　夜よ闇やみを瞭あきらかす様に白く艶つややかな肌。匂にをい立たって頸くびを零こぼれ墜おちる艶つや髪かみは、気き品ひん纏まとわせた薄うすいピンク色をしていた。

　しかしその余りに麗うるわしい花顔はなかんばせの閲えつ見けんを背はい徳とく行こう為いと言わんばかりに、口くち許もとを薄うすい遮蔽布ヴヱールが覆おおっている。

　手には超ちよう大だいな得え物もの――斧おのに似た強きよう靭じんな刃やいばを誇ほこる長ちよう槍そう――を携たずさえているも防ぼう備びは軽けい装そう。

　乳ち房ぶさを覆おおい持ち上げる肌はだ着ぎとショートパンツをベースに、二にの腕うでや腰部ウエスト、踝くるぶしから膝ひざに掛けての脚きやく部ぶ等とうを、機き能のう的てき且かつ目にも艶あでやかな服飾品アクセサリで装よそっている。

〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈几熾シユヴアリヱ〉と思おぼしきこの少女は、肩かた口ぐちはおろか胸むな元もとや腹ふく部ぶ、太ふと腿ももさえ露あらわにした、動うごき易やすさに加くわえ美び感かんにも配はい慮りよした服装で任にん務むへと赴おもむいていた。

「あの槍やりは〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん星せい槍そう・聖せい銀ぎん河がのアデルハイド〉……あの女、まさか……」

〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん星せい槍そう・聖せい銀ぎん河がのアデルハイド〉はその持もち主ぬしと共に雷らい名めい轟とどろかす超ちよう高こう性せい能のう武ぶ機き。

〈爻メメント〉という特殊技術で素そ材ざいを〈分ぶん解かい〉〈再さい構こう築ちく〉〈錬れん精せい〉〈纏てん縛ばく〉した武ぶ機きは〈爻こう纏てん拭しき〉と冠かんされ、熱ねつや鎚つちだけで鍛きたえた武ぶ機きを凌りよう駕がする耐たい久きゆう性せいと殺さつ傷しよう力りよくを誇ほこる。

〈爻メメント〉とは有あらゆる物――有ゆう機きと無む機きとに依よらない凡すべての存そん在ざい物ぶつを素そ材ざいとし、森しん羅ら万ばん象しよう様さま様ざまな物ぶつ質しつや現げん象しようを〈構こう築ちく〉〈生せい成せい〉〈発はつ生せい〉〈顕けん現げん〉させる事の出来る現代技術だ。

　鼠ねずみと猫ねこから竜を創つくり、竜の鱗うろこを劔つるぎに変え、劔つるぎの刃やいばから鼠の餌えさを生み出す事も出来る。

　遙はるけし悠ゆう久きゆうの太古より研けん鑚さんされてきた〈錬金術アラケム〉の発はつ展てん形けいと捉とらえて相そう違い無ない。

　今や〈爻メメント〉は有あらゆる分ぶん野やの産さん業ぎようで活用され、今こん日にちを生きる現げん代だい人じんの社会生活の基き盤ばんとなっている。

　そして〈爻メメント〉は百ひやく人にん百ひやく様よう、能力の使い道はその者もの次し第だい。人を豊かにする事も出来るが、傷付ける事にも使える――レグヱガンの〈煉獄緞帳アグニカテン〉や、ラウラレイの〈蒼濤漲滝激メイルシユトレヱム〉、それらが正まさに攻撃に特とつ化かさせた〈爻メメント〉であった。

　そんな超技術の結けつ晶しよう〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん星せい槍そう・聖せい銀ぎん河がのアデルハイド〉の使い手が何者であるかという事について、〈翼都ドラギヲフ〉で生せい営いとなむ者ならば誰もが既き知ちの事じ象しようだった。

　ンンアアは少女の顔に見み入いる。それは〈確かく信しん〉を裏うら付づける為の〈確かく認にん〉という名の行こう為い。

　凝ぎよう視しされ、少女が遮蔽布ヴヱールの下した、その唇くちびるを開く。

「我われは〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉総そう監かん、シャルダナク・ロゼ・ラブラシュリ。部ぶ下かの非ひ礼れいを詫わびよう。この男はどうにも頭に血が昇り易やすくてな」

「……」

「あの小こ娘むすめが、〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の総そう監かん、だと……」

　ンンアアは押おし黙だまり驚きよう愕がくを嚥えん下げする。そして〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉総そう監かん・シャルダナクの雷らい名めいは、日ひ日びを女性の尻しりを追う事に終しゆう始しする我聞ですら知しり及およぶ所ところらしく、その実じつ存そん在ざいを目まの当あたりにする事は彼にとってもまた、驚きよう愕がくに値あたいする対たい象しようである様だった。

「レグヱガンよ、軽けい率そつな行動は控ひかえろと言った筈はずだ。御ご仁じんらが〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉構こう成せい員いんであるか否いなか、確認を取った上での狼ろう藉ぜきか？」

「ヘイヘイ。そう怒おこりなさんなって。偶たまに能力ちからをぶっ放ぱなしてやんねえと、空すく気も空すきやしねえ」

　シャルダナクの箴しん言げんも何ど処こ吹ふく風かぜのレグヱガン。

　抑そも抑そもからして、組そ織しきの最さい高こう責せき任にん者しやに対する口の利きき方かたではない――彼なりの上じよう司しに対する敬けい意いが表ひようされているのは僅わずかに薄うすく、見て取れるが。

「シャルダナク様、申し訳御ご座ざいません。全て私の、監かん督とく不ふ行ゆき届とどきの致いたす所ところで御ご座ざいます」

〈瓏水爻系メルキユラ〉――即すなわち水すい流りゆうを司つかさどる〈爻メメント〉の使い手、蒼そう髪はつのラウラレイが跪ひざまずく。整ととのった貌かおが自じ省せいの念ねんを孕はらんでか、より鋭するどく端たん正せいな物へと締しまる。

「自じ責せきせずとも良い。彼奴きやつの単独行動は今に始まった事では無いではないか。それよりも、私はお前達二人が手を取り合った時に発はつ揮きされる潜せん在ざい能のう力りよくに、未み知ちの可能性を感じているのだ。レグヱガンを宜よろしく頼たのむぞ、ラウラレイ」

「身に余るお言葉……」

　直ちよく属ぞくの部下にそう声こえ掛かけると、軈やがてシャルダナクはゆっくりとンンアアと我聞に向き、二人を見み据すえた。

「貴き公こう等ら〈ＤｕｍＡデユーマ〉の躍やく進しんは此こ処この所ところ目め覚ざましいものが有る」

　シャルダナクは賛さん美びする様な薄うすい笑えみを浮かべ語り出した。

　容よう貌ぼうだけ鑑かんがみれば明めい朗ろうで美しく、快かい活かつなだけの何ど処こにでもいる少女。しかしその何ど処こか達たつ観かんした様な大人おとなびた物もの言いいが、彼女の実じつ年ねん齢れいを不ふ明めい朗ろうな物にしている。

「〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉と〈ＤｕｍＡデユーマ〉――両りよう者しやの目的に大きくは相そう違い無ない。貴き公こう等らも〈翼よく都とドラギヲフ〉の平へい穏おんを希き求きゆうし、奔ほん走そうしている筈はずだ。違ちがうか？」

　ンンアアと我聞は応えない。〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉総そう監かんが意い図とする所を未いまだ推すい測そくしあぐねている。　構わずシャルダナクは続けた。

「〈惡魔デイアヴロ〉を――……知っているか？」

「！」

「……」

　押し黙ったままの二人。沈ちん黙もくを以もつて質しつ疑ぎへの回かい答とうとした。

「巷ちまたを賑にぎやかしている無差別殺人鬼だ。目もつ下か、我われ我われはそいつを追っている」

「〈惡魔デイアヴロ〉しょっぴくのに手を貸せって？　そいつは出来ねえ話だ」

　我聞が媚こびないで言った。次ついでンンアアは満まんを持じした様に、漸ようやくその固かたく閉とざしていた唇くちびるを、開ひらく。

「……俺達は報ほう酬しゆうでしか動かない。思し想そうも哲てつ学がくも、信念も、正義も……疾とうの昔むかしに捨てたんだ」

　ンンアアは静かに、何ど処こか悔かい恨こんする様に、唾だ棄きした。

「捜そう索さくに協力しろと言っているのではない。同じ〈翼都ドラギヲフ〉で劔けん振ふるう貴き公こう等らが彼奴きやつ――〈惡魔デイアヴロ〉の所しよ業ぎようについてどういう感情を抱いだくかに、少し、興味が有っただけだ」

　シャルダナクは微び笑しようしたまま言って、軈やがて颯さつ爽そうと踵きびす返かえした。

「行くぞ二人共。〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉殲せん滅めつの勲くん功こうは〈ＤｕｍＡデユーマ〉の若わか獅じ子しに御お譲ゆずりしたが、羅ら刹せつ鬼き〈惡魔デイアヴロ〉の首くび根ねこそは、我われ我われ〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉がこの〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉に誓ちかって召めし捕とろうぞ」

　階段に歩ほを進め、闇あん中ちゆうに沈しずんでいくシャルダナク。ラウラレイがンンアア達に一いち礼れいし、後を追った。

「命いのち拾びろいしたな。総そう監かんに感謝するこった」

　レグヱガンは睨にらみ据すえた後のちに吐はき捨すて、渋しぶ渋しぶといった様に二人の背せを追った。

　ンンアアは暫しばし茫ぼう然ぜん、崩ほう壊かいした天井から睥へい睨げいする闇あん穹きゆうを見み遣やる。

「夜よが明ける……」

　墨すみ色いろの廃墟に残された二人――暁あかつきが淡あわく白しらむ。

　鬱うつ蒼そうと繁はん茂もした闇あん黒こくの澱をりに陽よう晄こうの帳とばりが堕おち創はじめた。

　罪つみを匿かくまい、賛さん美びされる虚きよ偽ぎ。秩ちつ序じよは砂さ楼ろうの様に脆もろい。

　幻げん影えいの昼ひるが錯さく視しさせる詐さ称しよう者しや達たちの原げん罪ざいを、軈やがてまた夜よるの黒くろが照てらす。







〈翼よく都と新しん報ぽう〉社しや会かい面めん。

『〈惡魔デイアヴロ〉出現

〈惡魔デイアヴロ〉降こう臨りん――一いち夜やにして六ろく躰たいもの亡なき骸がらが挙あがった。それも、女子供の物では無い。

〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉――〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉の〈几熾シユヴアリヱ〉四名を含む、成人男性六名分もの死屍しかばねが発見されたのだ。被ひ害がい者しやの中には入にゆう軍ぐん間も無い若い〈几熾シユヴアリヱ〉も居たという。発見場所は〈アダムシン区〉。〈翼都ドラギヲフ〉右う舷げん二十三区に於おいて、最も治ち安あんが悪いとされる、蔑べつ称しよう〈異い端たん審しん問もん緩かん衝しよう特とつ区く〉。

〈アダムシン区〉は〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉が介かい入にゆうを放ほう棄きしたとまで揶や揄ゆされる無む秩ちつ序じよ区くで、〈教社ソサヱテイ〉の濫らん立りつがその最さいたる一いち因いんとして挙あげられる。現げん場ば付ふ近きんは血けつ海かいと化かし、街がい路ろ樹じゆや舗装道路アスフアルト、近きん隣りん家か屋おくの外がい壁へきに至いたるまで、有あらゆる物が損そん壊かいしていた。その様子は竜たつ巻まきが一いつ過かした後の様だったとも、無数の巨大な刃は物もので斬り刻まれた後の様だったとも。

　容よう疑ぎ者しやと思おぼしき不ふ審しん人じん物ぶつを見たという証しよう言げんも届いていて、その残影シルエツトは後うしろ背ぜに翼つばさを生はやした〈惡魔デイアヴロ〉の様だったと言う――。




〈教社ソサヱテイ〉――濫らん立りつする社会の闇やみ

〈教社ソサヱテイ〉は信しん奉ぽう者しやの教きよう化げ――即すなわち訓おしえ導みちびく事を宗むねとする教きよう派はとしての顔を色いろ濃こく併あわせ持もつ武ぶ装そう組そ織しき。甘かん言げんで虚きよ飾しよくした仮かり初そめの教義ドグマを掲けい揚ようし、安あん易いに信しん奉ぽう者しやを殖ふやしている。

〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉以い降こう徐じよ徐じよにその存在を認にん知ちされる様になり、現在では〈翼都ドラギヲフ〉だけでも百を超える〈教社ソサヱテイ〉が潜せん在ざい、暗あん躍やくしていると言われている。

　暴ぼう利りを貪むさぼる〈教社ソサヱテイ〉は多く、信しん徒とへ執しつ拗ような帰き服ふく、折しやく伏ぶくを強しい、殆ほとんどがその布ふ施せだけで成り立っているという出で鱈たら目め加か減げんだ。肥ひ大だい化かした〈教社ソサヱテイ〉の中には堕羅狗ダラクウを傘さん下かに与くみし、破は邪じや顕けん正しようの名の下もとに悪あく逆ぎやくの限りを尽くさせる社しやも有る。教義ドグマに溺おぼれた信徒は施せ物もつし盲もう動どう。狂信者イヌと成った者は人身御供スケープゴート宜よろしく、使い捨てにされる事さえ厭いとわない。〈藁わらにも縋すがる思い〉だと言うのか、疑うたぐり深ぶかい筆ひつ者しゃなどからすると至し極ごく信しんじ難がたい事だが、時代がそうさせたのであろう。或あるいは困こん窮きゅうや絶望が極きわまった時、人間が何を以もつてして幸福とするかなど、何なん人ぴとにも予よ測そくし得えないのかもしれない。全ぜん翼よく都と民みんが仮かり初そめの魂の救きゆう済さいなどに依い存ぞんせず、実じつ直ちょくに地ちに足あし付けて生いき営いとなめる世が訪れる事を切せつに願ねがう。〈アミナダヴ・ベンヤミン記者〉』




「〈惡魔デイアヴロ〉、か。しかしこの記者は、その正体がまるで〈教社ソサヱテイ〉の人間であるかの様な書き方をするのだな」

　辟へき易えきとした様子で、巨おお男おとこは言う。

　広い部屋。

　無数の絵かい画がで彩いろどられた緋ひ血けつ色いろの壁が四方を囲む。ビルヂングの高こう層そう階かいらしく、据すえ付つけられた大おお窓まどからは街まち並なみを見渡せる。〈アダムシン区〉の空気は目に見えて澱よどんでいて、深しん呼こ吸きゆうしたならばそれだけで肺はいが毒どくされてしまいそうだった。

　絨じゆう毯たんは沈む様に昏くらく、その緋あかと黒くろで構成された世界は酷ひどく息苦しく暗あん鬱うつに感ぜられた。

　その大おお部べ屋やの中央、執しつ務む机づくえと座すわりの良さそうな黒くろ革かわ張ばりの回かい転てん椅い子す。

　座すわっているのは脂し肪ぼうに手足が生えた様な巨きよ漢かんで、顔面は豚ぶたの尻しりみたいだった。

　読み捨てられた〈翼よく都と新しん報ぽう〉はもう十とお日かも前の物である。

　豚ぶた尻じり男おとこは卓上テーヴルで湯ゆ気げを上げる州帝几ステーキに目を躍おどらせ、涎よだれを溢こぼした。

　摂食劔ナイフで切きり離はなした肉にく厚あつな断だん片ぺんを頬ほお張ばると、喜き色しよく満まん面めんで賞しよう味みする。

「矢や張はり有機竜豚シユヴアインは脂あぶらの乗りが違うな」

　男は椅い子すと同どう化かしている様な巨きょ尻じりを僅わずかに浮うかすと、盛せい大だいに屁へを放こいた。

「失礼、入れたら出さんとな。ぐふ」

　傍かたわらに立つもう一人の男はそれには無反応で、只ただ静しずかに佇たたずんでいた。

　豚ぶた尻じり男おとことは対たい照しよう的てきな痩そう躯く。

　裾すその長い、竜や仔こ羊ひつじ、棕櫚しゅろの枝えだやヱッサイの樹き、葡萄ぶどうの蔓つるを模もした刺し繍しゅうの施ほどこされた絢けん爛らんな司し教きよう衣えを纏まとい、右手に書しよ、左手に〈黙約の杖カドウケウス〉を携たずさえるその佇たたずまいは、神かみに臨のぞまんとする者に特とく有ゆうの静せい謐ひつを湛たたえていた。ただ、翼よく都との一般的な礼れい拝はい堂どうで目にする司し教きようと決定的に違うのは、被かぶっている司教冠ミトラが余りに畸き矯きようだという事だ。

　頭部を完全に覆おおう巨大な形態フォルム。

　顔面の鼻から上部は完全に遮しゃ蔽へいされ、瞭あきらかに視し界かいが確かく保ほされていない。

　竜か鯰なまずか深しん海かい魚ざかな、或あるいは原げん始しの水すい棲せい生せい物ぶつを思わせる形状シルエツト。表面がぬらりとして、排はい水すい溝こうに残ざん留りゆうしたヘドロみたいだ。魚ぎよ鱗りんにも似た蒼あを黒ぐろい鈍どん洸こうを放はなち、頭部をその怪かい魚ぎよに丸まる丸まる呑のみ込こまれているかの様な容よう貌ぼうは、猟りよう奇き的てきに過すぎた。

「柔やわらかいのう。噛んだ瞬間に溢あふれ出でる脂あぶらの薫かをりと旨汁エキスがたまらん」

　貪むさぼる豚尻男を横よこ目めに、痩そう躯くの司し教きようは〈翼よく都と新しん報ぽう〉を拾い上げ、無言で目を通した。

　その挙きよ動どうには余よ剰じようや無む駄だといった物が無く、一いち一いちが解げ脱だつ者しや染じみていた。

　そこへ、広間の扉をノックする音。

「聖徒タダイ四十四番、ヤフェト・イシュマエルです。入室許可願います」

　声は若い男の物だったが、酷ひどく生せい気きを欠かいた、血の通かよっていない調ちよう子しだった。

「入れ」

　豚尻男が、咽いん頭とうに肉にく塊かいを滞たい留りゆうさせたままの声で入室を許可する。

「失礼致します。社長様、〈蒼い竜メーテルリンク〉が投とう函かんされておりましたのでお届けに上がりました」

　若い男は、手に鳥とり籠かごを持っている。

　鳥とり籠かごは彼の顔面より一回り大きく、格こう子しと格こう子しの隙すき間まから覗くのは碧へき鱗りんの竜だった。翅はねを畳たたみ小さくした躰からだで佇たたずみ、然しかしその横顔は凛り凛りしく二枚目で、明めい晰せきささえ湛たたえている。

「御苦労、下がって良いぞ」

　豚尻男に言われ青年は鳥籠を執しつ務む机づくえに置き〈失礼致しました〉と一礼して部屋を出る。

　挙きよ動どうは不ふ自し然ぜんなまでに精せい確かくで、矢や張はり声せい調ちようには抑よく揚ようを欠かき感情に乏とぼしい。眼まなこは黒く濁にごり口唇くちびるに潤うるおいは無かった。

　豚尻男は執務机に置かれた鳥とり籠かごの、開かい閉へい式しきの小さな扉とびら部ぶ分ぶんに手を遣やる。その小こ窓まどの様な扉とびらを開き、怖おず怖おずと、バターソテーした芋いも虫むしみたいな白い五ご指しを差さし伸のべた。

「生きた獣けものは苦にが手てでな。死んだ豚や牛は好こう物ぶつだが、ぐふふ」

　碧へき鱗りんの竜は口嘴くちばしに銜くわえていた小さな書しよ筒づつを差し出す。その大人おとなびた所しよ作さは、別べつに火を噴ふきも噛かみ付つきもせんよ、と言っているみたいだ。

　豚尻男は書しょ筒づつを抓つまむと、急せいて手を引き抜き、籠かごの小窓を素す早ばやく閉めた。

　包くるめられた文ぶん書しよを広げ、その土つち塊くれ色いろした薄うす紙かみに目を通す。

　一度自らで黙もく読どくすると、余よ程ほどその内容が疑うたがわしかったのか、今度は司し教きように聞かせる様に声に出して再さい読どくし始めた。司教は黙もだしてそれに耳みみを遣やる。

「……斥せつ候こう聖徒タダイより令れい達たつ。本ほん日じつ大陸東部時間オスト・ツアイト四時四十四分、棟とう梁りようゼルガスムスを筆ひつ頭とうとする〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉十九名の死亡を確認。被ひ疑ぎ者しやと思おぼしき男二人はその後〈ジェクシン区〉を東へ。尚なお現げん場ばには〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈几熾シユヴアリヱ〉数すう名めいの存在も確認……」

　豚尻男が顔じゅうに皺しわを寄せ苦く悶もんする。殆ほとんど肛こう門もんみたいだ。

「糞くそうっ！　折せつ角かく飼かい慣ならした使える猟りよう犬けんじゃったのに……しかも〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉が居たとな、足は付いてないじゃろうな……」

　豚尻男は歯は噛がみし、肛こう門もんの顔がん面めんを黒くろく紅こう潮ちようさせる。悔くやしさが汗かん腺せんから滲にじむ様だった。

「賢けん者じやよ……識しき喰じき、〈全ぜん能のうなる森しん闇あんのアリギヱリ〉よ。我わが教社ソサヱテイ〈ヘヴンズゲイト〉はどう動けば良いものか……次の手を、智ち慧えを、授さずけてくれ！」

　司教――〈全ぜん能のうなる森しん闇あんのアリギヱリ〉は直すぐには応こたえない。

　豚尻男が沈黙に耐たえ兼かね身み震ぶるいし出だすと、ゆっくりと――右手に携たずさえていた書しよ物もつを開き、徐おもむろに、その頁ページの紙かみを長い舌したで舐なめ回まわし始はじめた。

「な……」

　驚きよう愕がくする豚尻男を尻しり目めに、識しき喰じきアリギヱリは究きゆう極きよくの美び食しよくを嗜たしなむ様、古い書物に認したためられた言ことの葉はを舐ねぶり、其それに籠こめられた意い味みを吟ぎん味み、咀そ嚼しやく、嚥えん下げした。

　その行こう為いは神かみ神がみしい迄までの醜みにくさを湛たたえ、何なん人ぴとにも雪そそぐ事の出来ない罪つみ深ぶかさを孕はらんでいる様だった。

「……被ひ疑ぎ者しやは〈ンンアア・幻肢ゲンシ・ゲシュペンスト〉と〈我聞ガモン・リゼルグ・ジヱルアムダ〉。両りよう名めい共に〈ＤｕｍＡデユーマ〉所しよ属ぞくの若い〈戯厶デイアズポラ〉で〈戯厶等級パーセク〉は【AAダヴル】。実じつ戦せん闘とう能のう力りよくに於おいて貴き公こうの雇やとう堕羅狗ダラクウを凌りよう駕がすると言って相そう違い無ないでしょう」

「賢けん者じやよ、匙さじを投なげるか！」

「……早そう計けいに過すぎますよ、お聞きなさい。彼かの鬼き傑けつ・比叡西ヒエイサイト塔遍冂ウベンケイも、英えい霊れい・瑛玲珠アキレスにも、付つけ入いる隙すきが有った事はご存ぞんじでしょう」

「弱みを握にぎるという事か？　教えてくれ、彼奴等きやつらの弱みとは！」

「……ふふ、そう急せかれるな。大地は動かず、見上げれば、空そらは何い時つも其そ処こに有る。星ほしは廻まわり、時ときは奏かなで、魂魄たましいは輪りん廻ねするでしょう？　森しん羅ら万ばん象しようは、我我が抗あらがうと抗あらがわずとに拘かかわらず、その一いつ見けん混こん沌とんにしか見えない色しき相そうの彩いろどりで描えがかれた戯ぎ画がの完かん成せい図ずを、そう容よう易いに改かい竄ざんしたりはしない。全ては此この〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉の示す通りなのです」

　識しき喰じき〈全能なる森闇のアリギヱリ〉は寂じゃく然ぜんとして言った。

　手に持った古こ書しよの頁ページを蜥蜴とかげの様な長い舌で舐なめ回まわし、下げ卑びた笑えみを浮かべながら。







三章　魍もう魎りょうの衢ちまた







〈双そう摩ま天てん楼ろう〉を西にしに仰あおぎ見る〈ジェクシン区〉・カヴーカ。

　翼よく都と随ずい一いちの歓かん楽らく街がい・カヴーカを横よこ目めに密ひそやかに佇たたずまう〈ＤｕｍＡデユーマ地ち域いき局きよくジェクシン区支し部ぶ〉。灰はいばんだ曇くもりの雑まじった白はく色しよくが品ひん良よい、安あん価かな鉱こう石せき・聖骨亞嵒ヲツゾ・ビヤンコで造られた瀟しよう洒しやな建たて物もの。その二階奥の局きよく長ちよう室しつに、ンンアアと我聞は居た。〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉殲せん滅めつの報告の為ために訪おとずれていたのだ。

「ほれ、三十三万ダラクマだ」

「ヒューっ」「有難ありがとう御ご座ざいます」

〈ＤｕｍＡデユーマ地ち域いき局きよくジェクシン区支し部ぶ〉局長・ダーキントは小こ切ぎつ手てを我聞の掌てのひらに渡す。小切手には金きん額がくや受うけ取とり人にん姓せい名めい、発はつ行こう者しや番ばん号ごう等が記き載さいされていた。これを銀ぎん行こうに持ち込めば現げん金きんに換かえてくれる。

「御苦労さん。こうも容易たやすく〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉の殲せん滅めつに成功するとは思おもわなんだ」

　ダーキント局長は人の良さそうに大きく垂たれ伸のびた眉まゆを上じよう下げさせ、二人を労ねぎらった。

「実はこの案あん件けん、依い頼らい人にん由ゆら来いの物ではなく我われ我われ〈ＤｕｍＡデユーマ〉統とう轄かつ部ぶの勅ちよく令れいなんじゃ」

「……！」

　ンンアアが小さく驚おどろく。

「初め、依い頼らい人にん名めい等とうの詳しよう細さいを明めい示じせず我聞君に情報を伝えたのはその為ためだ。済まなかった」

「いえ、しかし何な故ぜ。〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉に私し怨えんでもあったのですか」

　ンンアアは率そつ直ちよくに、疑ぎ問もんを呈ていした。

「はは。実はな、〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉が近ちかく〈薔ば薇らの誤ご謬びゆう〉を叩たたくという情報を入手していたのだ。どうしても出だし抜ぬきたくてな」

「成程……」

「君達の御お陰かげで連れん中ちゆうに泡あわを吹ふかせる事が出来た。〈ＤｕｍＡデユーマ〉の宣伝プロパガンダにもなる」

「何故我われ我われに依い頼らいを？」

「有ゆう望ぼうな若わか手て〈戯厶デイアズポラ〉注ちゆう目もく株かぶ筆ひつ頭とうじゃからな。今や〈ジェクシン区支部〉在ざい籍せきの〈戯厶デイアズポラ〉に於おいて一、二を争う稼かせぎ頭がしらじゃ。一いつ層そうの活躍を期待しておるぞ。今後とも宜よろしくな」

　激げき励れいし、ダーキントは執しつ務む机づくえに撒まかれた書しよ類るい上じように造ぞう作さ無なく置おかれた、冷さめた珈琲カハウエの杯カツプを呷あおった。ンンアアと我聞は一いち礼れいしてから退たい室しつ、小切手を懐ふところに忍しのばせ、〈ＤｕｍＡ地域局ジェクシン区支部〉を後あとにした。その足で近きん隣りんにある〈緋の楯ロートシルト聖せい鋼こう銀ぎん行こう〉へと向かう。

〈緋の楯ロートシルト聖せい鋼こう銀ぎん行こう〉の大広間ロビーには魑ち魅み魍もう魎りようか百ひやつ鬼き夜や行こうか、有う象ぞう無む象ぞうに玉ぎよく石せき混こん淆こうが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた。

　大広間ロビーを行き交う凡およそ半はん数すうに至いたる人間が、劔けんや槍そう斧ふを携たずさえ、宛さながら戦せん場じようの様な物もの物ものしい景けい観かんを構こう築ちくせしめている。

　傭よう兵へいを統とう率そつ・監かん理りし派は遣けんする組そ織しきは〈ＤｕｍＡデユーマ〉以外にも存在し、〈ジェクシン区〉にはその事務所や地ち方ほう局きよくが濫らん立りつ。

　彼等は任にん務む完かん遂すいの後のち、発はつ行こうされた小切手や証明書を換かん金きんしに銀行へとやって来るのだ。

　暴ぼう動どうや強ごう盗とうが起おき得えないのは、銀ぎん行こう側がわが雇やとったこれまた傭よう兵へいが居るからで、〈緋の楯ロートシルト聖せい鋼こう銀ぎん行こう〉並なみの大だい銀ぎん行こうともなれば常じよう駐ちゆうしているのは〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の几熾シユヴアリヱ連れん隊たい副ふく長ちようクラスと相そう場ばが決まっていた。

　ともあれ、人の俗ぞくと欲よくとが濃のう密みつに入いり雑まじる世せ界かい的てき歓かん楽らく街がいカヴーカの膝ひざ元もとで、金かねの工く面めんに奔ほん走そうする人間で溢あふれ返かえる光景は至し極ごく日にち常じよう茶さ飯はん事じ的てきと言えた。

「お待たせ致しました」

　早そう春しゆんだというのに襟服シヤツの胸むな元もとを大きく開けた受うけ付つけ嬢じようから現げん金きんを受け取ると、ンンアア達は〈緋の楯ロートシルト聖せい鋼こう銀ぎん行こう〉を後あとに、カヴーカの繁はん華か街がいへと繰くり出だした。

「さあて、何から買ってやるかな。〈AbelCaiNアベルカイン〉の襟服シヤツに〈Mrsミセス.Kleistクライスト〉の上着ジヤケツトだろ――そういや、〈蜜みつのヱマヲ〉の香水パフユームも切らしてた」

　踊おどる様に歩あゆむ我聞。言葉通り、浮うき足あし立だっている。

「浪ろう費ひ癖へきは相変わらずだな――飯めしにしよう」

　ンンアアは提てい案あんし、顎あごで差さす。「あれでいいか」。

〈シャ・ナクバ・イムル〉という屋や号ごうを掲かかげた変へん哲てつも無ない飲いん食しよく店てん。謳うたい文もん句くは〈西せい部ぶロディニア料りよう理りの真しん骨こつ頂ちよう〉。

「入るぜ」

　軋きしむ木き戸どを開け店へと足を踏ふみ入いれる二人。

　昏くらく狭せまい店てん内ない。飲食店に特とく有ゆうの、油あぶらで薄うす黒ぐろく照てり返かえす床ゆか。

　店内左半分の空間スペースには円卓テーヴルが幾いくつか有り、右半分はカウンター席せきで占しめられていた。

　ンンアアと我聞はカウンター席せきへ。それぞれ奥から数えて四番目と五番目の丸まる椅い子すへと腰こし掛かけた。

　店内に充じゆう満まんしているのは〈燬焔竜の嘆息ジヨロキア〉と呼ばれる香こう辛しん料りようを塗ぬり込こんだ味み噌そ〈麻辣醤マーラージヤン〉の刺し激げき臭しゆうと、〈南なん聖せい胡ご麻ま油あぶら〉の馨けい香こうで、二人の食しよく欲よくは俄が然ぜん高こう揚ようした。

「主人マスター、〈紅蓮瞋瞋麺グレンシンシンメン〉一つ。ンンアアは」

「〈有機竜豚シユヴアインの肝かん臓ぞうの刺身カルぺチヲ・ロパドテマコセラコガ・レオクラニオソース〉を」

　カウンターの内うち側がわで黙もく黙もくと器うつわ磨みがきに執しゆう心しんする主人マスター。注文オーダーを受けても相あい槌づち一ひとつ打うちやしない。二人の入にゆう店てんに際さいしても、一いち瞥べつもくれなかった。

「聞こえてんのか……？」

　我聞が訝いぶかしみ、ンンアアは何なに気げ無なく店の中を見み回まわした。

　先せん客きやくは三名。

　店てん内ない奥おくの円卓テーヴルの背広スーツの男は州帝几ステーキを頬ほお張ばっているし、入口ヱントランス側がわの円卓テーヴルに居る長ちよう髪はつを後うしろ頭あたまで結ゆわえた男も蕎ソ麦バを啜すすっている。カウンター席最さい奥おうには頭巾フードを目ま深ぶかに被かぶり書しよに耽ふける男が居て、手を付けられた様子の無い冷さめ切きったスープが、彼の前に供きようされていた。

　皆みな確たしかに注文オーダーは提供サーヴされているようだ。

「〈蕎ソ麦バ〉も有るのか……〈蕎ソ麦バ〉って〈西部ロディニア料理〉だったか……」

「……さあな。――――！　おい、我聞……」

　ンンアアが蕎ソ麦バ啜すする男から自みずからの手て元もと、カウンター上じように視線を戻すと、何い時つの間まにか二人が注文オーダーした料理が供きようされていた。

　ンンアアは主人マスターが食しよく材ざいを斬きり捌さばく姿すがたも、鉄てつ鍋なべに引いた油が弾はじけ跳とぶ音も、燃もえ盛さかる炎ほのをの熱ねつが〈紅蓮瞋瞋麺グレンシンシンメン〉に添そえる青梗菜チンゲンサイに行ゆき渡わたった時に醸かもす青あを臭くさい薫かをりも、何なに一ひとつ、知ち覚かくしてはいなかった。

「何い時つの間まに出て来てたんだ……お前、作ってる所、見たか？」

「いや……。しかしまあ、細かい事はいいじゃねえか。冷さめない内うちに頂いただくとしようぜ」

　頓とん着ちやくせず、貪むさぼり始はじめる我聞。ンンアアも諦あきらめて皿さらに手を伸ばした。その時――

　店の木き戸どが開けられ、客が二人、入店した。

　一人は薄うすい白黄金色プラチナブロンドの長髪を棚たな引びかせる、長ちよう身しんの男。纏まとっているのは竜りゆう鱗りん製せいと思おぼしき黝あおぐろく物もの物ものしい装そう飾しよくの施ほどこされたボディコンシャスな上着ジャケツト。竜りゆう鱗りんは斬ざん撃げきや刺し突とつ撃げき、焔えん熱ねつや冷気といった、有あらゆる外がい的てき衝しよう撃げきからの耐たい性せいに優すぐれ、且かつ柔じゆう軟なん性せいに富とみ、極きわめて実じつ戦せん闘とうに特とつ化かしている素そ材ざいであると言えた。

「〈バーニャ・カウダ〉……」

　長ちよう髪はつ男おとこはカウンター席一番手前――我聞の右みぎ隣どなりの丸まる椅い子すへと腰こしを降おろし、直すぐにその、我聞には馴な染じみの薄うすい名めい称しようの料理を注文オーダーした。

　もう一人は子供――年とし端は行いかぬ、ンンアアよりも三つ四つ幼おさない、少年。

　とてとてとカウンター席に歩み寄り、奥から三席目――ンンアアの左ひだり隣どなりの丸まる椅い子すへと爪つま先さき立だちして腰こしを降おろす。

「〈聖洋梨シルバーベルのシャルロット〉を下ください」

　その時、店てん内ないに蟠わだかまっている空気が異い質しつな物へと変へんじるのを、ンンアアは感じる。

「……」

　ンンアアが精せい神しんの色しき相そうを変へん容ようさせた。

　摂食劔ナイフで細こま切ぎれにした〈有機竜豚シユヴアインの肝かん臓ぞうの刺身カルぺチヲ〉を静かに肉刺フォークで口に運びながら、自みずからの背せや頸くびで長髪男と少年が帯おびている感かん情じようや気き質しつの色いろを感かん知ちしようとした。そして――

「……我聞。行くぞ」

　瞬しゆん間かんを計はかった様に、突とつ如じよとしてンンアアが我聞に退たい店てんを促うながす。

「ずずずずずず……ぶッ！　がはッがはッ……行くって、まだ半分も喰っちゃいねえぜ？」

「もう腹はら一いつ杯ぱいだ……釣つりはいらん」

　顧かえりみず、代だい金きんをカウンター上じょうに置おき、立ち去るンンアア。我聞は口くち惜おしそうに、最後にスープをもう一ひと口くちだけ啜すすると、慌あわててンンアアの後を追って店を出た。

「一体何がどしたってんだよ。味は悪くなかったぞ」

〈カヴーカ〉の繁はん華か街がいへと躍おどり出で、齷あく齪せくと歩あゆむンンアアに追い付いた我聞は、充じゆう填てん半なかばにして御お預あずけを喰くらった胃い袋ぶくろの悔くやしみを、殆ほとんど怒いかりに変えて弾だん劾がいした。

「……歩きながら、落ち着いて聞けよ。いいか、聞いても後ろを振り返ったりするな。お前の右みぎ隣どなりに座すわった男……」

「え？　ああ、なんか野菜ばかり喰ってたな」

「……常じよう人じんの殺さつ気きじゃない。顔を見たくても見られなかった……下へ手たに動けば殺やられたかもしれない」

「なに……！」

「お前は鈍どん感かんだからな。俺の左隣に座った餓ガ鬼キもだ」

「本当マジかよ……って事は、あの店には他にも……」

「……解わからん。だが、尾行ツケられていた可能性がある――――今もだ」

「……！」

「少し街を遊ゆう回かいしてから帰ろう。尾び行こうが無いのを確認してからだ」

「しかし何だって俺おれ達たちが尾び行こうなんか……」

「ここ最近過か激げき派はと称しようされる〈教社ソサヱテイ〉や〈堕羅狗ダラクウ〉を立て続けに潰つぶしたからな……目を付けられていると考える方が自し然ぜんな位くらいだ」

　囁ささやく様に、小さく言葉を交かわしながら歩く二人。ンンアアが耳を欹そばだてているのは、我聞の声を聞きき逃のがさない為でもあるし、不ふ審しん者しやの気け配はいを察さつ知ちする為でもある。

「お前は気付いてないだろうが、俺にはもう三みつ日かも前から尾行の手が回ってる。お前も気を付けた方がいい」

「本当マジかよ……そうだとしたら、俺も、ヤバいかもな……そんな気け配はい、感じなかったけど……」

「お前一人ならいいが、夢魅ユメミが心配だ。家を空あける時は用よう心じんした方がいい」

「！　夢魅ユメミ……」

　ンンアアは神しん妙みような面おも持もちで、往おう来らいの総すべての人間を疑うたがう様にして歩く。

〈カヴーカ〉の通りには飲食店や武ぶ機きを扱あつかう店の他に、男おとこ達たちの性せい処しょ理りを生なり業わいとする店てん舗ぽまでが軒のきを連つらねる。

　店みせ先さきには全ぜん裸らよりも余よ程ほど艶なまめかしい、目にも煩うるさい衣い装しようを纏まとった娘むすめたちが、誘さそいの手を引いていた。可か視し出来そうな位に香水パフユームの薫かをりを全身に纏まとわせ、行き交う男達に吐と息いきする。

　ンンアアも我聞も、女おんな達たちには目もくれず、颯さつ爽そうと通りを闊かつ歩ぽした。

〈カヴーカ〉の繁はん華か街がいは欲よく望ぼうの博はく覧らん会かい、愚ぐ者しやの見み本ほん市いちみたいな所で、ンンアアは来るたび辟へき易えきとしていた。辟へき易えきとするのは、人間の醜みにくい部分を見せられるからではない。自分も又また、そんな醜みにくい人間の内の一人だという事を自じ覚かくさせられるからだ。







〈カヴーカ〉上じよう空くう。

　鴉からすが、繁はん華か街がいの空そらを遊ゆう泳えいしていた。〈カヴーカ〉には鴉からすが多い。

　路上に捨てぶち撒まけられた飲食店の廃はい棄き物ぶつ、転ころげる泥でい酔すい者しや、時には死し屍しまでもが彼等の摂せつ食しよく対たい象しようと成なり、昼ちゆう夜やを問とわず群むれ成なして現あらわれる。放ほう任にんされた彼等は繁華街の其そ処こ彼かし処こに居い所どころを造ぞう成せいし繁はん殖しよくを重かさねる。彼等を駆く逐ちくする者は居なかった。今や彼等は〈カヴーカ〉のヒヱラルキーの頂いただきに君くん臨りんし、今日もまた人ひと人びとの愚ぐ行こうを嘲ちよう罵ばしている。

　そんな鴉からす達たちの侮ぶ蔑べつの視し線せんの先さき――とある雑ざつ居きょビルの屋おく上じよう。

　早そう春しゆんの〈翼よく都とドラギヲフ〉に特とく有ゆうの梳けずる様な疾しつ風ぷうが荒すさぶ、六階建ての雑居ビルの天てつ辺ぺん、その鉄てつ柵さくの外そと側がわ。

　一いつ歩ぽ踏ふみ出すだけで天使アンヘルにも惡魔デイアヴロにも成なれそうな屋上の端はしに、まだ十三、四にしか見えない少年が立っていた。

「如何いかがですか、件くだんの標ひよう的てきは」

　色しき素そに乏とぼしい細こまやかな肌はだに降おりるオレンジブラウンの潤じゆん沢たくな毛もう髪はつを揺ゆらし、隣に立つ男に訊たずねる。

「二人共、嬲なぶり応ごたえの有りそうな魂魄たましいをしていた……」

　応おうじたのは白黄金色プラチナブロンドの長ちよう髪はつを春しゆん風ぷうに靡なびかせる長ちよう身しんの男。風は彼の髪かみを踊おどらせる様に揺ゆらし、彼自身まるで沐もく浴よくする様な清せい浄じような面おも持もちで強きよう風ふうを躰からだに纏まとわせている。神しん経けい質しつそうな鋭するどい双そう眸ぼうから放はなたれる眼がん光こうで刺さし見み据すえる先に、繁はん華か街がいを歩あゆむ二人の青年の姿があった。

「存ぞん外がい冷れい静せいでしたね。頭あたまの切きれる連れん中ちゆうなのかも。長髪の方は軽けい薄はくで浅せん慮りよそうだったけど」

　言って少年もまた、二人の青年を瞳ひとみの額縁フレームに捉とらえる。

　青年達は繁華街の中を真まつ直すぐぐに歩あゆんでいた。

　脇わき目めも振ふらずに進しん歩ぽするその力強い姿には、確かつ固こたる〈意い志し〉の様な物が感ぜられた。

　青年二人の歩あゆみを眺ながめていた白黄金色プラチナブロンドの男は、如何どうしてか不ふ穏おんな心持ちにさせられる。

　その強く迷い無い歩ほ調ちようが自分の中の何かを乱みだし惑まどわせ、それ以上彼かれ等らを眺ながめているのを精せい神しんの深しん奥おうに有る本ほん能のうが拒きよ絶ぜつしているみたいだった。







〈マパレク聖せい庭てい神しん殿でん跡あと〉。

〈ユフヲヲ区〉南東、臨りん海かい地ち区くに残ざん存ぞんする聖せい遺い物ぶつ。

　美び麗れいな緑みどりの園えん庭ていと荘そう厳ごんな神しん殿でんから成なる敷しき地ちの凡およそ半分が、海かい岸がん線せんに呑のまれ水すい没ぼつしていた。

　無む数すうの神しん殿でん群ぐんは廃はい墟きよと化かし見みる影かげ無ない。

　多くの神しん殿でんが屋や根ねと柱上部装飾ヱンタヴラチユアを欠けつ損そん、水みな面もから伸びるのは嘗かつて柱ちゆう廊ろうだったであろう柱はしら群ぐん達たちの空くう虚きよな縦じゆう列れつだった。

　建たて物もの基き礎そは疎おろか、柱はしら台だい座ざと柱ちゆう身しんの中なか程ほど迄までもを水すい中ちゆうに浸ひたし、柱ちゆう頭とうだけを水すい面めん上じょうに衝つき出いだしている。

〈ヱヲニヤ拭しき〉と思おぼしき中央膨ヱンタシスの無い〈直ちよつ径けい対柱ちゆう高こう〉＝〈一対九〉の華きや奢しやで繊しなやかな、水すい没ぼつ／損そん壊かいした柱はしら群ぐんの威い容ようは幻げん想そう的てき且かつ聖せい涼りような美び景けい観かんを園えん庭てい全体に澄すみ行ゆき渡わたらせていた。

　蒼あをく瑞みず瑞みずしい水みな面もは其その儘まま湾わんの海かい面めんと繋つながり、見渡せば水すい平へい線せんと蒼そう穹きゆうが果はてしなく拡ひろがっている。

　其その水みな面もから衝つき出いでた柱はしらの頭とう頂ちよう部ぶに、屹きつ立りつする影かげが有った。

　自らを、損壊した柱ちゆう身しんの延えん長ちよう部ぶ分ぶん宛さながらに直ちよく立りつさせている影。其の影の貌かおに有ったのは、黯くらい二つの空くう隙げき――眼がん球きゆうを欠けつ損そんさせた虚きよ眸ぼう。

「良い風だ」

　虚きよ眸ぼうの男は不ふ動どう直ちよく立りつの儘まま呟つぶやいた。其の手に古い書しよ物もつ携たずさえている。

　男の立つ柱の傍かたわらには、巨大な女め神がみの石せき像ぞうの頭とう部ぶが水没していた。

　顔がん面めんの右みぎ半はん分ぶんを水すい面めん下かに没ぼつした女め神がみ像ぞうの頭部は成せい人じん四人が直ちよく立りつ出来る程度には巨大で、園えん庭ていの飛とび石いし宛さながら、其その女神像を足あし場ばにして立つもう一つの影が有った。

「――〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉の内うちの一いつ冊さつ、〈追憶柩典ミンネスルンド〉の存在を確認しました」

「然さ様ようか。流石さすがは聖せい遺い物ぶつの都みやこドラギヲフ。我われ等ら〈十じゆう二に聖せい櫂かい〉の冀き求きゆう結けつ実じつされし時も近い」

　女神像に立つ影――凛りんとして佇たたずむ麗れい朗ろうな女が報ほう告こくすると、虚きよ眸ぼうの男は応こたえた。

「〈追憶柩典ミンネスルンド〉の書しよ主しゆは少女で、近ちかく、接せつ触しよくを試こころみます」

「然しかし力ちから尽ずくで〈追憶柩典ミンネスルンド〉を奪だつ取しゆする訳わけにもいくまい」

「そうですね……〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉――即すなわち〈普遍のラグランジ樂園ユポイント〉への禁きん門もん解かい錠じようの秘ひ鍵けんとしての力を〈追憶柩典ミンネスルンド〉に発はつ揮きさせるならば其その書しよ主しゆ――〈詩詠聖匠ミンストレル〉の魂魄たましいの許きよ諾だくが必ひつ要よう不ふ可か欠けつ……」

　女は悩なやましげに言った。然しかし虚きよ眸ぼうの男は直すぐに返へん答とう齎もたらす。

「憂ゆう慮りよする事も無い。私とて〈識しき喰じき〉、同じ〈司書眷属アポカリプテイカ〉の扱あつかいには慣なれている。先まずは其方そなたが〈追憶柩典ミンネスルンド〉の書しよ主しゆ――〈詩詠聖匠ミンストレル〉の少女と私とが接せつ触しよく出来る様、取とり計はからいなさい」

「仰おおせの儘ままに……」

　鷹おう揚ように頭こうべ垂たれ、女が足あし場ばの女め神がみ像ぞうから跳とび離はなれようとした時、虚きよ眸ぼうの男が言いい加くわえた。

「――緋ひ眼がんの少年に留りゆう意いなさい」

「……と、申されると」

　女は跳ちよう躍やくを踏ふみ止とどまり、柱はしらに立つ虚眸の男に向き直った。

「我わが預よ言げん書しよ――〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉が不ふ穏おんな箴しん言げんを告つげている。即すなわち、緋あかい瞳ひとみの少年が我われ等らの舟ふねを淪しずめると有る。同どう胞ほう従したがえ我われ等ら聖せい櫂かいを破は潰かいすると……」

「真まことか……」

「〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉の箴しん言げんは絶対……記き述じゆつされた啓けい示じには、千せん年ねん先さきの歴れき程ていに至いたるまで只ただ一ひとつの虚きよ偽ぎも無い」

「……」

　箴しん言げんを聞いた女は信じられないといった様子だったが、告つげた虚眸の男は毅き然ぜんとした佇たたずまいで以もつて澱よどみ無なく断だん定ていした。

「不ふ穏おんな箴しん言げんは未まだ有る」

「……！」

「十二本の櫂かいの内うちの一本が、近ちかく潰ついえると有る。我われ我われの内うち誰か一人が斃たおれると」

「何……」

　沈黙に帰きす二人。然しかし風かざ穴あな穿うがつ様よう、虚眸の男は間まも無なくして続けた。

「案あんずるな。緋ひ眼がんの少年には同どう胞ほう――〈死神ザナトス〉と呼ばれる相あい棒ぼうと、其その実じつ妹まいの少女――が居る。少年にとって最もつとも尊たつとばれるべき存在の二人だ」

　虚眸の男の口こう角かくが卑いやらしい角かく度ど帯おびて攣つられ、其の虚きよ貌ぼうを下げ劣れつな迄までに歪ひずませた。

「神しん罰ばつを、下くだしましょう。我われ我われが先さき達だつて少年を逝せい去きよさせれば良いのです。……先まずは彼の行動を掌しよう握あくする事が肝かん要よう――〈少女を、利用する〉。我わが傀かい儡らい達たちに動いて貰もらうとしましょうか……」







四章　虚うろ夢ゆめの少女







　市いち場ばで買った庭にわ鶏とりの骨ほね付つき姿すがた肉にくは良く肥こええ、脂肪あぶらが程ほど好よく乗のっていた。

　それを調ちよう理り劔けんで適当な大きさにぶつ斬ぎりにする。細こま切ぎれにしてしまうより、乱らん雑ざつでもある程度の大きさが有った方が肉の重じゆう量りよう感かんが感ぜられ、野や趣しゅ豊ゆたかで味わい深い。

　塩しお、胡こ椒しようを擦すり込こみ下した味あじを付けた後、鉄てつ釜がまに肉にく塊かい達たちを放ほうる。釜かま底ぞこには、予あらかじめ牛酪バターで炒いためられた大量の玉たま葱ねぎのペーストが、橙だいだいの飴あめ色いろに鈍にぶく煌きらめいていた。

　薫かをりが立つまでそれらを炒いためたら、鉄釜一杯の水と、蕃茄トマト四個をぶち込み弱火で煮る。頃ころ合あいを見て、馬鈴薯ジャガイモ、胡蘿蔔ニンジン、南瓜カボチャを入れた。

　最後に〈ゼフィランサス〉で味を整ととのえれば完成だ。

〈ゼフィランサス〉は　ロディニア大陸南部の亜あ熱ねつ帯たい地ち区く・ユスキュダール原げん産さんの真しん緋ひの花を付ける植物の雌め蕊しべで、一ひと撮つまみ入れるだけでどんなスープにも旨うま味みと深みを与える不ふ可か思し議ぎな香辛料スパイスだ。〈ゼフィランサス〉の花はな一ひと株かぶから取れる雌め蕊しべは僅わずか六本、それ故ゆえ非常に高価なこの香辛料を所しよ有ゆうしている事こと自じ体たいが希け有うであると言える。

　軈やがて、庭にわ鶏とりから滲にじみ出でる豊ほう潤じゆんな脂あぶらが煮に込こむ程に蕃茄トマトの酸さん味み、南瓜カボチャの甘あま味みと融ゆう和わし、渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、幾いく重えにも寄より添そいながら口こう中ちゆうを愛あい撫ぶする輝き輝きとしたスープが生み出される。

〈ゼフィランサス〉の緋ひ色いろは黄おう金ごんのスープの中にあって尚なお紅あかく、原げん初しよの海の入いり江えに顕たつ焔ほむら柱ばしらの様でもあった。

〈翼都ドラギヲフ〉の独身男性なら誰でも作れると揶や揄ゆされる〈ブイユワヴヱゼ〉という簡単な煮込み料理が完成した。

「え～っと、

『〈惡魔ディアヴロ〉再さい臨りん

　此こ度たびの生いけ贄にえは〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉――〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈琥皇連隊ティーゲリッター〉副隊長ヨシャファト・レヴアハム氏。氏は、國こく士し無む双そうたる〈斧ふ鉞えつ几き熾し〉の手て練だれであったが、〈ユフヲヲ区〉東部の居きよ住じゆう域いき、狭きよう隘あいな路地裏にて惨ざん殺さつ屍し体たいとして確認された。〈琥皇連隊ティーゲリッター〉隊長で〈琥皇侯爵ティーゲオルデン〉の爵しやく位いを持つヮウゥーヴン氏は、レヴアハム氏の突然の訃ふ報ほうに「甚はなはだ以もって遺い憾かんである。また、優秀な人じん材ざいを失しつした事に著いちじるしい悔かい恨こんの念を拭ぬぐい切きれ得えない」と語る。また〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉全体としても、犠牲者は十三名に達しており、これを受け、組そ織しきを束たばねるシャルダナク・ロゼ・ラブラシュリ総そう監かんは「文ぶん民みんの安あん寧ねいと〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の名めい誉よに掛け、一いつ層そうの警けい誡かいの強化に加え、〈几熾シユヴアリヱ〉たる誇ほこりと意識の向こう上じようを固く誓ちかう」と述べている。

〈惡魔デイアヴロ〉を反はん面めん教きよう師しとしてか他た方ほうではこんな出来事も。

〈異い端たん審しん問もん緩かん衝しよう特とつ区く〉とまで揶や揄ゆされる事で知られる、〈翼都ドラギヲフ〉最さい北ほく東とう部ぶの街〈アダムシン区〉。その魔窟パンデモニウム〈アダムシン区〉で布ふ施せを恵めぐむ司し祭さいが居ると言う。

　聖せい廟びよう〈ラグリマリズ礼れい拝はい堂どう〉のネブガドネザル司し祭さいは、拠より所どころ無く訪たずね来くる困こん窮きゆう者しや達たちにこの数すう箇か月げつ、毎まい朝ちよう麺麭パンや醍荳ダイズを恵めぐみ与あたえている。

〈アダムシン区〉では〈惡魔ディアヴロ〉の顕けん現げんに加え原因不明の不ふ審しん死し事じ件けんが多発、一いつ層そうの治ち安あん劣れ化つかが懸け念ねんされたが、荒こう廃はいした街を見捨てず慈じ悲ひ深ぶかく手を差し伸べたのがネブガドネザル司祭だった。今では〈アダムシン区〉内ない外がい問わず噂を聞き付けた最さい貧ひん窮きゆう者しや達たちが集まり、施せ物もつの列れつに並ぶと言う。ネブガドネザル司祭は「神の御み使つかいたる司祭が隣りん人じんに恵みを施ほどこすのは、何なにも特別な事ではございません」と語る。

〈惡魔デイアヴロ〉が顕あらわれ〈地獄ゲヘナ〉と化かしたかに思われた〈翼都ドラギヲフ〉。時とき同おなじくして〈天使アンヘル〉も降こう臨りんしていたらしい』

　……だってよ」

〈翼よく都と新しん報ぽう〉に目を通す我聞が、然さして興味も無さそうに読み捨てた。

「〈天使アンヘル〉、ねえ……」

　ンンアアが虚きよ無む的てきに呟つぶやく。我われに返り、出来たての〈ブイユワヴヱゼ〉を食卓に運んだ。

　あたたかな湯ゆ気げが部屋一杯に拡ひろがる。

　我聞の居きょ宅たくは高級住宅地の多い〈ミッドナ区〉にあって中なか中なかに豪ごう奢しゃだ。料理場キツチンと居間リビングを兼けん用ようした広間に加え、個室がもう二つ。

　二人は〈ＤｕｍＡデユーマ〉での一ひと仕し事ごとを終えると、連つれ立だって細ささやかな祝しゆく宴えんを挙あげるのが半なかば慣かん例れいになっていた。偶たまにこうしてンンアアが手料理を振る舞う事もあった。

「今回の一件で遂に犠ぎ牲せい者しやは十じよう余よ名めいに及およんだらしい」

「……数週間で十余名か、中なか中なかのイカレっぷりだな」

「平然と言ってるけどな、仕事中にその〈惡魔ディアヴロ〉と遭あ遇いでもしたら、洒落しやれに成らんぜ」

「〈死神ザナトス〉の通とおり名なを持つお前が言えた立場か」

「自じ称しようしてる訳わけでも無いってのに……嫌いやな渾あだ名なが広まっちまったもんだ」

　我聞はその忌いま忌いましい渾あだ名なの由ゆ縁えんの一つである真しん黒こくの長髪を耳じ翼よくに掛かけながら、運ばれた〈ブイユワヴヱゼ〉に口を付け言う。庭にわ鶏とりの脂あぶらの馥ふく郁いくたる薫かをりが我聞の鼻び腔こうを擽くすぐった。

「ん……美う味まいッ！　やっぱンンアアの〈ブイユワヴヱゼ〉は最高だわ」

　銀匙スプーンで、衝しよう動どう的てきに幾いく度どもスープを啜すする。

　軈やがて銀匙スプーンを肉刺フォークに持ち替え庭にわ鶏とりの肉にく塊かいに突き立てると、大おお口ぐちを開けて齧かじり付ついた。

「脂あぶらの乗り具ぐ合あいも絶ぜつ妙みようじゃんか、んまいんまい……」

　心しん底そこ美う味まそうに貪むさぼる我聞に満足してか、ンンアアも漸ようやく自みずからの手料理に口を付つけ始はじめる。我聞に装よそってやった皿と同じかそれ以上に、骨ほね付つき庭にわ鶏とりの肉にく塊かいが山やま山やまと盛もられていた。

「おはよお」

　不ふ意いに、奥にある個室の戸が開いた。

　二人の会話に割り込んで入って来た、幼おさない少女の声。

　少女が、夢魅ユメミ・リゼルグ・ジヱルアムダであるという事をンンアアは知っていた。

「おはよう、夢魅ユメミ。よく眠れたかい」

「アンちゃんきてたんだ。うん、いいっぱいねたよ。あさにねておひるもゆうがたもよるもずっとねてたんだよ。ねえおにいちゃん」

「ああそうだ。夢魅ユメミはたくさん眠ったね」

　少女の髪は艶つややかな〈萌芽零緑レヨンヴヱール〉を湛たたえていて、朝あさ露つゆに濡ぬれる〈セミラミス〉の青あお葉ばみたいに瑞みず瑞みずしかった。その麗うるわしの翠みどりに添そえられた〈ルノワールピンク〉の髪飾リボンも愛らしく、大おお粒つぶの瞳は髪かみ色いろと同じ清せい泉せんの翠みどりに煌きらめいている。細こまやかなフリルの付いた女性肌着キヤミソールから伸びる二の腕は真ま白しろく、無む垢くその物と言って良かった。

「ねえねえアンちゃん。ユメミねえ、おっぱいがねえ、とおってもおっきくなったんだよ。　ねえアンちゃん、みてみて」

　夢魅はとててと駆かけ寄よると、両りようの乳ち房ぶさを自らの掌てで掬すくい上あげ、ンンアアに差さし出だしてみせた。

「ンンアアよ、見たら殺す……」

「見るか！　それに、俺を殺していいのか……？」

「夢魅を穢けがされる位なら、俺の掌てを汚よごすまでだ……」

　平へい時じ浮うわついているかに見える我聞だが、妹ユメミの事となると人ひとが変わった。

「あのねえあのねえ、みぎのおっぱいもねえ、ひだりのおっぱいもねえ、おんなじくらいにおおきいんだよ？　さわってみてようアンちゃん」

「…………」

「……今、揺らいだだろ……殺す」

　我聞はいつの間に愛刀〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉をンンアアに振り下ろしていた。妖よう機き・骨ほね喰ばみ藤とう四し郎ろう等で知られる爻こう術じゆつ刀とう匠しよう・越えち前ぜんの守かみ篤あつ胤たね作の業わざ物ものだ。ンンアアは透すかさず白しら刃は取どりをしたが、我聞の顔は悪わる戯ふざけをしているようには見えない。

「落ち着けって！　ただの沈黙を悪い風ふうに受け取るなよ！」

「妄もう想そうしただろ？　夢魅のそれについての。脳のう内ないの記き憶おくごと挽ひき肉にくにしてやる……」

　確かに夢魅ユメミのそれの膨ふくらみは、幼い顔かお立だちには不ふ釣つり合あいな程ほどだった。薄うす手での女性肌着キヤミソール越ごしに激しく自じ己こ顕けん示じしていて今にもはち切れんばかりだ。
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　すると豊ほう潤じゆんな乳ち房ぶさ揺ゆらす夢魅が不意に、口を開いた。

「アンちゃん、お兄ちゃん、どうしてケンカするの？　ケンカしちゃやだよう」

　まるで懇こん願がんする様に夢魅は言った。その面おも持もちは如何どうしてか真しんに迫せまっていて、ンンアアと我聞の心に鋭するどく刺さし迫せまる物があった。

「……はは、冗談だよ夢魅。アンちゃん達は本気で喧嘩している訳じゃないんだ」

　ンンアアが白しら刃は取どりの体たい勢せいのまま言うと、我聞も、思わず劔けんに込める力を弱める。

「うそ。あのときのお兄ちゃんもアンちゃんもすっごいこわいかおしてた。あかいの、いっぱいついてた。どうしてなかよくしないの……」

　ンンアアと我聞は思わず、顔を見合わす。

　夢魅の言げんには齟そ齬ごが有った。現げん在ざい進しん行こう中ちゆうの二人の諍いさかいに対して〈あのときの〉という表現が用もちいられていた。そして〈あのときの〉二人は〈こわいかお〉をしていて、〈あかいの〉が〈いっぱいついてた〉と言う。

「……わかったよ。わかったから夢魅、安心しておくれ。お兄ちゃんもアンちゃんも、もう喧嘩しないから」

「ほんとに？　やくそくだよ。なかよしがいちばんだもんね」

　漸ようやくといった様に我聞が宥なだめると矢や継つぎ早ばやに、夢魅が吐と露ろした。

「そういえばユメミねえ、ユメをみたよ」

「「！」」

　我聞とンンアア、両者の動きが止まる。

　我聞は慌あわてて〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉を鞘さやに納おさめ、妹ユメミを諭さとす。

「それは良かったね。けど今はアンちゃんと大事なお話があるからまた今度にしようか」

「いまゆうの。ねえねえアンちゃんもきいてきいて。ユメミね、おそらをとぶユメをみたんだよ。きれいなりゅうのおにいちゃんがたかいたかいおうちにつれていってくれるの」

「「…………！」」

「ほんとうにおそらをとんでいるみたいでね、すごくすごくたのしかったんだよ」

「……ありがとう夢魅。とっても素敵な夢だね。さあアンちゃんがおいしいご飯を作ってくれたから早く手を洗っておいで」

「うんユメミおなかすいたあ」




　少女ユメミは口いっぱいに庭にわ鶏とり肉にくの塊かたまりを頬ほお張ばっている。

　それを愛いとおしそうに、しかし何ど処こか神しん妙みような面おも持もちで、奥にある自じ室しつから見守るのは我聞。　ンンアアが口を開き、沈ちん黙もくが解ほぐれる。

「〈夢未トロイメライ〉の能力――健けん在ざいの様だな」

「……ああ。俺一人なら夢魅ユメミの口くちを噤つぐむ事も出来たが、ンンアアと会って嬉しかったんだろう、話すのを止とめる気にはなれなかったよ」

「……済まない」

「いや、可愛い妹だからな。好きな様に振る舞わせてやりたいよ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえむ。

「〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉……俺達の、いや夢魅の躰からだにも牙きばを剥むいていたとはな」

　ンンアアは自らの緋あかい瞳ひとみを押さえる。我聞は紫むらさきの双そう瞳どうで夢魅の無む垢くを見み愛めでていた。

　我聞は、唯ゆい一いつの肉にく親しんである妹ユメミを溺でき愛あいしているのか、彼女の前では凛り凛りしく、また良き兄たろうと努つとめているのが窺うかがわれた。

「竜のお兄ちゃんと空を飛ぶ、か。随ずい分ぶんとまあ絵かい画が的てきな情景じゃないか。……我聞、守り切れるか？」

「死しに物もの狂ぐるいでやってやるよ。だが……」

「だが？」

「夢魅ユメミの夢ゆめが実じつ現げんしなかった事は、無い」







五章　普ふ遍へんの樂らく園えん







「〈緋獪竜の鱗ヴヱルミリヨーネ〉と〈煌金黄竜の嘆息アヒ・アマリージヨ〉、〈シ・シ湖シ・シ・プフ畔の胡椒ヱツフアア〉に〈枢機卿芋インカのめざめ〉は揃そろったぜ。後あとはマジョラム、ガランガル、ヱストラゴン、フェヌグリークか。〈有機竜豚シユヴアイン〉は我聞宅ウチに有るしな。然し〈根源混合香辛料ガラムマサラ〉から創つくるとは、相変わらずンンアアは完璧主義だな」

「迦哩カリイには一いつ家か言げん有ある」

　三人は〈翼よく都とドラギヲフ〉右う舷げん二十三区北ほく東とう部ぶに位置する〈タイドロウ区〉ノウェムの広ひろ場ばに来ていた。色いろ取とり取どりの日ひ覆おいも誇ほこらしげに、無数の商しよう店てん屋や台たいが並んでいる。

　屋や台たいと屋台の間の狭せまい通路には人が溢あふれ返かえり、視界には前を行く者の後こう頭とう部ぶばかり映る。

　皆どこか陽よう気きで解かい放ほう感かんに満ち、歌を唄う者までいた。

「〈聖せいヱリュトライ祭さい〉――冬の大たい祭さいの時より賑にぎわってるな……夢魅ゆめみ、お兄ちゃんの手を絶対に離すなよ」

「うんわかったよおにいちゃん」

〈四よん竜りゅう贄しの聖せい燔はん祭さい〉は四し半はん期き毎ごとに催もよおされる大たい祭さいで、この日は〈聖せいキメリヱ祭さい〉――春しゆん季きの大たい祭さいだった。

〈翼都ドラギヲフ〉に生きる全ての者――裕ゆう福ふくか否いなかに拘かかわらず――がこの日を待たい望ぼうし、謳おう歌かする。日ひ頃ごろ節せつ制せいと倹けん約やくに勤いそしむ最さい貧ひん窮きゆう層そうの者でさえ、祭まつりの陽気に浮き足立ち、人の情に絆ほだされ、この日ばかりは財さい布ふの紐ひもが弛ゆるむのだ。

　翼よく都と内ない外がいから人人は集まり、無数の屋や台たい店てんや軽量鋼鐵車ケイトラでごった返す様さまは狂きょう騒そうと言えた。

　赤あか黄き緑みどり青あお紫むらさき、目にも鮮やかな野菜と果か実じつが踊おどり、鳥ちよう獣じゆうの肉にく塊かい達たちが乱らん舞ぶする。屋台店に連つらなる、その赤と白の脂肪さしの入った筋きん肉にくの稜りょう線せんは躍やく動どう的てきで、まるでつい先せん刻こくまで野の山やまを駆かけ回まわっていたみたいだ。焼き上がった麺麭パンの薫くん香こうは鼻び腔こうを擽くすぐり、砂さ糖とう菓が子しの蠱惑的コケティッシュな色しき彩さいの誘惑テンプテーションが腹の虫を鳴らす。

　芸げい人にんは舞い、火を噴き、劔けんを呑のむ。〈審獄の多頭狼ケルヴヱロス〉と戯たわむれ、窘たしなめ丸め込む道化クラウンもいた。

　劔けんの匠たくみは、魂籠こめた渾こん身しんの一ひと振ふりを荘そう厳ごんに並べ立て、旅たびの絵かい画が描かきは愛まな娘むすめの嫁よめ入いりを賛さん美びする様に作品を展てん示じする。

「綺麗だな……」

　誰にとも無くンンアアが呟つぶやいた。尤もっともこの人ひと混ごみの中にあっては輪りん郭かくを留とどめる事すら儘ままならない程の脆ぜい弱じゃくな声こわ音ねだった。

　視線の先に有ったのは一つの絵かい画が。

　裸の女と、裸の男が愛を語り、戯たわむれている。

　或ある女は陽気に誘いざなわれるが儘まま微睡まどろみ、或る男は果実を貪むさぼる。

　生せい命めいを謳おう歌かする様に哥うた歌うたう者や、それを賛さん美びする竪たて琴ごとの音ね。

　駿しゅん馬めが草くさを食はみ、花はな花ばなは咲き乱れ、囀さえずる小こ鳥とり達たち。

　牡お鹿じかは跳はね、栗り鼠すの姉妹しまいが談笑し、猫が竜の尾おの毛け繕づくろいをしていた。

　其その宴うたげは艶つやめく若わか草くさ茂しげる丘で営いとなまれ、陽よう光こうは祝しゆく福ふくする様に凡すべての者を抱ほう擁ようしている。

「〈普遍のラグランジユ……樂園ポイント〉……」

　そういう題名タイトルだった。

　椅い子すに腰掛ける画が商しようは貌かおを隠す様に深ふか深ぶかと頭巾フードを被かぶり、特に客きやく寄よせをするでもなく、只ただ、書しよに耽ふけっている。

　絵かい画がの隅すみに制作者の署名サインと思おぼしき文字が書き殴られていた。頭文字イニシヤルは【Ｍ】――その後は翳かすんで解わからない。

「マルゲシアス、メーリッヒツェン、モッデンクラーグ……画が風ふうが違ちがうか」

「ンンアアも、気を付けていてくれ」

　我聞に肩を叩かれ我われに返る。

　ふと夢魅ユメミに目を遣やると、片腕を強く我聞に握られていた。

「ん、ああ。この人混みだからな」

　夢魅ユメミが件くだんの夢を見てから三日が経過していた。

　ンンアアはあの日から常つねに兄妹ふたりと行動を共ともにしている。

　宵よい闇やみ喫きつ茶さ〈ファンタスマゴリア〉の主人マスターからの注文品オーダーの獲かく得とくを一いち時じ留りゆう保ほしてでも、この兄妹きようだいと一緒に居る事を決めたのは、矢や張はり兄妹ふたりがンンアアにとって掛かけ替がえの無い存在であるからに違いない。夢魅と、そして何より彼女を憂うれえる我聞の事が心配なのだろう。

「〈夢未トロイメライ〉の実じつ現げんは必ず百時間以内に行われてきた。日ひに直なおすと約四日。今日辺きようあたりもう何が起きても可笑おかしくない」

　我聞は愛めでる眼まな差ざしで傍かたわらの妹を見み詰つめ、唇くちびるを噛かむ。

「俺達が居れば大丈夫さ。それに籠こもっていても気が滅め入いる。だから気分転換しに来たんじゃないか。今日はぱっと盛り上がろう」

　どちらかと言えば陰いんに籠こもりやすい閉へい鎖さ的てきな性しょう分ぶんのンンアアの方が努つとめて明るく言った。　我聞を想っての事だろうが、それ程までに、ここ数日の我聞は暗あん澹たんとし疲ひ弊へいしていた。

「そこ行く綺麗な兄ちゃん達、随ずい分ぶんと若いが、傭よう兵へいか？」

　不意に声を掛けられる一いつ行こう。目を遣やれば声こえの主ぬしは露ろ店てんの武ぶ機き商しよう人にんだった。

「御ご立りつ派ぱな得え物ものを持っている様だが、脇わき差ざしに一つどうだい」

　今も〈クラウドヱンド連れん峰ぽう〉に生せい息そくしていると言う先せん住じゆう民みん〈ンバーハ原げん營えい民みん属ぞく〉の伝統工芸品、〈焔鬚仙人角牛ヌウ〉の鬣たてがみや鬚あごひげを編あみ込こんで創った極ごく彩さい色しきの絨じゆう毯たん上じように並べられた、良く研けん磨まされ輝きを放つ劔けんの束たばに目を遣やると、成程、確かに量りよう産さん型がたでこそあれ、中なか中なかの業わざ物ものを揃そろえているらしかった。

「おいンンアア、〈魂響の姉妹刀タマユラシリーズ〉が有るぜ」

〈魂響タマユラ〉の姉妹刀シリーズは伝説の爻こう術じゆつ刀とう匠しよう〈越えち前ぜんの守かみ篤あつ胤たね〉が錬れん精せいした魔ま劔けんのシリーズ。

　恐るべき破壊力と殺傷力を誇り、刃は毀こぼれや酸さん化かも起おこし難にくい稀き代だいの大おお業わざ物ものの数かず数かず。

〈初期型プロトタイプ〉の〈魂響・橘タマユラ・タチバナ〉〈魂響弐タマユラニガ型・源タ・ミナモト〉を始め、儀ぎ式しき・観かん賞しよう・献けん上じように用いられる〈中期型ミドルヱイジ〉の〈典雅テンガ・紫式部ムラサキシキブ〉や〈麗媚レイビ・夢浮橋ユメノウキハシ〉等、派は生せい刀とうは多た岐きに渡わたる。

　中には世界に二つと無い物や、誰も目にした事の無い〈究きゆう極きよくの一ひと振ふり〉の存在が真実まことしやかに噂うわさされており、劔けん士し垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんとしての地ち位いは揺ゆるぎない。

〈越えち前ぜんの守かみ篤あつ胤たね〉の門もん下か達たちが〈魂響タマユラ〉の錬れん精せい法ほうを模も倣ほうし量りよう産さんに成功したのが〈贋作ガンサク魂響タマユラ・馬喰横山バクロヨコヤマ〉と〈贋作ガンサク魂響タマユラ・千歳烏山チトセカラスヤマ〉で、素材にする鐡くろがねの品質や錬れん成せい過か程ていにおける醸じよう造ぞう技ぎ術じゆつの低下から耐たい久きゆう性せいには劣おとるものの、こと殺傷力に関してのみ言えば原型オリジナルに比ひ肩けんする。

「〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の極ごく一いち部ぶ、几熾シユヴアリヱ連れん隊たい副ふく長ちようクラスなら支し給きゆう申しん請せい可か能のうって噂も聞いたが……欲しいッ。ンンアアも、一ひと振ふりどうだ？」

「生あい憎にくだが持ち合わせが無い」

「……ったく、相変わらずケチな奴だな。いいぜ、俺が奢おごってやる」

「……おい、待て。本当に俺はいらんぞ」

　我聞はンンアアの制せい止しも顧かえりみず、暫しばらく物ぶつ色しよくしてから、指差して店てん主しゆに言った。

「その短たん劔けん、貰もらおうか」

「流石さすがは色男の兄ちゃん、御お目めが高いね～。そいつは絶賛売出し中、新しん進しん気き鋭えいの爻こう術じゆつ工こう房ぼう〈緋あかい離り別べつ〉の新作だが、破は格かくの八万六千ダラクマで譲ゆずってやろう」

「……負けろよ」

「元もと元もと十万は下らない品しなだったんだぜ？　もう目一杯さ」

「商売上手な野郎め……」

　我聞は〈Mrsミセス.Kleistクライスト〉社しや製せいの黒革財布ウオレツトから紙し幣へいを抜き、店主に渡す。

「毎度。また御ご贔ひい屓きに」

　短たん劔けんをンンアアに手渡す我聞。

「本当に……いらないって言ってるだろう」

「まあそう言うなよ。偶たまにはこういうのもいいじゃんか。三人で祭に来た記念に、な」

「お前の御お節せつ介かいも大たい概がいだな……仕し様ようが無ない、貰もらっておいてやるよ」

　ンンアアは短たん劔けんを懐ふところに仕し舞まい込こむ。何だ彼かだ言ってはいるが、心こころ做なしか喜んでいる様にも見えた。二人の遣やり取とりを見み呆ほうける夢魅ユメミも、何ど処ことは無しに嬉しそうな佇たたずまいでいる。

「あら、アンくんにガっちゃん、夢魅ちゃん、お久しぶりね」

　不意に、一いつ行こうに呼び掛ける声があった。

「おおっ、ヱクレシヤさん！　こんな所で会えるとは正まさに奇跡。僕達矢や張はり結むすばれる運命に有るようです！」

　我聞が両りよう腕うでを拡ひろげ抱ほう擁ようを迎むかえ入いれる様にしてその邂かい逅こうを嬉き嬉きとして祝しゆく福ふくした相手は、長身の女性。

　ショコラブラウンの長い髪が良く似合う大人びた佇たたずまいのその麗れい人じんは、前掛ヱプロンを付け、土つち塊くれ色いろした紙かみ袋ぶくろ一いつ杯ぱいの野菜を抱え込んでいた。

「こんだけ人いりゃ奇跡って程でも無いだろ……」

「ふふ、そうよね。今日はお祭りに買い出しへ来ていたの。良いい食しよく材ざい沢たく山さん仕し入いれたから、近い内にお店の方に来てよね」

「勿もち論ろん行かせて貰もらいますよ。今からでも、お供ともしましょうか？」

「……迷惑だって」

「本当にアナタ達っていっつも一緒ね。たまにはレディとデートでもしたら？」

「生あい憎にくですが僕はヱクレシヤさん一ひと筋すじなのです」

「お前それ精肉屋の女将おかみにも言ってたからな」

　見た目から受ける印象よりは強い気き勢せいで我聞やンンアアと遣やり合あうと、次ついでヱクレシヤは思い出した様に口を開いた。

「そうそう、今ちょうど新しい女中メイドさんに来て貰もらってるの、紹介するわ。ノヱミアちゃんって言って、凄すごく頑張り屋さんなのよ。ノヱミアちゃん、ちょっといいかしら」

「は、は～い……」

　すると少し離れた屋や台たい店てんで珈琲カハウヱ豆まめを鑑かんがみていた少女がこちらへ来る。

「は、初めまして……ノ、ノヱミアと申します、宜しくお願いします……」

　少女は、芳ほう醇じゆんなバターの薫くん香こう匂にをい立たつマドレーヌの様なパンプキンブラウンの麗れい髪はつを顎あご先さきの辺あたりで切きり揃そろえ、レースやフリルと言った装そう飾しよくも蠱こ惑わく的てきなブラウスとスカートを其その身みに纏まとっていた。

　買い物袋とは別に、荘そう厳ごんな装そう丁ていの施ほどこされた書しよ物もつを小こ脇わきに抱えている。

「これはこれは、とても御お美うつくしい御お嬢じようさんだ。初めまして、ンンアアです。我聞が店の方で何度か世話になったみたいですね。僕も直じきに御お邪じや魔まさせて頂きますので、その時はどうぞ宜しくお願いします」

　ンンアアがノヱミアに向いて自己紹介する。するとどうした事か、ノヱミアはンンアアの顔にすうっと見入った儘まま微び動どうだにしない。まるで無反応でンンアアの顔を見み詰つめ続つづけ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「ノヱミア……さん？」

「えっ……あ、はい、御免なさい。私ったらやだわぼうっとしてしまったりして……ン、ンンアアさんとおっしゃるのですね。初めまして、ぜ、是非直すぐにでもお店の方に遊びにいらして下さいな……」

　呼び掛けられ、漸ようやく我に返ったらしいノヱミアは、何だが気恥ずかしそうに頬ほおを染そめ、俯うつむきがちに、弱よわ弱よわしい声こわ音ねでンンアアへと言いい零こぼした。ンンアアの顔さえ見上げられずに萌も似じ萌も似じと黙だまり澱よどんでいると、今度は我聞がノヱミアへと向き、口を開いた。

「おおっ、ノヱミアさんとおっしゃるのですね。初めまして、先まずはお互いを良く知る事から始めましょうか」

　我聞のその色いろ色いろと跳ちよう躍やくした自己紹介に、ンンアア達よりもう幾いく何ばくかは幼い顔立ちの少女ノヱミアは、脅おびえる様に伏ふし目めにし、その元より小さな体たい躯くを一いつ層そう小さく縮ちぢこまらせていた。

「体調が優れませんか？」

「……！」

　我聞は言いながら無ぶ遠えん慮りよに彼女の肩に手を掛け、膝ひざを屈かがめ、下から彼女の顔を覗き込んだ。すると、その直後――

「……ディスト・ゼル・リッヒ・ダイシュ・クゥラィン……ヴェヱ・ウィネス・ジギュン・ヒ・ヒェルツァイ……」

「ヘ？」

　我聞は呆ぼう然ぜんとする。口は半開きで、目は真ん丸かった。刹せつ那な、我聞の掌てのひらから躰たい内ないへ、痺しびれる様な劇げき痛つうが奔はしり全身を蹂じゆう躙りんした。

「痛いでででででででっっっ！」

　甃いしだたみに転ころげ、悶もん絶ぜつする我聞。駄だ駄だを捏こねる子供みたくのた打ち回る。

　何が起こったのか解わからず呆然とするンンアア。

　どうやら、彼女――ノヱミアの肩から我聞の腕を伝い、全身に電流の波は濤とうか何か、ある種しゆの衝しよう撃げきが流れ込んだらしかった。

　傍ぼう観かんの後のち、盛せい大だいに笑い飽かしたヱクレシヤは満足したのか、漸ようやく口を開く。

「そうそう彼女〈詩詠聖匠ミンストレル〉の血を引く一いち属ぞくの末まつ裔えいなの、よろしくね」

「〈詩詠聖匠ミンストレル〉ってあの、〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠よむ事の出来る一いち属ぞくの事か……」

　ヱクレシヤはあっけらかんとして言ったが、ンンアアは驚きよう愕がくした。
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　当とう事じ者しやのノヱミアは俯うつむいたまま、恥ずかしそうにして黙り込んでしまっている。

「……どういう事ですか、ノヱミアさん……僕が気絶する前に、説明してください……」

　未まだ立ち上がれずに、転ころげたまま天てんを仰あおぐ我聞が訊たずねた。

「……〈詩詠聖匠ミンストレル〉は〈讃美靈歌ミンネザング〉を諳そらんずる事の出来る眷けん属ぞく。そしてその〈讃美靈歌ミンネザング〉が無数に認したためられたのがこの書物ほん〈追憶柩典ミンネスルンド〉なんです。

　私は〈詩詠聖匠ミンストレル〉の眷けん属ぞくで、祖そ母ぼからこの〈追憶柩典ミンネスルンド〉を継けい承しようしました。

〈追憶柩典ミンネスルンド〉には遙はるか悠ゆう久きゆうの古いにしえの代よに、人ひと人びとに崇あがめ畏おそれられた神かみ神がみや英えい霊れいの御み魂たまが〈讃美ミンネ靈歌ザング〉の容器かたちを借かり封ふうじ籠こめられています。彼かれ等らの叡えい智ちと繁はん栄えい、優ゆう美びさと勇ゆう猛もうさを謳うたい、讃たたえ、詩しに認したため封印したのがこの〈追憶柩典ミンネスルンド〉なんです。

　私達一いち属ぞくは〈讃美靈歌ミンネザング〉に宿やどる彼等の情じよう念ねんや怨えん恨こん、未み練れんや欲よく望ぼうといった思し念ねんを現在いまに喚よび起おこし解かい放ほうしてやる事で彼等の力を少しばかり借り、日ひ日びの暮らしに役立てて来たのです」

　眼がん前ぜんに佇たたずむ、臆おく病びようそうに俯うつむいて話す少女がとてもそんな異能力を備えている様には見えないンンアア。抑そも抑そもからして〈詩詠聖匠ミンストレル〉という一いち属ぞくの伝でん承しようも古い文ぶん献けんで読んだだけで、俄にわかにはその存在自体、認にん識しき出来そうになかった。

「……今詠よんだのは頁ページを開かなくても、〈追憶柩典ミンネスルンド〉に手を触れているだけでも詠えい唱しよう可か能のうな、護ご身しん用ようの簡かん易いな〈讃美靈歌ミンネザング〉です。……あの……その、申し訳御座いません。私、その、男の人に余り慣れていなくて……急に近寄られたりすると、直ぐにこうしてしまうんです……」

　ノヱミアは申し訳なさそうに言った。一体今まで何人の男が〈讃美靈歌ミンネザング〉の誡いましめの雷らい霆ていに撃たれ転げ回ったのだろう。

「よ、良かった……僕だけが嫌われてるわけじゃ、なかったんですね……」

　言うと我聞は安らかな笑み浮かべ、天てんに召めされる様に、ゆっくりとその目ま蓋ぶたを降おろした。







　広場の甃いしだたみの上、我聞が目を覚ます。

　辺あたりは依い然ぜんとして祭の喧けん騒そうに包つつまれていたが、ヱクレシヤとノヱミアは居なかった。

「お目覚めか。どうだ、体調は」

　ンンアアが訊たずね、我聞は手を使わず全身の発条ばねと背の膂りよ力りよくだけで跳ちよう躍やく、起き上がった。

「……っと。あんなカワイ子ちゃんの窘たしなめなら、毎日だって受けたいぜ。――しかしそれよりそろそろ、腹減らないか……」

　我聞は下か腹ふく部ぶを摩さする。本当にもう〈讃美靈歌ミンネザング〉の後こう遺い症しようは無い様だった。

「ドーナツでも喰うか」

　ンンアアの提てい案あんに我聞は眼まなこを見開き顔を輝かせた。

「！　それは名案ナイスアイデイアだぜンンアア。で、店は何ど処こだ？　早く喰いたいドーナツ！」

　妹ユメミの安あん寧ねいを想おもい、つい昨日まで悶もん悶もんとしていたかに見えた我聞。それが今では美女との邂かい逅こうに歓喜し、糖とう質しつ摂せつ取しゆに狂喜していた。ンンアアは先さき程ほど迄までの苦く慮りよが馬鹿げて思えてくる。

「……軟派ナンパで長ちよう髪はつでシスコンで甘あま党とうか。〈死神ザナトス〉の通とおり名なが泣くぜ」

　顔は悪くないのに女と続かない訳だ、と駄だ目め押おしする。

「腕は立つのに孤こ独どくでケチな上、根暗ネクラでムッツリなンンアアおまえに言われたかない」

　ンンアアは苦く笑しようする。しかし何ど処こか心しん底そこから嬉うれしそうだった。

　軈やがてドーナツの屋や台たい店てんを認みとめ、勇いさんで駆け寄る三人。

「親爺オヤジ、〈砂糖付きズユツケル〉三つ」

「いや、ひとつは〈砂糖付き練乳掛けクイン・ズユツケル〉で！」

　我聞が割り込んで言った。

　どちらかというと精せい肉にく屋やみたいな親爺オヤジが「あいよ」と言って拵こしらえ始はじめる。

　黄たそ昏がれ色いろに輝く胡桃油くるみあぶらを満たした銀の釜にドーナツを三つ潜くぐらせた。程ほど無なくしてそれらを御お玉たま杓じやく子しで掬すくい出だし、底の浅い鉄盆トレイの上で転ころがす。鉄盆トレイには肌理きめ細こまかな純じゆん白ぱくのグラニヱ糖とうが敷き詰められていて、ドーナツは転がる程に無む垢くな雪ゆき化げ粧しようを纏まとっていった。

「あいよ。三つで五百ダラクマだな」

　親爺オヤジは打斬棒ぶつきらぼうではあるが、横おう柄へいな訳ではなかった。剛ごう直ちよくな身み振ぶりや口く調ちようの中に、人ひと柄がらの良さと、そしてまたこの良き日を祝しゆく福ふくせんとする純じゆん然ぜんたる喜びとが感じられた。

　皆がそうであるに違いない。

　厳げん冬とうを耐たえ凌しのぎ、軈やがて訪れる春を悦よろこび高こう揚ようしない者など居ない筈だった。

　ンンアアは丈たけの短い紙袋に入れられた揚あげ立たてのドーナツを受け取ると、一つは夢魅に手渡し、一つは我聞の口くち目め掛がけて突っ込んでやった。

「熱あぢッ！……けどァんまい、ゥんまい……けど熱あぢッ」

　我聞は口くち一いつ杯ぱいにドーナツを含ふくみ、貪むさぼる。

　グラニヱ糖とうと練れん乳にゅうが口を囲かこう様にして付着している。計はかってやったかと思うくらいに、綺麗に円まるい口くち髭ひげを描いていた。長髪の此こ処こ彼かし処こにも付いている。

「……落ち着け我聞、ドーナツは逃げない」

　我聞が喰う物に困っている訳は無いが、食しよくに対して貪どん欲よくであるのは孤こ児じを経験した者の性さがみたいなものだろう。

「夢魅はゆっくり食べるんだぞ」

「うん」と頷うなずきその小さな薄うす紅べにのおちょぼ口で僅わずかに齧かじると、実じつに美お味いしそうに噛み締めながら薄うすく笑えんだ。軈やがて円えん形けいの三分の一程てい度ど食べ終えると、不意にそれを差し出して言う。

「おにいちゃん、あげる」

　今やすっかり〈砂糖付き練乳掛けクイン・ズユツケル〉を胃い袋ぶくろへと流し込み、指ゆび指ゆびに付ふ着ちやくしたグラニヱ糖とうをしゃぶっていた我聞が我に返る。

「それは夢魅のドーナツだから全部食べていいんだぞ？　お兄ちゃんはもう食べたからね」

「じゃあアンちゃん」

　ンンアアは一瞬戸惑うも、直すぐに笑って返した。

「一つ食べたからもうお腹一杯だよ。ありがとう、夢魅は優しいね」

　夢魅は少し残念そうにドーナツを持つ手を下げて言った。

「おにいちゃんもアンちゃんもいつもユメミにいっぱいくれるから、やさしくしてくれるから、だからユメミもあげなくちゃとおもったの」

　我聞とンンアアは顔を見合わせた。

　そうした後、ンンアアは「良い子だ」と言って頭を撫なでてやり、我聞の方はと言うと、力一杯に抱きしめてやっていた。口も手もグラニヱ糖に塗まみれていたが構かまわなかった。

　目め頭がしらの奥に熱あつく滾たぎる物が有ったが、それをンンアアに見せるのも何だか気き恥はずかしくて、必死で堪こらえた。

　気き遣づかってか、ンンアアは視線を周囲に遣やり、店みせ店みせに目を向ける。

「あったぞ、香こう辛しん料りよう屋やだ」

　珍めずらしく少し浮かれた声こわ色ねでンンアアが叫さけんだ。次の瞬間、

「きゃあああああああああアアアアアアアっっっっっッッッ」

「「！」」

　女の悲ひ鳴めい。

　その刹せつ那なで、二人の筋きん肉にくには緊きん張ちようが奔はしり、神しん経けいは研とぎ澄すまされ、精せい神しんが臨りん戦せんの色しき相そうを確かつ固ことして帯おびた。

　一瞬だけ、時間ときと風景すべてが凍こおり付ついた街の広場。

　しかし直すぐに辺りは叫きよう喚かんと狂きよう騒そうの坩る堝つぼと化した。人人は惑まどい、逃げる。

　悲鳴のした方を見み遣やる。ンンアアは目を凝こらし、暫しばしの黙もつ考こうの後のち呟つぶやいた。

「……〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉」

「ど、ドりゃギャにゃっ……？　それってまさか、大おお昔むかし〈ツァガルマータ連れん峰ぽう〉の樹じゆ海かいに棲せい息そくしてたっていう化物バケモノの事か……」

「恐おそらく。有あり得うべからざる者もの――〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉。子供ガキの頃〈ワイナモイネン膩じ獄ごく変へん〉で読んだ事が有る。人間とは別の進化の系けい統とう樹じゆを辿たどった霊れい長ちよう類るいの変へん異い畸き種しゆだ。例えば、ある個こ体たいは右みぎ腕うでに左ひだり足あし、左ひだり腕うでに右みぎ手て、右みぎ脚あしには左ひだり手て、左ひだり脚あしには右みぎ足あしを持つと言う」

「は、は？」

「頭ず蓋がいからは陰いん毛もうが生はえ、耳じ朶だに眼がん球きゆうを持ち、眼がん窩かに性せい器きを備そなえる。乳ち房ぶさは臍へそに、鼻び腔こうは臀部しりに、口こう腔くうは腋えき下かに、といった具合だ」

「……そりゃあまた、一度御お目めに掛かかりたいもんだ」

「まあ形状には個こ体たい差さがある。体たい長ちようも、人間の拇ぼ指し程ほどの個体から数十ルードマを凌りよう駕がする個体まで様さま様ざまだ。ここから見る限り、あそこのあれはまだ霊れい長ちよう類るいの原型オリジナルを辛かろうじて留とどめているよ」

「で、その化物バケモノがどうしたって祭こんなところに？」

「異ことなる時間、或あるいは異ことなる次じ元げんから〈異顕サマン〉されているとしか思えない」

「〈異顕サマン〉……つまりは〈異顕厶サマナー〉が居るって事か……」

「ＺでＧごＢぎＪヴＲまⅤもＷぴＸびＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥィィィィィィィィィィイイ」

　異い界かいの音で咆ほう哮こうする〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉。

　金きん属ぞく同どう士しを擦さつ過かさせた様な、臓ぞう腑ふを踏ふみ躙にじった様な、そんな声。

　聞く者全てに拒きよ否ひ反はん応のうを起こさせる、筋きん肉にくや鼓こ膜まくや脊せき髄ずいが、断だん固ことして容よう認にんし得えない音サウンド。

　生せい理り的てき嫌けん悪おの波は濤とうが背中を這はいずり、胃い酸さんを過か剰じょう分ぶん泌ぴつさせる。身み震ぶるいするンンアア。

「……アレを黙だまらすのは事コトだぞ。しかし放ほうっとく訳にもいかん、夢魅の見た夢との関連性が疑うたがわれる。……それに、巧うまくしたら〈タイドロウ区〉長ちようから褒ほう賞しよう金きんでも貰もらえるかもしれんしな。首くび根ねをぶった斬って献けん上じようしてやろう。俺が奴を引き付けている間、我聞は夢魅を守りつつ〈異顕厶サマナー〉を探してくれ」

「任せろ。しかしンンアア、あの化物バケモノ相手に深ふか追おいは禁きん物もつだぜ」

「解わかってる。夢魅を頼むぞ」

「言われるまでも無い。さあ行こうか、夢魅」

「アンちゃんカリィたべないの？」

「アンちゃんは材料を探しに行ってくれるんだ。その間、こっちでお買い物をしてよう」

「うんわかったお兄ちゃん。アンちゃんまたね」

「ああ夢魅、また後で」

　我聞はンンアアに手を振り、夢魅をその脇わきに抱だいた。そしてそのまま〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の荒あらぶるのとは逆方向に奔はしっていった。

　と、暫しばらくして、足あし下もとに違い和わ感かん。

〈Mrsミセス.Kleistクライスト〉社しや製せい、ロディニアバイソンの皮かわを鞣なめして製造つくられた高級黒ブラツクレ革長靴ザーブーツの靴くつ紐ひもが斬れていた。

「ちっ……買ったばっかだぜ？」

　我聞の心しん中ちゆうに顕あらわれる、不安。

　当然、夢魅の事もそうなのだが、こちらは自分が付いている所せ為いか、絶対に守り抜いてみせるという強きよう固こな意志があった。

　しかしどうしてかこの時、我聞は相棒ンンアアが気掛かりでならなかった。

　実じつ戦せん闘とう能のう力りよくに於おいては自みずからを凌りょう駕がするンンアアが、何か取り返しの付かない目に遭うのではと、心配で堪たまらなかった。

「……取とり越こし苦く労ろうだ。ンンアアは無敵だからな」

　我聞に、妹ユメミの様な予よ知ち能のう力りよくは皆かい無むだ。翌日の天気さえ碌ろくに当たらない。

　だからこの妙な胸むな騒さわぎも杞き憂ゆうであると、直すぐに思考を切り替えた。

　悪い幻想イメージを振り払う様に強く、愛する妹いもうとをその腕に引き寄せた。







六章　絶ぜつ望ぼうの近きん似じ値ち







　奔はしる。

　吹ふき荒すさぶ一いち陣じんの颯はやての如ごとく、ンンアアは駆け抜けた。

　胡瓜キユウリや茄子ナスや南瓜カボチヤ躍おどる、屋や台たい商しよう店てんの軒のき先さきを翳かすめて疾しつ駆く。猛もう勢ぜい其その儘まま、天てん使し翼つばさの如く伸び展開ひらかれる、後うしろ背ぜに装着した〈携劔帯ギヤリソンベルト〉から一振りの戮りく劔けんを抜き、翻ひるがえす。

　血ち塗ぬられた様に赤あか黒ぐろい、超巨大な劔けん身しん。心臓？

　劔けん刃じんの鍔つば元もと部分は靈れい妙みような巨きよ樹じゆの根ねの如く枝えだ分わかれ毛もう細さい血けつ管かんを彷ほう彿ふつとさせる。

　今にも脈みゃく動どうし、眼まなこ剥むき牙きば剥むきそうな有ゆう機き的てき形態フオルムに、艶なまめかしささえ覚える。

　酸すいも甘いも噛み分けた、四十代の女給ホステスみたいな佇たたずまいだった。麗うるわしい流りゆう線せん形けいの片かた刃ば、其その峰みねの側がわには古いにしえの神の代よの物と思おぼしき象しよう形けい文も字じが刻印きざまれている。

「今日も綺麗だよ、サングヱ」

　恋こい人びとを愛めでる様に、吐と息いきの声で囁ささやいた。

〈忘ぼう却きやくの十じゆう五ご眷けん属ぞく〉の一つ、〈虚きよ無む讃たたえる者もの・懊おう悩のうするサングヱ〉。

〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けん〉の師し・アグリッパより皆かい伝でんの証あかしとして託たくされた物だった。

　自みずからを操あやつる者を愛あいし、その意い志しを汲くみ取とりさえする魔ま劔けん。

　事実、〈懊おう悩のうするサングヱ〉を手にしてからのンンアアは負けを知らず、契ちぎりを交かわした娚めおと宛さながら、彼女を片かた時ときも離さなかった。

「逝いくよ」

　眼がん前ぜんに〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の姿を捉とらえ、奔はしりながら構かまえる。

　近付いてみるとその巨大さが良く解わかった。

　体たい長ちようは凡およそ商しよう店てん屋や台たい二に軒けん分ぶん縦たてに連つらねた高さ、四ルードマを凌りよう駕がする。

　ンンアアが〈ワイナモイネン膩じ獄ごく変へん〉で読んだのとは大だい分ぶ違う、左ひだり腕うでを右みぎ腕うで側がわに三本、左ひだり腕うで側がわに二本持つ、右みぎ腕うでの無い〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉だった。

　老ろう嫗うと老ろう翁おうの頭部を一つずつ生育はやし、そのどちらの口こう唇しんの端はからも涎よだれが際さい限げんなく零こぼれ滴したたっている。皮膚はだは昏こん黒こく色いろに澱よどみ、陰いん部ぶや臍せい下かを中心として全身に向かって苔こけ生むす様に黝あおぐろい体たい毛もうが生はえ拡ひろがっていた。

　攻撃に転じるその刹せつ那な、朧おぼろげながらにではあるがしかし確実に胸きよう中ちゆうに蟠わだかまる薄うすい靄もやの様な恐怖感を怒ど号ごうで以もつて振り払う。

「うおおおおおおおおおっっっっっっっッッッッッ」

　〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の二十ルードマ程手前から、疾しつ駆くの勢いそのままに跳ちよう躍やく、斬り掛かる。

　標的ドラギニヤツツオは精せい肉にく屋や台たいの日ひ覆おいを五本の左腕で圧へし折おり、握にぎり潰つぶし、ぶん投げ、牛ぎゆう馬ば羊よう豚とん鳥とり人にん間げんの区別無く貪むさぼっている。逃げ遅れた買かい物もの客きやくも居た様だ。

　喰くらうのに汲きゅう汲きゅうとし、襲おそい来くるンンアアに気が付かない。

「――我われ等ら罪つみ人びとを先せん駆くする崇すう高こうなる始し祖そよ、去さんぬる神かみ代よより聖せい域いきに住まう真しんに侵おかし難がたき賢けん者じやよ。どうかその瞋いかり鎮しずめ、我わが愚ぐ刃じんにて久く遠おんの眠りに付つき給たまえ」

　皮ひ肉にくか戯たわむれか、信しん仰こう心しんなど蚊かの糞くそ程ほども無いンンアアが飛翔とびながら、畏い敬けいの念を呟つぶやく。

「神しん祖そ様さまを弑しいせねばならぬ罪深き我をお許し下さい」

　跳躍が最高点――〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の頭上三ルードマ上空に達すると、ンンアアは中ちゅう空くうで〈懊おう悩のうするサングヱ〉を振ふり墜おろした。

「ＧＹギャＢＪＥＥＥＥＥＥイイイイいいＥＥＥＥＥＥいィィィィィイイ」

　容易たやすく、ドラギニャッツォの左ひだり腕うで側がわの左ひだり腕うでの一本が斬きり墜おとされる。

　見た目の印象イメージに違たがわず、動きは緩かん慢まんとしていて鈍どん重じゆうだ。

　重じゆう轟ごうする地じ鳴なりと共に墜つい墜だした巨大な左腕が、広場の甃いしだたみを穿うがつ。

　腕の断面から滅けし紫むらさきの体たい液えきが噴ふん出しゆつ、八はつ方ぽうに飛ひ散さん、着地したンンアアの頬ほおにも跳はねた。

「案外脆もろいんだな。次は右みぎの左ひだり腕うでも貰もらうぜ、神祖様」

　口こう角かくを吊り上げて薄うす笑わらうンンアア。

　直すぐに疾しつ走そう、間かん髪はつを容いれずに第だい二に撃げきを仕掛ける。

〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の頭部、老ろう嫗うの死し角かくにあたる、右後方へ回り込んだ。

「ッはああああああああああッッッッッッッッ」

　先さきの倍の高度はあろうかという超ちよう跳ちよう躍やく。

　雲くも一つ無い早そう春しゆんの蒼そう穹きゆうに吸すい込こまれ最高点に達すると、陽よう光こう背せ負おい軈やがて降こう下かしていった。

〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉は腕を墜おとされて尚なお生なま肉にくを貪むさぼっている。

「それ位にしときなよ。万ばん事じ腹はら八はち分ぶって言うだろ。〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅡに式しき斬ざん墜つい・饗きよう魔ま霹へき靂れき〉」

　疾しっ風ぷう迅じん雷らいの二撃目。逆さか手てに握る〈懊おう悩のうするサングヱ〉を両りよう手て持もちし〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の頭部目掛け縦に大きく振り被る、その時、

「！」

　不意に、〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の老ろう翁おうの方の頭あたまが上空のンンアアを振り返った。

　食欲を満たす事に終しゆう始ししていた巨きよ神しんが、ここへ来て初めてンンアアへの興きよう味みを示した。

「ＺぼＫぴⅤまＧへＢじゅＲＵＵＵＵＵＵウウウうううゥゥゥゥゥウウ」

〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の膚はだの色が変へん容ようしてゆく。燻くすんだ褐かつ色しよくをしていたそれが、徐じよ徐じよに鈍にぶく淡あわい光彩いろどりを放ちながら橙だいだい色いろに染まっていった。目も眩くらむ様な、下げ劣れつに濁だつ赫かくしたタングオレンジ。それは明めい白はくな攻こう撃げき色しよくだった。

　愚ぐ者しやにもそうだと解る様警けい告こくの意を示すのは、神祖が慈じ悲ひ深ぶかいからだろうか。

「……ちっ」

　怯ひるむンンアア。高たかを括くくり、〈饗きよう魔ま霹へき靂れき〉を仕掛けた事が悔くやまれる。

　空くう中ちゆう技わざは敵の攻こう撃げき回かい避ひが容易よういでない。身しん体たい制せい御ぎよ儘ままならない空くう中ちゆう降こう下か中ちゆうのンンアアは地上で待ち受ける側がわ――ドラギニャッツォにとっては格かつ好こうの餌え食じきであると言えた。

「……来やがれ化物バケモノ。嘗なめんなよ」

　ンンアアは虚きよ勢せい張はるも、ドラギニャッツォは大おお口ぐちを開ける。未み咀そ嚼しやくの野菜、獣じゆう肉にく、人じん塊かいが口こう腔くう内ないに散さん見けんされる。女の長い髪が歯し間かんから惰だ裸らしなく垂たれていた。

「ＪびＹぷＧにＸがＰもＲＲＲＲＲＲＲＲＲラバべべべべべべべベベべベべべ」

　禍まがつ音おとの咆ほう哮こうとほぼ同時〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の口こう腔くうから何かが射しや出しゆつされた。

　放はなたれたのは異い臭しゆうと、凄すさまじい熱ねつ気き。

　悍おぞましい吐と瀉しや物ぶつ目め掛がけ墜つい堕だしていくだけのンンアア。ンンアアは右みぎ掌てに〈懊おう悩のうするサングヱ〉を握にぎったまま左ひだり掌てで後こう背はいの〈携劔帯ギヤリソンベルト〉から一ひと振ふりの長ちよう劔けんを抜く。

〈錯さく視しする微睡まどろみの審しん問もん者しや・ゲイボルグⅩⅨナインティーン〉――〈懊おう悩のうするサングヱ〉とは異い趣しゆの華きや奢しやな長ちよう劔けん。右みぎ掌ての〈サングヱ〉は振り被ったまま、左腕だけで〈ゲイボルグⅩⅨ〉を乱らん舞ぶ。

「ッッハアアアアアッッッッッッ！」

　縦じゆう横おう無む尽じん、数すう瞬しゆんで幾いく百ひやくの劔けん閃せんを煌きらめかせる〈ゲイボルグⅩⅨ〉の疾しつ風ぷう怒ど濤とうが〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の吐と瀉しや物ぶつに斬ざん断だんの弾だん幕まくを連つらねる。次の瞬間臭におい立たつ灼しやく熱ねつの吐瀉物は宙空そらに弾はじけ陽よう光こうに霞かすみ、時とき僅わずかにして雲うん散さん霧む消しようした。

「悪いな、神しん祖そ様さま」

　灼熱の直ちよく撃げきを免まぬがれたンンアアは崩くずれた態たい勢せいのまま、右腕の〈サングヱ〉で無理矢理〈饗きよう魔ま霹へき靂れき〉を見み舞まう。左ひだり腕うで側がわの残された左ひだり腕うでを豪快に斬きり墜おとした。

「ＧＧぴＺＺぷＢＢぬＦＦすＨＨぽ不フふウうウＵＵＵＵＵＵＵＵゥゥゥゥゥゥゥゥウウ」

　叫きよう喚かんする〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉。老ろう嫗うは血ち反へ吐ど吐はき、老ろう翁おうが血ち反へ吐ど吐はく。瞬間、次し第だいに膚はだの攻こう撃げき色しよくが失しつ消しよく。毒どく蜜み柑かん色いろした膚はだは、暗あん雲うん色いろに回かい帰きしていった。

「終しまいか、神祖様。見かけに依よらず体力無いんだな。それとも腹でも下くだしたかい」

　瞋いかりが鎮ちん静せいし萎なえていくのを感じる。しかし、膚はだの変へん色しよくは止まらなかった。橙色だいだいが完全に失うせ燻くすんだ昏こん黒こく色いろを取り戻すと、今度は霞かすむ様にその褐かつ色しよくが滲にじんでいき、軈やがて巨きょ躯くの輪りん郭かくまでもが風景に溶とけ込こんで逝いこうとしていた。

「な、消えていく……！」

　徐じよ徐じよに色しき彩さいとその存在感をも失うしなってゆき、半はん透とう明めいから透明へ。終ついに〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の巨影シルヱツトは完全に消しよう失しつした。

「死んではいなかった筈だ。まさか……」

　ンンアアは気け配はいに振り返る。そこに誰かが居た。目と鼻の先、青せい果か屋や台たいの前で花椰菜カリフラワを齧かじっている。ンンアアよりも幼い、小柄な少年。

「人肉アンヴロジアだけじゃあ栄えい養ようが偏かたよるから、食しよく物もつ繊せん維いも摂とらなくちゃね」

「貴様キサマが〈異顕厶サマナー〉か」







　祭の広場の外はずれ、商しよう店てん屋や台たいも疎まばらな其そ処こに、もう殆ほとんど誰も居なかった。

　命知らずの困こん窮きゆう者しやが盗み喰いをしている位である。

　五分以上は奔ったろう。夢魅を抱えている所せ為いもあってか、我聞は息を斬らせている。

「……ヒューっ。此こ処こまでくれば大丈夫だろ」

　我聞の右腕に抱だかれている夢魅は〈萌芽零緑レヨンヴエール〉の双そう眸ぼうをパチクリさせ、肩で息する兄の貌かおを視みている。兄を心配するでも、況ましてや我わが身みを案じるでもない。その顔は有らゆる感情から解とき放はなたれ、無表情ではあるが、一いつ点てんの曇くもりさえ無い白はく磁じの肌が際さい限げん無なく麗うるわしかった。

　ドラギニャッツォの咆ほう哮こうの遠えん雷らいが鳴ないている。

　微び細さいにだがしかし確かにあの、脳の表ひよう層そうに氷ひよう塊かい撫なぜつけられる様な怖おぞ気けを喚かん起きさせる異い界かい音おんが、我聞の耳じ朶だを打っていた。

「ンンアア、巧くやってるといいが……」

　言うと我聞は夢魅を腕から降ろし、乱れた長髪を軽く掻き上げた。

　突とつ如じよ、轟音。

「何だッ？」

　凄すさまじい地じ鳴なりと衝撃が我聞を蹌よ踉ろめかせる。

　衝撃は元もと居いた方向からで、震しん動どうの余よ波はが甃いしだたみを伝でん播ぱして広ひろ場ば全ぜん体たいを揺ゆさ振ぶっている。

「派手にやってやがるな。ひょっとすると、もう化物バケモノをぶっ倒しちまっ――」

　ほんの一瞬である。

　衝撃で、我聞が体勢を崩したのは。少し蹌よ踉ろめいたが、直ぐに前方を向き直していた。

　其そ処こにそいつは居た。

　絹きぬ糸いとの様な白黄金色プラチナブロンドの長髪。

　竜りゆう鱗りん製せいと思おぼしき漆しつ黒こくの上着ジャケツトを纏まとう痩そう躯くと、覗のぞく新雪ゆきの様な肌。神しん経けい質しつそうに斬きれ伸のびた鋭えい利りな眼が我聞達――いや、夢魅を、視みている。奥おく処がで燈ともる双そう瞳どうは獣けものの様に爛らん爛らんと赤い。

「夢魅・リゼルグ・ジヱルアムダ」

　そいつが夢魅の名を口にした刹せつ那な、我聞の顔かお、頸くび、腕うで、腹はら、脚あし、有らゆる部位の筋肉と神経が、輪りん郭かくの堅けん剛ごうな〈敵てき意い〉を纏まとった。

「……テメエ、誰だ。その名を気安く口にするなよ」

「生あい憎にく、貴様キサマ――〈死神ザナトス〉、だったか――の審しん問もんは優先すべき事じ項こうではない」

　男は所しょ作さも口く調ちようも冷静で、それが余計に我聞の神経を逆さか撫なでた。

　打うち震ふるえ、戦慄わななき、躰たい内ないを巡めぐる血ち潮しおも沸ふつ騰とうせんばかりに憤ふん怒ぬが鬱うつ積せきして、顔を赤く染める。　行き場を失った岩漿マグマの濁だく流りゅうが今や遅おそしと噴ふん火かの瞬と間きを待まち侘わびているのに似ていた。

「俺には挨拶無しか。妹に何の用か知らんが、殺やられたくなければ直すぐに消えろ」

　眼に見えて、我聞の気き質しつが変へん容ようした。選択する言葉にそれが顕あらわれている。

「よく喋しやべる〈死神ザナトス〉だ」

　刹せつ那な、漆しつ黒こくと白黄金色プラチナブロンド――色の違う長髪の二人は互いに得え物ものを抜き疾しつ駆くしていた。

　何い時つの間まにか夢魅を後方へ退たい避ひさせていた我聞が、奔はしりながら片かた刃ばの長ちよう刀とうを振り被る。

〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉。蒼あお黒ぐろい銀ぎんに煌きらめく凛りんとした刀とう身しん。

　一方で白黄金色プラチナブロンドの男も長ちよう大だいな戮りく槍そうを構える。戦せん斧ぷと見み紛まごうばかりの凶きよう大だいな刃やいばを携たずさえた、柄えの紅あかく、妖あやしい槍やりだった。

　両りよう者しやが互ご角かくの速度で駆け衝突、刃やいばと刃やいばを絡からめ合あう。

「オオオオオオッッッ！」

「……」

　二人の腕わん力りよくは拮きつ抗こうしている様に見えるが、白黄金色プラチナブロンド男の顔は涼しげだった。

「如ど何うした？　妹に用が有るなら、俺を黙らせてみろ」

「言っただろう。貴様に用は無いのだ」

「飽あく迄まで夢魅狙ねらいか。下衆野郎ゲスやろうが……」

　鬩せめぎ合あいの後のち、一いつ旦たん弾はじき合あい、神しん速そくの劔けん戟げきを展てん開かいする二人。

　我聞が獰どう猛もうに攻せめ立たてるが、白黄金色プラチナブロンド男は乱らん舞ぶする斬ざん撃げきを全て緋ひ色いろの凶きよう槍そうで弾はじき返かえす。

　激げき突とつと錯さく綜そうを繰くり返かえす劔けんと槍やりが機械工場的インダストリアルな旋せん律りつを奏かなでた。

「夢魅……夢魅は、いや、ンンアアも、俺の家族だ。奪わせねえ」

「……！」

　白黄金色プラチナブロンド男が我聞の変へん容ように気付く。微そよ風かぜも無いのに真しん黒こくの長髪が幽かすかに浮ふ遊ゆうしている。　双そう瞳どうと、〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の刀とう身しんが放つのは蒼あをく不ふ穏おんな燐りん光こう。

「跪ひざまずけ……！」

　我聞が黒こく耀ようする幾いく百ひやくの劔けん閃せんを描えがく。

　白黄金色プラチナブロンド男は、鴉からすの大たい群ぐんに強襲されている様な斬ざん撃げきに身み動じろぎ出来ない。

〈絶望のデスペランザ・近似値シミユラクラ〉――そう名付けられた劔けん舞ぶだった。間かん断だん無ない致ち死し的てき猛もう襲しゆうで文字通り標的を嬲なぶり絶望さす。

「夢魅の為なら、〈死神ザナトス〉の忌いみ名なも甘あまんじて頂ちよう戴だいするぜ……」

　機き銃じゆう掃そう射しやの斬ざん撃げきから、止とどめの一ひと太た刀ちを白黄金色プラチナブロンド男の左ひだり胴どうへ薙なぐ。

「完全に捉とらえた」

〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉から我聞の右腕へ、標的の臓ぞう腑ふを斬きり潰つぶす感かん触しよくが伝でん播ぱした。

　勝利を確信し振り返る我聞。しかし其そ処こに有る筈の白黄金色プラチナブロンド男の死し屍しは存在しなかった。

「な……！」

　上空に、凶影シルヱツト。

「〈懐疑者のジユーダス・血奴隷サーヴアント〉。虚きよ像ぞうを創つくるのとは少し違う。肉体も魂も完全に分裂させる神の代よの奥おう義ぎ。尤もっとも、十六分の一秒という瞬しゅん刻こくに限るのだが。遙はるか悠ゆう久きゆうの古いにしえ、我が祖そも卑ひ賤せん竜りゆう共どもを戮りくするのに用いていたという。〈死神ザナトス〉相手に披ひ露ろうしたのは私が初めてだろうがな」

　白黄金色プラチナブロンド男は生きて、空中に居た。

　初めて饒じよう舌ぜつに語り、そして、認識出来るか出来ないか位の些さ細さいな笑みを浮かべていた。

「罪深き〈死神ザナトス〉、懺ざん悔げし悔かい恨こんせよ――〈懐疑者のジユーダス血塗釘・ハーケン〉」

「……お前は、〈戯竜属ドラツヒヱン〉――」

　我聞は躰からだが硬こう直ちよくしていた。

　力の差を見せ付けられたからではない。

　照射さす陽光を背に受け後ご光こうを纏まとったかの様な白黄金色男そいつの昏くらい凶影シルヱツトが、何ど処こか神こう神ごうしく感ぜられたからだ。

「げぎゅら」という愛え蘖げつ無ない音が響ひびいた一いつ瞬しゆん後のち、我聞は転倒。不ふ可か視しの槍そう刃じんの嵐に嬲なぶられ、地に伏し、血を吐いている。

「〈審しん槍そう・潔けつ麗れいなる優ゆう恤じゆつのヴヱロニカ〉よ……〈死神ザナトス〉の血はお気に召さないか」

〈戯竜属ドラツヒヱン〉の男は白黄金色プラチナブロンドの流りゆう髪はつを繊細しなやかな妖よう指しで耳じ翼よくに掛けながら、禍まが禍まがしい妖よう気き湛たたえる巨大な戮りく槍そうを愛めでた。〈死神ザナトス〉の血を浴よく飲おんせしめた〈審しん槍そう・潔けつ麗れいなる優ゆう恤じゆつのヴヱロニカ〉は一回り大きくグラマラスになった様に視える。

「娘むすめは貰い受ける」

「……ま、待て――」

〈戯竜属ドラツヒヱン〉の男が夢魅を片腕に抱え広場を歩き離れて行く。

　夢魅は特に抵抗する様子も無く、男に身を任せた。地に墜おちた兄の姿を視るその表情は少しだけ物もの悲がなしそうにも見えた。

　我聞は、薄うすれ逝ゆく意い識しきの奥おく底そこでンンアアの名を叫んた。







「ンンアアさんですね。先日は御食事の邪魔して悪かったです」

　稚いとけない笑顔浮かべ、巨神〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の飼かい主ぬし――〈異顕厶サマナー〉がきゃらきゃらと振ふる舞まう。

　その無防備イノセンスに、ンンアアは殺さつ気きを殺そがれかけた。

「あの化物バケモノ、何の真ま似ねだ。依い頼らい主ぬしは？　返へん答とう次し第だいじゃ五ご体たい満まん足ぞくで帰かえして遣やれない事も無い」

「自分の置かれている立場が解っていない様だね。君達は既に鳥とり籠かごに囚とらわれているのさ」　瞬間、轟音。

　ンンアアの足あし下もと、いやもっと奥おく深ぶかい深しん淵えん、地中深く、言うなれば大地の、この星ほしの中心から、何かが近付いて来る気け配はい。

　埒らち外がいに巨大で、野の放ほう図ずに禍まが禍まがしい殺さつ気きが迫り来る。ンンアアは戦せん慄りつし動けない。

「な……んだ、この、気配は……」

「賢けん明めいだね。少しでも腕に覚えが有るなら解るでしょ？〈彼かの女じよ〉の放つ妖よう気きが手に負えないのを」

　気配はもう直ぐ其そ処こまで来ていた。地下五十ルードマ、二十ルードマ、五ルードマ――。

　迫り来る超ちよう質しつ量りようの何か。途と方ほうも無い不ふ可か避ひの引いん力りよくがンンアアを戦せん慄りつさせ、呪じゆ縛ばくする。

　そして――

　爆ばく裂れつ。

　爆ばく炸さく。

　爆発に次ぐ爆発。間かん欠けつ泉せんの噴ふん射しやにも似ている。

　巨大な土つち塊くれ色いろした何かが、ンンアアを包囲する様に地下から穿うがち、昇しよう天てん。

　それらは円えん筒とう状じようで、ドヲリア拭しき建けん築ちくで高こう名めいな、〈処女神の聖宮殿パルテノン〉の〈ヱンタシス聖せい柱ちゆう〉みたいだった。

「……木き？　樹きの……幹みき、いや、樹の、根ね――」

　ンンアアが両腕を伸ばしても抱え切れない程の太さの樹じゆ根こんが九本。界かいを結むすぶ様に角つのぐむ。

　更には、細い、と言ってもンンアアの腕程の太さはある、鞭むちの様に撓しなる根がンンアアの四し肢しを絆ほだした。上じよう膊はくと前ぜん膊ぱく、大だい腿たい、膕ひかがみ、腓こむら等十じゆう数すう箇か所しよを覊き束そくし、各かく箇か所しよが鬱うつ血けつする。

「驚いた？　そりゃそうだよね、僕が異顕よんだんだもの。彼女は〈榊しん竜りゆうヱデン〉。この星ほしを守しゆ護ごする者の一人なのだ」

「守護する者……〈守しゆ護ご星せい獸じゆう〉を異顕サマンしただと――」

〈守しゆ護ご星せい獸じゆう〉は創そう成せい期きからこの星に宿る最も貴たつとき生命体。〈慈母眷属ミゼリコルダ〉とも呼ばれ一部の人じん種しゆに崇あがめ奉たてまつられている。伝説上の生物とし、神と同どう一いつ視しされたりもする。とある古い文ぶん献けんにはその存在の確かくたる証あかしが認したためられているという。
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〈深竜鯨ヨヲラシヤ〉等も大おお海うな原ばらの司し者しやとして〈慈母眷属ミゼリコルダ〉視しされている獸けものの一種だ。

「僕は飽あく迄まで後こう方ほう支し援えん、君の足止めが仕事なのさ。死なずに済んだね」

「馬鹿言え。死ぬのは貴様だ……」

　ンンアアは神経を躰たい内ないへと尖とがらせる。僅わずかな弛し緩かんの後のち、筋肉を超ちよう収しゆう縮しゆく、一瞬間だが凄すさまじく膨ふくれ上あがり太くなったンンアアの四し肢しと上半身――僧そう帽ぼう筋きん、闊かつ背ぱい筋きん、二に頭とう膊はく筋きん、大だい腿たい四し頭とう筋きん、腓ひ腹ふく筋きんといった随ずい意い筋きんという随ずい意い筋きんが絡み付く細い根の触しょく手しゅを弾はじき斬きった。

　しかし眼前には猛たけき巨きよ根こん群ぐんが鎮ちん座ざし〈異顕厶サマナー〉の声は聴き取る事が出来ても、その幼よう貌ぼうは見えず隔へだたれたまま。

「灰かい燼じんに帰きせ……」

〈懊おう悩のうするサングヱ〉が熱ねつ帯おびる。ヲゥンヲゥンと呻うめき、毛細血管奔ほとばしる劔けん身しんが蠕ぜん動どうした。

「〈榊しん竜りゆうヱデン〉を燃やす気？　罰ばち当あたりな事するね」

〈異顕厶サマナー〉は根ねの檻おりの内部温度が高こう揚ようするのを感知するも別段其それに対処する様子は無い。

「……煉れん獄ごくに焼かれ悶もだえろ。〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅤご式しき斬ざん焔えん・熾し赫かく憐れん爨さん葬そう〉」

　灼熱の魔ま劔けんが〈榊しん竜りゆうヱデン〉の巨根を衝つき穿うがつ。焔ほのおが一瞬で巨きよ根こん群ぐんに燃もえ拡ひろがった。

　焔は瞬間またたくまに〈榊しん竜りゆうヱデン〉の根を燃もやし尽つくし、そして直ぐに鎮ちん火かする。〈サングヱ〉の呪じゆ力りよくが主あるじの身に危険が及ぶのを感知し反応したのだ。〈忘ぼう却きやくの十じゆう五ご眷けん属ぞく〉は主あるじの心しん象しようを汲くみ具ぐ現げん化かさせる正に神じん機ぎだった。しかし――

「な……何い時つの、間に……」

　巨根の群れを焼き払った焔ほむらが霧む散さんした後あとの景け色しき。

　そこには依然として巨根の絶ぜつ壁ぺきが聳そびえ立たっていた。

「〈榊竜ヱデン〉の生命力は無む尽じん蔵ぞう。大地と共に生き大地と共に死ぬ。星ほしにとって塵ちり芥あくたと同等の存在価値しか無い君が、大いなる母である彼かの女じよを鎮しずめる事なんて出来ないのさ」

　ンンアアは呆然とする。攻撃に夢中で新たな根が生せい育いくされているのに気付けなかった。今相手にしているのは紛まぎれ無なく神かみの眷けん属ぞくであるという事を理解させられた。

「ではこれにて御お役やく御ご免めん。ラギナルド卿きようは巧うまくやってるかな？」

〈異顕厶サマナー〉は鼻歌混じりに踵きびすを返す。

「待て、もう一人居るんだな。そいつの目的は？」

「御お察さつしの通り、君らの可愛い妹いもうと君ぎみを貰い受ける事さ」

　ンンアアは、矢張りといった様に絶望する。自分を襲撃した相手がこれ程の手て練だれなら、我聞の方とて只では済まないだろう。

「ああそうそう。〈榊竜ヱデン〉は僕の指示無しに君を襲わないし、目的が達せられれば根の檻おりから解放してあげるから安心して。それじゃあ、サヨウナラ」

「待てよ糞餓鬼クソガキ」

「……！」

〈榊竜ヱデン〉の巨根に遮さえぎられてはいても、ンンアアはその声を聞き逃さなかった。

　軽薄で浮ついてはいるが、いざという時には頼りになるアイツの声だ。

「我聞、無事か。夢魅は如ど何うした？　そいつが飼かい主ぬし、〈異顕厶サマナー〉だ。油断するな！」

「ヒューっ。ンンアア生きてるみたいだな。俺も、ピンピンしてるぜ。仮にも〈死神ザナトス〉と呼ばれた男さ」

　我聞は右みぎ脚あしを引ひき摺ずっていた。左ひだり腕うでをぶらりと垂たれ提さげ、右みぎ掌てで左肩を抑おさえている。頬ほお、額ひたいといった顔面を含む、全身からの出血が夥おびただしい。

「ふふ。ラギナルド卿きようの逆げき鱗りんにでも触れた？　彼かれ神しん経けい質しつだからね、加虐的サデイステイツクだし」

「あの〈戯竜属ドラツヒヱン〉の事か。確かに只の〈戯竜属ドラツヒヱン〉じゃなかった。変態〈戯竜属ドラツヒヱン〉だったぜ」

　我聞の虚きよ勢せいが少しだけンンアアを安あん堵どさせる。しかし我聞が満まん身しん創そう痍いである事に気付けない程、ンンアアの五感は鈍にぶくなかった。

「退ひけ我聞。奴は俺達を殺やるつもりはない。深追いしてもやられるだけだ、今は追うな！」

「そうは行かねえ。夢魅を拉ら致ちった下衆ゲスの片かた割われを只で帰せるかよ」

「直ちよく情じよう径けい行こうの〈死神ザナトス〉と現実主義リアリストの相棒か。君達面白いね」

　嘲ちよう笑しようし去さろうとする〈異顕厶サマナー〉の行く手を我聞が遮さえぎる。

「往いかせないぜ」

「出血多量で良く言うよ。虚きよ勢せいもここまで来ると清すが清すがしいね、フウ」

〈異顕厶サマナー〉が息を吐く。

「ＧにゃＢりゅＹびゃＳりゃＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＧＨＵＵＵウウううゥゥゥゥゥウウ」

「なッ……！」

　顕あらわれたのは〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉。何の前まえ触ぶれも無しに、老ろう嫗うと老ろう翁おうの頭持つ巨神が我聞の前に立ちはだかる。

「ンンアアにしちゃ、仕事が杜ず撰さんじゃないか」

「途中で逃げられたんだよ、いいから退ひけっ！」

〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の再さい顕けん現げんを感知したンンアアが我聞に退たい却きやくを促うながす。呪まじないの詠えい唱しようや儀ぎ式しき無しに異顕サマンを熟こなすのは、術じゆつ者しやの〈聖絶アナテマ〉の感かん精せいが高い証拠だ。しかし我聞は怯ひるまない。上半身の捻ひねりだけで鋭えい利りな蒼そう銀ぎんの劔けん弧こを放はなつ。

「おをらあァァァァァァっ！」

「ゲＢみみＢみＢＢＢみＢみみみＢみＢＢＢＢＥＥＥＥみみみＥイイいいィィィィィイイ」

　ドラギニャッツォの左の脛すねが切断された。均整バランスを失しつした巨きよ神しんは崩れ落ち、右みぎ膝ひざと左ひだり脛すねの斬ざん断だん面めんを地に墜おとす。先さきの戦闘で五本有る左腕の内うち二本はンンアアに斬きり墜おとされている。

　七しち肢しの内の三本を失い、身しん躰たいの欠けつ損そんと畸き形けい化かに窮きゆう極きよく美びを見みい出だす〈ゲフェングニス様よう式しき〉で知られる〈レジャンス派は〉の芸げい術じゆつ彫ちよう刻こくの様な、蠢うごめく胸きよう像ぞうとなった。

「ガガＰＡガＧＡガガＰＡガガままガがＰＡばばばばばば」

　体たい表ひようが変色を始める。乾ひ涸からびた鈍にびの黒くろが、気の触れた様な橙色だいだいに。ドラギニャッツォが我聞を敵として認にん識しきした様だ。

「俺がンンアアの尻ケツ拭ふきとはな、貸かしにしとくぜ。……さあて化物バケモノちゃん。互いに手て負おいだ、遠えん慮りよは無しだぜ？」

　ドラギニャッツォの口こう腔くうが開かれ、灼熱の腐ふ敗はい臭しゆうが込み上げた瞬間、我聞は左脚だけで跳ちよう躍やくしていた。

「……遅い。オマエも可か哀わい相そうにな、来世では自由に生きてくれ――〈死虜のクリミユナル煩悶・レイデン〉！」

　我聞は中空、ドラギニャッツォの眼前。

　超高速の鞘さや奔ばしりによって炎えん熱ねつを帯おびた妖刀〈長曾我部是ちようそか護べこれもり〉が、焔ほむらの揺らめきと共に老ろう嫗うと老ろう翁おう、その両りようの頭部を裂れつ断だんする。怨うらめしそうな眼をしたそれとそれは情けない音を立て地に転がり、軈やがてゆっくりと小さな火ひ柱ばしらを昇のぼらせ始はじめた。

　残された首から、間かん欠けつ泉せん宛さながら滅めつ紫しの体たい液えきが噴射される。七しち肢しの三本と二つの頭部が欠損した肉にく塊かいが轟ごう響きよう音おんと共に崩れ落ちた。

　我聞が左脚のみで着地した時、〈異顕厶サマナー〉はもう居なかった。〈榊しん竜りゆうヱデン〉の巨根群も地中深くに縮ちぢみ戻もどったらしく、其その威い容よう消けし晦くらませていたが、広場中の商店屋台と甃いしだたみ、近きん接せつする住居は甚はなはだしく破壊され見る影かげ無ない。鳥ちよう獣じゆうの血けつ肉にくと人間の血肉が辺りに四し散さんし、野菜と果実は踊おどり転ころげていた。

「夢魅……必ず、助けに行く。必ず行くから、少しの間、待っててくれ――」

　我聞は甃いしだたみに跪ひざまずき頽くずおれる。つい先せん刻こく迄までの幸こう福ふくを儚はかなみ、遣やる方かた無い暗あん雲うんの様な鬱うつ懐かいに蝕むしばまれ嘆たん嗟さする。ンンアアは戯たわむれでも腐くさす事が出来なかった。

　我聞がどれほど妹を想っていたか、誰よりも知っていたからだ。

広場の上空、雲一つ無い快晴の蒼そう海かいを鴉からすが遊ゆう泳えいしていた。臓ぞう腑ふの匂においを嗅かぎ付つけやって来たのだろう。彼かれ等らが居なかったらきっとこの街は死屍しかばねだらけだ。







〈アダムシン区〉の穹そらは緋あかい。

　陽光を孕はらんだ黒こく煙えんの様な曇どん天てんが、街を覆おおっている。

　濫らん立りつする雑ざつ居きよビルを縫ぬう様に滑かつ空くうする黝あをぐろい影、鴉にしては巨おおきい。

「直じきに着く」

「うんありがとうりゅうのおにいちゃん、すごくたのしかったよ」

　黝ゆう影えいは〈戯竜属ドラツヒヱン〉ラギナルド。右腕に少女、夢魅ユメミ・リゼルグ・ジヱルアムダを抱かかえている。

　我聞を嬲なぶり者ものにしたラギナルドは夢魅を人ひと質じちとして確保すると、〈聖せいキメリヱ祭さい〉の催もよおされていた〈タイドロウ区〉を出発たち、〈ヘヴンズゲイト〉本ほん社しやの有る〈アダムシン区〉へと飛ひ翔しようして向かっていた。

「……何な故ぜ、竜だと？」

「だってこんなにきれいにおそらをとぶじゃない。こんなにすてきなことができるんだものりゅうにちがいないわ。ごほんでよんだことがあるの」

　ラギナルドは無表情で緋そ穹らを翔かける。まるで、滑すべらかに靡なびく白黄金色プラチナブロンドの長髪を翼つばさにして飛翔とんでいる様だった。

　軈やがて、見渡すビル群の中に有って頭一つ抜けて高こう層そうの、瞭あきらかに傾けい斜しやしている楼閣ビルヂングを視し認にん、屋おく上じようへと降り立つ。屋上には脂肪の塊かたまりに目め鼻はな口くちを付け背広スーツを着させた様な巨漢と、前衛芸術アヴアンギヤルドの様な畸きつ怪かいな司教冠ミトラを被り鼻から上を遮しや蔽へいした司し教きよう衣えの男がいた。

「おお、良くやったラギナルド！　流石さすがは〈竜りゆう皇おうワルダレキア〉の末まつ裔えいだ。お前を雇やとって正解だったわい！　……して、それが彼奴等きやつらのアキレス腱けんか」

「アキレス腱ではなく、魂魄たましいの様です」

「今の彼奴等きやつらは虚むく躯ろ、か。ぐふッそれは面白い。これで彼奴等の動きは掌しよう握あくしたも同どう然ぜん、何いずれは此こ処こへと遣やって来くるだろう。その時は我わが社しやの傭よう兵へいとして取り込んでくれるわ。その価値も無ければ殺してしまう迄まで。虜囚とりこにし、聖徒タダイとして飼し育いくしてやるのも良い」

　飼育されているみたいな巨漢――教社ソサヱテイ〈ヘヴンズゲイト〉社長、デッドロックが言う。余よ程ほど滋じ養ようの有る飼し料りようでも摂とっているのだろう。

「御お嬢じようちゃんはこっちへおいで。面白い御ご本ほんを沢たく山さん読ませてあげるから」

　夢魅は沈ちん黙もくを以もつて提てい案あんへの回かい答とうとした。恐る恐るといった様に社長デッドロックの巨きよ尻じりを追い、二人は階かい下かへ去る。屋上にはラギナルドと司教衣の男――識しき喰じき〈全ぜん能のうなる森しん闇あんのアリギヱリ〉が残った。対たい峙じする二人、と言ってもアリギヱリの視界は遮さえぎられてはいるが。

「戯ぎ曲きよくの結末、自じ身しんの趨すう勢せいが気になりますか？」

　口だけ少し笑えんで識しき喰じきアリギヱリが声掛けた。ラギナルドは辟へき易えきとしている様子だ。

「貴様の安い預よ言げんなど信じておらん、だが――」

「だが？」

「あの二人――〈死神ザナトス〉とその連つれ、奴やつ等らと再び死踏マカヴラを舞踏まえるか否いなかには聊いささかの関心が無い事も無い」

「フフ、諄くだ諄くだしい言い方をしますね。然しかし解わかります。貴き公こう程ほどの手て練だれの戦闘者が拮きつ抗こうする相手と邂かい逅こう出来る機会は多くないでしょうから」

　そう言うと識しき喰じきアリギヱリは携たずさえていた書物の中ちゆう庸ようの項ページを開かい帳ちよう、其そ処こへ顔面を深ふか深ぶか埋うずめ、徐おもむろに、舐なめ回まわし始はじめた。

　その行こう為いは何ど処こか、幼おさな児ごが皿に滞とどこおった〈スパゲティボロネーゼ〉のミートソースの残ざん滓しを舐ねぶり回まわすのに似て、聖せい淨じような迄までの愚おろかしさを湛たたえていた。

「良かったですね、再会は三日後です」







〈マパレク聖せい庭てい神しん殿でん跡あと〉。

　廃はい墟きよと化かし水すい没ぼつした〈ヱヲニヤ拭しき〉建けん築ちくの神しん殿でん群ぐんには既すでに夜の緞と帳ばりが墜おちていた。

　水みな面もから伸びるのは屋根と柱上部装飾ヱンタヴラチユア半はん壊かいさせた無数の柱はしら達たち。

　未まだ少し若い黝あおぐろの夜よ闇やみに姿影シルヱツト滲にじませ、梳くしけずる様な潮しお風かぜに其の華きや奢しやな柱ちゆう身しんを曝さらけている。

　其その柱はしら達たちの内の一本の天てつ辺ぺん、柱はしら頭とう頂ちよう部ぶに立つ司し教きよう衣えの男――

　男の姿は月げつ虹こうに照らされ、瞭あきらかされる其その威い容よう。

　眼がん球きゆうの欠けつ損そんした二つの深しん淵えんなる空くう隙げきは、如い何かに強く清きよらかな月げつ虹こうに照てらし射さされたとて深しん奥おう晒さらし得えない真しんなる闇あん黒こくの澱よどみ湛たたえていた。

「三日後、緋ひ眼がんの少年と接せつ触しよくする」

　湾わんから打うち寄よせる緩ゆるやかな波は濤とうが柱はしらに衝撃ぶつかって飛沫しぶき跳はね、男の長い司し教きよう衣えの裾すそを濡ぬらす。

　其の柱の傍かたわら、右半分水すい没ぼつした女め神がみ石せき像ぞうの頭部に立つ女。女は潮しお風かぜに其の甘いブラウンの麗れい髪はつを戦そよがせていた。

「然さ様ようですか。然しかし預よ言げんの内容が真しん実じつであるならば、アリギヱリ卿きようの身みが案あんじられる……」

「策さくは講こうじてある。三日後彼は最も信頼していた同どう胞ほうに契ちぎり破やぶられ、非ひ業ごうの最さい期ごを遂とげる。今こ宵よい其そ方なたを呼よび立たてたのは他ほかでも無ない……此これを、少年へ届けて欲しい」

　虚眸の男が懐ふところから黯くらい書しよ簡かん取り出し女に渡す。

「此れは？」

「少年への神しん罰ばつ執しつ行こう――断だん罪ざい執とり行おこなう為ための文ぶん書しよだ。同時に〈詩詠聖匠ミンストレル〉の少女との接触も可能に為なる」

「仰おおせの儘ままに――夜が明ける迄には御届け至します」







七章　蝕むしばみの幻まぼろし







　女が　嬲なぶられている

　男が　二人　女を囲み

　暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くしていた

　一人が　背はい後ごから羽は交がい締じめにして拘こう束そく

　一人が　蹴り　殴る

　顔を殴り　腹を蹴け破やぶり　臓ぞう腑ふを捩よじらせ　髪を毟むしった

　女は血に塗まみれ　嘔おう吐とし　腕も脚もだらりとさせて

　男が放はなすと

　頽くずおれた

　眼に光は無く

　魂魄たましいは抜け

　白しら魚うおの様な細ほそ腕うでは微び動どうだにしなかった

　女の死を確認すると

　男が髪を毟むしり切きり

　男が皮を剥はぎ取とった

　軈やがて赤あか黒ぐろい肉にく塊かいとなったそれを

　二人は貪むさぼり　摂せつ食しょくした

　啄ついばみ　千ち切ぎり　咀そ嚼しやくし　呑どん却きやく　嚥えん下げした




　少年が居た

　少年は見ていた

　情欲と食欲とを満たした二人の男に

　眠りを　と

　少年は無む垢くに希こいねがった

　少年は男達に眠りを与え

　女の魂魄たましいを浄きよめ救い

　自みずからの魂魄たましいに帰還させた







「――――母さんっ」

　叫んで目を覚ました前には、闇あん黒こくしか無かった。

　大陸東部時間オスト・ツァイト四時四十四分、未いまだ夜よは明けていないらしく、〈メノワール河がわ〉の澱よどんだ水みな面もは、如い何かなる光をも反射してはくれない。

「いつもの、か……」

　荒い呼吸の後のち我に返り、自じ嘲ちようめいて呟つぶやいた。

　大量の汗が頸くびや脇や背を蒸むらし、不快感が全身を巡めぐる。

〈ケイリッジ大だい橋きよう梁りよう〉の下、ンンアアは堤てい防ぼうの壁に背を預あずけ、座って眠っていた。

〈懊おう悩のうするサングヱ〉を脇に抱き、奇き襲しゆうに警戒しながらの浮うき寝ね。

　常に周囲に緊張を払いながら取る睡眠に、疲ひ弊へいの顔色を浮かべる。

「あんなに沈み込んだ我聞を見たのも久ひさしい……」

　昨晩――祭の広場に顕あらわれた巨きよ神しん〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉を叩たたき伏ふした後のち、ンンアアは身しん躰たいよりも寧むしろ精せい神しんに深い創そう痍いを負おった我聞を馴な染じみの診しん療りよう所じよまで送ってやった。

「連れん中ちゆうの目的は俺達であって、夢魅を如ど何うにかするような真ま似ねはしないさ」

　安あん易いな気休めではあったものの、それを聞いた我聞は僅わずかに気を取り戻した様だった。

　祭の催もよおされた〈右う舷げん二十三区〉北東部の〈タイドロウ区・ノウェム〉から診療所の有る〈ヤヴンシャー区・ヱジンマウグ〉までが凡およそ一万ルードマ。〈ユダヤ区〉に有るンンアアの居きよ所しよまでは更さらに其そ処こから一万ルードマの移動距離を要する。

　ンンアアが診療所の五千ルードマ南西、〈ログナヱ区〉を流れる〈メノワール河〉を其その眼めに認みとめたのが昨晩の二十三時過ぎ――其その頃ころにはもう精せい根こん果はて掛かけていた。

　夜よる深ふかい時じ分ぶんに旅籠ノーテルの門もん扉ぴを叩くのも何だか憚はばかられ、橋はし桁げた下したでの野や営えいを決めた。実際の所ンンアアにしてみても想おもう所ところ有り、外がい気きにでも触れ熱を冷ましたかったのかもしれない。




　不ふ意いに、はらり、と眼がん前ぜんを過よぎる何か。腰を起こして立ち上がり〈メノワール河〉の濁にごる汚お水すいに浸つかりそうになるそれを既すんでの所ところで拾い上げた。

「手紙……」

〈懊悩するサングヱ〉を握り締め警戒しつつ頭上を見上げる。橋きよう梁りようや堤てい防ぼうの上に目を凝こらすも、既すでに闇あん中ちゆうに気配は無かった。

　瞬間、鼻び腔こうを擽くすぐる甘い薫かをり。

「この薫り……〈バニアナ〉……」

〈バニアナ〉は〈珈琲カハウヱ〉等に少量使用する植しよく物ぶつ由ゆ来らいの香こう料りようで、微睡まどろみを誘う様な甘美な芳ほう香こうが特徴的。齎もたらされた書しよ簡かんにもその薫くん香こうは固こ卑びり付ついていた。

　書しよ簡かんは夜よ闇やみに融とける様な黒。破やぶり開あけ、中なかの文ぶん書しよを取り出す。

　程ほど無なくして暁ぎよう闇あんが白しら白じらしく明け始め、軈やがて文ぶん面めんを視し認にん出来る迄までになった――




　惡あく魔まよ

　片へん翼よくの黯くろき堕だ天てん使しよ

　告つげ夢ゆめの処女をとめは此こ処こ

　樂らく園えんへの階かい梯ていへと臨のぞまれよ

　讃さん美び歌か諳そらんずる者もの随ずい行こうさせ

　知ち識しき喰くらう者ものと邂かい逅こうせよ

　死神ザナトスと仇あだなせば

　豊ほう饒じようなる富ふ裕ゆう契ちぎられるだろう




樂らく園えんの統とう治ち者しや




「――〈暗喩文書ケニング〉」

　そう口くち零こぼし、ンンアアは流し読む。

「此これは教社ソサヱテイ〈樂園への階梯ヘヴンズゲイト〉――その〈統治者ボス〉からの打だ診しん……。夢魅を拉ら致ちしたのは〈ヘヴンズゲイト〉……！」

　淡あわい驚きよう愕がくを見せながらも幾いく度ど無なく紙し面めんを凝ぎよう視しし文面を咀そ嚼しやく、内容を能よく能よく鑑かんがみた。

「……畸き遇ぐうだな。主人マスターからの注文品獲得オーダーかくとくと用ようが一いつ遍ぺんで済む……。然しかし〈讃さん美び歌か諳そらんずる者もの随ずい行こうさせ〉……まさか昼間会った、あの少女を、此こ処こへ……何故――――」

　一ひと頻しきり目を通すと、丁てい寧ねいに畳たたんでから其それを上うわ着ぎのポケットに捻ねじ込こむ。

「そして――〈死神ザナトスと仇あだなせば〉――か。……まるで逡しゆん巡じゆんする俺に嗾けしかけているみたいだ」

　ンンアアは自じ嘲ちようめいて嗤わらうと身躰中からだじゆうを巡めぐる眠ねむ気けと疲ひ労ろうとに抗あらがいつつ堤防を昇り、残ざん月げつに照らされた、未いまだ明け切らぬ翼よく都との昏くらい路みちを足あし早ばやに駆かけていった。







〈翼都ドラギヲフ〉右う舷げん二十三区南なん西せい域いき〈ヤヴンシャー区〉に有って商業地区としての特とく色しよく濃のう厚こうなヱジンマウグに構える〈ヱジンマウグ南みなみ診しん療りよう所じよ〉。

　その看かん護ご婦ふ長ちようポーヴェラは御ご機き嫌げんだった。

　百八号室に新しく入った患かん者じやが若く美しい男だったからだ。

　その日の朝、ポーヴェラは夫おつとを見送ると、急いそと自室に籠こもって何い時つもより丁寧に化粧した。

　前ぜん日じつ等などは平へい時じの倍の時間も風呂に浸つかり、溜たまった垢あかを漱すすぎ流した。

　診療所に着いてから香水パフユームをこれでもかと言う位全身に吹き掛け、満を持して百八号室の扉を叩くと返事は無く、訝いぶかしく思ったが、ポーヴェラは気にせず扉を開く。

「我聞ちゃん、検けん診しんの時間ですよ～……って、あら？」

　寝台ベツドに患者の姿は無く、開け放たれた窓から灌そそぐ麗うららかな微風そよかぜが、象牙色アイボリーのカーテンを心地好く揺らしていた。

「が、我聞ちゃ～～～ん！」







〈ミネルヴァの梟ふくろう〉――〈ヱジンマウグ南診療所〉の目もく前ぜん、街がい路ろ挟はさんだ向かいに構える喫きつ茶さ店てんの看板にはそう掲かかげられていた。

　その店内のカウンター席、女中メイドに辺へ貼ばり付つく様にして捲まくし立たてる長髪の男性客が居た。

「――で、やっぱり僕、男は中身だと思う訳ですよ。ノヱミアさんは其そ処この所、どの様に思われます？」

「は、はあ……そ、そうですね。それは、その通りだと、思います……」

　橙色だいだいの溟めい灯とうが淡あわく照らす店内。ヴァンダイクブラウンで統一された室内調度品インテリアの輪りん郭かくが幽かすかに滲にじみ、心地好い闇が珈琲カハウヱの薫くん香こうの様に燻くすぶる。

　壁に掛けられた幾いくつもの絵かい画がと、手て入いれの行き届いた瑞みず瑞みずしく生せい命めい的てきな翠みどり繁しげらす無数の観かん葉よう植しよく物ぶつが、そう広くない店内を殊こと更さら狭せまく錯さつ覚かくさせた。

「ガっちゃんてば、余りノヱミアちゃんに話し掛けないでよ。仕事が捗はかどらないじゃない」

　麗れい髪はつ靡なびかせる女主人マスター――ヱクレシヤが窘たしなめる。長髪の男性客――我聞はカウンター越しに女中メイド――ノヱミアに詰つめ寄よって、何やら根ね掘ほり葉は掘ほり詰きつ問もんしているらしかった。

　人の良いノヱミアは我聞を邪じや険けんにも出来ず、弱り果ててしまっている。

「はい、〈ヲークダムの実みのり迦哩カリイ〉御お待まち遠どお様さま。それ食べて、少しお黙りなさい」

　ヱクレシヤが料理を供すると、我聞は漸ようやくそちらへと好こう奇きの対象を移動させた。

「おお、〈ヲークダムの実り迦哩〉、久ひさ方かた振ぶりだな。頂戴いただくぜ」

「全まつたく、呆あきれたものね……――あら、いらっしゃい」

　ヱクレシヤが店舗入口ヱントランスに目を遣やる。

　クロロンと玄げん関かん扉とびらに設置された鐘ベルが鳴り、訪問客が姿を見せた。

「こ、こんにちは……」

　入店したのは若い女――大振りな丸まる眼め鏡がねを鼻先まで擦ずらし落おとした、何ど所こと無なく野や暮ぼったい少女だった。

「あら、ロザリヱちゃんいらっしゃい。よく来てくれたわね」

「ええ、また来ちゃったわ。おほほほほ……」

「カウンター席、空いているわよ。こちらへどうぞ」

「あ、ありがと。でもアタシは、こっちでいいわ」

　何ど処こか会話の調子の覚おぼ束つかない少女――ロザリヱは技固質無ぎこちなく、態わざと蟹がに股またにした様な足あし取どりでテーブル席へ向かう。と、その時――

「ぐへえっ！」

　ロザリヱが声を上げその場に転倒した。足あし下もとに有った観葉植物の鉢はち植うえに気付かず蹴け躓つまずいたらしい。

「大丈夫、ロザリヱちゃん！」

「くそ……低温・乾燥に弱い〈ザミヲクルカス・ザミフォーリア〉の分ぶん際ざいで……い、いや、なんでもないの。大丈夫だから、気にしないで、おほほほほ……」

　漸ようやく着席したが、我聞とノヱミアは彼女の挙きよ動どうから目が離せないでいた。

　そんな二人の心しん象しようを汲くみ取とってか、ヱクレシヤが口を開く。

「……そう言えば未まだ二人には紹介していなかったわね。彼女はロザリヱちゃん。最近、お店によく来てくれる様になった常連さんなの。宜よろしくね」

　言ってからヱクレシヤは、次ついでロザリヱに我聞とノヱミアの紹介をする。

「常連さんでらっしゃいましたか」

　ノヱミアは微笑みながら言い、直ぐに珈琲カハウヱ豆まめを挽ひきだした。ヱクレシヤが、ロザリヱは無糖ブラツクしか飲まない事をノヱミアへと告げる。一人腑ひとりふに落ちない顔を創つくっているのは我聞。〈ヲークダムの実り伽哩〉を弄まさぐる手を止とめ、少女ロザリヱに見み入いる。

　我聞は女性の服飾フアツシヨ流行ントレンドにまで明るくはなかったが、その出いで立たちは瞭あきらかに洗せん練れんされてなく、殊ことに流行トレンドの先せん鋭えいを行く街――ここ〈ヱジンマウグ〉に於おいては、中なか中なか御お目めに掛かる事の無い違い和わの有る風ふう体ていであると確信して言う事が出来た。

「……あの、ロザリヱさん。何ど所こかで、お会いしませんでしたか？」

「へっ？　何を馬……そんなはずないじゃない。我聞さんとは初めまして、ですわ」

「可お笑かしいですね……僕、美人の顔は一度見たら忘れないんですけど……」

　成なる程ほど、少女ロザリヱは美的感覚フアツシヨンセンスこそ未み精せい錬れんではあるものの、美人の素そ材ざいとしては申もうし分ぶん無ないらしかった。大きな丸まる眼め鏡がねから覗のぞく白い肌は新しん雪せつの様に肌理きめ細こまやかで、レンズ越ごしに映る大きな瞳は彼女が表情を変える度たびクロクロと良く躍おどる。

　薄いピンク色をした頭髪の所ところ所どころを髪留ヘアピンめで纏まとめてはいたが、解ほどいたならそれは麗うるわしい絹の髪が流れ靡なびくだろうと想像させるに容易たやすかった。

「御お待またせいたしました」

　ノヱミアがロザリヱの食卓テーヴルへ珈琲カハウヱを供きようする。ロザリヱは直ぐにカップを手に取って口くち許もとへと運んだ。

「う熱あぢッッッ！」

「ああっ、ごめんなさいっ。よく冷ましてからお召し上がりになってくださいなっ！」

　ノヱミアは謝しや罪ざいしたが、今のは誰が見てもロザリヱに非ひが有った。

「くそ……脂し質しつは疎おろか糖とう質しつさえも持もたざる無糖ブラツク珈琲カハウヱの分ぶん際ざいで……い、いや、アタシったら本当にせっかちでダメね、おほほほほ……」

　その後ご彼女ロザリヱの食卓テーヴルには〈スパゲティナポリタン〉が供きようされる。

　赤いケチャップソースを髪や眼鏡や口の回り、頬ほおや服、隣の食卓テーヴルにまで飛び散らかして貪むさぼる彼女ロザリヱを見て三人は、成程、小洒落こじやれた服装でなくて寧むしろ良かったんだと強く納得した。







　聖せい廟びよう〈ラグリマリズ礼れい拝はい堂どう〉。

　翼よく都とドラギヲフ右う舷げん二十三区〈アダムシン区〉に構える荘そう厳ごんな建造物。

　翼都東とう端たん域いき――〈旧きゆう市し街がい〉には出しゆつ自じの経けい緯い不ふ明めい朗ろうな有う象ぞう無む象ぞうの礼拝堂が濫らん立りつしていた。

　夕ゆう紅くれない燃もゆる斜しや陽ようの〈ラグリマリズ礼拝堂〉、黄たそ昏がれた陽よう光こうがステンドグラス越ごしに刺さし込こみ虹こう霓げいと成ってンンアアの頬ほほを撫なぜる。

　光景だけを鑑かんがみれば、熾天使セラフが降誕アドヴヱントしたとして何ら不ふ可か思し議ぎは無い。

　然しかしンンアアは知っていた。この街に神も熾天使セラフも存在しないと――

　礼拝堂を往くンンアアの歩みは酷ひどく鈍どん重じゆうで、脚あしを引ひき摺ずってさえいる。腕を大裸志無だらしなく提さげ、視線は定まっていない。磔たつ刑けい場じようへ向かう殉じゆん教きよう者しやを想わせた。

「ネブガドネザル司し祭さい……」

　呼び掛けた先、礼拝堂の奥には、ンンアアよりも頭あたま一ひとつ背の高い男が居た。

　無数の皺しわが刻まれた厳い威かめしい顔付きに、痩そう身しん。然しかし少しも貧ひん相そうな様子は無く、僧そう帽ぼう筋きんの良く発達している事が窺うかがえるその泰たい然ぜんとした佇たたずまいからは、聖せい職しよく者しやとしての威い厳げんに加え、肉体的逞たくましさすら漂う。

「ネブガドネザル司祭、聖せい餐さんを……」

　ンンアアが這はい寄より、司祭――ネブガドネザルの両腕を掴つかむ。幼児が母親に強請ねだる様、下から顔を覗き込み、懇こん願がんする。両足は何い時つの間まに自立する事を棄き却きやくしていた。

「……布ふ施せは有るのですか？」

　司祭が蔑さげすみの眼でンンアアを見る。

　その瞳が宿やどす色しき彩さいには、一いつ切さいの労いたわりも慈いつくしみも含がん有ゆうされていない。虚きよ無む的てきな真しん黒こくを湛たたえ、凌りよう辱じよくする様な獰どう猛もうさと、断だん罪ざいする様な鋭えい利りさで、ンンアアを審しん問もんしていた。

「ある、有ります、ほら……」

　ンンアアは臑丈外套ロングコートのポケットから銀ぎん貨かを取り出すが、巧く手に力が入らなかったのか床に墜おとしてしまう。礼拝堂に金きん属ぞく音おんが虚むなしく響ひびき、慌あわてて拾い集める。

「ほ、ら、銀貨、三十っ、枚、ちゃん、と有る、ます。だから、早っ、く、聖せい餐さんお」

　呂ろ律れつが回っていない。

　縋すがり付つくンンアアから銀貨を受うけ取とり、懐ふところから出した黒い施せ物もつ袋ぶくろを渡すネブガドネザル。施物袋は拳こぶし大だいで、口は緋あかい紐ひもで結ゆわえられていた。

「あり、がとう、ざいま、司祭、　、ま」

　今にも絶ぜつ命めいしそうな擦かすれ声ごえで謝しや辞じを述のべるも、半なかば奪うばい取とる様に施物袋を手にした。

　我が慢まん出来ないといった調子で抉こじ開あけ、中の物を手に掴つかむ。〈醍荳ダイズ〉よりは小さく赤黒いそれを二ふた粒つぶか三さん粒つぶ口に放ほうると夢中で齧かじった。咀そ嚼しやくも程ほど程ほどにそれらを呑み下し、そうする内に、激しく上下していた両肩が静止に向かって収しゆう束そくしていく。荒く、乱れていた呼吸は静せい靜じような律りつ動どうを取り戻し始め、暫しばらくすると、ンンアアはすっかり平へい静せいたる面おも持もちを取り戻していて、ゆっくりと、ゆっくりと、顔を持ち上げた。
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「……今日のはヤバかった。此こ処こへ来るまでの間、昔殺した几熾シユヴアリヱアビウドと、死んだ悪あく友ゆうイサカルに邂逅であった位だ」

「……解げせませんね。そんな白昼夢デイドリームにまで苛さいなまれながら何なに故ゆえ人肉アンヴロジアを拒こばむのか。〈摂取者ゲヰン〉は普ふ通つう食しよくからは生せい命めい維い持じに必ひつ須すな栄養素を摂せつ取しゆ出来ない身躰からだになっているというのに」

〈摂取者ゲヰン〉の十じゆう二に指し腸ちようには〈リュシフェラーゼ〉と呼ばれる〈アミノ基転移酵素トランスアミナーゼ〉が存在する。

〈リュシフェラーゼ〉は人肉アンヴロジアを常じよう用よう摂せつ取しゆした個人から生まれた子の十じゆう二に指し腸ちよう内ないに高確率で発はつ現げんする事が確認されてはいるものの、何故そう成るのかといった明確な科か学がく的てき立りつ証しようは未いまだ成なされていない。

　そして人肉アンヴロジアに含がん有ゆうされるΩオメガアミノ酸・〈リュシフェラギジン〉を消化、吸収する際の正せい触しよく媒ばいと成り得るのが、唯ゆい一いつこの〈リュシフェラーゼ〉という酵素ヱンザイムなのだ。

〈リュシフェラギジン〉は〈摂取者ゲヰン〉の血や骨や筋肉、髪に皮膚、内臓、粘ねん膜まくを新しん陳ちん代たい謝しや、合ごう成せいするのみに留まらない。熱ねつ産さん生せいや、ホルモン、抗こう体たいの生せい成せいといった生せい命めい維い持じ全ぜん般ぱんに亘わたり広く活用され、何より、異能力〈聖絶アナテマ〉の発達、成熟に大きく作用する。

〈リュシフェラーゼ〉は然しかし一方で、獣じゆう肉にくや鶏けい卵らんに含有ふくまれる〈ヴァリン〉や〈フヱニルアラニン〉といったΑアルフアアミノ酸に対しては負ふ触しよく媒ばいとして作用し、其れらが消化、吸収されるのを阻そ害がい、高確率で体外へと排はい出しゆつしてしまう性質を持つ。

〈摂取者ゲヰン〉が人肉アンヴロジアを摂取とらずに健けん常じよう体たいを維い持じするのには、酷ひどく困こん難なんな条件を強しいられている事は紛まぎれ無い事実だった。

「喰わないんじゃない、喰えないのさ。拒絶反応アレルギーという奴らしい」

「拒絶反応アレルギーが発はつ現げんする様な出来事タラウマでも過去に有ったのですか？　何いずれにしてもそいつ――〈ユディトの柘榴ざくろ〉には強い依い存ぞん性せいと副ふく作さ用ようが有る。オマエはもうそれ無しでは生きられない上、常じよう習しゆうの果て、幻影ハルシネイシヨンに喰い殺される」

　ンンアアは人肉アンヴロジアの拒きよ食しよくによる栄えい養よう不ふ充じゆう足そくから幻げん覚かくに遭遇あい、それを緩和やわらげる為ための劇薬ドラツグの副作用によってまた、幻げん視しに苛さいなまれるというのだ。

「端はなから解わかってる。けどそれで生いき長ながらえられるならそうするより他ほか無ないだろ？　これが選せん択たくし得うる最さい善ぜん手しゆなのさ」

　そう語るンンアアの顔に、陰いん惨さんさや絶望感といった物は無かった。

　有ったのは晴せい爽そうで控ひかえめな微び笑しよう、或あるいは自じ嘲ちようだったかもしれない。







〈斜しや塔とうメテヲラ〉。

〈アダムシン区〉に聳そびえ建たつ十じゆう四よん階かい層そうのビルヂング。

　教社ソサヱテイ〈ヘヴンズゲイト〉の欲望と略りやく奪だつの象徴。

　翼よく都と内ない数すう箇か所しよに傘さん下かの堕羅狗ダラクウを擁ようし、ここ〈アダムシン区〉には社しやの本ほん陣じんが鎮ちん座ざする。傾斜かたむいているのは、社長の巨きよ躯くに起き因いんしていると、専もつぱらの噂だ。

　その十三階、無数の絵画が飾られた、緋あかい内装と黒い絨じゆう毯たんの悪趣味な大広間。社長――デッドロックは矢張り、食事を摂っていた。

　名めい窯よう〈バッチェンロイター社しや〉製せいの大皿プレートに乗ったゴーヴヱ牛うしの鮮せん血けつ滴したたる州帝几ステーキに、牛酪液汁バタージユースを波なみ波なみと注ぐ。食後菓子デザートなのだろうか、大皿プレートの脇には大杯カツプ一いつ杯ぱいの練れん乳にゆうの海に漬ひたり萎しなびた〈クイニ・アマン〉が有る。

「失礼致します」

　部屋の外に男の声。

　その声は高くも低くも無く、心地好くも、耳障りでも無い振動数の様に感ぜられた。

「〈識しき喰じき〉だな、入って良いぞ」

　州帝几ステーキを貪むしやぶりながら入室を許可するデッドロック。口を開いた所せ為いで唾だ液えき混じりの牛酪液汁バタージユースが口の端はから垂たれ墜おちた。

「我聞、ンンアアの両名は明後日みようごにち――〈審しん月げつ〉の夜に此こ処こへと遣やって来きます」

「そうか、ならば〈戯竜属ドラツヒヱン〉と〈異顕厶サマナー〉には明日にでも戦闘準備をさせる。これで明後日みようごにちには報ほう復ふくか新たなる傭兵の獲かく得とく、何いずれかが達たつ成せいされるという訳じゃ。そういえば、儂わしの寿じゆ命みようは何なん歳さいだっけかな」

「百三十三歳です」

「ぐふ、結構結構。未まだ未まだ喰い足りないからな」

〈識しき喰じき〉――アリギヱリはデッドロックに向かって僅わずかに頭こうべを垂たれ、静かに部屋を出る。纏まとう司し教きよう衣えの長い袖そでもスカートの裾すそも、少しも風に靡なびかない程、その所しよ作さは穏やかだった。

「おや」

　部屋を出た先の廊下に居たのは白黄金色プラチナブロンドの〈戯竜属ドラツヒヱン〉――ラギナルド。

　腕を組んだままの姿し勢せいで廊ろう下かの緋あかい壁かべに凭もたれ掛かかっている。

「あの脂肪の塊が百三十三歳まで生きると」

「聞いていたのですね、趣味の悪い。ふふ、人間には希望が必要なのです。〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉は時に残ざん酷こくな真実を啓けい示じしますので」

「趣味が悪いのはどちらだ。で、その真実とやらは」

「残念ながら、彼は明後日みようごにちの夜よが明あけた後のちの暁あかつき、大陸東部時間オスト・ツアイト五時〇〇分――〈審しん月げつ〉煌きらめく清らかで純粋な夜の緞と帳ばりが昇り始めた時じ分ぶんに絶ぜつ命めいします」







八章　錯さく綜そう思し惟い







〈ヤヴンシャー区・ヱジンマウグ〉の街まち並なみに〈ＬＸＥＺレグゼス〉の黝くろい斬ざん影えいが奔はしる。

〈好きに使っていい〉――我聞に言われ借りた高こう級きゆう鋼鐵車ヴアーゲン〈ＬＸＥＺレグゼス〉。操縦桿ハンドル握にぎるのはンンアアだった。

　其その地ちを這はう様に重く迅はやい疾しつ駆くが街がい路ろ網もうを斬きり拓ひらく様ように巡めぐる。頬ほおを斬り髪を靡なびかす冷れい徹てつな疾しつ風ぷうがンンアアの思考を明めい瞭りように審つまびらかし、夢魅奪だつ還かんの気き概がいを俄が然ぜん昂こう揚ようさせた。

「〈暗喩文書ケニング〉の指し示じには従したがわねばなるまい。下へ手たを打うてば夢魅の身に危険が及ぶ……」

　間まも無なくして〈ＬＸＥＺレグゼス〉は〈ヱジンマウグ南診療所〉に到着。ンンアアが其その玄関広間ロビーを訪れると、何やら看かん護ご婦ふ達たちが騒そう然ぜんとしていた。

「我聞ちゃん、何ど所こへ行っちゃったの～っ！」

　婦ふ長ちようと思おぼしき壮そう齢れいの女はをうをうと泣いている。顔面という画布キヤンバスに隆りゆう起きする程に塗り固めた油ゆ彩さいの如き化け粧しようの汚お泥でいが泪なみだで溶とけ流れ、融ゆう解かいする蝋ろう燭そく宛さながら醜しゆう悪あくを窮きわめた。

　対象を多た角かく的てきに捉とらえ総すべての可か視し面めんと不ふ可か視し面めんをも画布キヤンバス上に再さい構こう築ちく、唯ゆい一いつ無む二にの絶対存在として昇しよう華かさせて描えがく〈森羅主義アルテイミスム〉の旗き手しゆ・パブロヴワの〈哭なく女おんな〉という絵に良く似ていると、ンンアアは思った。

　概がい要ようを把は握あくしたンンアアは踵きびすを返し〈ヱジンマウグ南診療所〉の玄関広間ロビーを後あとにする。

　整備され狭きよう小しようながら木き樹ぎの緑みどり眩まぶしい庭てい園えんを横目に導入通路アプローチを経へ、通つう用よう門もんを潜くぐり街がい路ろへ出ると、その直ぐ目と鼻の先には〈ミネルヴァの梟ふくろう〉と冠かんせられた喫茶店が有った。

　ンンアアが慣れた手つきで〈ミネルヴァの梟〉の扉を開け、クロロンと鐘が鳴る。仄ほの昏ぐらい店内でもそれと直ぐに解る程、カウンター席の長髪男――我聞は揚よう揚ようと話し込んでいた。

「随分と元気そうだな」

「おおっンンアア、見み舞まいに来てくれたのか！　もう元気だから心配無いぜ。直ぐに夢魅救出の為の情報集めだ！」

　数日ぶりの邂かい逅こうを果たした二人。我聞は診療所の病室を脱ぬけ出でた事を悪びれる様子も無く燥はしやいでいる。成なる程ほど確かに、滞とどこおり無なく快かい復ふくしているらしかった。

「そう慌あわてるな。それに情報収集の必要は無い。夢魅はとある教社ソサヱテイに居る」

「居い所どころが解わかったのか！　流石さすがはンンアアだぜ！」

「〈戯竜属ドラツヒヱン〉と〈異顕厶サマナー〉――連れん中ちゆうは其その教社ソサヱテイ御お抱かかえの傭よう兵へいだろう。俺達を殺やらなかった所を見ると、何か他に目的が有ると知れる」

「そうと解れば直ぐにでも突入だ」

「落ち着けよ。熱いきって突っ込んでも返り討ちに遭う」

　ンンアアが我聞を窘たしなめた頃ころ合あいを見み計はかららって、ヱクレシヤがンンアアへと歩あゆみ寄よった。

「あらアン君いらっしゃい。何にする？」

「〈バニアナ珈琲カハウヱ〉……は無いんだった。ミルクを」

「んもう、いい加減憶おぼえてよね」

「悪い、他の店では良く頼むから」

　ヱクレシヤに注文オーダーを通し一ひと息いき吐つくと、ンンアアはノヱミアの存在を視界に捉とらえる。

「ノヱミアさん、先日はどうも。我聞が失礼を致しました」

　カウンターの奥で調理をしているらしかったノヱミアは声を掛けられ、顔を上げる。

　白しら頬ほおを染そめ、何ど処こか嬉しそうな表情をしていた。

「い、いえ。先日はこちらこそ、ほ、本当に、申し訳御座いませんでした……」

　赤面しながら、心しん底そこ申し訳なさそうにノヱミアは深く頭こうべを垂れる。

「ノヱミアさんが謝る事じゃない。我聞コイツが悪いんですからね。それより、ノヱミアさんにあんな能力が有る事を知り驚きました」

　頬ほおの紅こう潮ちようが甚はなはだしくなるノヱミア。俯うつむき伏ふし、表情は完全に見えなくなってしまった。

「そこでだ」

　ンンアアが我聞の顔を一いち瞥べつ、不ふ敵てきに笑えんだ。

「ンンアア？」

　我聞はンンアアの意図を汲み取りかね訝いぶかしむ。するとンンアアはまた直ぐにノヱミアに向き直って言った。

「ノヱミアさん、我われ我われと一緒に来ていただけませんか」

「ええっ……い、一緒にって、一体、何ど所こへ……？」

　ンンアアの言げんに虚きよを衝つかれ、思わず顔を上げるノヱミア。頬はまだ紅潮した儘ままだ。

「実は……夢魅が、こいつの妹が、攫さらわれたんです。相手の目的は知れませんが、僕達は彼女を、連れ戻しに行かねばならない」

「え……」

「何言ってんだンンアア。可か憐れんなノヱミアさんにそんな事……って、まさか……」

　唐とう突とつに、自分達が抱える実情を吐と露ろしだしたンンアア。我聞もまた虚きよを衝つかれるが、軈やがて悟さとったのか、その口を噤つぐんだ。

「ノヱミアさんは〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠えい唱しようする〈詩詠聖匠ミンストレル〉の末まつ裔えい。俺達の後こう方ほう支し援えん役やくとして夢魅救出に同行してもらうのさ」

　遠とお巻まきに聞いているヱクレシヤ。まるで彼等を見守る様に、無言で調理を続ける。

「夢魅ちゃん……〈聖キメリヱ祭〉の時、お二人と居た可愛い女の子ですね。我聞さんの妹さんでしたか、お気の毒に……で、でも私なんかにそんな大たい役やく……」

「大丈夫。こいつ――我聞はこう見えてドラギヲフじゃちょいと名の知れた実力者です。その我聞を吹っ飛ばす程の能力がノヱミアさんには有る。憂ゆう慮りよする事など無い」

　その時突とつ如じよとして、三人の会話に割って入る声――――

「……〈ヘヴンズゲイト〉を甘く見ない方がいい」

　声に、三人は振り返る。

　声の主ぬしはロザリヱ――擦ずり落おちた丸まる眼め鏡がねの少女。カウンター席の後こう方ほう、化粧室メイクルームから出て来たらしい少女・ロザリヱが、その声の主だった。が、次の瞬間――

「ぐへえっ！」

　少女ロザリヱが驚きよう嘆たんの声こえ上あげる。彼女は露あらわにした白く滑すべらかな麗れい脚きやくの臑すねを両の掌てのひらで摩さすり、悶もん絶ぜつしていた。如ど何うやら、歩く途中で食卓テーヴルの脚あしに臑すねを衝撃ぶつけたらしい。

「くそ……〈クルヌギアオオヒノキ〉製せいの、量りよう産さんされた食卓テーヴルの分ぶん際ざいで……」

　ヱクレシヤは瞼まぶた瞬しばたたかせ呆ぼう然ぜんとする。

　ンンアアと我聞、ノヱミアも、直ぐには口くちを衝ついて出る言葉が無かった。

「――あ、あらやだ。アタシったら何言ってるのかしら……皆さん、お気になさらずに。おほほほほ……」

　ロザリヱは急せいて食卓テーヴルへと着席すると、本日四よ皿さら目めの〈スパゲティナポリタン〉を肉刺フォークに絡からめ取とり始はじめた。彼女の着ている服はもう〈ヴァレンの長ちよう城じよう〉の城じよう壁へきを橙色だいだいの塗料ペンキで塗ぬり終おえた後あとの塗と装そう屋やみたいになっていた。

「……彼女は？」

　ンンアアはまるで仇敵かたきを視みる様な眼で彼女を見み据すえながら、訊たずねた。

「……ああ、ロザリヱちゃんといってね、常連さんなの。若いのに、翼よく都とで発生した様さま様ざまな事件に関する調査をしているそうよ。アンくんには未だ紹介していなかったわね」

　応じたのはヱクレシヤだが、ンンアアはロザリヱからは目を逸そらさず、彼女の挙きよ動どうに注ちゆう視し。ンンアアの射い竦すくめる様な透とう徹てつした視線を知ってか知らずか、ロザリヱは眼前で蜷局とぐろ巻まく〈スパゲティナポリタン〉を貪むさぼるのを止やめない。

　軈やがてンンアアは痺しびれを切きらした様にし、徐おもむろに席を立った。カウンター席を離れゆるりと歩み出すと、ロザリヱの座る食卓テーヴルの向かいの席へ、其その腰を静かに墜おろした。

「失礼します。ロザリヱさん、でしたね。今貴女あなた、〈ヘヴンズゲイト〉と仰おつしやいましたが、其それは一体何の事で？」

　ンンアアが詰きつ問もんをする。初しよ対たい面めんの相手――それも女性相手であるという事を鑑かんがみると、其その語ご調ちようは幾いく何ばくか厳きびし過すぎる様にも思われた。

「あ、あら、私そんな事言ったかしら？　ンンアアさんの聞き間違いじゃなくて？」

「……！」

　ロザリヱの応答に、ンンアアは如ど何うしてか小さく驚きよう愕がくする。

「……此方こちらへは良くいらっしゃるそうですが、今日は一体如ど何ういった御ご用よう件けんで？」

「此こ処この〈スパゲティナポリタン〉絶ぜつ品ぴんじゃない？　庶しよ民みん的てきな味って言うのかしら、家では中なか中なか出せない味なのよね。毎日でも食べに来たい位くらいだわ」

　言いながら、ロザリヱは肉刺フオークに大量の〈スパゲティナポリタン〉を巻まき絡からめる。口くちへ運はこび、其その麺めん束たばを頬ほお張ばると、豪快に口こう中ちゆうへと啜すすった麺めんの先せん端たんが勢いきおい良よく撓しない、纏まとっていた橙だいだいに煌きらめくケチャップソースを白く無む垢くな彼女の頬ほおに撥はねかした。

「頬ほおに、撥はねましたよ……」

　まるで無意識だった。ンンアアは、ロザリヱの頬ほおに撥はねたケチャップソースを、何とは無しに、其その華きや奢しやな指ゆびで拭ぬぐってやった。

「――！」

　大きな反応を見せたのはロザリヱ。頬を拭ぬぐわれると、頸くびも肩かたも強こわ張ばらせて硬こう直ちよくし、眼は見開いて、絶ぜつ句くした。

　沈ちん黙もくは暫しばし続いた。ロザリヱはまるで叱しかられて縮ちぢこまった幼よう女じよの様に大人おとなしくなり、次し第だいに伏ふし目めがちになって、遂ついには完全に俯うつむき伏ふしてしまった。

　沈黙はンンアアをも飲み込んだ。ンンアアもまた、如ど何うしてか直すぐには口を衝ついて出る言葉を持たなかった。まるでロザリヱの心しん情じようが伝でん染せんしたかの様に、ンンアアの胸きよう中ちゆうにも優やさしく生なま暖あたたかい感情が澱よどみ蟠わだかまっていた。ロザリヱを弾だん劾がいする様な最さい前ぜん迄までの気き鋭えいはまるで鎮ちん静せいしているらしかった。

　ンンアアは何だか居いた堪たまれなくなって我聞やノヱミアの方に向き直り、唐とう突とつに言う。

「……ではノヱミアさん、一いち日にち間かん考える時間を差し上げます。明後日みようごにちの、そうですね……突入するなら夜の方が良いい……十九時三十分、自分と我聞が此方こちらへ御お迎むかえに参さん上じようします。御お返へん事じは、その時に御お聞きかせ戴いただきたい。良い御返事を、期待しておりますので」

「は、はい……」

　ンンアアは代金をカウンターに置き席を立つ。「御ご馳ち走そう様さま」とヱクレシヤに一声掛けると足あし早ばやに、店を出た。

「じゃあまたね、ノヱミアさん」

　我聞も言って離り席せき。帰かえり様ざま、ロザリヱにも声を掛けた。

「好きなんだな、〈ナポリタン〉」

「……」

　ロザリヱは未いまだ俯うつむき伏ふした儘まま、退たい店てんする二人には只ただの一いち瞥べつもくれなかった。

　我聞が〈ミネルヴァの梟〉を出ると、街路を蹂じゆう躙りんする様に嘶いななく鋼鐵車ヴアーゲンが迫る。

　嬌きよう声せいを上げ急停止した其それは彼ガモン愛用の黝くろい高級車〈ＬＸＥＺレグゼス〉、操そう手しゆはンンアア。

「ほら、持ってきといてやったぞ」

「ヒューっ。流石さすがはンンアア、抜ぬかり無ない」

　言ってからンンアアは鋼鐵車ヴアーゲン右側の助手席へと移り運転席を空ける。我聞はドアを開けないまま跳ちよう躍やくし運転席に飛び移った。鋼鐵車ヴアーゲンを急発進させる我聞が、ンンアアに切り出す。

「しかしノヱミアさんに協力を仰あおぐとは、思い切った事をするな」

「我聞オマエに惚ほれさせる機会チヤンスを作ってやったんだぜ？　感謝されても良い位だ」

「は？　俺の為にしてくれた訳わけ？　らしくないぜ、一体如ど何うしたってんだ」

「……背せに腹はらは代かえられん。他に協力者の当ても無いだろう」

　ンンアアはまるで反論を許さぬ様断だん固ことして言った。

「それより我聞、彼女に……ロザリヱとか言ったか、夢魅の事、話したのか？」

「いや？　俺達の会話が聞こえていたのかもな」

「……そうだとして、俺もお前も組そ織しきの名なにまでは言げん及きゆうしてない……」

「そうだったか？　うっかり喋ってたって事も有るぜ？　ンンアアも偶たまに抜けてるからな」

「……」

　まるで無む思し慮りよな我聞の脳のう天てん気きが、ンンアアの懸け念ねんを一いつ蹴しゆうする。

〈それだけじゃない。彼女は、俺の名を知っていた――〉

　疾駆する〈ＬＸＥＺレグゼス〉の背景に〈ヱジンマウグ〉の煌きらびやかな街まち並なみ。街路樹の欅ケヤキは微風そよかぜに揺れ風景を瑞みず瑞みずしい翠みどりに潤うるおす。街行く人は一いち様ようにパステルカラーの流行服を纏まとい、高級服飾店ブランドシヨツプの陳列大窓シヨーウインドウを飾る蠱惑的コケテイツシユな等身人形マネキンがその明るい風景に花はな添そえていた。

〈ヱジンマウグ〉の街はどの瞬間を切り取っても絵画になり、その絵画を繋つなぎ合あわせたなら瀟しよう洒しやな〈活動写真キネマ〉に成るだろう。

　鋼鐵車ヴアーゲンを飛ばしながら我聞は、夢魅を連れ戻したらまた此こ処こへ三人で来て、流行はやりの洋服ドレスを一つ残らず彼女にプレゼントしてやろうと、胸の奥で強く誓った。







「本気でノヱミアさん連れてく気かよ」

　ノヱミアと約束を取り付けた日から二日が経過した夜――十九時三十三分。

　我聞が荒ぶる操縦桿ハンドル捌さばきで〈ＬＸＥＺレグゼス〉を駆かる。

　凄すさまじい風の嘶いななきが、天てん蓋がいを開ひらいた〈ＬＸＥＺレグゼス〉を撫なぜた。

「勿もち論ろん。我聞オマエの良いい所、バシッと見せてやれよ？」

　聞いても我聞は浮き足立ったりしなかった。寧むしろ憂ゆう慮りよする様に、沈黙する。ノヱミアの身を案じているのだろう。

「大丈夫さ。〈詩詠聖匠ミンストレル〉は古いにしえより他の一いち属ぞくと交わる事を良しとせず、その血統の濃さを堅けん持じし続けてきた稀き少しよう種しゆ。真に穢けがれの無い、純じゆん然ぜんたる古こ代だいの民たみの眷けん属ぞくだ。

　その潜在能力の強大さ故ゆえ異い端たん視しされ、迫はく害がいされ……他た方ほうでは、彼等の力を利用しようとする権力者も少なくなかった。結果的に見て、彼等の存在は幾いく度どとなく動どう乱らんの火ひ種だねとなったらしい。〈詩詠聖匠ミンストレル〉の始し祖そは人間に留とどまらず天使や惡魔、神かみ神がみまでもの魂魄たましいを燻いぶり出だし、〈追憶柩典ミンネスルンド〉に封じ込める術すべを知っていたんだそうだから、まあ当然だろう。その能力を巡って有ゆう史し以来数え切れない程の争いが起こり、贖あがない切きれない程の血が流れた。

　そんな自分達の力に辟へき易えきしたのか、彼等は何い時つしか身を密ひそめ息を殺し生きる様になったのだそうだ……。我聞が〈詩詠聖匠ミンネスルンド〉を知らないのも無む理り無ない。俺も師し匠しようから貰もらった書物ほんで偶然知ったんだ」

「そうか……」

「時に人ひと人びとの病を治し、旱かん魃ばつの荒あれ野のに雨を降らせ、罪深き愚ぐ者しやに雷いか霆づちを墜おとす……そんな〈聖絶アナテマ〉が彼女にも備わっているのなら役に立たない訳がない。それに彼女の力の凄さは我聞、お前がその身を以もつて立証済みだろう？」

「……まあな。俺じゃなかったら、未まだ寝台ベツドの上だったろう。しかしンンアア、若もしもの事が有ったら御家族やヱクレシヤさんに合わす顏が無いぜ」

「夢魅の命には代えられん。それに屹度きつと、彼女は自らの〈聖絶アナテマ〉に完全には覚かく醒せいしていない。真しんに潜せん在ざいする戦闘能力は俺等を上回ってるって気さえするよ。巧うまく能力ちからを引き出してやろう、援えん護ごしつつな」

〈ＬＸＥＺレグゼス〉が我聞宅の有る〈ミッドナ区ロギンツ〉を出発して十五分、〈ヤヴンシャー区ヱジンマウグ〉に入った。〈ヱジンマウグ南診療所〉はもう目と鼻の先だ。

「居たぞ、彼女だ」

　夕ゆう闇やみに泥なずむ喫茶〈ミネルヴァの梟〉。蔓つる這はわすアクバールブラウンの煉れん瓦が造づくりの建物の前、ノヱミアが肩を丸め待っていた。我聞が疾はやく操縦桿ハンドルを斬り〈ＬＸＥＺレグゼス〉が躍やく動どう的てき急停止を決める。護謨輪タイヤと路ろ面めんの摩ま擦さつが枢きゆるると歌い、ノヱミアは店の軒のき下したへと後あと退じさってしまった。

「御お待またせしましたノヱミアさん。御お気き持もちは、固まりましたか？」

「……一緒に、来て頂けますね？」

　運転席から、我聞が訊たずねる。ンンアアも念を押す様にそれに続けた。

「……は、はい。私で出来る事があれば……」

　少しの逡しゆん巡じゆんの後のち、応こたえたノヱミア。我聞とンンアアは笑えんで顔を見合わせた。

「有難う御座います。本当に、良かった……」

「ノヱミアさんが一緒なら百人力ですよ！」

「昨日きのうは終日ひねもす思慮おもんばかっておりました……ずっと、御二人おふたりの足あし手で纏まといに成りはしないかとの懸け念ねんを抱いだき続つづけておりましたが、ヱクレシアさんの後押しも有りまして……」

　そうしてノヱミアは後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開け、恐る恐るといった様に鋼鐵車ヴアーゲンに乗り込む。　側面鏡サイドミラー越ごしにンンアアと目が合うと慌てて下を向くが、気き不ま味ずさを掃そう討とうすべくンンアアの方から口を開いた。

「昨さく晩ばんは良く眠れましたか？」

「は、はい。御お陰かげ様さまで」

「はは。僕は何もしていませんが。気に負う事は無い、その書物ほん――〈追憶柩典ミンネスルンド〉で以もつて、少しだけ僕達を援えん護ごしてほしい」

「本当に、私が御二人おふたりの御お役やくに立てるんでしょうか……」

「大丈夫。貴女あなたの能力ちからが必要になる時が屹度きつと来ます。僕達が必ず御お守まもりしますから、ノヱミアさんも少しばかり協力して下さい。夢魅の、この軟なん派ぱ男おとこの妹の命が係かかってるんです」

「酷ひどいぜンンアア……話が違うぞ。運転変わって俺にもノヱミアさんとお話しさせろ！」

「俺の運転じゃ、ノヱミアさんに怪け我がさせてしまうさ」

　その時、車しや中ちゆうの戯たわむれを穿うがつ、荘そう厳ごんな鐘かねの音ね。

〈ヱジンマウグ〉の南なん東とう域いき〈ミッドナ区〉シヴァーヱンに有る、時計塔の重じゆう響きよう音おんだ。

　天使の悪戯いたずらめいた囁ささやきに、魔神の咆ほう哮こうを上うわ塗ぬった様な重じゆう層そう的てき轟ごう音おん。

　その聖せい魔まの混こん濁だくした鐘の音は、〈摂取者ゲヰン〉と〈非摂取者アアヴル〉、〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉と〈ＤｕｍＡデユーマ〉、殺す者と殺される者、喰う者と喰われる者凡すべてに、少しの区別も、差別も無く、同じ価か値ち、同じ間かん隔かくで、鳴り響いた。その音ね色いろは優しくもあり、無む慈じ悲ひにも聞こえた。

「二十時だ……」

　ンンアアが告つげ皆みな沈ちん黙もくする。夜よるが影かげを墜おとす。街に、人の心に。







〈斜しや塔とうメテヲラ〉――何い時つからそう呼ばれる様になっただろう、天てん頂ちようを大きく地に擡もたげた〈アダムシン区〉のランドマーク。寂じやく静じようとした闇やみ夜よの蒼そう黒こくを貫つらぬき、凝ぎよう然ぜんとしている。

　其そ処こは鋼鐵車ヴアーゲンが二台、辛かろうじて擦すれ違ちがえる位の狭きよう隘あいな路みちで、路ろ地じ裏うらと呼こ称しようして差さし支つかえ無かった。良く似た――然しかし傾けい斜しやしてはいない建造物が何の機知ウイツトも無く列つらなっている。

　助手席に座るンンアアが顎あご先さきで我聞に減げん速そくを促うながした。

「守しゆ衛えいが居る」

「まあ当然か。此こ処この所ところ躍やく進しん目め紛まぐるしい〈ヘヴンズゲイト〉だ。守衛まもるべき物も多いだろう」

「……」

　我聞は〈斜塔メテヲラ〉正面に堂どう堂どうと鋼鐵車ヴァーゲン〈ＬＸＥＺレグゼス〉を着けた。

　間ま近ぢかで見れば、傾けい斜しやしている事以外何の変へん哲てつも無いビル。色気の無い灰色混凝土コンクリートの壁は目にも虚うつろげで、殊こと外がい観かんに関しては極めて無む欲よく的てきであると言えた。雑ざつ居きよビル群ぐんの中にあって例れい外がい無なく雑ざつ居きよビルだった。

　先まずンンアアが初めに鋼鐵車ヴァーゲンを降り、我聞がそれに続く。二人は遅くも速くも無い爽そう然ぜんとした調ちよう子しで守しゆ衛えいの前に歩み出た。少しの距離の後、遅れて降りたノヱミアが後こう続ぞくする。

　守衛は初め、訪問者達を社しやの関係者と思ったか、警戒する様子を見せなかった。

　程ほど無なくして凛りん然ぜんと迫せまり来くる男二人に異いを感じ取った様だ。

「何なに用ようだ」

　退たい屈くつな常じょう套とう句くには我聞が応ずる。

「愛の証明をしに、ってトコか？　ンンアアは？」

　僅わずかに黙もだして後のち、言った。

「……命の証明を」

　刹せつ那な、守衛の左をンンアアが、右を我聞が翔け抜けた。それぞれ頸けい部ぶと腰よう部ぶを斬ざん断だんしたらしく、三さん分ぶん割かつされた守衛は一瞬の内に絶ぜつ命めいする。胴体が墜おち、頭部が転ころげた。

　ノヱミアの目には二ふた筋すじの銀ぎん閃せんにしか見えなかった筈はずだ。

「……凄すごい」

　ノヱミアの感かん嘆たんの声。爆ばく炸さくする大容量の緋ひ血けつを目にし、意外にも彼女は、目を背そむけたり悲ひ鳴めいを上げたりする事はなかった。

「凄いです、御二人共！　第だい一いつ線せんで活躍されてる〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈几熾シユヴアリヱ〉だと言うのは本当だったんですね！」

　歓喜するノヱミアの言葉に、二人は暫しばし絶ぜつ句くする。

　我聞は表情かおが困こん惑わくの色に歪ゆがむのを辛かろうじて堪こらえた。

「えっと……ノヱミアさん、それは誰から……」

「ヱクレシヤさんからですが？　御二人共〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉所しよ属ぞくの実力者で、今や連れん隊たい副ふく長ちように就しゆう任にんする日も近いと……」

「ノヱミアさん……実はですね、我われ我われは――」

「我聞、今は良いい。先を急ごう。夢魅の命が係かかってる」

〈しかしンンアア、ノヱミアさんを騙だます事になるぜ……〉

〈ヱクレシヤさんの気き遣づかいだろう。俺達が〈ＤｕｍＡデユーマ〉所しよ属ぞくの〈戯厶デイアズポラ〉だと知れたら蔑べつ却きやくされ協力を得られなかった可能性が有る。此こ処こは一ひと先まず〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈几熾シユヴアリヱ〉で通すより他ほか無ない〉

　長なが年ねん連つれ添そった二人だから解わかる、目め配くばせやら鼻の孔あなを拡ひろげるやらの秘密の暗号シークレツトサインでそんな会話をした。そうしていると、ノヱミアが徐おもむろに、躊ちゅう躇ちょしながらも話を切り出し始めた。

「あ、あの……実は、私には、〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉に属ぞくする兄がいたのですが、兄は、一ひと月つき前まえ、素す性じよう不ふ明めいの魔まの者ものの凶きよう刃じんに斃たおれ命を墜おとしたんです……」

「え……」

「……！」

　唐とう突とつな独どく白はく。また絶句する二人。

「あ、いえ、その、もう落ち込んではいません、大丈夫です。ただ……とても優しくて、正義感の強い兄でした……武ぶに秀ひいでる訳でもなく、体たい躯くも貧ひん相そうで……ふふ、入軍当初など、劔けんも真面まともに振るえなかったと言いますから。只ただその純じゆん然ぜんたる正義感だけで、〈几熾シユヴアリヱ〉を志こころざした様な人でした……」

　ノヱミアは饒じよう舌ぜつに語った。

「勿もち論ろん、亡くなったと報しらせを受けた時はショックで……悲しみに打ちのめされました……どうして兄が、と。誰より街を愛し人を愛し、平和を愛した兄が何な故ぜ亡くならねばならなかったのでしょう。ですが、今は違うんです。その、何と言ったら良いか、とても悔くやしいのです。街の平へい安あんを希こいねがい、理想的な〈几熾シユヴアリヱ〉に成る事を夢見た兄に代わって、秩ちつ序じよ乱みだす者を、この私の手で断だん罪ざいする事が出来たなら……今では、そんな気さえ湧いて来るのです」

　二人は黙もだして聞いた。口を挟む間も無かった。

「兄は最下級の一いつ兵ぺい卒そつでしたので、御二人とは面めん識しきも無かった事でしょう。……兄は、最さい期ごの瞬間まで勇ゆう敢かんにその凶きょう刃じんに立ち向かったと聞いております。犯はん行こう者しやは未いまだ行方ゆくえが知れず、その罪つみ科とがから逃のがれ続つづけているそうです……赦ゆるし難がたい。御二人も御ご存ぞん知じかもしれませんね、最近では〈翼よく都と新しん報ぽう〉にも報ほうじられた、その者の名を……」

　唾つばを呑のむ、音がした――

「……〈惡デイア……魔ヴロ〉」

　応こたえたンンアアの表情は如ど何うしてか、鋭えい利り且かつ冷れい徹てつだった。まるで熱ねつ量りようという物が感ぜられなく、殆ほとんど酷こく薄はくと言って良い程の無感情をその顔面に貼り付けていた。

「はい……私はその者を決して赦ゆるしません。御二人に同行させて頂く勇気が湧いて出たのも、そんな私し情じようが有っての事なのです。すみません、御お聞きき苦ぐるしい話を……御恥ずかしい」

　ノヱミアはふと我に返った様に頬を赤らめた。

　ンンアアも我聞も、直ぐには吐ついて出る言葉が無かった。

「だから、私もその、強く、なりたくて……御二人の様に強くなって、何い時つか兄の無念を晴らし、仇敵かたきを、討うちたいのです」

　ンンアアが、漸ようやく、その重い口を開く。

「そうでしたか……最さい期ごまで誇ほこり高たかく闘い抜いた兄あに上うえに、同じ〈几熾シユヴアリヱ〉として、最さい上じようの敬けい意いを払わずにはおれません。今は、夢魅救出の為、我われ我われが助じよ力りよくして頂いただいておりますが、ノヱミアさんの有ゆう事じの際には屹度きつと力ちからになって差し上げます」

「……そうですよノヱミアさん。僕達に出来る事が有れば何でも言って下さい！」

　我聞が声こわ高だかにそう言いい添そえると、ノヱミアは微笑ほほえんで、瞳ひとみに薄うすく涙を湛たたえた。

「有難う……ンンアアさん、我聞さん……御二人にそう言って頂けると本当に心強い……屹度きつと、兄も喜んでいます。必ず、夢魅さんを救出しましょうね。その為に私も、少しでも御役に立てればと思っています」

　ノヱミアのその、白く折れてしまいそうな指が目め尻じりを拭ぬぐう。







九章　樂らく園えんへの階かい梯てい







　カン。カン。カン。カン。

　虚うつろな金属音が響く。

　三人は暗闇の中、緊きん急きゆう退たい避ひ用ようといった趣意おもむきの外そと階かい段だんで階かい上じようを目指していた。

　というのも、建たて物ものの何ど所こを探しても入口らしい入口が見つからず、唯ゆい一いつ建物内部と連れん絡らく出来そうなのがこの吹ふき曝さらしの鉄てつ階かい段だんだったのだ。窓さえ無い。

　時とき折おり乱吹ふぶく颶ぐ風ふうが容よう赦しや無く三人の体温と鋭えい気きを削そぐ。

　ノヱミアを励はげまし、暖かく向かい入れた二人は、然しかし何ど処こか場都バツの悪い心持ちでいた。

　場ばに澱よどむ沈ちん鬱うつな空気は、未まだ相そう当とうに肌はだ寒ざむい初しよ春しゆんの夜よるの外がい気きを、一いつ層そう凍い付てつく棘とげの空気へと変へん貌ぼうさせている。

　我聞の軽かる口くちは鳴なりを潜ひそめ、易やすくはノヱミアに話し掛けられないでいた。脳のう裏りを過よぎる仕し様ようも無ない冗談ジョークも、今は口を衝ついて出る突とつ破ぱ力りよくを持たない。ノヱミアが語った事実が重苦しく胸に蟠わだかまり呪じゆ縛ばくしているのだろう。自みずからが咎とがめられている様な気さえしていた。

　ンンアアはと言うと、此方こちらもまた沈黙を堅けん持じし、夜よ闇やみに纏まとわれた無む機き的てきな螺ら旋せん階かい段だんに歩ほを進めている。

　ビル内に、人の気け配はいは希き薄はくだった。

　窓も無いこの建物の内部の様子を窺うかがい知しる術すべも無いが、ンンアアの、繰くり返かえされる闘いの日ひ日びの中で自じ然ねんと培つちかわれてきた、野性の勘とでも呼ぶべき何かが、そう認識していた。

　守しゆ衛えいを討ち、満まんを持じして突入した一いつ行こうにとって、この事には只ただ只ただ虚きよを突かれるばかりだった。敵と対たい峙じせずに済んだ安あん堵ど感かんにも増して、言い知れぬ恐怖感があった。

「内部なかに人ひと居いるのか？　まるで迎げい撃げきされる様子が無いな……」

　寂し静じまを穿うがつ声は我聞。

「……恐らく、無用の戦闘を避ける為の処置だろう。中中に賢けん明めいじゃないか、有能な参さん謀ぼうでも居るのかもしれんな。尤もっとも、此方こちらの戦闘能力が割れている証しではある」

　ンンアアが知った風な口ぶりで言った。

「御二人の強さが知れているのであれば、示じ談だんによって事態が収しゆう拾しゆうする可能性も有るのでは……」

　希き望ぼう的てき観かん測そくがノヱミアらしい。一いつ見けんにすると、最早もはや彼女に愛あい兄けいの死を悔くやみ入いる様子は無かった。自分はもう大丈夫ですと、二人に顕けん示じしている様な声こわ音ねだった。

「いえ……残念ながら〈ヘヴンズゲイト〉はそんなに生なま易やさしい〈教社ソサエティ〉ではありません。自じ社しやの発展と躍やく進しんの為ならば手段を選択えらばない。是ぜが非ひでも我我を潰つぶす策さくを講こうじていると思っておいた方が良いでしょう」

　そうですよね、とノヱミアは俯うつむく。

「然しかし、何ど処こまで昇のぼらせる気だ？　いい加減息が切れて来たぜ……」

　鉄の螺ら旋せんはどこまでも伸びている。

　急きゆう勾こう配ばい且かつ不安定で、据すえ付つけが甘いのか、歩ほを進すすめる度たび鉄の軋きしむ音がする。

　斜しや塔とうの、頭こうべを垂たれた側がわに据すえ付つけられている為、地ち平へいに対して精せい確かくに垂すい直ちょくではなく、やや屈くつ曲きょくして昇のぼっている事になる。昇っていく程に宙ちゆう空くうに放り出される様な寒さむ寒ざむしさに襲われ、薄はく氷ひようを踏ふむ様な我が身の拠よりの薄はく弱じやくさに眩暈めまいさえ覚おぼえる。

　各かく階かいへと連れん絡らくする通路も扉も無く、只ただ、一階と上じよう層そう階かい――何階かは解わからぬが――を行いき交かう為だけに設計された様だった。見上げれば果ての無い闇あん黒こくの深しん淵えんへと螺ら旋せん階かい段だんは伸び、昇っているのにも拘かかわらず、墜おちてゆく様な錯さっ覚かくに囚とらわれた。

「もし宜よろしければ、キャンディでも……」

　ノヱミアは、良よい具ぐ合あいに隆りゆう起きした胸の先端のポケットからキャンディの包つつみを幾いくつか抓つまみ出だすと、二人の掌てに渡した。

「ノヱミアさん、こちらは手造りで？」

「い、いえ、市販の物ですが……」

　そうですよね、と口くち惜おしそうにする我聞。ンンアアは構わず、既すでにそれを口にしている。

「我聞さん、甘い物御お好すきなんですってね。まだ幾つか御ご座ざいますので。あの、ンンアアさんも……」

「ええ、有難う御座います」

「ん。美う味まいですねコレ、〈ルロッテ〉社しや製せいか。屹度きつとノヱミアさんと一緒に食べるから美う味まいんですよ。僕、これからもノヱミアさんと共に食事をして行ゆきたいです。出来れば朝も昼も夜も、ずっと一緒に……って、ああ～っ！」

　我聞が騒そう騒ぞうしい。

「落おとしちまった……ノヱミアさんから貰もらった、俺のキャンディ……」

　キャンディは転ころ転ころ転ころがり、螺ら旋せん階かい段だんを直ひたと墜おちてゆく。

「有ったぞ、扉だ」

「！」

「……」

　ンンアアの声に二人は唾つばを呑のむ。

　眼前にある扉は、鉄てつ製せいではあるが何の変へん哲てつも無い片かた開びらきの代しろ物ものだった。

　この異い趣しゆ極きわまる螺ら旋せんの外階段を、何なん階かい層そう分ぶんとも知れぬ程昇のぼって来こざるを得えない様よう誘ゆう導どうを――暗あん黙もくの内にではあるものの――したのだ。この扉の先に何かが待ち受けている事は明めい白はくだった。

「行くぞ」

「おうよ！」

　ンンアアが後うしろ背ぜの〈携劔帯ギヤリソンベルト〉から〈戮りく劔けん〉を抜き、構える。〈戮劔〉――禍まがしき伴はん侶りよ、〈虚きよ無む讃たたえる者もの・懊おう悩のうするサングヱ〉は、今や遅しと解放の時を待っていた。後方で祈る様に見守るノヱミア。その前に、彼女を守る様にして我聞が立つ。

「……〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅢさん拭しき斬ざん晄こう・瞋しん竜りゆう雷らい霆てい檄げき〉」

　瞬間の出来事だった。

　雷いかずちが墜おちた様、辺あたりが黄こ金がね色いろに煌きらめいた。

　僅わずかにだが三人の周囲の夜よ闇やみは眩まばゆい光に浸しん食しよくされ、其そ処こだけ暁あかつきじみて明るくなった。

　数すう刹せつ那なの間まに抜ばつ刀とうと納のう刀とうを繰り返し、見えない斬ざん撃げきを幾いく重えにも列つらねる。

　その超ちよう越えつした迅はやさがンンアアの姿すがたを霞かすませ、光ひかり放はなつかの様に見せた。

　金の閃ひらめきは鉄てつ扉ぴに弾はじけ、真ま一いち文もん字じの斬ざん痕こんが上下に等ひとしく両りよう断だんする。

　崩ほう壊かいにまでは至いたらなかった鉄てつ扉ぴを、ンンアアが面めん倒どうそうに前まえ蹴げりで蹴け破やぶった。

　今度こそ完全に損そん壊かいした鉄てつ扉ぴの、下した半はん分ぶんは鉄てつ柵さくの如ごとく残り、上うえ半はん分ぶんは室内に向けて砕くだけ飛とんだ。

「……」

　昏くらい部屋。

　目を凝こらすも、靉あい靆たいとして俄にわかには何も見えて来ない。

　軈やがて鉄てつ扉ぴの粉ふん塵じんが晴れ、網もう膜まくの光ひかり感かん受じゆ性せいが暗あん順じゆん応のうを進行させると、朧おぼろげながらにではあるが部屋の様よう相そうが視し認にん出来るまでになった。

　幽かすかな灯あかり。

　光こう源げんは――蝋ろう燭そくの焔ほのお。紅あかい蝋ろう燭そくがその躰からだを熔よう解かいさせながら虚うつろげな炎ほのおを捻ねん出しゆつするのに苦く心しんしていた。備そなえ付つけられているのはンンアアの躰からだ五つ分も頭ず上じょう――即すなわち、天てん井じょうは異い様ように高かった。

　次いでンンアアの目に飛び込んで来たのは、床ゆかに繚りよう乱らんした極ごく彩さい色しき。

　蝋ろう燭そくの焔だけが映し出す仄ほの暗ぐらい床ゆか一いち面めんに画えがかれた其それは、畸きつ怪かいな絵かい画が。

　幾いく層そうにも連つらなり施ほどこされた環わ。

　環と環の間には、有あらゆる有う象ぞう無む象ぞうの生せい命めいが描えがかれていた。




　如によ来らい／菩ぼ薩さつ／観かん音のん／明みよう王おう／

　梵ぼん天てん／神しん将しよう／竜りゆう王おう／羅ら漢かん／

　餓が鬼き／畜ちく生しよう／牛ご頭ず／馬め頭ず／

　修しゆ羅ら／羅ら刹せつ／夜や叉しや／閻えん魔ま／

　孔く雀じやく／綿わだ津つ見み／蓮台はちすのうてな／沙さ羅ら双そう樹じゆ――

「……〈曼まん荼だ羅ら〉……」

　それは宇う宙ちゆうだった。

　記き憶おく、感かん情じよう、存そん在ざい、時じ間かん、

　無む限げんと有ゆう限げん、久く遠をんと刹せつ那な、

　瞋いかりと悲かなしみ、悦よろこびに憂うれい、

　罪つみと罰ばつ、命いのちと魂たましい、死しと輪りん廻ね、

　そして、空そら、海うみ、雲くも、星ほし、大だい地ち――――




　森しん羅ら万ばん象しようの総そう体たいを遍あまねく表現出来る画が法ほうがこの〈曼まん荼だ羅ら〉なのであると、ンンアアは劔けんの師しアグリッパから訓おしえられていた。我聞は憶おぼえているだろうか。

　円まるい園えん一つで宇宙が表現され、そして其その園えんは幾いく重えにも幾いく重えにも襲かさねられている。

　その、部へ屋やが纏まとう逸いつ脱だつした妖よう気きは、何なん人ぴとをも沈黙させた。

　然しかし我聞がンンアアよりも一瞬早く、この部屋を支配している主あるじの気配を感じ取る。

　そいつは、正面にいた。

　広間の中央に坐ざする影かげ。

「――待ちかねたぞ」

　結けつ跏か趺ふ坐ざ――右みぎ脚あしが下になる降ごう魔ま坐ざを組み、瞑めい想そうに耽ふけっている。

　闖ちん入にゆう者しやを恫どう喝かつする様よう、両りようの眸ひとみを見み開ひらいた。

　影は趺ふ座ざを解ほどき、繊しなやかに立ち上がる。

　その動きを目にして大きく反応したのは矢張り我聞で、急に大おお仰ぎように歩み出すとンンアアよりも一歩前にまで躍おどり出で、勢いのまま口を開いた。

「……よお変態野郎。ラギナルド、だったか。夢魅は無事だろうな」

　我聞が吐き捨てる――纏まとう気は臨りん戦せんの色しき相そう。

　影かげは〈戯竜属ドラツヒヱン〉――ラギナルドだった。

「こんな暗い部屋で何してる？　変態で根暗ネクラかよ」

「ここは社しやの〈瞑めい想そう室しつ〉であり〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉でも有る。信しん心じん深ぶかき者ものは仄ほのかな標しるべさえ有れば涅ね槃はん浄じよう土どの光こう明みょうへと到とう達たつするのだと言う」

「〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉……だと？」

「……矢張り碌ろくな〈教社ソサヱテイ〉じゃないな」

　我聞が瞠どう目もくする。ンンアアはそれ見た事かと言う風な乾かわいた顔をしてみせた。

「〈信しん心じん深ぶかき者もの〉――〈狂きよう信しん者しや〉達はこの部屋で〈最さい後ごの晩ばん餐さん〉――即すなわち〈新しん薬やくの試し食しよく〉の後のち、天てんへと召めされる。そして其その死骸なきがらは次なる新しん薬やく開かい発はつの糧かて――原げん材ざい料りようと成る。聞いた話だ。一いち傭よう兵へいの私が憂ゆう慮りよする事でも無い」

「新薬って……詰つまり此こ処こは〈劇薬ドラッグ〉を製造つくってるってのか……何てこった」

「〈翼よく都と新しん報ぽう〉に報ほうじられていた〈アダムシン区〉の多発する不ふ審しん死しも、大おお方かた此こ処この新薬に依よるものだろう」

　我聞が打ち震えた。

　信しん者じやを喰くい物ものにし私し腹ふくを肥こやす〈教社ソサヱテイ〉と、それに与くみし寄き生せいする〈戯竜属ドラツヒヱン〉ラギナルド。

　魂とでも呼ぶべき本質的な何かが、眼前の者を許してはならないと弾だん劾がいしていた。

　然しかし、我聞の心を鰾に膠べも無く打ちのめしたのは、自分やンンアアもまた彼かれ等らと同どう属ぞくだという事だった。

　生きる為とは言え〈ＤｕｍＡデユーマ〉に与くみし、時に暗殺ころしをも手掛ける我聞。
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　街を穢けがし、平へい穏おんを覆くつがえす〈教社ソサヱテイ〉の傭よう兵へいラギナルドや、ノヱミアの兄を殺あやめた〈惡魔デイアヴロ〉と何が違うと言うのか。

「反へ吐どが出るぜ……お前テメエにも、半はん端ぱな正義感に駆かられた俺自身テメエにもな」

　ノヱミアに対しては〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の〈几熾シユヴアリヱ〉だと自分を詐いつ称わり、協力させてさえいる。我聞は心しん底そこから自分が薄うす汚ぎたない人間に思えてきた。だが然しかし――

「夢魅にテメエの穢けがれた手が触れた事だけは絶対許さん……先まずはぶっ潰す。考えんのは後だ」

「我聞さん……」

「……」

　我聞の心しん象しようなど知らぬノヱミア。ンンアアは何を想ったろう。

「潔けつ癖ぺき症しようとは、意外だな」

　ラギナルドが小こ馬ば鹿かにして鼻で嗤わらった。構かまわず、我聞は二人を置おき去ざりにし、歩ほを進める。ラギナルドを睨にらみ据すえ、詰め寄って行った。

「ンンアア。ノヱミアさんと、夢魅を、頼む」

「……一人でやる気か」

「奴をぶっ倒して直ぐに追い付く。先に行って夢魅を安心させてやってくれ」

「……止めても無駄そうだな。解った、お前を信じる。必ず来い」

「ヒューっ。流石は相棒、解ってらっしゃる！　俺が負けるかっての！」

　ンンアアが、ラギナルドを注ちゆう視ししつつ動く。

「ノヱミアさん、しっかり掴つかまっていて下さい」

「へ？」

　躊ちゆう躇ちよ無なく、ンンアアはノヱミアを左腕で抱だき抱かかえると、飛ひ翔しようした。超ちよう跳ちよう躍やくで天てん井じようへと到達、右みぎ手て右みぎ脚あしで衝撃を緩かん衝しようしつつ天井を強く押し返す。反動で高速落下、ラギナルドの遥はるか頭上を越え、広間奥の扉の前へ着地する。

「きゃ――」

　悲鳴を上げかけるも、ノヱミアの声は驚きよう愕がくに飲のみ込こまれた。ンンアアは横よこ目めでラギナルドをちらと見る。

「……」

　直ぐに扉を蹴けり開あけ、ノヱミアの手を引き通路を奥へと奔はしった。ラギナルドはンンアア達に視線すら寄越よこさない。

「追わないんだな」

「御前おまえ達たちの足止めが目的ではない」

　ラギナルドは言って、徐おもむろに背中の得え物ものを抜いた。

「〈審しん槍そう・潔けつ麗れいなる優ゆう恤じゆつのヴヱロニカ〉が血を欲ほつしている。尤もつとも、〈死神ザナトス〉の血は未み精せい錬れんで豊ほう饒じようたるまろみに欠けていると、彼女は言っているが」

「血を見られればそれでいい、か。下げ衆す野や郎ろうめ」

「違うな。舞ぶ踏とうを紡つむぎたいのだ。生いき死しにの境界に臨のぞみ狂きよう舞ぶする一いつ刹せつ那な、我が魂は恍こう惚こつの緋あかに染まる。流りゆう血けつは彩いろどりであって、目的ではない」

〈戯竜属ドラツヒヱン〉は古いにしえより禍まがしき竜りゆう属ぞくと対たい峙じしてきた血けつ統とう。血が、遺伝子が、彼等を殺さつ戮りくに傾けい倒とうさせるのだろうか。

「どちらにしても、お前は万ばん死しに値あたいする」

　我聞は唾つばを吐はき、長刀を抜いた。

　両者は暫しばしの沈黙を経へて後のちどちらからともなく奔はしり出だし、何い時つかと同じ様、互ご角かくの速度で衝突した。







　暗い通路。

　警戒し奥へと進むンンアア。

「あ、あのう……」

「ああ、ごめんなさい。少し乱暴でしたかね」

　ンンアアはノヱミアの手をそっと解放はなす。まるで手を引いていた事に今気づいたみたいだった。俯うつむくノヱミアが少し名な残ごり惜おしそうにする。

「い、いえ、ありがとうございます。力持ちなのですねンンアアさん」

「はは、これでも一応〈几熾シユヴアリヱ〉の端はしくれなんでね」

　戯おどけて、力ちから瘤こぶを作ってみせる。衣服の弛たるみも手伝って、その細ほそ腕うでが隆りゆう起きしている様にはまるで見えなかった。

「ふふ。あ、あの……如ど何うしたら御二人みたく、強くなれるでしょうか？」

　ンンアアは慮りよ外がいの質しつ疑ぎに少しの虚きよを突かれるも、出来るだけ直ぐに応えた。

「強く在ありたいという気持ちさ。自分の為、家族の為、愛する者の為……理由は何だって良い。自らを信じ、想いを守り、意志を貫く。そうやって生きてゆく事で少しずつ、人は強くなっていくんじゃないかな。そう、たとえそれが憎ぞう悪おや復ふく讐しゆうと言った悪あく意いの類たぐいをその原動みなもととしていたとしても……」

「そ、そういうものでしょうか」

「そうさ。だからノヱミアさんも想い、願い、貫つらぬけば必ず強くなる。夢に画えがける絵は必ず実現させる事が出来る。不可能な事じゃない」

「ンンアアさんに言われると何だか私にも出来そうな気がして来るのが不思議です……」

　ンンアアは無言で優しい笑みを返す。ノヱミアはまた俯うつむいてしまった。

「あ、あの……我聞さん、大丈夫でしょうか……」

「ああ、あいつなら大丈夫。何と言っても、僕の相棒ですから」

　ノヱミアは少し安心した様にその胸を撫で下ろす。そうして二人は仄ほの暗ぐらい通路の奥へと姿を晦くらましていった。







　じゃぐり。

　筋すじを捩よじり肉を潜もぐる音。

　ラギナルドの右腕の延長上、〈審しん槍そう・潔けつ麗れいなる優ゆう恤じゆつのヴヱロニカ〉が我聞の左肩に到達している。我聞の長刀〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉は彼の喉のど仏ぼとけの直前で静止していた。

「温ぬるいな。その程度の反応速度では樹じゆ海かい竜りゆうの嘔はく硫りゆう酸さん焔えんをも躱かわせんぞ」

「お、お前は竜を諌いさめた事が有るっていうのか……」

「我が血と肉に宿る始し祖そ達の思し念ねんが語りかけて来る。遥はるけし彼かの時ときより、その、〈竜と戯たわむれて来た〉という感覚の記憶を説といてくるのだ」

　言って長ちよう槍そうを引き抜くラギナルド。りゃぐじゅ、と肉を抉えぐった。

「があああああああああ！」

　悶もん絶ぜつする我聞。項うな垂だれ、肩で息をする。ラギナルドの面おもてに愉ゆ悦えつの微び笑しようが浮かぶ。

「悲しいぞ〈死神ザナトス〉。雇主パトロン――此こ処この社長からは生きて捕ほ獲かくせよとの命めいを受けてはいるが、此この分ぶんだと私の苛か虐ぎやく欲よくが満たされそうにない。命の保証は致いたしかねるな。それに貴様との戯たわむれが消しよう閑かんにさえ値あたいしないとなると、新たな舞踏者パートナーも探さねばなるまい」

　新たな舞踏者パートナー――我聞を戮りく殺さつした次に殺し合う相手の事を言っているのだろう。それ程迄までにこの男――ラギナルドは戦闘を、鮮血を渇望している。

　ンンアア達を脅おびやかさせはしない――我聞はその一いつ心しんだけで卒そつ倒とうしそうになるのを堪こらえていた。

「……させるか！」

　我聞が真ま横よこに飛ぶ。高速で広間中を翔けながら、敵の死角を探す。

　疾しつ駆くは超高速と成り、〈死神ザナトス〉を一いち陣じんの影かげたらしめた。黒くろの残像が縦じゆう横おう無む尽じんに現出あらわれては消え、ラギナルドを包囲する。

「何ど処こからでも来い〈死神ザナトス〉」

　刹那、ラギナルドの足下、蝋ろう燭そくの微かすかな光が造る薄うす昏ぐらい影シルヱツトが伸びた。影が自らの物シルヱツトでは無く、後方高くから迫る〈死神ザナトス〉の物シルヱツトである事は瞬時に理解しただろう。

　我聞が現れたのはラギナルドの背後、頭上高くだった。

〈神経症の夜襲癖患者ナハト・ナーヴナー〉――空中落下による加速に、全ぜん体たい重じゆうを上乗せした両手持ちの斬きり墜おとしがラギナルドの脳天を穿うがつ。斬ざん撃げきはそのままの鋭さと重さとで股こ間かんにまで到達、裁さい断だんした。しかし我聞は異変に気付く。先さきの闘いで見せた残ざん像ぞう術じゆつ――奴にはそれが有ったと。だが遅かった。

　違和感。

　恐る恐るといった様に俯うつむくと、腹部から長ちよう槍そうの穂ほ先さきがその顔を出いだしている。後うしろ背せから串くし刺ざされていると知れた。過剰な痛みを喚かん起きさせない無む垢く且かつ純じゆん直ちよくたる貫かん通つうだった。

「〈懐疑者のジユーダス・血奴隷サーヴアント〉、思い出してくれたか？　戦闘に於おける学習能力が貴様には欠けつ如じよしている。中ちゆう途とな強さ故ゆえ、無む慮りよに殺さつ戮りくを重ねてきた愚おろかさに由来しているのだろう」

　背後から長槍を抜き、ラギナルドは後方へ跳躍する。その気になれば直ぐにでも我聞を葬ほうむれる筈だが、それをしないのは戯たわむれが目的だからか。

　我聞は忌いま忌いましく振り返って睨にらむが、腐くさす言葉も出なかった。肉体的苦痛に増して、ラギナルドの指摘は痛切に胸を打っていた。

「くそ……」

　我聞は確かに無む分ふん別べつに殺戮を繰くり返かえして来たかもしれなかった。憖なまじ強くなってしまったが故ゆえ、快かい楽らく的てきに闘ってきた節ふしがある。孤こ児じに生まれた運命に復ふく讐しゆうし、腐くさった大人達に復讐し、腐った街せかいに復讐してきた。妹ユメミを守り、生かす、という大たい義ぎ名めい分ぶんを盾たてに、奪うばった生命いのちは数かず知しれない。不名誉な渾あだ名なも付いた。

　臓ぞう腑ふを攀よじる刃じん傷しようより深く、ラギナルドの箴しん言げんは心を抉えぐった。

「……それでも、そうだとして、今ここで、お前に負ける訳にはいかないんだ……」

　仄ほの暗ぐらい〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉で、息も荒く、苦し紛れの悪あく態たいをつく。

「愚かなり〈死神ザナトス〉。時間を遣やろう。貴様が見み出いだした光こう明みようをも潰ついえさせ、真の絶望という闇あん黒こくに鎮しずめてこそ我が魂は至し福ふくの露つゆに濡れる……」

　我聞は、慮おもんばかる。

　初めてかもしれなかった。敵との対峙中、こんなにも深く思し惟いの海に淪しずみ往ゆくのは。

　強さを手に入れて後のち呼吸する様に殺して来た〈死神ザナトス〉が、今、闘う意味を、闘いの先に有る物を、自らに問うていた。

「――――このままじゃ、殺やられる……奴は、俺を殺すだろう……殺されて、当然の身だ……幾いく百ひやくの命を、奪って来た……死ぬのは、構わない……不思議と、畏おそれは無い…………」

　目ま蓋ぶたを閉じた我聞は只深く、鋭く、内なる淀よどみに埋まい没ぼつしていった。

「――――死ぬのは、怖くない、何故だろう……復讐を、果たしたからか？……俺は強くなった……力を、手に入れた……自分を虐しいたげてきた奴等を、社会せかいを、気に入らない物全部、全部ぶっ壊してきた…………豊かさだって手に入れた……家も、金も、有る……もう、麺麭パンを盗む必要も無い……もう、もうすべて、すべて、満足しているというのか…………」

　深しん慮りよは渦うずを成なし、蜷局とぐろを巻いて、我聞の内なる自我を、一いつ層そう息苦しい深しん奥おうへと引き摺り込む。

「――――いや、違う……死んでは、いけない……夢魅を、守らねばならない！…………何より俺は、夢魅と共に歩みたい……夢魅の成長を見届けたい……夢魅、そしてンンアアと、生きて行くんだ……ンンアア……ンンアアになら、全てを、任せられる……いや、然しかし……しかし、それでいいのか？……駄目だ……どうしても、三人じゃないと……俺達は、家族だ、共に、生いくんだ……」

　徐徐にではある、が、然し確実に、我聞の想そう念ねんは紡つむがれ、結けつ実じつし、その輪りん郭かくを明めい確かくに顕けん現げんさせつつあった。

「――――ンンアアが、こいつに勝てる保証なんて、無い……こいつは、強い、勝ったとして、ただで済む筈も無い……それに、敵はまだ居るはず……先せん陣じん切きって配置されたのが、こいつ……上にはこいつ以上の手て練だれが、居るかもしれない……先の〈異顕厶サマナー〉も居るに違いない……ンンアアの、負担が大きすぎる、夢魅を、救えるか如ど何うか……駄目だ、俺が、行かなきゃ……此こ処こでこいつに、こんな、ところで、殺やられる訳にはいかない……勝って、二人に会うんだ……」

　心しん象しようには確かつ固こたる意志――〈決けつ意い〉が、構こう築ちくされた。

「――――奴は……奴の戦闘能力は、俺を凌りよう駕がする……俺が勝まさっている要素は、有るか？……力、技、速度スピード……それ以外の、何か……如ど何うしたらいい……劔けんと槍やり、得え物ものの性質……俺は手負いで、奴は無傷……如何すれば……相討ち覚悟で、突っ込む？……違う、そんな考え方じゃ駄目だ……勝たなくては、生きなくては」

　ラギナルドは不動うごかない。我聞の指す次の一手の、更にその次の一手を窺うかがっているかの様な佇たたずまい。嵐の前の寂じやく静じよう。

「――――訓おしえてくれンンアア……ンンアアなら解るか、俺が何をすべきか……何い時つだってンンアアは俺より判断が的確だった……夢魅、お前を守ると誓った……絶対に、助けてやる……！」

　苦く慮りよの激げき流りゆうは尚なお、内ない在ざいする我聞自身を纏てん縛ばくして止やまない。

「――――奴には残ざん像ぞう術じゆつが有る……弱点は、有るか？……付つけ入いる隙すきは……死角は？……奴は〈戯竜属ドラツヒヱン〉、空中では向こうに分ぶがある……竜りゆう属ぞくを諌いさめて来た一属だ……戦闘民属、反射神経、反応速度、動どう体たい視し力りよく……俺は、影……闇、闇あん黒こく、暗殺……そう、回避不可能な何か……百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆう……いや、一いつ発ぱつ一いつ中ちゆうで良いい……」

　不意に我聞は、この常とこ闇やみかに思えた黙も想くそうの深しん海かいで、一ひと筋すじの光こう明みようを見み出いだした。

「――――有る、一つだけ……今の俺に出来る事が……右腕だけの俺に出来るか……いや、違う……出来るか出来ないかじゃない……やるかやらないかだ……やってやる……現在いまの俺になら出来る……待っててくれ、夢魅……ンンアア……！」

　情じよう念ねんが、昇しよう華かする。

　我聞は狭せまく暗あん澹たんとした思し慮りよの海かい溝こうから、鋭えい敏びん且かつ堅けん牢ろうな気き炎えんを携たずさえ堂どう堂どうと帰き還かんした。

「――――待たせたな」

「〈語かたり得えぬものについては沈黙せねばならない〉――とはよく言ったものだ。浅せん慮りよな貴様の事、どうせ何物なにも獲得えられなかったのであろう？　然しかし私もそう気の長い方ではない、深しん謀ぼう遠えん慮りよも聊いささか飽きた。さあ、終ついの舞ぶ踏とうだ」

　言うとラギナルドは、両の拳こぶしを自らの眼前に掲げる。

「唵・吾・菩・伽・瞑・呂・裟・喃・摩・迦・菩・陀・羅」

　降ごう魔ま印いん、施せ無む畏い印いん、智ち拳けん印いん、与よ願がん印いん、聖じよう凰ほう印いん、法ほつ界かい定じよう印いん、転てん法ぽう輪りん印いん、来らい迎ごう印いん、九く品ほん印いん、焔えん蓋がい印いん、降ごう三ざん世ぜ印いん、大だい瞋しん印いん、檀だん陀だ印いん、陰おん陽みよう反へん閇ばい印いん――――

　妖よう禍かな呪じゆ詛そと供に畸きつ怪かいな印いんが結むすばれていく。

　左右合わせた十本の指が繊しなやかに舞い、踊り、結合、様様な形を象かたどってゆく。天を指し、地に翳かざされ、時に蓮はすの華はなや蝶ちよう、鳳ほう凰おうの姿に似せた結むすびもあった。

「〈絶ぜつ戮りくの聖しよう儀ぎ〉、完かん遂すい。貴様の肉体を滅めつ絶ぜつさせる事、我が神しん祖そが赦ゆるされた。その御み霊たま、我わが精せい髄ずいを以もつて浄じょう化かせしめん」

　ラギナルドは〈ヴヱロニカ〉を乱舞させる。宙ちゆうを斬きる凶きよう槍そうは猛たけり、血を欲ほつする唸こえが哭なく。

　然しかし我聞は動じない。集中力は極限まで昂たかぶり、敵の攻撃の初しよ動どうに意識が注がれた。

「〈懐疑者のジユーダス・ゲ断末魔シユライヱン〉……さあ、喘ぎ呻ひめいを聴かせてくれ！」

　歓喜の顔で迫り来るラギナルド。魔人と言うより他ほか無ない、真に戦闘に愉ゆ悦えつ、耽たん溺できする血けつ属ぞくの狂きよう容よう。一瞬で致ち死し圏けんに我聞を捉とらえ〈ヴヱロニカ〉を振ふり墜おろす。凶刃が肩を掠かすめるも、紙一重で空中へ跳んで回避する。嘗かつてない集中力が我聞の有らゆる感覚を研ぎ澄ませた。蝋ろう燭そくの炎ほのをに淡あわく照らされた漆黒の長髪が、先端部分をばさりと地に墜おとした。

　ラギナルドは斬ざん断だんが回避された事に瞬しゆん刻こく、驚きよう愕がくしたが、直ぐに背後を振り返った。

　我聞の超跳躍が広間の四よ隅すみの一いつ角かく――天井に近接する、床から身躰からだ五つ分はある壁へき面めんの最高部に到達した。右腕のみで巧たくみに衝撃を緩かん和わ、反動させると、高度を保ちながら真ま横よこに飛んだ。そのまま愛刀で、備え付けられた緋あかい蝋ろう燭そくの列れつを薙なぎ斬って行く。〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉の四し辺へんの内、一辺の蝋燭を遍あまねく快かい断だんし、反対側の壁へと到達。そのまま、着地する事無く飛翔かけながら二辺目の蝋燭も薙ぎ払って行く。

「何を……」

　ラギナルドは我聞の意い図とを汲くめず広間中央で茫ぼう然ぜんとするが、我聞が三辺目の蝋燭を斬り始めた時、何かに気付いたのか我聞目掛けて飛翔とび、襲い掛かる。広間はすっかり仄ほの暗ぐらくなっていた。窓の無い〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉だ。光こう源げんを失えば真なる闇あん黒こくに覆おおわれるだろう。

「成程。貴様にしては考えたではないか」

　ラギナルドは獲え物ものを仕留める直前の高こう揚ように嬉き嬉きとしていた。終しゆう始し微び笑しよう浮かべ、神経質で冷れい淡たんな当初の雰囲気が失うせている。どちらが本性なのかは解らない。

　空中で〈審しん槍そう・潔けつ麗れいなる優ゆう恤じゆつのヴヱロニカ〉を繰り出す。そのまま我聞を、壁に磔たっ刑けいに処しよせんとばかりの勢い。我聞は高たか壁かべに器用に張り付きながら逃げずに迎え撃った。

「……何っ」

　突如、ラギナルドの眼前を緋あかい何かが強襲。飛翔とびながら、咄とつ嗟さに上半身だけで躱かわそうとするが避さけ切きれず、其それが彼の長髪を霞かすめた。緋あかい其それは、瞬またたく間に白黄金色プラチナブロンドの長髪に燃え移り炎ほむらを立てる。

　其れは蝋ろう燭そくだった。我聞が斬り払う過程で、一本だけその掌てに隠し持っていたのだ。

〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉を持つのと同じ掌てに、指を無理矢理に開いて。灼しやく熱ねつの蝋ろうの汁しるが滴したたった右みぎ掌てに焼やけ爛ただれた跡あとが有った。

「うわぁっ……うわああああああああああっっっっっっっっっっ！」

　長髪をみるみる喰らっていく炎ほのお。我聞を強きよう襲しゆうし損そこね床に背中から墜おちたラギナルドは、盛せい大だいに錯さく乱らん、狼ろう狽ばいし頭を振り乱す。彼自身が望む所である、舞ぶ踏とうを狂くるい舞まっていた。然しかしそれはこの上なく滑こつ稽けいで不ぶ様ざまではあった。

　一瞬の思考の後のち、槍でありながら斧の様な刃を持つ〈ヴヱロニカ〉を巧うまく操あやつり、燃もえ盛さかる後ろ髪を切り離した。元は白黄金色プラチナブロンドだった毛髪の束たばは墨すみ色いろに焦こげ、床に情なさけなく墜おちる。病的興奮状態ヒステリツクにブーツの踵かかとで踏ふみ散ちらし如ど何うにか鎮ちん火かさせると、恐る恐る、自らの頭頂部に手をやった。炎の、頭頂部への侵攻は何とか免まぬがれた様だ。

　大量の汗で顔を濡らしながら肩で息をする。ラギナルドは自分の身の上に起きた悲劇を受うけれ切きれない様子でいた。

「許さん……貴様は挽ひき肉にくになるまで斬り刻んでやる……！」

　ラギナルドが我に返って振ふり向むくと然し、其そ処こは闇あん黒こくだった。星ほし屑くず一つ無い、宇宙よりも昏くらい真しん黒こく。我聞は既に全ての蝋燭を斬断、消火し終えていた。ラギナルドが醜みにくく狼ろう狽ばいし、取り乱している間に。

直前まで炎を目にしていた為、暗あん順じゆん応のうが遅れている。動揺たじろぐラギナルド。

「イケてるヘアスタイルだぜ。〈戯竜属ドラツヒヱン〉さんよ」

　我聞の声を知覚した刹那、ラギナルドは背後から串くし刺ざしにされた。刃は長ちよう一・五九ルードマにも及ぶ妖刀〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉が、ラギナルドの心臓の中央を正確に、貫通している。

「が、は、」

　血を吐き、膝ひざを突くラギナルド。次いで両りよう掌て突き、床ゆかに項うな垂だれる。

　我聞は心臓を貫通したまま愛刀を、上下左右に捏こね繰くり回まわした。

「ぎやああああああああああやめろやめてくれええええええええ」

　大量の緋ひ血けつを吐と瀉しやし、呼吸困難に陥おちいる。発ほつ作さを起こした様に苦く籠ぐもつた咳せきを連れん発ぱつ、暫くの間悶もん絶ぜつして後、軈やがて静かになった。我聞が名な残ごり惜おしそうに長刀を引ひき抜ぬくと、遂ついにラギナルドは床に突つっ伏ぷし、完全に沈黙した。

「俺は〈死神ザナトス〉だぜ？　殺戮と残忍さは専せん売ばい特とつ許きよさ」







十章　破は誡かい神しんの狂きょう騒そう曲きょく







　ンンアアは奔はしる。

　全力の疾駆では無い。抑え気味に奔っているのはノヱミアに合わせているのだろう。

　ノヱミアは、間まを空あけ過すぎるでも、詰め過ぎるでも無く、従じゆう順じゆんにンンアアに後こう続ぞくする。

　暗い通路の奥には次じ階かい層そうへの階段が有った。何の色いろ気けも無い、錆さびた鉄階段を躊ちゆう躇ちよせず昇る。昇り切った先は暗く狭い踊おどり場ばで、壁かべには【ⅩⅠ】と有った。先の〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉は十階だったらしい。二人は一度呼吸を整え、それからンンアアが扉を暴ぼう虐ぎやくに蹴り破った。光が、射し込む。

　明るい部屋。

　白い壁と生き成なり色いろの絨じゆう毯たんに囲かこわれたその部屋は広く、天井も高かった。

　ンンアアの目に飛び込んで来たのは、色いろ取とり取どりの物もの達たち。

　部屋の扉程ほどもある、柔にゆう和わな顔付きをした砂礫色サンドベージユのクマの縫ぬい包ぐるみ。

　十じつ色しよく程ほどの色彩カラーから成る、立方体やら、直方体やらの積み木玩具ブロツクがんぐ。拇ぼ指し程ほどの大きさのその積み木ブロツク上部は凸とつ状じよう、下部は凹へこみ、複数個のそれらを自じ在ざいに着ちやく脱だつさせる事が出来る。そんな一つ一つを膨ぼう大だいな数かず集あつめて構こう築ちくしたであろう、市し街がいやら城じよう塞さいやら鋼鐵車ヴアーゲンやらの小型模型ミニチユアが、繁はん雑ざつに絨じゆう毯たんの上に転がっていた。

　広間中央では鉄道模型が馬ば車しや馬うまよりも勤きん勉べんに回かい走そうしている。自動で路線が切り換えられ、森の茂しげみを行くルートと、隧道トンネルを抜けるルートを順じゆん繰ぐりに走行していた。

　壁かべ際ぎわには隙すき間ま無なく書しよ架かと〈観賞用擬似海洋水槽アクアテラリウム〉が並んでいる。書架には雑ざつと背せ表びよう紙しを鑑みただけでも絵本に漫まん画が、戯ぎ画がに雑ざつ書しよに医い学がく書しよに百科ヱンサイク事典ロペデイア、古典文学から哲学書、稀き覯こう本ぼんまで有る。

〈観賞用擬似海洋水槽アクアテラリウム〉にはサングリア海域にのみ棲せい息そくする事で知られる〈アルトランプロログス・コンプレシケプス〉や〈ディミディオクロミス・コンプレシケプス〉、〈ギムノゲヲファーガス・ヴァルザニィ〉といった目にも鮮やかな熱帯魚が上じよう機き嫌げんで遊ゆう泳えいしていた。

　そこは、子供部屋だった。

　それも、最さい富ふ裕ゆう層そうの。

　将来の安あん寧ねいが約束される事の無いここ〈翼都ドラギヲフ〉に於いて、これ程までに子供に投資する好こう事ず家かにはそうそう御お目めに掛かかれない。

　部屋の主あるじは広間の奥で椅い子すに坐ざし、書しよに耽ふけっていた。

　書物ほんに齧かじり付つき没ぼつ入にゆうするその者は、クマの縫い包みより二回りも小さな少年――先さきの〈異顕厶サマナー〉だった。

　背を向けてはいるが闖ちん入にゆう者しや――ンンアア達に気付いていない訳ではないだろう。

「――――『魂こん縛ばくの虚きよ皇おうギニュルュンゲガフは蒼あをく貴たつとき血ち潮しお吐きながら問とうた。魔ま機き廟びよう傑けつロッギンネルよ、御お前まえの心臓は、御前以外の全宇宙に営いとなむ凡すべての生せい命めいの総そう和わと同価値だと、御前は言ったな。ならば共に滅ほろびよう。御前と俺以外、誰も居なくなったこの最さい果はての氷ひよう海かいで生き長らえる理由も無い。共に朽くちよう。御前と俺と、そしてこの幽ゆう冥めいな星ほしに彷徨さまよう森しん羅ら万ばん象しようの、賛美されるべき凡ての御み霊たまは、輪りん廻ねし、糧かてと成なり、悠ゆう久きゆうの時ときを経へて後のち、新たなる星せい群ぐんを、大地を、国家くにを、築きずき上あげるだろう！』――――んん、面白いッ」

〈異顕厶サマナー〉は読んで、無邪気に歓喜する。心しん底そこから物もの語がたりの世界を愉たのしんでいる様だった。

「〈破は誡かい神しんの狂きよう騒そう曲きよく〉か」

　ンンアアは呟つぶやき広間の中央へ歩いて行った。

「んもう折せつ角かく良い所だったのに」

　そう言って〈異顕厶サマナー〉は栞しおりを書に挟むと徐おもむろに立ち上がる。ととと歩き、その重じゆう厚こう且かつ絢けん爛らんな装そう丁ていの書を丁てい寧ねいに書架に納めた。

「ンンアアさんが書を嗜たしなむとはね」

「昔はよく読んだよ、劔けんの師し匠しようが酷ひどい書痴ビブリオマニアでね。同じ〈トゥーゲントハート〉なら俺は〈緋ひ色いろの愚ぐ鎖さ〉か〈絶ぜつ望ぼうの近きん似じ値ち〉の方が好きだ」

「後期の作品は退たい廃はい的てきに過ぎるよ。ユーモアが無いね」

「そうかな」

〈異顕厶サマナー〉はンンアアに背を見せたまま書架を悠ゆう悠ゆうと見渡し、物ぶつ色しよくする。

「残念だな、ンンアアさんとは気が合うと思ったのに。〈破は誡かい神しんの狂きよう騒そう曲きよく〉は人間の堕だ落らくと背はい徳とく、傷付き方や血の流れ方が実に肉感的グラマラスに描えがかれているんだ。結末が楽しみで仕し様ようが無ないよ」

　唐突に、振り返ってンンアアに微笑みを投げ掛ける。ンンアアがこの部屋を訪れてから二人は初めて真面まともに目と目を合わせた。

「だから早く仕事を終らせなきゃね」

　地じ鳴なり。部屋が、建たて物もの全体が揺れている。

　強きよう震しんは止とどまる事を知らず、其れは直ぐに、立っていられない程ほど甚じん大だいな物になっていった。

「まさか、また……」

　ンンアアの読みは外れていなかったが、惜おしむらくは反応が遅かった。

　禍まが禍まがしい巨きよ木ぼくが豪ごう放ほう磊らい落らくに床を穿うがち、天井を穿うがつ。

　世界の終末みたいな唸うなりを上げ、ンンアアの背後やノヱミアの真横に、巨木が伸びる。

「きゃあああああ！　何ですかこれ――」

「〈榊しん竜りゆうヱデン〉、樹きの化物バケモノです……」

　ンンアアは部屋の雰囲気と〈異顕厶サマナー〉の無む防ぼう備びさにある種の同どう調ちようを示してしまい、臨りん戦せん態たい勢せいを崩し掛けていた。ノヱミアを腕に引き寄せ、階かい下かから迫せまる怒ど号ごうから匿かくまってやる事で精一杯だ。否いや何より、眼前の、如ど何う高く見み積つもっても十四、五の〈異顕厶サマナー〉を斬きり伏ふせる気にはなれなかった。

　玩具箱おもちやばこを引っくり返した様な大広間に砂さ塵じんが舞い、煙けぶる。漸ようやく〈榊しん竜りゆうヱデン〉の伸しん長ちようが静止。崩ほう落らくしそうな天井と床は、他ならぬ破壊の張ちよう本ほん人にん〈榊しん竜りゆうヱデン〉の巨きよ根こんが、大だい黒こく柱ばしら代がわりとなって支えている様だった。今、この巨根が抜け戻ったなら〈斜塔メテヲラ〉は崩壊するだろう。

　二人は堅けん牢ろうな巨根の監かん獄ごくに完全に幽ゆう閉へいされた。

「な、何という事でしょう……」

　ノヱミアは怯おびえ、慄おののいている。

「大丈夫、此奴こいつは直接危害は加えて来ない。〈慈母眷属ミゼリコルダ〉と呼ばれる最も神に近き生命体で、差し当たって我我の拘束が目的の様です」

「ンンアアさんの劔けん捌さばきなら斬ざん断だんする事が出来るのでは……」

「以前〈忘ぼう却きやくの十じゆう五ご眷けん属ぞく〉たる〈懊おう悩のうするサングヱ〉の劔刃はがまるで立たなかった。この巨樹は最早もはやこの星の意志とでも呼ぶべき、不可触アンタツチヤヴルな存在なのでしょう」

「其それを異顕サマンしてしまうあの少年って……」

「相当な使い手に違いない。次にどんな獰どう悪あくな邪じや神しんを異顕サマンされるとも解りません」

　言うとンンアアはノヱミアに微笑みかけた。

「そこであなたの出番だ」

「ふぇ？」

　ノヱミアは目を丸くして、遠慮がちにンンアアの顔を覗き込む。

「ノヱミアさんの能力ちからを使う時が来ました。〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠よむ時が」

　ノヱミアは動揺して頭かぶりを振った。

「で、でも私、比較的詠えい唱しようの容よう易いな農のう耕こう神しんか癒ゆ天てん使しの歌うた位くらいしか詠よんだ事が有りませんし、大体こんな巨樹相手に何を如ど何うしたら良いのか……」

　ノヱミアが俯うつむいてしまった所でンンアアが彼女の両肩に手て添そえ、優しく笑む。ノヱミアは一層に俯く事で、顔の紅こう潮ちようを隠いん蔽ぺいした。

「何でも良いんだ。此奴こいつに対して有効な手段が有るか、一つ一つ試してみよう」

　ノヱミアが恐る恐る顔を上げる。

「早くここから脱出しないとね。大丈夫、必ず上手く行くさ」

　ンンアアの、低音だが良く澄すんだ、透明度の高い声調こえの持つ不可思議な説得力に背中を押され、ノヱミアは肯うなずいて〈追憶柩典ミンネスルンド〉を優やさしく捲めくった。

〈讃美靈歌ミンネザング〉の謳うたわれている凡すべての頁ページは黝あおぐろく、一いち瞥べつしただけでは文字が書いてあるのか如ど何うかさえ解らなかった。

　表紙に躍おどる『Ω』『Σ』『Λ』に似た文もん様ようからして、書を嗜たしなむンンアアにすら解読不能。

　不意に、ノヱミアは頁ページを捲めくる手を止めた。

「〈霆いかずちの墜おつる哥うた〉……」

「ああ、やってみてくれないか」

　ノヱミアは目を瞑つむり、右みぎ掌ての小指の先端で紙し上じようの緋あかい文字にそっと、触れる。

「〈讃美靈歌ミンネザング〉は膚はだで詠唱よむのです……。少なくとも、私の血けつ属ぞくでは他に詠えい唱しよう法ほうは伝でん承しようされておりません」

　ノヱミアは静かに言って、集中力を高めた。

　ンンアアは少しだけ彼女から距離を置き、黙もだして見守る。

　軈やがて彼女が指ゆび這はわせた紙し面めんに精せい緻ちな文も字じ列れつが浮く。

　文字列は淡あわい碧あをの耀よう晄こう煌きらめかせ、其その全ぜん容ようを審つまびらかにした。

　ノヱミアはゆっくりと、まるで別人の様な貌かおで諳そらんじ始はじめる――

「――神かみ神がみよ　眩くるめく三さん千ぜん世せ界かいの貴たつとき叡えい智ち者しや達たちよ

　　　贖あがないの時は来た

　　　今ひとたび汝なんじ等らの聖意みこころ　朕ちんに示しめし賜たまえ――」




§ガレリアッヅ・ギル・シュヴァリュスフ・デ・ヴェストラ§

§ゲルヴィタット・メルヒェダット・ヴプ・オ・ヲヲニェン§




〈ヰヲデス書醍だい三さん典てん十じゆう八はつ柱ちゆう　雷らい候こう・雲の城のグリャレス〉




　刹那、閃光。一瞬の後のち、轟音。

　雷らい鳴めいが嘶いななき、電撃が〈斜しや塔とう〉に墜おちた。

　正確には〈斜塔〉を貫く〈榊しん竜りゆうヱデン〉の巨きよ躯くを、それは迸ほとばしった。

　二人を取り囲む巨きよ木ぼくの群れが重じゆう響きようと共に戦慄わななく。ンンアアはノヱミアを引き寄せ守しゆ勢せいに入る。

「大丈夫です。詩うたに宿やどる聖意みこころは解かい放ほう者しや――即ち〈詩詠聖匠ミンストレル〉の安あん寧ねいを最優先にします」

〈榊しん竜りゆうヱデン〉の根は嗚お咽えつする様に身震いするが、火を噴ふく事も爆ばく炸さくする事も無かった。　幹みきを覆おおう、千年生きた老ろう獪かい竜りゆうの鱗の如ごとき外がい皮ひが、凡すべてを躰たい内ないに封じ込めている様だった。

「凄まじい生命力……グリャレスの霆いかずちは古いにしえより多頭竜ハイドラの掃そう討とうに使用され、その首根を一撃の許もとに焼やき墜おとすと――亡くなった曾そう祖そ母ぼは話していました。それを躰たい内ないの呼こ吸きゆう器き系けいと循じゆん環かん器き系けいの代たい謝しや能のう力りよくだけで処理するとは……。彼女を諌いさめようとする事自体、我我の過あやまちなのかもしれません……」

　ノヱミアは少し落ち込んだ様に尻しり窄すぼみに語った。

「成程、〈榊しん竜りゆうヱデン〉は此この星の意思でこそあれ、穢けがれた悪あく意い等などでは無い。寧むしろ我我の行為こそが冒ぼう涜とくに値あたいするという訳か。ならば慈いつくしみを以もつて赦ゆるしを乞こおう。彼女の、心を開くんだ」

　ノヱミアは一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、強く肯うなずいた。

　彼女は聡そう明めいだった。

　ンンアアの意図を汲くみ、状況から推すい論ろんし、能力を応用、昇しよう華かさす術すべを心こころ得えていた。

「やってみます」

　直ぐに〈追憶柩典ミンネスルンド〉を捲めくり、闇やみ色いろの紙し面めんに小指を這はわせる。

　今度浮かび上がった文字列は橙だいだいの光こう彩さいを迸ほとばしらせた。

　光彩は揺ゆら揺ゆら揺たゆ蕩たい、ノヱミアの頬ほおを照らした。

「――神かみ神がみよ　眩くるめく三さん千ぜん世せ界かいの貴たつとき叡えい智ち者しや達たちよ

　　　贖あがないの時は来た

　　　今ひとたび汝なんじ等らの聖意みこころ　朕ちんに示しめし賜たまえ――」




§クェスタ・ティル・ピェシカ・ディル・ロツォルツォヲレ§

§キセロシィン・ヴァック・イェファウ・ヤァン・ャリュス§




〈ヰヱヴン書醍だい十じゆう二に典てん序じよ柱ちゆう　葦あしの野のの賢けん母ぼヨヲヱン〉




　ノヱミアが詠えい唱しようを終えると、ンンアアは周囲が仄ほのかに暖かくなるのを感じる。

　其その温ぬくもり――夏の終わりの残ざん滓しを多分に孕はらんだ初しよ秋しゆうの午後の陽ひ溜だまりの様な――は、酷く心地好かった。

　其れはまた幼い頃の記憶――母のか細ぼそい腕に優しく抱ほう擁ようされる感触を、ンンアアに喚かん起きさせた。

「う……」

　強い微睡まどろみに襲われる。

　瞬間、ンンアアの視界が、ぐにゃり、と歪ゆがむ。〈榊しん竜りゆう〉の根、ノヱミアの顔、床に転げた玩がん具ぐ――目に映る物凡すべてが融ゆう解かいした。焼き立ての熱い州帝几ステーキに墜おとした牛酪バターか、稀き代だいの前衛画家アヴアンギヤルドで超現実主義シユル・レアリスムの鬼き才さいダリヱ作〈記き憶おくの固こ執しつ〉に描写えがかれた流動する時計の様に。

「ちッ……」

〈ユディトの柘榴ざくろ〉の効力が切れ始めていた。

　素面しらふの状態のンンアアは、瑣さ末まつな事じ象しようが契けい機きとなり、夢む幻げん地じ獄ごくに誘いざなわれる。

「か、母さん……」

　声に出していた。慈いつくしみに溢あふれた温ぬくもりがンンアアに母を思い出させる。母を強く希求もとめる時、ンンアアは必ず幻覚症状ハルシネイシヨンに苛さいなまれた。感覚が現うつつから乖かい離りし、自らの躰からだも又、熔よう解かいして逝いく感覚に襲われる。先まず四し肢しが融とけ堕おち、眼め鼻はな口くち腹はらが其れに続く。最期に脳、心臓が流出した。熔とけて無くなった後、魂とでも形容すべき、ちっぽけな意識の〈点〉だけが残ざん滓しとして取り残され、原げん初しよの記憶の海へと吐き出された。













――――母さん




　何もない草原。

　茂しげる夏なつ草くさと、蒼そう穹きゆうと、太陽だけが有った。

　スカイブルーと、エメラルドグリーンを、穢けがれの無い陽よう光こうが煌きらめかせ、何ど処こを見渡しても先には地平線しかなかった。

　其そ処こ以外、世界は存在しないと断言出来る様な、〈永えい遠えん〉に似た場所。

　其その宇宙みたいな草原の中心に、ンンアアは母と居た。

「母さん四つ葉のクローバー有った？」

「ふふふ、そんなに簡単に見つからないわよ」

「僕が必ず見つけるよ。母さんの四つ葉のクローバーをね」

「嬉しいわ。じゃあ私がンンアアの四つ葉を見つけるわね」

「僕が母さんを幸せにするよ」

「ありがとう。私もあなたを幸せにするわ」

「有った！　母さん四つ葉だ、四つ葉のクローバーだよ母さん」

「あらあら本当だわ。良かったわね。それはあなたが大切にしているといいわ」

「母さんの四つ葉だよ。母さんが幸せになるんだ」

「じゃあ二人で大切にしましょう。それなら良いでしょ？」

「うん。二人の四つ葉なら二人とも幸せになれるね」

「ふふふ、そうね。とっても嬉しいわ。ンンアアは優しいのね」

「母さんの為なら僕は何だってするさ」

「ありがとう。大好きよ、ンンアア」

「…………アさん、ンンアアさん。目を覚ましてンンアアさん――――」
















「ぐをおおおおおっっっ！」

　突如、咆ほう哮こうするンンアア。

　識しき閾いきを侵しん犯ぱんして現げん出しゆつした情じよう動どうは嫌けん悪お感かんや喪そう失しつ感かんで、其それ等らはまるで逆さか巻まく波は濤とうと成なって躰たい内ないを蹂じゆう躙りん、遂ついにンンアアは嘔おう吐とした。

　血と、消化し切れなかった〈ユディトの柘榴ざくろ〉の糖とう衣いと思おぼしき滓かすが床を汚す。

「ぐはっっっ……ぐおおおおおぉぉぉえヱえぇぇぇ」

「ンンアアさん大丈夫ですか、如ど何うなさったの！」

　必死でンンアアの肩を擦さすり嗚お咽えつを宥なだめようとするノヱミア。半なかば涙なみだ目めに成っていた。

　一ひと頻しきり嘔おう吐とを繰り返すと、漸ようやくンンアアは肩で息をし始めた。

「おおお、おおっ……――っはあ、はあ、はあ……す、済まない、ノヱミアさん……」

「ううん、それよりンンアアさん平気なの？　若もしかして、何か御病気にでも……」

「……いや、心配、無い。偶たまに、発ほつ作さが起こる事が有るんだ。子供の頃からだからもう、慣れっこさ……」

　ノヱミアを宥なだめる様、態わざと砕くだけた調子で言う。然しかし荒く乱れた呼吸が、其の症状の尋じん常じようで無さを、艶なまめめかしく物もの語がたっていた。

「そんな、慣れっこって……凡およそ静せい観かんしていられる苦しみ方ではなかったですよ…………御お薬くすりか何かは無いのですか？」

「これがそうさ。だからもう心配しないで」

　ンンアアは臑丈外套ロングコートのポケットから黒い施せ物もつ袋ぶくろを取り出し、緋あかい紐ひもを契ちぎり解ほどいた。此奴こいつが、破は戒かい僧そうから穢きたない金で買った抗こう狂きよう乱らん性せいの精せい神しん安あん定てい剤ざい〈ユディトの柘榴ざくろ〉であると、彼女に解るまいという様に、臆おく面めんも無く赤黒い其れを二、三粒口こう中ちゆうに放り込んだ。

　胸に蟠わだかまる夢む枷か憑つきが徐徐に晴れていき、激しかった呼吸が鎮ちん静せいに向かい収しゆう束そくしていく。

「もう大丈夫、有難ありがとう」

　極めて冷静に取とり繕つくろう。ノヱミアは腑ふに落ちないといった表情でンンアアの顔を凝ぎよう視しした。

「……無理なさらないで下さい。ンンアアさんに何か有ったら私、如ど何うしたらいいか……」

　ノヱミアはまた、泣き出しそうになった。

「美人が涙で台無しですよ？」

　ンンアアは大おお袈げ裟さに、明めい朗ろうな声で言ってみせた。

　ノヱミアは顔を上げて微笑み、少し恥ずかしそうにしながら涙を指先で拭ぬぐった。

「ありがとうンンアアさん。そんな御お世せ辞じ言われなくても、私もっとしっかりしますから」

　ノヱミアが言うのとほぼ同時、〈榊しん竜りゆうヱデン〉が戦慄わなないた。

「……何だ……襲ってくる？」

　ンンアアは〈懊おう悩のうするサングヱ〉を身み構がまえる。本当は未まだ手足に巧うまく力が入らない。

「〈葦あしの野のの賢けん母ぼヨヲヱン〉の賛さん美びには成功しました……〈雷らい候こうグリャレス〉が破壊した根こん幹かんの内ない部ぶ組そ織しきは治ち癒ゆ、再生させた筈なのですが……」

　突如、巨樹達が律りつ動どうする。戦慄戦慄わなわなと左右に震え、床と天井を穿うがった穴を拡ひろげながら、巨根と巨根の間に間隔が生まれた。それはまるで、厳いかつい大男が、幼おさな子ごに道を譲ゆずる様な、妙に人にん間げん染じみた仕し草ぐさだった。

「隙間が……巨樹が自ら私達を解放した……」

「〈讃美靈歌ミンネザング〉が伝わったんだ。ノヱミアさんの気持ちが、慈愛いつくしみが、〈榊しん竜りゆうヱデン〉の心に届いたんだ……」

　巨樹が拵こしらえてくれた隙すき間まから、その飼い主――〈異顕厶サマナー〉が驚きよう愕がくしているのが見えた。

　安楽椅子ロツキングチヱアに揺られ、開いた儘ままの書物を手に瞠どう目もくしている。

「〈榊しん竜りゆうヱデン〉が僕の指示無しに動くなんて……」

　巨樹と巨樹の隙間は次第に広くなり、二人が容易に巨根の檻おりから脱出出来る程になった。

〈異顕厶サマナー〉は急いで書物に栞しおりを挟み立ち上がる。然しそうする内にンンアアとノヱミアは眼前に屹きつ立りつしていた。

「子供のペットには過すぎた代しろ物ものだ」

「子供じゃない」

〈異顕厶サマナー〉は悪怯わるびれずに言う。

「……僕は、〈ハイドランド家け〉のアシュヱル。〈ハイドランド家〉は不ふ老ろうの聖絶アナテマ〈永遠痴ミシユカイン〉に囚とらわれた禍まがしき血けつ属ぞく……不ふ老ろうが故ゆえ愚ぐ爺やが徒と食しよくに生いき永ながらえ、其その喰くい扶ぶ持ちを減へらす為、殺し合いを続けて来た忌まわしき一属さ」

　二人は眉まゆ根ねを顰ひそめる。〈永遠痴ミシユカイン〉――〈異顕厶サマナー〉、アシュヱルの口から出た言葉の意味を半なかば理解し兼ね、納得の行かない様子でいた。

「〈永遠痴ミシユカイン〉――〈ヱンデュミヲンⅡに型がた症しよう候こう群ぐん〉略して〈ＥＮＤＳヱンズ〉なんて蔑べつ称しようも有る異い能のう力りよくさ。年齢を、重ねたくても重ねられないんだ。

　肉体の変化は疎おろか、経験に依よる思考や人格の構こう築ちくさえ成なされない、言わば不老に近い。自し然ぜん死しする迄の気が遠くなる程の永い時間を、少しでも有ゆう意い義ぎに消化する為に与えられた対たい価か、玩がん具ぐがこの〈異顕サマン〉の聖絶アナテマ。

　こうやって時に巨きよ神しんや竜りゆう属ぞく、古こ代だい種しゆや星せい獸じゆうと戯たわむれて六十年生きて来たけど……飽きてきちゃった。もう何もかもに飽きて、今では〈トゥーゲントハート〉を読どく破はする為だけに生きてるって気さえするよ」

　ンンアアは息を呑んだ。

　世には未だ知り得ぬ〈聖絶アナテマ〉を宿やどす〈摂取者ゲヰン〉が存在するのだと、思い知らされた。

〈人肉アンヴロジア〉摂せつ取しゆ不ふ能のうという負おい目めを背負う〈摂取者ゲヰン〉として、生き永らえる術すべを模も索さくする為、多くの書に親したしんだ――終ついぞ、安定剤ドラツグに依い存ぞんするという選せん択たく肢ししか見み出いだせなかったが――ンンアアにも、知り得ぬ事は多い。

「この部屋は社長が用意してくれたんだ。僕の〈異顕サマン〉の力を貸す対たい価かとしてね」

「何な故ぜ攻撃の手を止めた。また先さきの〈変異畸種ドラギニヤツツオ〉の様な化物バケモノを〈異顕サマン〉する事も出来たろう」

　ンンアアは愚ぐ直ちよくに訊たずねる。

「今回も僕の仕事は君達の足止めが目的なんだ。詳しくは言えないけど、〈ある事〉の為に時間を稼ぐ様指示を受けてる。ンンアアさんを殺しても僕には何一つ良い事も無い」

「……！」

〈異顕厶サマナー〉アシュヱルの事務的ドライな態度スタンスに虚きよを衝つかれるのと同時、〈時間稼ぎ〉が相手の目的と知れ、ンンアアは事じ態たいの収しゆう束そくに急せくも、後あと一つ、訊たずねてみた。

「如ど何うして自じ分ぶん語がたりを？」

「如何してかな……多分、死ぬ前に……ンンアアさんに殺される前に、自分の事、誰かに理解わかって欲しかったのかもしれない。同情でもして欲しかったのかな、誰にも理り解かいされずに逝いってしまうのは、何だか少し、怖くて……」

　アシュヱルは言いい澱よどみながら口くち零こぼした。恐怖という感情の露ろ見けんを慙ざん愧きしているかの様よう。

　ンンアアの瞳ひとみに映るアシュヱルの身躰からだは、最さい前ぜんよりも弱く幽ゆう幽ゆうしかった。

「……君の六十年は有ゆう意い義ぎだったか」

「え……」

　幻影まぼろしに苛さいなまれ死しの魔ま手しゆに怯おびえ続つづける人生と、変へん質しつも成長も感動も無く無む為いに時ときを列つらねるだけの人生。

　両者は対極にある様で、然しかし如ど何うしてか同じ憐れん憫びんを孕はらんでいた。

「はは、変な事を聞くね。……人を沢たく山さん殺したし、まぁ其れなりに愉たのしい事も有ったけど、只ただ、其れだけって感じかな。事じ象しようは無数に有っても、其れらは僕を変へん質しつさせず、完かん結けつした事実として僕を通過していくだけ。意義が有るか如ど何うかなんて解らないよ。そして屹度きつと、これからもそんな毎日が続くのさ」

　諦てい念ねんにも似た考こう察さつが、未いまだ稚いとけない顔かお立だちの薄い唇から零こぼれた。

　ンンアアは、其の返答に不満も充じゆう足そくも提てい示じせず、只ただ少すこしの微笑ほほえみで応じた。

「そうか。ならば少しでも君が、繰くり返かえしの日ひ日びに意味を見み出いだせる様になる事を祈いのってるよ」

「何な故ぜそんな事を……僕を、殺さないの……？」

「……〈生きる価値〉が、果はたして此この世界に有るか……〈死〉を選択するのとどちらがより有意義か……知りたい。死ぬのは、足あ掻がけるだけ足あ掻がいた後でも、遅くは無いだろ？」

　アシュヱルは暫しばし困こん惑わく、目を瞬しばたたかせた。

「可お笑かしな人……でも、死ぬ覚悟は出来てたんだ。繰くり返かえしの毎日に辟へき易えきとしていたから。ただ、〈破は誡かい神しんの狂きよう騒そう曲きよく〉は絶対読どく了りようしたい！」

　ンンアアと、それからノヱミアは顔を見合わせて噴き出した。

「矢や張はり君は子供だ」

「〈生きる意味〉、僕に見付けられるかな……見付けられるとは思えないよ」

「何年掛かっても構わないさ。息いき絶たえる刹せつ那なに、君の胸を満たす何かが有れば、其れが屹度きつと答えなんだろう」

　ンンアアは言って〈懊おう悩のうするサングヱ〉を後うしろ背ぜの〈携劔帯ギヤリソンベルト〉に納おさめた。

「社長……デッドロックを……殺すの？」

「解らないが、夢魅を連れ戻さなければな」

　ンンアアは玩がん具ぐだらけの広間の奥に見える扉に目を遣る。

「……僕はまた他の出資者パトロンを探す事にするよ。ううん、何いずれは〈ヘヴンズゲイトここ〉とも手を切らなきゃならない訳だし、新しん天てん地ちを求める事は僕の数少ない享きよう楽らくの一つでも有るんだ。其それに、今はンンアアさんの御お陰かげで、僕も変われるかもしれないって思える」

「ほら」

「？」

「そういう風に思える事自体、君の心に変質が生じている確たる証拠じゃないか。目には見えなくとも、君は少しずつ成長を遂げているのさ」

　アシュヱルは自らの両の掌てのひらを見つめ戸惑う。

「そ、そうかなあ……」

「屹度きつとあっと言う間に老ふけ込こんで、子供達相手に説教しているよ」

　ンンアアに言われると、アシュヱルは照れ臭そうに破は顔がんした。







　明るい玩具広間の扉を開けると、再び、暗く薄汚い通路奥に簡かん素そな階段があった。

「……大丈夫ですか」

　暗闇で、ノヱミアが言った。

「え？」

「発ほつ作さ、また起きてしまわないでしょうか……」

　ンンアアは笑って返す。

「大丈夫、薬を飲めば暫しばらく安定するんだ。今は頗すこぶる快調さ」

「……良かった」

　ノヱミアは取とり敢あえず胸を撫なで下おろすが、ンンアアの言げんを鵜う呑のみにしている訳ではない様だ。

「私、強くなります」

　急な独どく白はく。然しかしンンアアは彼女の心を汲くんでいた。

「有難う。僕もノヱミアさんを頼りにしています。若もしもの時は御願いします」

　ノヱミアの頬ほおの紅こう潮ちょうは昏くらい闇やみ間まに溶け込んだ。

「さあ、開けますよ」

　階段が終わり、再び現れた扉を前に二人は息を揃そろえた。壁には【ⅩⅡ】と有る。

　ンンアアの、態わざとらしく乱暴に振る舞った脚あしが扉を一いつ蹴しゆう、粉砕。

　舞まう粉ふん塵じんの最さ中なか、前方に居るらしい人ひと影かげから声が発せられた。

「……来たか、迷える仔こ羊ひつじ」

　其の声を、ンンアアは聞いた事があった。

　土つち煙けぶりが晴れると、現れたのは礼れい拝はい堂どうを模もした様な広間。

　十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた殉じゆん教きよう者しやの石せき像ぞうが血ちの涕なみだを垂たれ、怨えん嗟さする様に此方こちらを視みている。

　中ちゆう央おうを通路用に空あけ、左右には礼れい拝はい者しや用ようの長なが椅い子すが並んでいた。十二階の此この部屋に迄まで到達していたらしい〈榊しん竜りゆうヱデン〉の巨きよ根こん群ぐんは既すでに抜け戻っているも、惨むごたらしい大おお孔あなを床ゆかに穿うがち設しつらえていた。

　そして眼前に屹きつ立りつする長身を目にし、懸け念ねんは驚きよう嘆たんに変わる。

「司し祭さい……」

　司祭服を纏まとった痩そう躯くの男。然し、天てんから牽けん引いんされた様に背を伸ばし、顎あごを突き上げ此方こちらを傲ごう睨げいする佇たたずまいが酷ひどく不ふ遜そんだった。

「如ど何うした死しに損ぞこない。聖せい餐さんなら先日くれてやったばかりだろうが」

　凡およそ聖せい職しよく者しやらしからぬ罵ば詈りが垂たれる。

「成程……お前も傘さん下かの者だったか」

　ンンアアは概おおむねの事態を理解したらしく、言こと葉ば僅わずかに留とどめる。一人置ひとりおいてけぼりのノヱミアが恐る恐る訊たずねた。

「お知り合い……ですか」

「ネブガドネザル。〈アダムシン区〉にある聖せい廟びよう〈ラグリマリズ礼拝堂〉の司祭です」

「司祭様が何故〈ヘヴンズゲイトここ〉に……」

「……恐らく、〈ヘヴンズゲイト〉が開発、製造した劇薬ドラツグ――人体に及ぼす危害や悪影響を把は握あくし切きれ得えない試験段階の――を秘ひ密みつ裏りに配布、販売する場として礼拝堂が撰えらばれたのでしょう。礼拝堂側は場を提供してやる事で利り益えきを得うる。礼拝堂には困こん窮きゆうに喘あえぎ死しに瀕ひんし、絶ぜつ望ぼうしか喰くう物が無い亡もう者じや達たちが自じ然ねんと集つどいますからね。神の恵めぐみとか何とか言って捌さばいていたに違ちがいない。差さし詰づめ彼等は社しやの豚鼠モルモツトといった所でしょうか。司祭は恒こう久きゆう的てきに報ほう酬しゅうを得え、甘い汁を吸っていたのでしょう。其そ処このそいつは教社ソサエティ〈ヘヴンズゲイト〉に寄き生せいした只の破は戒かい僧そうだと言えます」

「…………」

　ノヱミアは〈アダムシン区〉の名を冠した混こん沌とんの凄せい惨さんな実じつ状じように抵てい触しよくしてか、沈黙してしまった。

　司祭――ネブガドネザルは、ンンアアの傍かたわらに女が居る事など見えてもいないといった様子だ。

「察さっしが良い。だが一つ忘れてはいないか？　貴様も恩おん恵けいに与あずかっているのだ。我が礼拝堂と、そしてこの〈ヘヴンズゲイト〉の恩恵にな」

　ンンアアが生なま唾つばを呑のむ。

〈ユディトの柘榴ざくろ〉は〈ヘヴンズゲイト〉社しや製せいだったのだ。

　今いま自みずからの手でその中ちゆう枢すうを破壊せんとしている組そ織しき、その組織の被ひ造ぞう物ぶつに依よって自分は生かされているのだ。

　ンンアアは嗤わらった。

　偶然の残酷を？　自らの悪運を？　其れは解らない。

「運命、か……酷ひどく陳ちん腐ぷで、口にするのも憚はばかられる言葉だ」

　呟つぶやき、想おもう。

　何か、遍あまねく事こと柄がらに底そこ意い地じの悪い何者かの意い思しが行き渡っているのを感じた。

　神か惡魔か――

　彼等が消しよう閑かんで行う将戯チヱスの盤ばん上じようで、定石セオリー通りに動いて捨すて駒ごまに成るのは御ご免めん蒙こうむりたい。

「……縛ばく鎖さは断たち斬きる。何なん人ぴとも俺を制せい約やく下かに置く事は出来ん」

　ノヱミアはネブガドネザルの言う恩おん恵けいとやらが解らず気になっていたが、一人自じ問もんするンンアアに声を掛ける事は出来なかった。ネブガドネザルは肩を竦すくめる。

「愈いよ愈いよ気でも触れたか？　良いだろう、私がその魔ま幻げんを終らせてやる」

　ネブガドネザルが司祭服の懐ふところに手を遣やる。掌てのひら大だいの小こ振ぶりの書物を取り出し開かい帳ちようした。

「聖書の詠えい唱しようなどはせんぞ？　貴様に神の健全なる福ふく音いんなど訪れまい。尤もっとも、斯かく言いう私もだがな。ククッ」

　言いながら書物から何かを取り出した。書物から？　ノヱミアが目を凝らすと、書物は、書物ではなく、函はこだった。厳密に言えば紙かみの頁ページは実際の書物の厚みの半分しか無く、残り半分の厚みは頁ページに見せかけた模造ダミーだった。書物の厚みの半分を占めるその函はこ状じようの部ぶ分ぶんに、小さな物ならば収納出来る様な構造に成っている。

　其そ処こから摘つまみ出いだしたのは球きゆう状じようの濁どす黯くろい何か。ンンアアの常じよう用ようする抗こう狂きよう乱らん性せい精せい神しん安あん定てい剤ざい・〈ユディトの柘榴ざくろ〉と良く似ているが、一回り巨おおきい。

「〈ジル・ド・レの睾こう丸がん〉。〈ユディトの柘榴ざくろ〉は元元此奴こいつの製せい造ぞう過か程ていで偶ぐう然ぜん膿うまれた副ふく産さん物ぶつだそうだ」

　其れを口に放ほうり噛かみ砕くだく。奥おく歯ばに詰つまりそうな粗そ雑ざつさで。程ほど無なくして、口こう角かくが下げ劣れつ極きわまる角度を帯おびた。

「ぉおおおおおお……躰からだが熱い……血が滾たぎっている……迸ほとばしっている……！」

　ンンアアとノヱミアが訝いぶかしむ中、ネブガドネザルに異変が生じた。

　先まず上半身が震えだし、直ぐにその律りつ動どうは大きくなった。

　胸から上部をがぐッんがぐッんと前後させ、嘔吐する様に、豪ごう放ほうに引ひき攣つらせた。

「ぉおおおおおぁああああああああああああ…………！」

　魔まに憑つかれた様な慟どう哭こくに二人は息を呑む。

　突如、ネブガドネザルの両りよう肩かた口ぐちから何なに物ものかが盛り上がり、司祭服を引き裂いた。土竜もぐらが蠢うごめき地中から顔を出すみたく、瘤こぶの丘きゆう陵りようが大量に隆りゆう起きした。その悍おぞましい異い形ぎようの顕けん現げんは軈やがて首や胸や上じよう腕わんに拡がり、司祭服を盛せい大だいに引ひき裂さき続つづけた。瘤こぶには蚯蚓みみずの様な血けつ管かんが浮き、もぞりっもぞりっと脈みやく動どうしている。

「な、何を……」

　筋きん肉にく。

　ネブガドネザルの上半身を喰らい、支配していく悪あく霊りように見えた其それらは、他でも無い彼自身の筋肉だったのだ。嗚お咽えつと蠕ぜん動どうが最さい高こう潮ちように達たっし、肉にく塊かい達たちの超ちよう膨ぼう張ちようが一ひと頻しきり臨りん界かい点てんに達すると、彼は益ます益ますもって笑っていた。

「気持ち良イい……気持ちが良イいぞッ！　力が……溢あふれ出だしている。消費しても消費しても湧き出てくる力が。勿もつ体たい無い……此この力を使って何かを破壊しなければ勿体無い！　嗚あ呼あ破壊したい、破壊しなければ気が触れてしまいそうだ！」

　手始めにとでも言う様に傍かたわらに有った長なが椅い子すを掴つかむ。成人男性が五人は座れる長椅子を右みぎ掌てだけで掴み上げ、大きく振ふり被かぶった。ぶををぅん、と重苦しい風かぜ切きり音おんを唸うならせ、ンンアア目め掛がけて投げ付ける。

　ンンアアはノヱミアの前に立ち、透すかさず〈懊おう悩のうするサングヱ〉を楯たてにした。巨大な長椅子の凄まじい衝撃が〈サングヱ〉越ごしにンンアアの掌てのひら、手首、下か腕わんと、順に伝でん播ぱして行き、痺しびれさせる。〈サングヱ〉との衝しよう突とつ点てんを中心に長椅子が八方に激しく炸さく裂れつ、置かれた他の長椅子をも粉砕させ吹き飛ばした。

　嵐あらしの如く砂さ塵じんが舞い、其れが晴れると爆ばく心しん地ち宛さながらンンアアの周りには何も無くなっていた。大だい小しよう長ちよう短たん軽けい重じゆう様さま様ざまな椅い子すの破は片へん達たちは、広間の四方の壁かべ際ぎわに吹き飛び瓦が礫れきの丘きゆう陵りようを形成している。

「素晴らしい……新しん薬やくの効こう能のう、此これ程とは……！」

　ネブガドネザルは中なか中なか収おさまらない歓喜の震えを存ぞん分ぶんに堪たん能のうしていた。上半身は完全に裸ら体たいと成り、異い常じよう発はつ達たつした筋きん繊せん維いが形容かたち造づくる妖よう身しんが、二人の目にも瞭あきらかになる。

　特に肩かた廻まわりを中心に肥ひ大だい化かした超筋肉達は、殆ほとんど瘤こぶだった。まるで幼児が玩がん具ぐの粘ねん土どでぽこぽこと後付けした様に、其れらは歪いびつだ。瘤こぶは、苦く悶もんに喘あえぐ、人じん面めんに見える物も有る。極きよく端たんな逆ぎやく三さん角かく形けいの裸ら身しんからは大量の汗が滴したたっていた。

「神しん父ぷが惡魔、か。矢張りこの街は羅ら刹せつ国こくだ」

「惡魔だと？　可お笑かしな事を言う。私は終ついぞ神に成ったのだ。　絶対の腕力ちからと至高の叡えい智ちを以もって、此この愚民の都とを制圧してやる！　そして其れは第一段階に過ぎん。軈やがては大陸を、世界を統とう治じする真の覇は皇おうと成らん！」

　拳を握り締めるネブガドネザル。肥ひ大だいした指ゆび指ゆびの隙すきから汗あせ汁じるが飛び散った。
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「貴様は最初の断だん罪ざい者しやに撰えらばれたのだよ。光栄の窮きわみだろう？　その背はい神しんの咎とが、死を以もつて贖あがなえ！」

　逆三角の肉にく塊かいが突進した。

　隕いん石せきみたいな両りよう肩かたを衝つき出いだし、ボディタックルを噛かましに来る。威圧感は凄まじくも、ンンアアが避けるのには問題無い速度だった。ノヱミアを脇に抱え礼拝堂右手に跳ぶ。

　瞬間、眼前に肉にく塊かいの超重圧が迫せまり来くる。ネブガドネザルのぶん回した腕が左ひだり顔がん面めんを直撃。途と方ほうも無い激痛に気を失い掛ける。吹き飛ばされるも、ノヱミアを庇かばいつつ決死の思いで受うけ身みを取った。

　蹌よ踉ろめきながら其れでも何とか立つと、何かがブーツの爪つま先さきを塗ぬらす――深しん紅くの鼻はな血ぢだ。鮮せん血けつを視し覚かくし、痛みが俄が然ぜん輪りん郭かくを強めて来る。ンンアアは眩くるめいた。

「はははッ！　神の鉄てつ槌ついだよ！」

　筋きん肥ひ大だいは腕を太くするに留どとまらず、長さをも増ぞう長ちようさせていた。読よみ誤あやまりから、兇きよう腕わんを旋せん回かいさせただけの一撃が、ンンアアの顔面を捉えたのだった。

「大丈夫ですかンンアアさん！」

　ノヱミアが悲ひ鳴めいする。見ればンンアアの顔は血に塗まみれていた。痣あざが紫むらさきの斑まだらを浮かばせ、左ひだり瞼まぶたは腫はれ上あがり、耳じ翼よくは歪ゆがんでいた。頬ほお骨ぼねも折れたのだろうか、顎あごが震ふるえを止やめない。

　その震える顎あごから、声が漏もれる。

「……鼓こ膜まく　やられたようで　。よく聞　えませ　」

　ノヱミアは声無く戦慄わななく。卒そつ倒とう寸すん前ぜんで漸ようやく堪こらえているといった感じだ。

〈追憶柩典ミンネスルンド〉を開かい帳ちよう、〈癒ゆ天てん使し〉の〈讃美靈歌ミンネザング〉の項ページを手た繰ぐった。

「おっとう、そうはさせんンンン！」

　ネブガドネザル、再びの突進。瞋いかる右肩を豪快に回し、鈍い風切り音が吼ほえる。

　ノヱミアの挙きよ動どうの意味を理解している。二人についての情報は得ている様だ。

　ンンアアはまたも右手に跳んだ。左に跳べば、右腕で抱えるノヱミアに攻撃が及ぶ。

　今度は完全に回避。が、左ひだり鼓こ膜まく破は砕さいの影響か、感覚よりもネブガドネザルの右の兇きよう拳けんが迫せまっているのに、ンンアアは危機感を覚えた。

　着地と同時、ノヱミアを腕から放はなし、間かん髪はつ容いれずに、突進。

「玉ぎよく砕さい覚悟か？　良いだろう、擂すり潰つぶして煩芭亜喰ハンバーグにしてやる」

「攻撃は最大の防御、さ」

　血ち塗まみれで翔かけるンンアア。〈懊おう悩のうするサングヱ〉が餌えさを渇かつ望ぼうしていた。

　疾駆から〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅠいち拭しき斬ざん翔しよう・訝げ神しん飆ひよう牙が〉を見舞う。

　迅はやく、鋭するどい、横よこ薙なぎの一いつ閃せんがネブガドネザルに奔はしる。が、〈懊悩するサングヱ〉越ごしにンンアアの掌てに伝わったのは、裁さい断だんの壮そう快かい感かんではなかった。

「……！」

「ハハハッ！　貴様の秘ひ刃じんも我が神しん体たいの前には敵かなわぬ！」

〈懊悩するサングヱ〉の劔けん刃じんは裸はだかの巨きよ腕わんの表ひよう層そう部ぶで停止していた。ネブガドネザルはその肥ひ大だいした下か腕わん部ぶを楯たてにし真っ向から斬撃を受うけ止とめてみせている。辛かろうじて皮ひ膚ふを穿うがち斬きり、薄うすく血が滲にじんではいるが、増ぞう強きようされた兇きよう腕わんの、筋きん繊せん維いに至いたる事さえ出来ていない。

〈懊悩するサングヱ〉を受け止めたのは右腕。左腕は自由フリーだ。

「ぶっ――」

　アッパーカットがンンアアの顎あごを砕くだく。躰からだが宙ちゆうに浮き、血けつ痰たんと歯が口から吹き出た。其のまま後方にぶっ飛び、人にん形ぎよう宛さながらに墜つい堕だ。

「きゃああああああっ」

　ノヱミアが駆かけ寄よる。

　無む惨ざんに地に沈むンンアアの傍かたわらにしゃがみ込み、その顔を覗のぞいた。

　下が顎がくが太裸志無だらしなく墜おち、口こう角かくからは涎よだれと綯ない交まぜになった緋血が滴したたっていた。吐と息いきが微かすかに漏もれ、意識は有る事が解る。ノヱミアは迫るネブガドネザルを振ふり返かえって睨にらみ、ンンアアを守る様に立たち開はだかった。

「私に淑女レデイを嬲なぶる趣味は無くてね。さ、退どき給たまえ」

　ノヱミアは首を横に振る。顔は泪なみだでぐじゃぐじゃだった。

「我が僕しもべに下くだるか？　覇は皇おうの夜よ伽とぎも悪くあるまい。さすれば貴女あなたの未来も安あん泰たいだ」

　ノヱミアは眉み間けんに力を込め、睨みを強くする。両腕を大きく真ま横よこに開き、意志の頑かたくなさを提てい示じした。

「成程、見かけ程聡そう明めいではない様だね。良いでしょう、其そ処この其それと一緒に、合あい挽びき肉にくに成りなさい」

　ノヱミアの頭上へと凶きよう腕わんが伸ばされる。

　肥ひ大だい化かした掌てのひらが妖影かげを墜おとし、ノヱミアの小さな身躰からだの周囲をすっかりと暗く、包む。　蝙こう蝠もり傘がさ程も有る掌てのひらの醜みにくい巨きよ指しが、ゆっくりと湾わん曲きよくし始はじめると、ノヱミアはンンアアを抱いだく様にして覆おおい被かぶさり、目を瞑つむって覚悟を決めた。

「ごあ？」

　ネブガドネザルの声。

　我が身に何も起こらないのを訝いぶかしみ、ノヱミアは恐る恐る瞳を開いた。

　見上げると、ネブガドネザルの頭部が巨大な何かに掴つかまれていた。

　それは、手て――掌てのひら。

　筋きん肥ひ大だいを起こしたネブガドネザルの物よりも、更にもう一回り巨おおきな掌て。超巨大な指ゆび指ゆびがネブガドネザルの頭ず蓋がいを鷲わし掴づかみにしていた。指は十二本有った。

「ひへ？」

　改めて、ネブガドネザルは疑問を音声にした。然しかし〈ごあ〉も〈ひへ〉も、何の解答をも齎もたらしてはくれなかった。程ほど無なくして微かすかに怪かい音おん。〈めギょめギょ〉とか〈むりョむりョ〉とかいった風だった。

「司祭、紹介しますね。彼は〈百腕巨神属へカトンケイル〉。これでも、僕の遊び友達の中では気き性しようの穏やかな方なんですよ」

　鷲わし掴づかむ豪ごう腕わんの後方で声。

　其それは未まだ変へん声せいしてない〈異顕厶サマナー〉――アシュヱル・ハイドランドの物だった。

「ンンアアさん御無事ですか？　柄がらにも無く後うしろ髪がみ引ひかれちゃってね」

　アシュヱルは言って、茫ぼう然ぜんとするノヱミアに微笑ほほえみかけた。

「貴様、生きていたのか！　何を遣やっている、早く此この化物バケモノを何とかしろ！」

　ネブガドネザルは狼ろう狽ばいし、同どう僚りように呀が鳴なる。

「僕、司祭のその見下す様な眼が嫌いでさあ。聖職者の癖して差別的だし、大体、僕より若いのに高こう待たい遇ぐうってのが気に入らなかったんだ」

　アシュヱルは〈百腕巨神属へカトンケイル〉に目め配くばせした。すると〈百腕巨神属へカトンケイル〉は裂さけた口くちの端はを吊り上げ嗤わらい、ネブガドネザルの頭を握る力を強める。

「ぐぬふっ……やめろ、頭が潰つぶれ、んふぅ、ったい、やめ、やめてく、れ、んうふ、」

　アシュヱルが〈ぱちんっ〉と指を擦り鳴らした。

　聞いた〈百腕巨神属へカトンケイル〉は総すべての巨きよ指しを深く曲げ掌てのひらを閉じる――瞬間、ネブガドネザルの頭部は握り潰された。頭ず蓋がいの砕くだける音、脳のう漿しようの弾はじける声。指と指の隙間から血が噴ふき、肌はだ色いろ、茶色、紫むらさき色いろの肉が躍おどり出でる。床を汚し、八方に飛び、ノヱミアの頬にも付着した。

　ネブガドネザルの巨きよ躯くは未まだ蠢うごめいている。

　頭部を失しつして尚なお、異い常じよう筋きん肉にく達たちは戦慄わなないていた。司し令れい塔とうたる脳を失し、湧わき出いでる破は壊かい衝しよう動どうの消しよう費ひ方ほう法ほうを検けん案あんしている。

　軈やがて徐おもむろに〈百腕巨神属へカトンケイル〉が拳こぶしを開く。

　圧縮された血ち肉にく腱けん骨ほね脳のうが黒い虹に霓じ色いろの濁汁スープと生なり、ぼだっっ、と墜おちた。

　と同時、ネブガドネザルの躰からだが大きく頽くずおれれる。凡およそ人間が立てたとは思えない、書しょ架かか箪たん笥すが倒とう壊かいした様な重く硬い轟音を伴ともなって。

　倒れ伏して尚なお、妖よう躯くは律りつ動どうを止やめない。胸――心臓の辺りを中心に大きく脈みやく動どうしている。

「聖職者の皮を被った惡魔め……」

　アシュヱルは嘗かつての同僚に毒どく吐づき、唾つばを吐いた。

「サンキュ、〈百腕巨神属へカトンケイル〉。もう帰って良いよ。また遊ぼうな」

　そう言うアシュヱルに尻を叩かれると、〈百腕巨神属へカトンケイル〉は嬉しそうに若気にやけてその巨体を翻ひるがえした。一歩一歩床ゆかを穿うがつ様に、歩ほを進めて行く。不思議と床は陥かん没ぼつしない。

〈アダムシン区〉の夜よ風かぜが吹き込む大穴――壁の損そん壊かい部ぶ分ぶんから帰き途とに就く。

此こ処こは地上十二階層だが逡しゆん巡じゆん無く、墜おちる様に姿を消した。一体如ど何うやって、そして何ど処こへ還かえるのだろう。

「ンンアアさんの様子は？」

　言って駆かけ寄よるアシュヱル。ノヱミアは未だ茫ぼう然ぜんとしていた。はっとして我に返り、繊細なブラウスの裾すそで淑しとやかに瞳ひとみを拭ぬぐうと、力ちから無なげに口を開いた。

「頭部の怪我が酷くて……助けて頂いてありがとうございます」

「手を差し伸べて貰ったのは僕の方。考えたら未まだ二人に御お礼れいも言ってなかったと思って」

　アシュヱルはンンアアの憔しよう悴すいぶりを確認、ノヱミアに蘇そ生せいに特とつ化かした英えい霊れいの〈讃美靈歌ミンネザング〉を探させた。

　了りよう承しようし、〈追憶柩典ミンネスルンド〉を手た繰ぐるノヱミア。直ぐに、ある頁ページで手を止めると、瞳を閉じ、小指の先で〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠よみ始はじめた。

「お願い……ンンアアさんを助けて……」

　邪じや念ねんは振り払われ、唯ゆい一いつの強きよう固こな想いが全ぜん神しん経けいを巡めぐる。

「――神かみ神がみよ　眩くるめく三さん千ぜん世せ界かいの貴たつとき叡えい智ち者しや達たちよ

　　　贖あがないの時は来た

　　　今ひとたび汝なんじ等らの聖意みこころ　朕ちんに示しめし賜たまえ――」




§レヴィャパトズ・ソリュフ・トディヤ・メリュデュゥヌ§

§アファラプテク・タイロス・ュリャ・レ・ゼフィリュス§




〈ダヰン書醍だい九きゆう典てん十じゆう九きゆう柱ちゆう　黒こく翼よくの聾ろう唖あ者しやワルツァフトヴァンゲン〉




　言ことの葉はを紡つむぎ終おえた刹せつ那な、ノヱミアの掌てのひらが貴黄金おうごんの暖だん光こうを佩おびる。

　掌てのひらはンンアアの胸に翳かざされ、其その満まん身しん創そう痍いを遍あまねく包つつみ込こんでいった。淡あわく、慈いつくしみに満ちた煌きらめきがンンアアの全身を絆ほだし始はじめ、軈やがて其の口元から小さな呼こ気きが漏もれ始はじめた。

「――――ん、くっ……ふ、はぁ……はぁ……」

「ンンアアさん！」

　苦く悶もんし、然しかし久ひさしく声を上げたンンアアに、ノヱミアが感かん嘆たんする。

「聞こえますかンンアアさん！」

　アシュヱルも叫んだ。

「はぁ、ん、ぐ……俺は……ノヱミア、さん……君は、アシュヱル……」

　呻うめきながらゆっくりと意識を露あらわにするンンアア。痛いた痛いたしくも揺ゆらり上半身を起こすと、苦しそうに開いた右目だけで二人を視し認にんする。其れを見たノヱミアは、今にも泣き出してしまいそうに顔を歪ゆがませた。

「アシュヱル、何故、君が……ノヱミアさん……が、治ち癒ゆを……？」

　次し第だいに声は確たしかな韻いん律りつを取り戻し、腫はれ上あがった左ひだり瞳めも、然し徐じよ徐じよに開き始めた。

「ノヱミアさんの〈讃美靈歌ミンネザング〉の詠えい唱しようは素晴らしかったです。ンンアアさん、酷ひどい有あり様さまだったんですよ？」

　ンンアアは、最も早はや、精せい緻ちな首の動きを以もつてしてノヱミアに向き直る。次ついで、溌はつ溂らつとした挙きよ動どうで、両腕を安あん堵どの嗚お咽えつに噎むせぶノヱミアの肩に添そえた。

　ノヱミアはもう、我聞がそうした時の様に雷らい霆ていを迸はしらせたりはしない。

　埃ほこり塗まみれの顔でンンアアを見み詰つめ、泪なみだに濁にごる瞳ひとみでンンアアを愛していた。

「ありがとうノヱミアさん。あなたは最高のパートナーです」







「〈ギムマ・イーラ〉、凰おう鷲わしの両りよう翼よくを生はやした双そう頭とうの波斯ペルシヤ猫ねこさ。体たい毛もうが豊かで、乗り心地が良いんです」

　成程、アシュヱルの小さな尻は、艶つやの有る滑すべらかで長い尨むく毛げに柔らかく包まれていた。

　その双頭の波斯ペルシヤ猫ねこの顔かお幅はばは広く、横に四し角かく張ばって、胴どうも四し肢しも太く短い。愛あい玩がんにこそ相応ふさわしい、愛あい嬌きようの有るその〈ギムマ・イーラ〉に跨またがり、アシュヱルは語った。

「司祭は嫌な奴だったけど、社長には恩が有るから……これ以上迷惑掛けたくないですし」

〈榊しん竜りゆうヱデン〉に依よる貫かん通つうやネブガドネザルの暴ぼう挙きよ被こうむるも紙かみ一ひと重えの所で崩壊を免まぬかれているらしい〈斜しや塔とうメテヲラ〉。其その十二階に有る此この部屋も最も早はや見る影かげ無い。

　アシュヱルが〈そろそろ行こうか〉と促うながすと〈ギムマ・イーラ〉は広間の壁に穿うがたれた大穴の方へと歩み出す。

　地上八十ルードマ超ちようの空に荒すさぶ夜よる色いろの飆つむじかぜ受け、アシュヱルのキャロットブラウンの髪、〈ギムマ・イーラ〉の尨むく毛げと肩けん甲こう骨こつから伸びた巨きよ翼よくが一いつ斉せいに靡なびく。

「御二人の平穏を祈っておりますので。それでは」

〈ギムマ・イーラ〉は夜の暗あん海かいに身みを放ほうり、墜おちた。然し直ぐに両りよう翼よくで颶ぐ風ふうを捕つかまえると、其れを僕しもべにして飛翔する。気持ち良さそうに黝あおぐろい宙そらの奔ほん流りゆうに身みを委ゆだね疾しつ翔しようし、程ほど無なくして彼方かなたの闇あん中ちゆうに霞かすんで消えた。

「往いってしまわれましたね……」

　ノヱミアは少し気き惜おしそうに、然し僅わずかの悔かい恨こんも無い様に語言ごちた。

「ええ、彼には彼の道がある。僕達は僕達のすべき事を成しましょう。随分助けて貰ってしまいましたしね」

　ノヱミアに事の顛てん末まつを聞いたンンアアは二人に深く感謝し、改めて奮ふん迅じんしていた。

　致ち死し的てきな半はん身しんの負ふ傷しようも今や完かん治ちせん勢いで代たい謝しやが進行している。驚異的な身体能力と強きよう靭じんな精神とが、〈讃美靈歌ミンネザング〉の効こう能のうを著いちじるしく高めていた。

「然しかし、〈讃美靈歌ミンネザング〉の治癒力ちからは本当に凄い」

「……いえ、愛の……力です……」

「え……今、何と……」

「……な、何でも有りません。ささ先を急ぎましょうっ！」

　ノヱミアが溌はつ溂らつとして言うとンンアアは微び笑しようで応こたえ、二人小走りで駆け出した。







十一章　泪







　然し、譎けつ奇きなビルである。

　各かく階かいへの連れん絡らく口ぐちの無い、吹ふき曝さらしの螺ら旋せん外そと階かい段だん。

〈曼まん荼だ羅ら〉の施ほどこされた〈集団自決室ヘヴンズゲイト〉に玩がん具ぐに塗まみれた子供部屋、擬ぎ似じ礼れい拝はい堂どう。

　次にどんな部屋、どんな人物が待ち受けているのか見当さえ付かなかったが、たとえ何が起きようとも怯ひるみはしない――屹度きつと二人共ふたりともがそういう心持ちだろう。

　昏くらい階段を昇り切り眼前に顕あらわれた扉を前に二人、呼吸を整える。壁には【ⅩⅢ】。

「行きます」

「はい」

〈Ⅰいち拭しき斬ざん翔しよう・訝げ神しん飆ひよう牙が〉――横よこ薙なぎの超ちよう鋭えい利りな劔けん閃せんが鉄てつ扉ぴに迸はしり、穿うがち斬きった。

「はああああッッッ」

　下した三さん階かいの扉より頑がん強きように拵こしらえられているらしい。ンンアアは返かえす刃やいばで二に撃げき三さん撃げきと見み舞まう。

「おおおおおおおッッッ……〈Ⅲさん拭しき斬ざん裂れつ・絶ぜつ屠と残ざん瘡そう〉ッッッ」

　長い銀の尾を引いて、劔けん閃せんは幾いく重えにも乱らん舞ぶした。

「〈Ⅵろく拭しき斬ざん轣れき・不如帰ほととぎす〉ッッッッ！」

　鉄てつ扉ぴには激しく火花散り、斬ざん撃げきの弾だん幕まくが辺りに粉ふん塵じんを散らす。

「〈Ⅸきゆう式しき斬ざん嬲じよう・月げつ樰せつ華か〉ッッッッッ！」

　ンンアアは珍しく忘ぼう我がした様に猛たけり、連れん撃げきと連れん断だんの雨が吹ふき荒すさんだ。

　ノヱミアは少しも動どうじずに其の背中を見守っていた。

「こんな……もんか」

　少し疲れて劔けんを振るうのを止やめると、濛もう濛もうと立ち込める土つち煙けぶりが晴れるのを只管ひたすら待った。

「ようこそ」

　耳じ朶だを打ったのは酷く嗄しやがれた、男の声だった。煙けぶの向こうに人ひと影かげ。

　塵じん煙えんが晴れ始め、徐徐に視界が開ける。

　部屋は矢張り広く、天井が高い。

　四方の壁は鮮血を塗ぬり籠こめた様に緋あかく、其の血けつ緋ぴを背景に無数の絵画が飾られていた。

〈モッデンクラーグ〉〈メーリッヒツェン〉〈ダリヱ〉〈パブロヴワ〉〈邂逅脊乖わくらばせかい〉――何の一いつ貫かん性せいも意い趣しゆも無く、ただ裕福ゆたかさの顕けん示じの為だけにある〈美〉。

　足下を埋めるのは真しん黒こくの絨じゆう毯たん。夜の海うな原ばらの様な深しん淵えんが畏怖おそろしかった。

　広ひろ広びろと設しつらえられた大窓からは月げつ虹こうに照てらし出いだされた〈アダムシン区〉の夜や景けいが一いち望ぼう出来る。俗ぞく欲よくに塗まみれた旧きゆう市し街がいが麗うるわしく目に映るのは、緑みどり色いろの月げつ虹こうの所せ為いだろう。

　今こ宵よいは〈審しん月げつ〉だった。

〈審しん月げつ〉は初しよ春しゆんのこの時期、快晴だった日の夜に稀まれに見られる、ロディニア大陸東部特有の自然現象だ。月げつ虹こうが緑みどり色いろに耀かがやいて見える原因は解っておらず、一いつ説せつに依よれば、翼都西せい部ぶに有る〈クルヌギア大だい叢そう原げん〉に大量発生した蝗いなごの雄おすが雌めすに求きゆう愛あいする際に流す泪なみだが蒸じよう発はつし、空気中に超ちよう微び量りよう存そん在ざいする〈Γガンマキセノン〉と化か合ごうした為だと言う。

　二十五年前に発生した〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉――即すなわち人間達にとっての〈審しん判ぱん〉の日にも、蝗いなごが大量発生していた事から其の名が付いた。

「良い部屋だろう。儂わしも気に入っているんだ」

　正面奥に几つくえが一つ有り、声の主ぬしが鎮ちん座ざしている。

「あんたが首しゆ謀ぼう者しやか」

　ンンアアが無む抑よく揚ように問う。

「いかにも。儂わしはデッドロック。〈ヘヴンズゲイトここ〉の社長じゃ」

　肥ひ満まんで禿は頭げで豚の尻の穴みたいな顔した社長デッドロックが、悪わる怯びれず自己紹介した。

「我が社の誇ほこる精せい鋭えいの傭よう兵へい連れん中ちゆうを容易たやすく往いなすとは、流石さすがはンンアア君じゃ」

「御お褒ほめに与あずかって光栄ですとも」

　皮ひ肉にくを戯たわむれて、ンンアアはゆるりと歩み寄る。ノヱミアも恐る恐る其れに倣ならった。

「夢魅は無事だろうな」

「本当に可愛い御お嬢じようちゃんじゃ。大人おとなしくして物もの語がたりに耽ふけっているわい」

「……〈暗喩文書ケニング〉を寄よ越こしたのは、貴様か？」

「其の様子じゃと解読出来た様じゃな。ならば話は早い」

　デッドロックが〈パチン〉と指ゆび鳴ならす。するとデッドロックの巨きよ躯くの傍かたわら、つい最さい前ぜん迄まで誰も居なかった空間に、昏くらい人ひと影かげが顕あらわれた。人影は長ちよう身しん長ちよう髪はつ、長ちよう刀とうを携たずさえた黒影シルヱツトは鋭えい利り且かつ不ふ穏おん――〈死神ザナトス〉と形けい容ようするに相応ふさわしかった。

――――死んで貰うぞ、ンンアア――――

　その声は、デッドロックの物ではなかった。

「我聞…………！」

　声の主は我聞。相棒、我聞・リゼルグ・ジヱルアムダ。

　全身を血で染め、然し威い風ふう堂どう堂どうと、ンンアアの眼前に其の姿を晒さらした。

　暗殺を生なり業わいとする者の基き礎そ秘ひ術じゆつ〈滲闇黒ダアカアザン〉で気け配はいを消していたのだろう。

　其の眼まなこに孤こ児じであった我聞生せい来らいの豺さい狼ろうの様な殺さつ意いを孕はらませ、徒ただならぬ怒ど気きと妖よう気きを醸かもし出いだしている。

　最さい期ごに言葉を交わしたのはつい四時間程前だが、瞭あきらかに纏まとう空気が変へん質しつしていた。

「我聞、如ど何うした、何故此こ処こにいる。〈戯竜属ドラツヒヱン〉はやったのか？……其れに今、何と言った？」

　動揺を見せるンンアア。

「我聞、さん……？」

　ノヱミアもまた、つい先程まで共に談だん笑しようを交わしていた仲間の変へん容ように、不安募つのらせる。

「貴様を殺してやると言ったんだ。ンンアア、悪いが夢魅の、いや俺の為に死んでもらう」

「な――」

　突如として我聞が疾しつ駆く、長刀を斬り付けてくる。横薙ぎの一いつ閃せんが瞬しゅん刻こく前まえまでンンアアの居た空くうを裂れつ断だん。ンンアアはノヱミアを片腕に抱き、超反応で右方向に跳躍、回避していた。

「我聞、落ち着け、何が有った。何故俺を襲う？　奴等を討って、夢魅を連れ戻すんだろ？」

「……俺はたった今此この瞬間から、〈ヘヴンズゲイト〉筆頭傭兵だ……社しゃに、デッドロック様に仇あだなす者は何なん人ぴとたりとて生かしては帰さん！」

　我聞の第二撃が来る。天井を翳かすめる超ちよう跳ちよう躍やくで我聞の頭上を正面から飛とび越こえ、紙一重で鋭利な銀ぎん閃せんを回避。着地すると、ブーツの踵かかとの先せん端たんが薄うす皮かわ一いち枚まい分刮こそぎ墜おとされているのに気付いた。

　ンンアアの腕の中、恐きよう恐きようとするノヱミアの耳元で囁く。

「……心こころ做なしか、以前の我聞より筋きん力りよくや反射神経が高まっているのを感じます。いえ、単たん調ちようで無む思し慮りよな斬ざん撃げきではあるんですが……」

「そ、それはどういう……」

　聡そう明めいなノヱミアは言いい掛かけて気付いた様だった。幾いくつかの事じ象しようを繋つなぎ合あわせたら、自然と結論に至ったのだろう。首しゆ肯こうするンンアア。

「〈覚醒剤アンフヱタミン〉です。我聞は其それに動かされている」

　ノヱミアが悲ひ痛つうな顔で驚きよう嘆たんする。悲鳴は嚥えん下げされた。

「……恐らく、夢魅の命を天てん秤びんに掛けられ、我われ我われを、いえ、僕を殺すよう暗あん示じを掛けられているに違いない」

　泣き出しそうになるノヱミア。

「アシュヱルの言っていた〈時間稼ぎ〉――我われ我われと逸はぐれた我聞に社長及および何者かが接触。〈覚醒剤アンフヱタミン〉を服ふく用ようさせた後のち精せい神しん操そう作さする為の〈時間〉の事でしょう」

　辻つじ褄つまは合い、悲劇が確信的な物に成る。

「〈覚醒剤アンフヱタミン〉は其その多くが中ちゆう枢すう神しん経けい系けいを刺し激げき、脳を超ちよう覚かく醒せいさせ、身しん体たい機き能のうを著いちじるしく向こう上じようさせる。交こう感かん神しん経けいが活かつ発ぱつ化かし、感情は昂たかぶって、暗示に罹かかり易やすくさえ成る――現在いまの我聞は差さし詰づめ、社長デッドロックの操あやつる〈無む痛つう覚かく殺さつ戮りく兵へい器き〉――」

――正に〈死神ザナトス〉

　我聞が初めて、ンンアアにとっての〈死神ザナトス〉に成った。

「……何を悠ゆう長ちように話している。さあ、死んで俺への餞はなむけと成れ！」

　三撃目、更さらに迅はやい。増強された筋力で斬きり放はなたれた〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の凶きよう撃げき。大きく振り被って打うち墜おとされた其それは二人の立っていた床を穿うがち、破は片へんを十じゆう六ろく方ほうに散らした。鋭利な劔けん刃じんで施ほどこされた物とは思えぬ――頑がん強きような大たい斧ふで抉えぐられた様な――窪くぼみを創つくった。

「……相変わらずの反応速度だな。だが今の俺には貴様の動きが視みえる！」

　我聞は言い、首を左右に順に傾かしげた。ぺき、ぷき、と鳴る。

「ノヱミアさん……隙すきを見て、次じ階かいへ昇って下さい」

「え……」

　提てい言げんにノヱミアは狼狽うろたえる。ンンアアは構わず続けた。

「恐らくは此この階かい上じようの何ど所こかに夢魅が居ます。助け出して、先に逃げて下さい」

「そ、そんな……私一人ではとても……それに、ンンアアさんを一人になんて出来ません！　先程の様な発ほっ作さが何い時つ起こるとも知れないじゃないですか！」

　ノヱミアが珍しく激げつ昂こうした。

「我聞は……このままではあなたをも破は壊かいし兼かねない。此こ処こに居る方が危険なのです。僕なら大丈夫。それに、此こ処こより上じよう層そう階かいには禍まが禍まがしい気配を感じません。万が一、敵に遭そう遇ぐうしたとして、もう今のノヱミアさんなら闘える、自信を持って下さい。いえ、〈詩詠聖匠ミンストレル〉であるあなたにしか出来ないんです。御願いします、夢魅を、救って下さい」

　返す言葉の出ないノヱミア。然しかし程ほど無なくしてンンアアの懇こん願がんに心こころ打うたれたのか、不ふ安あん気げに顔を歪ゆがめながらも、ノヱミアは頷うなずく。

「……解りました、やってみます。……代わりに一つだけ、約束してくれませんか」

　ノヱミアの提てい言げんに今度はンンアアが黙もだす。

「……もし、私達二人無事に帰る事が出来たら、私の作った〈迦哩カリイ〉を……い……一緒に、食べて、くれませんか…………」

　ノヱミアは尻しり窄すぼみに、最後など殆ほとんど聴き取れない位の声で、提案した。

「…………僕、〈迦哩カリイ〉には煩うるさいですよ？」

「…………は、はいっ。構いませんっ！」

　ノヱミアは眦まなじりに泪なみだ浮かべ、応こたえた。今日きよう一いち日にちンンアアの傍かたわらで何度涙なみだしたか。

　余よ程ほど瞳ひとみを濡ぬらし易やすい性た質ちなのだろう。

「有難ありがとう、ノヱミアさん。…………では、行きましょう。広間左ひだり奥おく、書しよ架かの裏うら手てに階段が見えます。僕が我聞を引き付けている間に昇って下さい。デッドロックは戦闘者としての能力は無いようです。後を追われたとして、容易たやすく諌いさめられるでしょう」

　我聞は特に二人の会話の内容を気にするでもなかった。服用トランス中の人間にとって、知ち略りやくや策さく謀ぼうなど些さ事じに過ぎない。

　否いや、ンンアアへの殺さつ意い以外、もう何も残ってはいないのかもしれない。

「戯たわむれは済んだか……そろそろ本気で行くぞ。俺の実力が勝っていると、貴様に証明してやる」

　迫り来る我聞。ンンアアはノヱミアに合あい図ずし、我聞を寸すん前ぜんまで引き付けてから右方向へ瞬しゆん翔しよう、重さと鋭するどさを兼ね備えた斬撃を紙一重の所で躱かわした。

　ノヱミアは階段に到達。振り返りもせず一ひと息いきで駆け上がる。我聞もデッドロックも気に留める様子は無かった。

「……夢魅の安あん寧ねいは社長様により既に確保されているのだ。ンンアア、貴様の死で全て、終わる」

　ンンアアはノヱミアの影が完全に階上へ薄うすれ往ゆくのを視し認にんすると、安あん堵どの息を吐いた。

　其その溜ため息いきは何な故ぜか酷ひどく深ふかく、長ながかった。

　何かを忍にん耐たいする事から解放された様な、窮きゆう屈くつな重じゆう装そう鎧よろいから破やぶり放はなたれた様な、そんな風だった。

　徐おもむろに、天てん仰あおぎ瞑めい目もくし、心しん中ちゆうで、反はん芻すうする――




――《死神ザナトスと仇あだなせば》

《豊ほう饒じようなる富ふ裕ゆう契ちぎられるだろう》――




「〈豊饒なる富裕〉、か……」

「……？」

　ンンアアが何かを呟つぶやいたが、我聞には解わからなかった。下げ賤せんな笑み浮かべたのは社長――デッドロック。

　突如として、我聞は、違和感を覚える。

　ただ其そ処こに直ちよく立りつしているだけのンンアア。其その佇たたずまいが、纏まとう空気が、つい最さい前ぜんまでの其それとは変化している事に気付いたのだ。

　全身から不ふ可か視しの炎えん熱ねつを――然し火ひ利り火ひ利りと肌はだに貼り付く氷ひよう塊かいの様な凍いてつく冷気を――そんな相あい容いれない両りよう極きよくの温度が相そう克こくもせずに内ない在ざいする、逸いつ脱だつした雰囲気であった。

　まるでスイッチのオン／オフが切り替わった様に、瞭あきらかにンンアアの産さん生せいする〈心しん機き〉とでも呼ぶべき何かが、変へん質しつしていた。

　愚ぐ鈍どんを絵に描いた様なデッドロックですら其れに気付いたらしく些いささかの逡しゆん巡じゆんを見せる。

「――我聞よ……お前では俺に勝てない……」

　ゆっくりと口を開くンンアア。声は低く穏やかで、然し強かった。虚きよ偽ぎや慢まん心しんといった不ふ純じゆん物ぶつを含ふくまない、芯しんの一本通った声せい調ちよう。絶対的な説得力を持った、浮うき世よ離ばなれした物もの言いいだった。

「……何を言い出すかと思えば……確かに、以前の俺では勝てなかっただろう。然し今は違う！　新たなる力に全身が戦慄わなないている――社長がくれた力だ。社長は夢魅の、俺達兄妹きようだいの永遠の幸福なる生活を約束してくれた。勅ちよく命めいとあらば、神にも惡魔にも為なろう！　ただ〈ヘヴンズゲイト〉筆頭傭兵として、其の責せき務む全まつとうするのみよ……そして、その最初の仕事として撰択えらばれたのがンンアア、貴様に死を与える事――そう、其れだけ、たった其れだけの事」

　我聞は己おのが魂たましいを奮ふん起きさす様に語った。

　然し凍いてつく炎えん熱ねつの心しん機き纏まとうンンアアは、其の温度を変えない。

「強さは、求めても手に入らない……」

「……なに？」

　ぼそり、と呟つぶやく様にンンアアの口から零こぼれた其れは、然し明めい瞭りように我聞の耳じ朶だを打ち、強く脳のう内ないに反はん響きようした。

「欲ほつし、他人から分け与えられた様な物は強さではない」

「何だと……」

「追えば追うほど、其れは指の隙間から擦り抜けて行く」

「何が言いたい！」

「強さは追い詰められて手にする物だ。救いも慈いつくしみも無い最さい果はて、極きよく限げんの枯こ渇かつの只ただ中なかで、不意に湧き上がって来る物。逼ひつ迫ぱくした切せつ実じつさに喰くい殺ころされそうになった時、初めて其の姿を現す……」

　ンンアアが俯うつむいて語った。

「必要の無い者に強さは降りて来ない。真しんの絶ぜつ望ぼうだけが、其れを、生うみ得うる」

　ゆっくりと、歩き出す。

「我聞、お前の強さは生なま半はん可かだ。誰かを守る為の力など本当の強さでは無い」

　我聞が戦せん慄りつした。ンンアアが息苦しいまでの魔ま氣きを纏まとっている。

「余よ裕ゆうや虚こ空くう、隙すき間まが有ってはならない。只ただ濃のう密みつに、鬱うつ蒼そうと、無む尽じん蔵ぞうの、生命せいへの渇かつ望ぼうと、死しへの忌き避ひから生せい成せいされ得うる物。それが、強さ」

　揺ゆらりと頭こうべを擡もたげ、目を見開く。

　双そう眸ぼうは澱よどんだ緋あか。

　奪うばって来た血と、自みずから零こぼした血、そして、此これから奪うばう血の全てを。

　其の全ての緋ひ色いろを、其の眼まなこと魂たましいに焼き付ける覚かく悟ごは出来ていると――そんな瞳ひとみだ。

「戯ざれ言ごとを……貴様の強さは生せいへの飢き餓がに起き因いんしていたと言う訳か。自じ己こ以い外がい何なに者ものをも顧かえりみないとは失しつ望ぼうさせられたぞ。俺が〈死神ザナトス〉で良かった……引いん導どうをくれてやる。鬼き籍せきに入いれ」

　対たい峙じする二人は軈やがて黙もだし、呼吸を、鎮しずめた。

　長らく行動を共にしてきた二人だった。物もの心ごころ着ついた時から、何い時つでもンンアアと我聞、夢魅は一緒だった。三人は孤こ児じだったが、家族宛さながらに過ごし、ンンアアと我聞は自みずからを生かす為、そして夢魅を守る為に強くなった。

　同じ風呂に入り、同じ泥どろ飯めしを喰らい、同じ未来を夢見た。

　そんな、同どう胞ほうとでも言うべき二人が、互いに劔けんを抜き、今いま将まさに衝しよう突とつしようとしている。

　相棒と相棒が、同時に、動く。

「「うををををををををををををををををを！」」

　一いつ刹せつ那なで二十ルードマもの距離を零ゼロにし、刃やいばと刃やいばを激げき衝しようさせた。

〈懊おう悩のうするサングヱ〉と〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉がＸの形で交こう錯さく、其の接せつ触しよく部ぶから火ひの華はなが咲さく。

「貴様キサマと殺やれると想うとゾクゾクする。イイ声で哭ないてくれよ」

「生あい憎にくだが、鬼き籍せきに入いるのはお前だ」







　ノヱミアは階段を駆け抜けた。

　昇り切った先には扉、壁には【ⅩⅣ】の刻こく印いん。少しの逡しゆん巡じゆん見せるも勢い其その儘ままに開け放つ。

「ようこそ」

　出迎えたのは、穏やかな声。

「御待ちしておりましたよ、ノヱミア卿きよう――ノヱミア・想座ソウザ・アヤフアスカ」

「え……」

　自らの諱いみな――一いち属ぞくの者ものにだけ伝でん承しようされる名前――が口にされた事に嫌けん魘えんの念を覚えるより先、驚きよう愕がくする。声の主は司し教きよう衣えの男。

　ノヱミアを瞠どう目もくさせたのは、其の余りに巨おおきく畸きつ怪かいな司教冠ミトラ。

　濡ぬらりと鈍にぶく光る材質。能よく視みれば其それは活いきた鱗うろこの様で、全ぜん容ようは鯰なまずか深しん海かい魚ざかな、竜に見えなくもない。司教の頭部を丸まる呑のむ、其その濡ぬれる扁へん形けい動どう物ぶつに似た異い界かい的てき形けい態たいの司教冠ミトラは猟りよう奇き的てきと言うより他ほか無なく、彼の視界は完全に遮しや蔽へいされていた。口元が動くのだけが窺うかがえ、幽かそけし微笑ほほえみを浮かべている。

「現在二十五時二十五分……〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉に依よる啓けい示じでは二十五時二十二分でしたが、許きよ容よう範はん囲い内ないの誤ご差さでしょう」

「あなたは……」

　能よく能よく見れば其の部屋には無数の書しよ架かが濫らん立りつ、収納おさまり切きらなかったのか、夥おびただしい数の書しよ物もつが部屋中に散さん逸いつしている。

　書物達は堆うずたかく積せき層そうされ、崩ほう落らく、床に散さん乱らん。

　書物の海うな原ばらの様よう相そうを呈ていした室内は昏くらく、部屋の奥おく処がが如ど何うなっているのか窺うかがい知しる事も出来ない。其その叡えい智ちで充満みちた海うな原ばらは、闇あん黒こくの彼方かなた無む限げんに拡ひろがっている様に思える。

　蔵ぞう書しよ室しつと呼こ称しようするには甚はなはだ異い様ような光景であった。

　此この建造物ビルヂング――〈斜しや塔とうメテヲラ〉は、最さい上じよう十四階の、無む尽じん蔵ぞうの書しよ物もつ群ぐんの超重量で傾けい斜しやしているのだと知れた。

「私わたくしはアリギヱリと申す者。実は私と貴女あなたとはそう遠くない血けつ縁えんの関係に有る」

「…………！」

　ノヱミアは司教――アリギヱリの言っている意味を良く理解出来ないで、唯ただ話の続きに耳を遣やる。

「貴女あなたが今大事そうに抱えている其れ――〈追憶柩典ミンネスルンド〉は、私の此この〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉の〈枝書チルドレン〉なのです。同じ〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉と呼ばれる書しよ物もつ群ぐんの〈枝書フアミリア〉なのです」

「……だから……何、だと……言うのです」

　ノヱミアは怯おびえていた。

　怯えてはいたものの、然しかし明めい瞭りように、敵てき意いを顕けん示じした。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言わせて頂くと、其方そちらを、譲ゆずって頂いただきたい。否いな、譲って頂かなくては困る」

「何、ですって……」

　ノヱミアは乳ち房ぶさの前、〈追憶柩典ミンネスルンド〉を両の腕で強く抱ほう擁ようした。

「私と、私の同どう胞ほう達たちは世界の救きゆう済さいの為、総すべての人ひとの魂たましいの平へい穏おんの為、〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉を回かい収しゆうする作業に当たっています」

「世界を……救済する、ですって……？」

　ノヱミアが眉まゆ根ねを顰ひそめる。

「其の通り。我わが眷けん属ぞくと、〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉の力ちからを以もつてすれば其れが可能になるのです。――〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉は貴女あなたも御ご存ぞん知じでしょう？」

〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉が発はつ生せいしたのはノヱミアの誕たん生じよう前まえだが、勿もち論ろん此この星ほし――〈惑わく星せいシギュン〉に生き営いとなむ者で其その禍まがしき大だい厄やく災さいの名を知らぬ者は居ない。

「〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉は〈呻しん星せいシン〉の〈惑わく星せいシギュン〉への超ちよう接せつ近きんに依よって齎もたらされます。

〈呻しん星せいシン〉の公こう転てん軌き道どうは特とく異いですが〈惑星シギュン〉に超接近するのは凡およそ六百六十年に一度」

　饒じよう舌ぜつに談だんずるアリギヱリ、昂たかぶっている様だった。ノヱミアは睨にらみ据すえ、黙もだして聴きく。

「六百六十年毎ごとに斯か様ような大だい厄やく災さいに見み舞まわれていては我われ我われ人じん類るい繁はん栄えいする物も繁はん栄えいしません。其そ処こで提てい案あんされたのが〈呻しん星せいシン〉の公こう転てん周しゆう期きの自由操作コントロール」

「……！」

「〈呻しん星せいシン〉の公こう転てん周しゆう期きを掌しよう握あくする事が出来れば〈呻星シン〉を此この星ほし〈惑星シギュン〉に近ちか付づけさせなくする事が出来る。そうすればもう我我は〈呻星の聖瞋燔デイヱス・イレ〉なんて災さい厄やくに頭あたま煩わずらわされる事も無い」

〈星動操作スターコントロール〉――ノヱミアの一いち属ぞくにも口く伝でんされて来た逸いつ話わではあった。然しかし其その様な神かみの所しよ業ぎようめいた事――否いな、背はい神しん行こう為いが可能だというのか。

「此こ処こまで聴けば察さつしが付きますか。〈呻星シン〉の公転周期の自由操作コントロール――其それこそが書しよ物もつ群ぐん〈神槃の七十典セプトウ・アギンダ〉の全ぜん回かい収しゆうに依よって可能になる事です」

「……」

　沈ちん黙もく堅けん持じするノヱミア。黙もくする事の価か値ちと貴たつときとを知っている様だった。

「素晴らしい事だとは思いませんか？　裕ゆたかな者もの、貧まずしい者……病やめる者に健すこやかなる者、愚ぐ者しやに美び人じんに刀かたな鍛か冶じに枢すう機き卿きよう、几熾シユヴアリヱと戯厶デイアズポラ、権けん威い者しやに同どう性せい愛あい者しや、赤あか子ご、死し罪ざい者しやに至いたるまで……遍あまねく凡すべての〈摂取者と非摂取者ひと〉の魂魄たましいが救済されるのです。貴女あなたには現在いま其その〈追憶柩典ミンネスルンド〉を私に献けん上じようする責せき務むが有り、私には其れを所しよ有ゆうする権けん利りが有る。さあ、御お寄よ越こしなさい」

　アリギヱリが恭うやうやしい挙きよ動どうで掌てのひらを差し出す。然しかし――

「いや……です……」

「……なに？」

　アリギヱリの口元、瞭あきらかに其その口こう角かくに苛いら立だちの色しき相そうを帯おびるのが解わかる。

「私が検けん案あんしているのは壮そう大だいなる神かみの所しよ業ぎようなのですよ？　貴女あなた一人の私し情じようで世界を破は滅めつへと導みちびいてしまって良いというのですか？」

　アリギヱリの語ご調ちようは幾いく分ぶんか強つよめられていた。最さい前ぜん迄までの彼の行動から鑑かんがみて、其それは非常に希け有うな事じ例れいであると言えた。

「いや、です。〈讃美靈歌ミンネザング〉は幾いく度どとなく私を助けてくれました……そして、私の周囲まわりに居る人達を……。これからも、此この目に映る人ひと人びとの為……多くなくても良い、私の、大切な、皆みんなの為に、此の〈追憶柩典ミンネスルンド〉は必要なんです！　だから、あなたに差し出すなんていや！　それに〈追憶柩典ミンネスルンド〉は御祖母様おばあさまの形かた見み……私が死ぬまで守り続ける！」

　ノヱミアは其の大おお粒つぶの瞳ひとみ一杯に泪なみだを湛たたえ、一いつ層そう強つよく〈追憶柩典ミンネスルンド〉を抱き締めた。

「……同じ〈司書眷属アポカリプテイカ〉の血を引きながら斯か様ようにも愚かとは……。眷けん属ぞくの出で来き損そこないめ、死して其その愚ぐ慮りよを改あらためるが良い」

「きゃああっっっ」

　アリギヱリは上半身は静止したまま、暴ぼう虐ぎやくな蹴けりを見み舞まった。長い司し教きよう衣えに隠れていた脚あしは意外にも長く逞たくましく、ノヱミアの頬ほおを蹴け破やぶり、身体からだを宙ちゆうに浮かせた。

「残念だよノヱミア卿きよう。貴女あなたにも〈普遍のラグランジ樂園ユポイント〉の光こう景けいを見せて差さし上あげたかった」

　吹っ飛んだ後、頽くずおれ、吐と血けつしたノヱミアは、其れでも尚なお強つよく、奥おく歯ば軋きしらせ、アリギヱリを睨にらみ付つけた。其の口くち許もとから滴したたった鮮血の下には掌てのひらから零こぼれ落おちた〈追憶柩典ミンネスルンド〉が有って、吹き飛ばされて開ひらかれた頁ページの紙し面めんを緋あかく汚よごしていた。

「〈普遍のラグランジ樂園ユポイント〉ですって……そんなの嘘。書物ほんを集めて、其それで、何に成なるっていうの？　総すべての人の魂を救うだなんて、そんな全ぜん能のうの神様なんて居やしない……私達人間は、日ひ日びの営いとなみから小さな幸せを見つけて、そうやって生きてきたの。御祖母様おばあさまが言っていたわ……〈讃美靈歌ミンネザング〉は人ひと人びとを救いもするが誡いましめもする……其の力に決して溺おぼれてはならないって……そうやって身を滅ほろぼしてきた大人達を何人も見て来たって……」

「〈書しよ〉に使われてはならん。〈書しよ〉を使うのだ。矮わい小しような愚ぐ物ぶつ共どもは身みに余あまる力ちからを御ぎよしたがるが、我わが眷けん属ぞくは撰えらばれし血けつ統とうなのだよ。何を畏おそれる事があろう？」

「あなたは何も解っていない……如ど何うして神様みたいに為なろうとするの？……あなたは、惡魔だわ。だから強過ぎる力を欲ほつするのね。私とあなたの間にどんな血の繋つながりが有るかは知らないけれど、私にも……此この、躰からだの中にも、あなたと同じ血が流れているのなら、そんな恐ろしい血、絶たやしてしまった方が良いい！」

　ノヱミアは哀かなしみに溢あふれ、泪なみだ零こぼし――然しかし聖きよらかに、自らの意志を表明した。

「良いい覚かく悟ごだ。賢けん明めいな選せん択たくは死しして後のち、煉れん獄ごくの審しん官かんどもの評価を高めるかもしれんぞ？　ククッ」

　司教冠ミトラの下に下げ卑びた薄うす笑わらい浮かべ、アリギヱリは司し教きよう衣えの内うちから短たん劔けんを抜き出した。

「〈聖せい劔けんグラディヲウラス〉。私が十六の時じ分ぶん、眼がん球きゆうを刳くり抜ぬくのに使った儀ぎ式しき用ようの灼あらたかな物だ。痛くない様に一ひと刺さしで逝いかせてやろう」

――――御お兄にい様さま、ノヱミアも今から、参りますわ……御待ちになって下さいまし…………ヱクレシヤさん、我聞さん…………ンンアアさん――――

　ノヱミアは顔を伏せて俯うつむき、祈いのりを捧ささげた。其その顔の下では開ひらかれた〈追憶柩典ミンネスルンド〉が、未いまだ止やまない口こう腔こうからの出しゆつ血けつによって其の身を緋あかく染めている。

「さよならだ。来らい世せではもう少し智ち慧えを付けるんだな」

　ノヱミアはそっと、其の無む垢くな瞳ひとみに目ま蓋ぶたを降おろした。

――――其の瞬間、ひとすじの泪なみだがノヱミアの瞳から零こぼれ墜おちる。

　泪はまっすぐに墜おちて、下に有った血ち塗まみれの〈追憶柩典ミンネスルンド〉の頁ページを僅わずかに、濡ぬらした。

「な……に……」

　アリギヱリが訝いぶかしげに声を放はなつ。

　見れば彼の持つ短たん劔けんは既すでに振り下ろされていたが、――奇妙な事に、蹲うずくまるノヱミアの背せ中なかの表面、薄うす皮かわ一枚の所で静止していた。いや、正確には静止させられていた。

「何故だ……此これ以上刺ささらん。いや、其それ以前に腕が……身体からだが、動かん」

　アリギヱリは身み動じろぎしようとする表情を見せるが、実際には其の身体は動く事が出来ていない。歯を喰い縛り、顔面を真っ赤に染めながらそれでも尚なお動こうとする。

「何が、起きたと、いうのだ……くそっ」

　ノヱミアは我が身に何なに事ごとも起こらない事を訝いぶかしく思いゆっくりと……其の、両の瞳ひとみを、開いた。

「これは……」

　泪なみだで滲にじんだノヱミアの視界に入ったのは、晄ひかり放はなつ〈追憶柩典ミンネスルンド〉――。

　開かれた〈追憶柩典ミンネスルンド〉の、淡あわく発はつ光こうする頁ページ。

　直ちよく前ぜん目にした其の頁ページはノヱミア自身の鮮血に染まり、緋ひ色いろに塗まみれている筈はずだった。

　然しかし今ノヱミアが目にしている其れは、淡あわい碧あをの虹こう霓げいを放はなち、明めい瞭りように、精せい緻ちな文も字じ列れつを示しめし顕あらわしている。

　能よく見れば、其の呪まじないめいた文字列の上に泪なみだが、奔はしった跡あとが有る――

「まさか……泪が……」

　ノヱミアは信じられないといった様子でゆっくりと動き出す。

　顔を上げ、そっと、〈追憶柩典ミンネスルンド〉を其の手に取った。

「御祖母様おばあさまが言ってた……一いち属ぞくの者でも容よう易いには詠よめない詩うたが有るって、指で触れるだけでは駄目なんだって……其の詩うたは優やさしさで、慈いつくしみで詠よむんだって……此この事だったのね、御祖母様おばあさま、私の泪が、此の〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠よんだのね……」

「泪なみだで……詠よむ、だと？　ふざけるな、そんな〈書〉の伝承は聞いた事が無い！」

　アリギヱリは未いまだ表情かおだけで地じ多た馬ば多たしている。ノヱミアは最も早はや彼の事など気に掛ける様子も無い。

「ありがとう、御祖母様おばあさま、御ご神しん祖そ様さま……私を、守ってくれているのね……私、たたかうわ。此この書物ほんを守り、共に、生きて行く。其れが私達一いち属ぞくの背負う業ごうなのね。私、〈讃美靈歌ミンネザング〉を詠うたい続ける。此この目に映る人ひと人びとをしあわせに、笑顔にしてみせる」

　言ってノヱミアは爽そう然ぜんと立ち上がった。

　双そう瞳どうの深しん奥おうには聖せい霊れいを宿やどした様な〈意い思し〉が顕あらわれていた。

　最さい前ぜん迄までの可か憐れんで聡そう明めいなだけの少女の物とは瞭あきらかに様子を異いにする其それは、まるで彼女の血けつ属ぞく全員分の思し念ねんを集しゆう約やくしたみたいな、怨おん念ねんじみた畏おそれさえ纏まとっていた。

「あなたは……許せない……あなたの様な人が世界を救きゆう済さい出来るとは、私には思えない。あなたが取とり返かえしのつかない過あやまちを犯す前に、私が、此の手を血で染めるわ……我わが一いち属ぞくの瞋いかりを、〈書〉を愚ぐ弄ろうする事の罪つみ深ぶかきを、御お知しりなさい」

「馬鹿を言え……我が血けつ属ぞくこそが唯ゆい一いつにして正せい統とうな〈書〉を司つかさどる眷けん属ぞくなのだ！　貴様ら〈枝属チルドレン〉こそが下げ賤せんなのだと何な故ぜ悟さとらない！」

　瞋いかれる〈識しき喰じき〉アリギヱリは極限まで力ちから籠こめて息いきみ、破裂してしまいそうな程に顔面を紅こう潮ちようさせていた。それでも矢張りもう二度と其その身躰からだが動く事は無かった。

「……ならあなたの遠い昔の御神祖様が〈書〉の使い方を間違えたのね。傲おごりと俗ぞく欲よくとがあなたの一いち属ぞくを堕だ落らくさせたのよ。さぁ、もういいでしょう……あなたは煩うるさくて敵かなわない、御お眠ねむりになって……」

　言うとノヱミアは悲しい顔をして、儚はかなげなひとすじの泪なみだを降ふらせた。

　泪なみだは〈追憶柩典ミンネスルンド〉に吸い込まれ、駆かけ巡めぐり、其の文字ひとつひとつに生命いのちを、与えた。

　彼女の無む垢くな嘆なげきが禁きん断だんの忌いみ詩うたを詠うたう。

「――神かみ神がみよ　眩くるめく三さん千ぜん世せ界かいの貴たつとき叡えい智ち者しや達たちよ

　　　贖あがないの時は来た

　　　今ひとたび汝なんじ等らの聖意みこころ　朕ちんに示しめし賜たまえ――」




§ヱダム・ニル・ッッツァッツォ・アンア・ディヴルヲルガム§

§ヱヴル・ナル・イディン・ヲヲンン・ワリュテェメギストス§




〈ヱダム書醍だい六ろく十じゆう九きゆう典てん三さん十じゆう三さん柱ちゆう　まねかれざるもの〉




「此の詩うたで詠よまれているのは屹度きつと最もつとも禍まが禍まがしい、最も知ってはいけない神の一人ひとりだわ……でももう後あと戻もどりは出来ない。あなたは真に閉ざされた闇あん黒こくの深しん淵えんに葬ほうむられるの」

「な……」

　ノヱミアが不ふ吉きつな箴しん言げんを告つげる。

　すると突然、身み動じろぎ出来ないアリギヱリの足あし下もとから、黒い腕が伸びてきた。

「うわあああなんだこいつはああああああ」

　其の腕はやわらかで艶なまめかしく、色いろ気けさえ湛たたえてアリギヱリの脚あしを這はい登のぼった。

　何本も何本も、生はえては這はい、這っては登る。膨ぼう張ちようし、増ぞう殖しよくし続つづける其の昏くらい陰かげから生まれた腕は、アリギヱリの全身を愛あい撫ぶするように弄もてあそび、蹂じゆう躙りんした。

「ああああああああああああああああああ」

　闇やみ色いろの触しよく手しゆは無む尽じんに産さん生せいされ侵しん蝕しよくを謳おう歌かする。軈やがてアリギヱリは其の全身を黒くろ一いつ色しよくに染めると、其の黒の中で悶もだえ、のた打ち回った。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッッッッッッッ！」

　アリギヱリは終ついぞ顔がん面めんだけになった。司教冠ミトラが捲まくれ、露あらわになる眼がん球きゆうの欠けつ損そんした虚きよ眸ぼう。黯くろく潰つぶれた虚きよ眸ぼう剥むき、死し靈りようが呪じゆ詛そする様に最さい終しゆうの預よ言げんを告つげる。

「――――われわれハ、トまらナイ……舟ふねは、すデに、解かい纜らんシた……櫂かいは、まだ十と、一本あル……神かみノ聖意みこころに叛はん逆ぎやくシたコト、必ズ、後こう悔かいスる事にナろウ……カナラヅ――――」

　陰かげは標的を喰くらい尽つくし、其の亡なき骸がらも御み靈たまも、永えい遠えんの闇やみを構こう成せいする、輪りん郭かくすら持たない昏くらい陰かげの断だん片ぺんにしか為ならなかった。

　そうして餌えさ――アリギヱリを喰くらい尽つくした忌いみ影かげは徐徐に其の闇やみ色いろを薄め、周囲に四し散さんする様に溶とけ逝ゆく。微び細さいな粒りゆう子しとなり、軈やがて蔵ぞう書しよ室しつの空気中に霧む消しようしていった。

　ノヱミアは半なかば忘ぼう我がして、其の様子をただ視し覚かくしていた。

「御祖母様おばあさま、御お兄にい様さま……私、やったわ。一人ひとりで闘ったの。〈讃美靈歌ミンネザング〉が、皆みんなが、守ってくれた……。私、闘うわ……一いち属ぞくの事を、誇ほこりに思うから。皆みんなの、笑顔が見たいから……だから、御お願ねがい。見守っていて……」

　ノヱミアは言うと、其の場に頽くずおれた。

　時に〈讃美靈歌ミンネザング〉に封ふうじられた御み靈たまは、詠よむ者ものの生せい命めいをも消しよう耗もうさせる。

〈まねかれざるもの〉の禍まが禍まがしき呪じゆ力りよくは、ノヱミアの魂魄たましい一ひとつ喰くらい尽つくすのには十分だった。

　昏くらい蔵書室で少女が一人、静せい寂じやくに包つつまれ頽くずおれた。







十二章　Phantasmagoria







「――〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅨきゆう拭しき・戯げ審しん絶ぜつ乖かい殲せん〉」

「――〈死に至デツドヱンドる悲愴・ミゼラヴル〉」

　秘ひ刃じんが放はなたれ、奥おう儀ぎが其れを受ける。応おう酬しゆうする絶ぜつ技ぎと絶ぜつ技ぎ。劔けん戟げきは苛か烈れつを極きわめた。

　劔けんと劔けんが舞まい、交こう錯さくし、衝しよう撃げきする。時ときに互たがいの膚はだを斬り、肉を抉えぐった。

　骨ほねを断たち、臓ぞう腑ふを攀よじる必ひつ滅めつの一撃も有った。血が迸ほとばしり、二人の躰からだを緋ひに染める。

「ンンアアよ憶おぼえているか」

　大ふと腿ももから血の帯おびを引き奔はしる我聞が言う。

　ンンアアは応こたえず劔けんを振るった。劔けん持もつ腕かいなの上じよう膊はくから血けつ霧むが撒まかれる。

「餓ガ鬼キの頃の俺達は、麺麭パン一つ盗ぬすむのに死しに物もの狂ぐるいだったな」

　ンンアアの斬きり墜おとしと我聞の横よこ薙なぎとが凄せい絶ぜつに激げき突とつし、焔ほむら舞まう。

「オマエは俺よりも強くて、既に一人で生きられる程に逞たくましかった」

　劔と劔の激突が超ちよう衝しよう撃げきを生み、二人の躰からだは弾はじける様に後方へ吹き飛ぶ。

「麺麭パン一つしか盗めなかった日は夢魅ユメミに、二つしか盗めなかった日は俺おれ達たち兄妹きようだいに、其れをくれたな」

　互いに吹き飛ばされるも、空中で巧うまく体勢を立て直す二人。着地の瞬間また直ぐに奔はしり出だし、互いに次の攻こう機きを窺うかがう。

「偶たまに三つ盗めると、三人一緒に笑いながら食べた」

　疾しつ駆くしては劔けん撃げきに転てんじ、衝しよう突とつしてはまた疾しつ駆くする。

「俺にとってはあの瞬間こそが何よりの幸こう福ふくだったよ」

　二人が駆ける度、零こぼれる血けつ流りゆうが空くうを泳およぎ、床に墜おちた。

「盗む度たび追われ、捕まっては半殺リンチにされたっけな」

　両者の攻撃ヒツト＆離脱アウヱイは今や一定の律動リズムで織おり成なされていた。

「強いオマエが俺を庇かばう事もあったが、其れでも矢張り大人達には抗あらがえなかった」

　二人の呼吸はまるで呼こ応おうしていて、其の営いとなみは永えい久きゆうに続くとさえ思われる。

「オマエの顔には青あお痣あざが絶たえなかったし、俺も血ち反へ吐どが止まらなかった」

　ンンアアは一言も発さず、然しかし其その律りつ動どうを乱みだそうともしなかった。

「だが其その度たび、強くなった。懐かしいな」

　我聞は口の端はを微かすかに歪ゆがめるも、狂きよう光こう躍おどる爛らん爛らんとした獸じゆう瞳どうに変化は無い。

「師し匠しようは元気にしているだろうか」

　新たな話題の提供にも、ンンアアは然さしたる反応を示さない。

「正せい統とうな体たい系けい劔けん術じゆつの習しゆう得とくが、俺達を劇げき的てきに強くさせたんだ」

　薔ば薇らの大たい輪りんを黝くろい絨じゆう毯たんの上に描えがく二人の鮮せん血けつ、然しかし、

「思えばオマエが俺に劔けんを学ばせたのが、オマエ自身の破は滅めつを招まねく種たねと生なった訳だ」

　疾はしる脚あしも劔けん繰くる腕うでも、衰おとろえを見せる事は無かった。

「皆かい伝でんの弟てい徒と二人が殺し合っていると知れたなら、師匠あのひとは悲しむだろうかな」

　寧むしろ失しつ血けつ量りように比ひ例れいして、力強さは増ぞう幅ふくされていく様だった。

「御お陰かげで俺は〈死神ザナトス〉とまで呼ばれる程に為なったさ」

　定律動リズムと昔むかし語がたりが二人を高こう揚ようさせ、嘗かつて無い力を湧き上がらせていた。

「そして終ついぞ、オマエを屠ほふる力を手にするに至ったのだ」

　弧こを描えがき奔はしる二人の緋ひ黒こくの残ざん像ぞうが部屋の中央へと徐徐に惹ひき寄よせられる。

　影さえも斬り刻む様な速く鋭い疾しつ駆く。其れは不ふ可か避ひの最さい大だい衝しよう突とつを予よ言げんし、そして矢張り、まるで示しめし合あわせた様、二人の渾こん身しんの袈け裟さ斬ぎりが同時に振ふり墜おとされた。

「「ヲヲヲヲオオオォォォッッッッッッッッッッ！」」

　彗すい星せいの如ごとき速そく度どと熱ねつ量りようを以もつて相そう剋こくした二人は、互たがいの胴どうを斬り抜き、有あり余あまる慣かん性せい質しつ量りようで広間の両りよう端たんまで滑すべり進むと、其そ処こで漸ようやく静止した。

　静せい寂じやくが数すう刻こく、広間を支配する――然し其れは、長くは続かなかった。

「――う、ぐふぁっっ……」

「――ハハハハッ、薄うす皮かわ一いち枚まい俺が速かった様だな！」

　ンンアアが血を噴ふく。口くち許もとを押さえるが、左の脇わき腹ばらからも出血している。襟服シヤツを緋ひに染そめ、滲にじんだ鮮せん血けつが雫しずくと生なって零こぼれた。

「悪くないぞ、キサマの肉の斬きり心ごこ地ち」

　大おお仰ぎように振り返り、頽くずおれるンンアアを睥へい睨げいする我聞。

「粉こな雪ゆきの様に滑すべらかな皮ひ膚ふと内側に孕はらんだ強きよう靭じんな筋きん繊せん維いを、プつりと断ち斬る瞬間の感覚が実に甘かん美びだった」

　歓喜の笑みを湛たたえ、悍おぞましく歩み寄る。

「思えばキサマを斬るのは初めての事、癖くせに成なりそうだよ」

　劔けんを空くうに薙なぎ、血を払う。刃やいばに滴したたるンンアアの血ち汁じるの滓かすを、美び味みそうに舐なめ回まわした。

「〈長ちよう曾そ我か部べ是これ護もり〉の感触は如ど何うだ」

　刀とう身しん全体を万まん遍べん無なく舐なめ尽つくすと、再び悠ゆう然ぜんと歩ほを進める。舌が斬れたのだろう、緋ひ血けつが唇くちびるを濡ぬらしている。

「未だ未だたっぷりと嬲なぶってやる。些ちと乱暴に為るかもしれんがな」

　次の瞬間歩みは飛翔に変わり数すう瞬しゆんでンンアアを致ち死し圏けんに捉とらえた。血と涎よだれが滴したたる銀ぎんの長刀が、蛞蝓なめくじの這はい跡あとの様な濡ぬら濡ぬらとした厭いやらしい輝きを放ってンンアアに迫り来る。

　ンンアアは反応するも身躰からだが追い付かず、満足の行く跳ちよう躍やくが出来ない。

　腹を斬られ丹たん田でんに力が入らない上、片かた腕うでを止し血けつの為ために用もちいているとあっては当然か。

「ぐっ……」

〈長曾我部是護〉による横薙ぎの一閃に、跳び掛けた右足首を斬られ、墜つい落らく、床を転ころげ、全身を強く撲ぼくした。何とか顔を上げ無ぶ様ざまにも劔を構えるが、片かた膝ひざ立だちでしか立てない。

「脆もろいなンンアア。キサマが此この程度とは、俺は些いささか悲しいぞ」

　振り返り、頽くずおれるンンアアを憐あわれむ。

「何い時つもお前は俺より前にいた……何い時つだって俺はお前の背中を追い掛けていたんだ」

　幾いく度ども幾いく度ども空くうに劔けん薙なぎ、血を払いながら歩あゆむ。

「然し俺は知らぬ間に、貴様でさえ征せい服ふくし得なかった高たかみへと到とう達たつしてしまったようだ。……否いや、然しかし未まだ足りない……何ど処こまでも上昇のぼろう。〈樂らく園えんへの階かい梯てい〉を昇り詰め、雲うん上じように座し、神かみ神がみの傍かたわらで、夢魅と二人幸福の内に暮らすのだ」

　我聞は〈長曾我部是護〉を乱らん舞ぶ。空を斬る妖刀が不ふ穏おんな銀ぎんの残ざん影えいを描えがき軈やがて止まる。

「終らない殺さつ戮りくの日ひ日びと凌りよう辱じよくの記き憶おくの残ざん創そうが俺に見み出いださせた精せい髄ずいだ、受けろ」

　我聞が大きく一つ息を吐いた。〈長曾我部是護〉を右みぎ掌てに、逆さか手てで持ち、左ひだり掌ては、標的の頭部を鷲わし掴づかむよう禍まがしく開いて前方に突き出す。

「〈死に至デツドヱンド・る絶望デスペランザ〉――――墜ちろ！」

　其それは一いつ刹せつ那な。

　一刹那で奔はしる斬ざん影えいと為なった我聞がンンアアの顔面を鷲わし掴づかみ、高たか高だかと持ち掲げ、腹を斬り裂き、肉を穿うがった。

　我聞の掌てのひらの瘡きずからは緋ひ血けつが滴したたり堕おちていた。ンンアアは余よ程ほど咽喉のどが渇かわいていたのか、蟀谷こめかみを鷲わし掴づかみにされながらも其その我聞の掌の鮮血を吸う様にして、死しに物もの狂ぐるいで啜すすり飲のんだ。

「未まだ動くかッ！」

　我聞はンンアアの臓ぞう腑ふ躙にじる様よう、暴ぼう虐ぎやくに前方へと衝つき蹴ける。

　蹴しゆう撃げきは鴉からすが屍し肉にくを啄ついばむのに似て凄せい烈れつで、容よう赦しやが無かった。

　蹴り飛ばされたンンアアは広間の果はて迄まで飛び、砕くだけ、堕おち、頽くずおれる。

　襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きん宛さながらに嬲なぶられ、見る影も無い。

　ンンアアが声を上げる事は無かった。
















◇
















「――――――――――――――――――――――――――――――――――――母さん」

　幻ゆめをみていた

「かあさん」

　いつからだろう〈幻覚症状ハルシネイシヨン〉に苛さいなまれるようになったのは

「かあさん」

　なにもない

「かあさん」

　まっしろい　ひかりのせかい　まぶしい

「かあさんどこだい」

　かあさんはこたえない

「かあさんかおみせてよ」

　かあさんがいない

「かあさんぼくつよくなったよ」

　あいつらだってやっつけたんだ

「でてきておくれよ」

　もうだいじょうぶだから

「ぼくがまもってみせるよ」

　だからおねがいだよ

「しあわせにくらそう」

　もうこわいひともいないよ

「かあさん」

　でてきてくれないよね

「かあさん」

　かあさんはいなくなっちゃったんだ

「かあさん」

　あのときにすべておわったんだ

「ぼくは」

　ぼくはどうしよう

「ぼくはながくいきられないんだ」

　ひとのにくがたべられないから

「かあさんのせいなの？」

　ぼくはかまわないよ

「かあさんがおこっているの？」

　ぼくだってあいつらとおなじにくなんてたべたくない

「ぼくがかあさんのぶんまでいきなくちゃね」

　かあさんのために

「ぼくがんばるよ」

　ぼくじしんのためにも

「だれよりもながいきしてしあわせになってみせる」

　そう　だれよりも

「――――――――――――――――――――――――――――――――――生きてやる」




　母さんの分まで―――――――――――――――――――――――――――――――
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「嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔嘔ッッッ」

「…………！」

　異変。

　我聞は驚愕する。

　頭ず蓋がいを砕さい壊かいし臓ぞう腑ふを蹂じゆう躙りんしてやった筈の人間が雄お叫たけび、咆ほう哮こうした。

「な……何だと、言うのだ」

　眼がん前ぜんの譎けつ奇きな光景に刮かつ目もくする。

「〈死に至デツドヱンド・る絶望デスペランザ〉は全身を遍あまねく破は潰かいする必ひつ滅めつの神しん髄ずい。奴を完全に捉とらえ沈黙させた筈……其れが何故、否いや、そんな事よりも……」

「區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區區ッッッ」

　失しつ神しん状じよう態たいから突とつ如じよ覚かく醒せいしたンンアアは、瞭あきらかに様よう子すが変異おかしかった。

　先まず目に入るのは頭とう髪はつ。

　臀でん部ぶの辺りまで長なが長ながと生はえ伸のび、天も地も東も西も無く、有りと有らゆる方向に檄げき的てきに四し散さんしている。夥おびただしい堅けん剛ごうな直ちよく毛もうが、針はり鼠ねずみ宛さながら爆はぜる様な形影シルヱツトを象かたどっていた。

　双そう瞳どうは爛らん爛らんと真まつ紅くれないに躍おどり、異常に発達した犬けん歯しが餌えさを手た繰ぐる様歯は茎ぐきから萌もえ出いずる。

　そして、何より――――。

「……此この声、何なんだ……此奴こいつ一体、何を――」

　獸けもの――嘗かつてンンアアだった此この異い形ぎようの刹せつ鬼きは、怨えん嗟さの如ごとく哭なき呻わめいている。

　怨えん嗟さは然し、覚かく醒せいの悦楽よろこびに戦慄わなないている様にも見えた。

　活動いきている事――生命せいを享うけた事に歓かん喜きしている様な慟どう哭こくだった。

「噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐噐ッッッ」

「……！」

　肉にく色いろの歯し齦ぎんを剥むき出だし天てん仰あおぎ嘶いななく。其の旋せん律りつは獰どう悪あくな肉食獣の獅し子し吼くの様でもあり悲ひ恋れんに咽むせぶ閻えん魔ま蟋こお蟀ろぎの哥うたの様でもあった。

　そして何より、人間が嘆なげき喘あえいでいる憐れん憫びんを孕はらんでいた。

「鬼おににでも囚とらわれたか……其それとも、予かねてより人じん外がいの修しゆ羅らだったと？」

　自らの秘ひ中ちゆうの秘ひが敵の正せい鵠こくを射得いえなかった事よりも、元もと相あい棒ぼうの変へん貌ぼうぶりに我聞は慄おののく。

「……ふフ。ふはハははハ！　俺が長ながらく誼よしみを結んで来た同どう胞ほうが妖あやかしの類たぐいだったとはな。滑こつ稽けいじゃないか……此この上うえなく滑こつ稽けいだよ！　だが構わん……其それも良いいだろう。元より、喜劇の舞台グラン・ギニヨールを踊おどる道化役クラウンの俺と貴様だ。最さい期ごとて愚おろかしく滑こつ稽けいな幕まく引ひきが似に合あいだろう」

　我聞は〈長曾我部是護〉を翻ひるがえす。

　妖よう刀とうを逆さか手てで持つ右腕を眼がん前ぜんに掲かかげ前ぜん方ぽう――ンンアア目め掛がけて突き出す。左腕は後方へ大きく引き、先さきの技とは左右逆となる劔けん構がまえを調ととのえた。
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「〈死に至るデツドヱンド・デ神の樂園イヴアインヘヴン〉――贖あがない得えない量の血と肉と涙を喰らってきた俺の窮きゆう極きよくの魔ま劒けん。甘かん美びなる致ち死しの刹せつ那なに謁まみえる涅ね槃はん樂らく土どの絶ぜつ景けいを、憐あわれな貴様に手た向むけよう」
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　獸ンンアアが呼こ応おうした。

　両生類カエルとも哺乳類イルカとも付かない声で。

　人か惡魔かも解らない瞳で。

「シャアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッ！」

　我聞が奔はしる。

〈長曾我部是護〉を衝つき出だし疾しつ翔しよう、突進。其その鋒きっさきは、ンンアアの咽の喉ど元もと目め掛がけて寸すん分ぶん違たがわず吸い込まれていった。然し――。

「……な、に」

〈長曾我部是護〉が魔ま獸じゆうの咽喉のどを穿うがち破やぶらんとする刹那、魔獸は其の巨おおきく裂れつ割かつした口こう唇しんを開き、劔けん身しんを丸まる丸まると呑のみ込こんだ。鋒きつさきは口こう蓋がい垂すいで受け止められ、我聞が力を込めようにも微び動どうだにしない。

「馬、鹿な、貴様は……化物バケモノめ」

「咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼咼ッッッ」

　魔獸――ンンアアが我聞に呼こ応おうした。然し其の声調は此の星に存在する有りと有らゆる音おん像ぞうから乖かい離りしていて、我聞の脳の〈ウェルニッケ領りよう域いき〉へ精せい確かくには知ち覚かくされなかった。

「……グヌッ、何という、耳みみ障ざわりな、音……其の口、二度と開けなくしてやる……！」

「圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖圖ッッッ」

　魔獣ンンアアは嗤わらう様に痙けい攣れんし、身躰からだ揺ゆらす。

　一ひと頻しきり嘶いななくと満まん悦えつしたのか痙攣を止やめ、また、叫きよう喚かんした。

「鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯鬯ッッッ」

　禍まがしく歓喜する呻しん吟ぎんは発はつ情じようした狒ひ狒ひと求きゆう愛あいする極ごく楽らく鳥ちようの混声合唱シユプレヒコールの様よう。

「黙れ化物バケモノ……！」

　瞬間、我聞がンンアアの口こう蓋がい垂すいに突き立った〈長曾我部是護〉を口こう腔こう内ないから抜ばつ引いん。

　反動を利用し俊しゆん敏びんに振ふり被かぶり、ンンアアの頭ず蓋がい割かつ断だんすべく雷らい斧ふの如ごとき一いつ閃せん見み舞まう。

「ッッッハアアアアアアアッッッッッッッッ！」

〈長曾我部是護〉がンンアアの脳のう天てん目め掛がけて墜墜おちる――――

「！……おううッ……？」

　我聞の声が嗚お咽えつする様に口く籠ぐもった。其の眼が映した光景、其れは――――

「な……劔けんが……宙ちゆうを、浮遊ういている――――」

〈長曾我部是護〉の苛か烈れつな斬ざん断だんを防御ふせぎ静止とめていたのは二ふた振ふりの劔けん――一いつ刹せつ那な最さい前ぜんまでンンアアの後こう背はいの携劔帯ギヤリソンベルトに収納おさめられていた〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん劔けん・輪りん廻ねするロストヘヴン〉と〈錯さく視しする微睡まどろみの審しん問もん者しやゲイボルグⅩⅨナインテイーン〉だった。

　然し其の二振りの劔を握る者は誰も居ない。

「一体何が……俺の眼が、異常おかしいのか……？」

　二ふた振ふりの劔けんはンンアアの頭ず上じようで交こう差さ、Ｘの形容かたちを創つくり〈長曾我部是護〉の鋭えい利りな刃鋒きつさきを精せい確かくに挟はさみ受け止めている。

　我聞は幾いく瞬しゆんも瞬まばたき刮かつ目もくする。疑うたぐり深ぶかく、其その異い光こう景けいの仕掛けトリツクを看かん破ぱしようとするが、矢張り劔けんは宙ちゆう空くうに浮ふ遊ゆうしていた。劔けん柄つかを握にぎる掌ては視み得えない。

「視得みえない何なに者ものかが劔けんを操あやつっているというのか……其れとも、劔が独ひとりでに動うごき出だしたとでも――」

「囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂囂ッッッ」

　発はつ狂きょうする様にンンアアが嗤わらう。其の醜しゆう愚ぐ且かつ悍おぞましい叫きよう喚かんは我聞の戦せん闘とう意い欲よくを萎なえさせた。そして―――

「……あああッ……」

　我聞が力ちから無なげに嘆嗟なげく。

　其の双そう瞳どうに映った物。其れは四し振ふりの劔けん――――




《爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん劔けん・輪りん廻ねするロストヘヴン》

《錯さく視しする微睡まどろみの審しん問もん者しやゲイボルグⅩⅨナインテイーン》

《魔ま機きミュンヒハウゼン∑シグマ》

《凡すべてを捨すてし者もの・乖かい離り者しやシギスヴァルド》




――――即すなわち先さきの二ふた振ふりに加え更さらに二振り、計けい四し振ふりの魔ま劔けんがンンアアの頭ず上じように於おいて宙ちゆう空くう浮ふ遊ゆう、其その凶きよう刃じん煌ぎらつかせる禍まが禍まがしき光こう景けいだった。

　其その四よん魔ま劔けん各おの各おのが自じ由ゆう意い思しを備そなえ携劔帯ギヤリソンベルトから抜ばつ出しゆつ、躍おどり出いでた様よう。

　我聞が愕がく然ぜんと、呟つぶやく――

「……視みえざる腕うで、幻げん肢し――」

――〈幻肢操作フアントムレイヴ〉。ンンアアの、〈摂取者ゲヰン〉としての秘ひめられた〈聖絶アナテマ〉だった。

　発はつ動どう条じよう件けんは〈人間の血肉アンヴロジア〉の摂せつ取しゆ――そう、先せん刻こくンンアアが我聞の血を啜すすり飲のんだのは〈幻肢操作フアントムレイヴ〉発はつ動どうの為ためだったのだ。

　ンンアアの体たい質しつは特とく異いだった。

　通常〈摂取者ゲヰン〉ならば即そく時じ躰たい外がいへ排はい出しゆつしてしまう獣じゆう肉にく由ゆ来らいの蛋たん白ぱく質しつを、躰たい内ないに蓄ちく積せきさせて置く事の出来る特とく質しつを備そなえていた。

　敢あえて活かつ用ようされず未み代たい謝しやのまま蓄ちく積せきされた獣じゆう肉にく由ゆ来らいの蛋たん白ぱく質しつ〈Αアルフアアミノ酸さん〉と、人肉アンヴロジア由ゆ来らいの蛋たん白ぱく質しつ〈Ωオメガアミノ酸さん〉の並へい在ざいが、ンンアアの身躰からだ、同どう細さい胞ぼう内ないに於おいて認みとめられると、〈異種蛋白質間特殊カリフラジリステ結合及び被過剰産イツク・ヱクスピ生熱量急性唾棄アリドーシヤス〉と呼ばれる特とく異い反はん応のうが発はつ生せい。

　其それは〈Αアルフアアミノ酸〉と〈Ωオメガアミノ酸〉――二種類の異い種しゆ蛋たん白ぱく質しつが結けつ合ごうした事で誘ゆう引いんされる超ちよう反はん応のうだった。

　結けつ合ごうして、より強きよう固こな構こう造ぞうを構こう築ちくした合ごう成せい蛋たん白ぱく質しつは脳のうに供きよう給きゆうされ、中ちゆう枢すう神しん経けい系けいからの命めい令れい信しん号ごうに纏てん縛ばく、超ちよう興こう奮ふんした極ごく太ぶとの電でん気き信しん号ごうを生み出す。

　電気信号は身躰中からだじゆうに張はり巡めぐらされた神経細胞ニユーロンを伝でん播ぱ、脊せき髄ずいと肩けん甲こう骨こつを線で結んだ三角形の付ふ近きんに其その射しや出しゆつ孔こうを持つ〈識しき游ゆう腺せん〉と呼ばれる回かい路ろを経へ、中ちゆう空くうへと射しや出しゆつ、放ほう散さん。

　此この星ほし――〈惑星シギュン〉空くう気き中ちゆうに微び量りよう存そん在ざいする希き有ゆう元げん素そ〈ラムダ６６６〉に結けつ合ごう、纏てん縛ばくされる事で質しつ量りようを伴ともない、物ぶつ質しつとの摩ま擦さつ、接せつ触しよくを可能とする。

〈幻肢操作フアントムレイヴ〉――其その聖絶アナテマは即すなわち〈肉にく体たい〉を使用しない、〈精せい神しん〉に依よる物ぶつ体たいへの干かん渉しようを可能にする異い能のう力りよくだった。

　そして其の時大たい量りよう産さん生せいされた超ちよう質しつ量りようの熱量ヱネルギー排はい泄せつの為ため、頭とう髪はつや犬けん歯しと言った身しん躰たい各かく部ぶの過か剰じよう育いく成せいが促そく進しんされるのだ。

　ンンアアは母親を眼がん前ぜんで嬲なぶり屠ほふられた心的残瘡タラウマに依よる拒絶反応アレルギーから〈摂取者ゲヰン〉であるにも拘かかわらず人肉アンヴロジア摂せつ取しゆ不ふ能のうな身躰からだと成なっている。

　然しかし皮ひ肉にくな事に聖絶アナテマ〈幻肢操作フアントムレイヴ〉の発はつ動どうには他ほかならぬ人肉アンヴロジアの摂せつ取しゆが必ひつ要よう不ふ可か欠けつだったのだ。先せん刻こくも、拒絶反応アレルギーを起こし噎むせ返かえる身躰からだに鞭むち打うって、無理矢理に我聞の鮮血を啜すすり飲のみ、躰たい内ないへと摂とり入いれたのだった。

　そして〈幻肢操作フアントムレイヴ〉――即すなわち〈異種蛋白質間特殊カリフラジリステ結合及び被過剰産イツク・ヱクスピ生熱量急性唾棄アリドーシヤス〉の発はつ生せいの為ためには獣じゆう肉にく蛋たん白ぱくの蓄ちく積せきも必要。

　ンンアアは〈幻肢操作フアントムレイヴ〉発はつ動どうの為、平へい時じから獣肉蛋白の摂せつ取しゆを心こころ掛がけていたのだ。

　そう、其れがたとえ我わが身みの健けん常じよう体たい維い持じ、生せい命めい維い持じの為ためには為ならなくとも――――

「嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸嘸ッッッ」

　其の〈生せい〉を顕けん示じする様に哄こう笑しようするンンアア。

　そして其の頭上、宙ちゆう空くうには依い然ぜんとして四よん魔ま劔けんが浮ふ遊ゆう――まるで手始めに何を斬り刻むか考こう察さつしている様な佇たたずまいだった。

　後ご輪りん光こうの如ごとく、四よん魔ま劔けんを後こう背はいに飾かざり連つらね披ひ蹴け明らかす、其その禍まがつ姿すがた――――

　我聞は思し考こう停てい止し。

　惡あく夢むの光こう景けいは幻影まぼろしか現実うつつか――今の我聞に其それを判はん断だんする能力ちからは無い。

「蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶蠶ッッッ」

　惡夢の光景の創そう造ぞう主しゆンンアアは自らの存そん在ざいが虚きよ偽ぎか真しん実じつかに依よらず、純じゆん然ぜんたる〈生〉への衝しよう動どうを発はつ露ろさせ続けた。

　其その幻げん影えいの四し肢し――〈幻肢操作フアントムレイヴ〉が四よん魔ま劔けんを揺よう動どうし始はじめる。

〈幻肢フアントムⅠ〉が長ちよう劔けん〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん劔けん・輪りん廻ねするロストヘヴン〉を――

〈幻肢フアントムⅡ〉が長ちよう劔けん〈錯さく視しする微睡まどろみの審しん問もん者しやゲイボルグⅩⅨナインテイーン〉を――

〈幻肢フアントムⅢ〉が禁きん縛ばく劔けん〈魔ま機きミュンヒハウゼン∑シグマ〉を――

〈幻肢フアントムⅣ〉が戮りく劔けん〈凡すべてを捨すてし者もの・乖かい離り者しやシギスヴァルド〉を――

　其それ其ぞれ翳えい刃じん。

　最後ンンアア生せい来らいの双そう腕わん――左ひだり腕うでが葬そう想そう劔けん〈煩はん悶もんを焼くべる隻せき腕わんのアルルカン〉を、右みぎ腕うでが〈虚きよ無む讃たたえる者もの・懊おう悩のうするサングヱ〉を構えると其その威い容ようは最も早はや、凡およそ人間が醸かもし得えぬ靈くし威びを纏まとい、〈惡魔デイアヴロ〉と形けい容ようするより他ほか無なかった。

「神是神躯神鵜神琉神殲神滅神劔神玖神拭神誡神神戯神審神絶神乖神殲神神神罰神ッッッ」

〈ゼクウ琉りゆう殲せん滅めつ劔けんⅨきゆう拭しき誡かい・戯げ審しん絶ぜつ乖かい殲せん神しん罰ばつ〉――我聞にはそう言っている様に想えた。

　ンンアアの双そう瞳どうが嘗かつて無ない程に緋あかく濡ぬれ煌きらめき、禍まが禍まがしい歯し齦ぎんが膿うむ様に剥むき出いだされる。

　六本の凶きよう腕わん――視得みえると視得みえざるとに拘かかわらず――に携たずさえる六ろく振ふりの魔ま劔けんが、最さい終しゆうの絶ぜつ技ぎを発動させようとした、刹せつ那な――――

「ヴヒャッッヴァあああああああああああああ」

　怨えん嗟さする様に澱よどみ苦く籠ぐもった呻うめきが周囲に反はん響きようした。

　其の直後、広間の床ゆかを穿うがち破やぶり、猛もう勢ぜいに突とつ出しゆつ、上じよう昇しようして来た巨大な妖影かげ。

　凄すさまじい跳ちよう躍やく力りよくで下か階かいから上昇して来たらしい其れは、床を爆ばく炸さくして来た勢いきおい其その儘まま、着ちやく地ちも待たずンンアアに襲おそい掛かかった。

「ピャッッッッハアアアアアアアアアアアアア」

　妖影かげの正しよう体たいは、頭とう部ぶを欠けつ損そんした長身の破は戒かい司し祭さい――ネブガドネザルだった。

　ネブガドネザルは頭部を欠損して尚なお〈ジル・ド・レの睾こう丸がん〉に依よって齎もたらされた凄すさまじい生せい命めい力りよくと、無む尽じん蔵ぞうに湧わき出いでる破は壊かい衝しよう動どうを燃ねん料りようとし、生き長らえていたのだ。

　其の凄まじい生命力は逸いつ脱だつした代たい謝しや能のう力りよくと相あい俟まって、彼の頸くびから頭とう部ぶ下か部ぶ、咽いん頭とう部ぶ及および下が顎がくに掛かけてを再さい生せい、再さい構こう築ちくせしめていた。

　頬ほおから上――頭部上うえ半はん分ぶんを欠けつ損そんさせた儘まま喋しやべり、生いき動うごく様さまは悍おぞましいと言うより他ほか無なく、此この醜しゆう形けいの生いける屍かばねが司祭――即すなわち文ぶん民みんを訓おしえ導みちびく聖せい職しよく者しやであった事など、其の場に居る誰もが失しつ念ねんしていた事じ象しようだった。

「プビュルルうううううううううううううッッ」

　ネブガドネザルは超ちよう跳ちよう躍やくの猛もう勢ぜいと超ちよう筋きん肉にくが齎もたらす超ちよう質しつ量りようの身しん躰たい重じゆう量りようで以もつてンンアアを強きよう襲しゆう撃げき。床ゆかに倒たおれ臥ふさし身躰からだに跨またがり乗のると、破は壊かい衝しよう動どうの矛ほこ先さき――ンンアアと再さい邂かい逅こう出で来きた悦よろこびに戦慄わななき震ふるえ、大きく、其の巨きよ腕わん振ふり翳す。然しかし憐あわれ――

「神是神躯神鵜神琉神殲神滅神劔神玖神拭神誡神神戯神審神絶神乖神殲神神神罰神ッッッ」

　ンンアアが再ふたたびの禍まがしき呪じゆ詛そを、其その口くちにした。

　最さい前ぜん、我聞には見み舞まわれなかった最さい終しゆう絶ぜつ技ぎが、巨きよ腕わん振ふり被かぶるネブガドネザルの妖よう身しんに、解とき放はなたれた。其それは凄せい絶ぜつ――――

斬撃／斬断＼斬裂／斬墜＼斬翔／

斬檄／斬懐＼斬衝／斬烈＼斬破／

斬舞／斬薙＼斬嵐／斬咲＼斬突／

斬嬲／斬梳＼斬穿／斬抉＼斬辱／

斬捌／斬爆＼斬弾／斬噴＼斬陣／

斬躙／斬解＼斬潰／斬炸＼斬迸／――――――――

　有ありと有あらゆる斬ざん撃げきという斬ざん撃げきがネブガドネザルの巨きよ躯くに乱らん舞ぶ。

　其の斬撃の狂きよう嵐らんは血けつ緋ぴの薔ば薇らを繚りよう乱らんさせ、ネブガドネザルと其その巨きよ躯くの下したの黝くろ絨じゆう毯たん、ンンアア自身の身躰からだをも禍まがつ緋あかに染そめた。

　有あり余あまる豊ほう潤じゆんな鮮せん血けつは噴ふき出でても噴ふき出でても溢あふれ出いで、血ち薔ば薇らは繁はん茂もし、匂にをい立たって黝くろ絨じゆう毯たんの野のに咲さき満みちた。

　漸ようやく概おおむねの血けつ液えきが排はい泄せつされると、ネブガドネザルの身躰からだは徐じよ徐じよに律りつ動どうしていた痙けい攣れんを穏おだやかにさせ、軈やがて完全なる沈黙――即すなわち生せい命めいの終しゆう焉えん、〈死〉へと帰き趨すうしていった。

「うッッ――」

　其そ処こで、突とつ如じよ声こえ上あげたンンアア。

　其れは最さい前ぜん迄までの解かい聴ちよう不ふ可か能のうな惡あく魔ま染じみた異い界かい音おんでは無く、ンンアア生せい来らいの低く透すき通とおった声こわ音ねだった。

　軈やがて針はり鼠ねずみ宛さながら爆ばく髪はつ的てきに生え伸びていた頭とう髪はつが、中ちゆう途とから斬きれ墜おちる。

　不可思議にも、頭髪の長さは異変が起きる前の其それに斬きり整ととのえられていた。

　次ついで犬けん歯しが砕さい折せつ。歯は並ならびは整えられ、少しよう年ねん然ぜんとした表情を造るンンアア生せい来らいの口くち許もとに回かい帰きしていた。

　伽が藍らん伽が藍らんと、宙ちゆう空くうに遊ゆう浮ふしていた四よん魔ま劔けんが床に墜おち、転ころげる。

　同どう瞬しゆん間かん、我聞を支配していた〈覚醒剤アンフヱタミン〉の効こう能のうが斬きれる。

　押おし寄よせる微睡まどろみの波は濤とうに抗あらがえず溺おぼれ淪しずむ我聞。

　我聞が視みているのは〈惡魔デイアヴロ〉が馴な染じみの旧きゆう友ゆうの姿に変へん容ようして逝ゆく光景だった。

　其その光景を視みながら我聞は忘ぼう我が。軈やがて薄うすれ逝ゆく意い識しき。

　鼓こ膜まくと網もう膜まくとに薄うすく霞かすみ掛かかった様な感覚。

　遠とおく遠えん雷らいの如ごとくンンアアの嘶いななきが耳みみに残滓のこっている。

　雷らい鳴めいは徐じよ徐じよに小さく、視し界かい覆おおう雲うん霞かは濃こく。

　知ち覚かくは遮しや断だんされ遮しや蔽へいされ、心ここ地ち好よい閉へい塞そく感かん。

　惡あく夢むであってくれれば良いい――夢む魔まに凡すべて捧ささげ委ゆだねる我聞。

　我聞が視みた光景が惡あく夢むであったとして、堕おちた眠ねむりの底そこでまた惡あく夢むを視みたなら。

　惡夢の中で惡夢を視み、其その惡夢の中で惡夢を視み。

　惡夢の無む限げん回かい廊ろうに囚とらわれ、永えい遠えんに彷徨さまよい続つづける。

　然しかし存ぞん外がい、惡夢よりも惡夢的なのが、現実だ。













「――――――――――――――――――っ」

――――――――――――感かん覚かくが

――――――――――識しき閾いきの

――――――――界かい越こえ

――――――明めい瞭りように

――――輪りん郭かくを

――帯おびる







　初めに視し覚かくが再生され、うすぼんやりとではあるが、眼がん前ぜんが開けてきた。

　次に聴ちよう覚かくが快かい復ふく、弛し緩かんしていたかの様な鼓こ膜まくが緊きん張ちようを取り戻し、音おん波ぱ振しん動どうを精せい確かくに内ない耳じ内ない迷めい路ろに伝でん播ぱする。

　舌したがざらついている。

　苦にがい何かが味み蕾らいに受じゆ容ようされ、微睡まどろみの靄もやは微び微びしくも霧む散さんしていった。

　そうしてンンアアは、決して短いとは言えない時間を擁ようしつつ、有ありと有あらゆる感覚を取り戻していった。

　どの位くらい眠っていたろう。途と轍てつも無く永かった様な、ほんの一瞬のあいだだったような、そんな浮ふ遊ゆう感かんが少し、心地好い。

「……つっ」

　動こうとすると、檄げき痛つうが全身を貫つらぬき巡めぐった。

　倦けん怠たい感かんや疲ひ労ろう感かんと言った物が濃のう縮しゆくされ、血けつ管かんに詰つめ込こまれでもした様な重おも苦くるしさだった。

　指ゆび一いつ本ぽん満足に動かせない身躰からだで意識だけは覚かく醒せいしつつあるンンアアの耳に、聞きき慣なれて心地好い声が飛び込んで来た。

「アンちゃん」

「夢魅……」

　自らの口から声が発せられた事にンンアアは驚く。声こえ迄まで失うしなわれた様な感覚に陥っていた。

「夢魅……無事だったかい。怪け我がは、してない？」

「うん、げんきだよ。アンちゃん、あかいの、いっぱいついてる」

　夢魅はそっとンンアアの頬に手をやり、そのちいさな指先で、やわらかに、肌を撫なぜる。

　次いで夢魅は、母が子にする様ようンンアアの頭を撫なでた。まるでンンアアの奮ふん闘とうを労ねぎらっている様だった。少女の無む垢くですべらかな掌てのひらが撫なぜるンンアアの頭髪は、矢張りもう以前同どう様ようの長さに整えられていたし、豺さい狼ろうの牙きばの様な犬けん歯しも引っ込んでいた。

「そうだね、おかしな顔だろう。でもね夢魅、これは血って言って、夢魅のからだの中にも流れているんだ。血が出るっていう事はね、生きている証拠でもあるんだ。夢魅もアンちゃんも、血が流れているから、生きているんだよ」

「そっかあ、アンちゃんも夢魅もいきているんだね。よかったあ」

　ンンアアは微笑み、夢魅もまた、やわらかに笑えんだ。

「ンンアアさん……！」

　寝ながら、声のした方へと僅わずかに上じよう体たいを起こす。見ればノヱミアが傍かたわらで膝ひざを折り、ンンアアの顔を覗のぞき込こんでいた。瞳一杯の泪なみだを湛たたえている。

「良かった……ンンアアさん、御無事で、本当に……」

　今にも泣き出しそうに表情を曇くもらせ、然しどこか安あん堵どした様に頬を染める。能よく見ればノヱミアの口くちの端はは緋あかく染まり、無む垢くなブラウスを濁だつ血けつが汚よごしていた。

「ノヱミアさん、その創きずは……」

　ンンアアの問い掛けに、ノヱミアは首を横に振って応えた。

「私は大丈夫。〈讃美靈歌ミンネザング〉が守ってくれたから。それに、強くなるって決めたんですもの」

　気き丈じように振ふる舞まうノヱミア。確かに彼女の纏まとう気き鋭えいは先せん刻こくよりも一いつ層そう逞たくましくなっている様、ンンアアには感ぜられた。まるで別人の様でさえある。

「ごほんをよんでいたらね、おねえちゃんがたおれていたの。そしたらね、おねえちゃんのもっていたごほんがきらきらひかって、おねえちゃんはめをさましたの」

　夢魅がノヱミアとンンアアの顔を交互に覗きながら言う。

「そうでしたか……ありがとうございます、ノヱミアさん。あなたは本当に、能くやってくれた……」

　ンンアアの謝しや辞じに痛いたみ入いるノヱミア。嬉しそうに頬染める。

「っっ痛てててててて……」

　声のした方、一斉に目を遣やる三人。見るとそこには、血に塗まみれ倒たおれ臥ふした我聞が居た。

　我聞はゆっくりと身躰からだを起こすと、腕を床に衝ついて上体を支える。脚あし伸ばし床に座ったまま片かた膝ひざを立て、それに片腕を凭もたれ掛かけた。

「んんん……よく寝たぜ。身躰中からだじゆう血だらけだが、創きずが無いのはまたどういう事だ。

――――ん、ンンアア！　それにノヱミアさん！…………夢魅！　無事だったんだな！　良かった、お兄ちゃん心配したんだぞ……痛つっ、痛てててててて……と、とにかく良かった、本当に良かったっ」

　まるで何も無かったかの様に、捲まくし立たてる我聞。その彼の以前と何ら変わらない調子に、ンンアアもノヱミアも安あん堵どの息を吐く。

〈覚醒剤アンフヱタミン〉服用中の記憶は残り得ない事が多い。

　今の我聞は、自分が〈ヘヴンズゲイト〉に与くみしようとした事、ンンアアに牙きばを剥むいた事、そしてそのンンアアが不可解な異い貌ぼうへと変へん容ようを遂とげた事など、まるで記憶に残っていない様だった。

「おにいちゃん、おはよお。たくさんねたねぇ」

　柔やわらかな笑み浮かべる夢魅。妖精の様に無む垢くな肌、咲わらう花か弁べんの睫まつ毛げ、濡ぬれた口唇くちびるとが造る、名付けようのない感情を宿やどしたほんの一いつ刹せつ那なの表情は、細ささめ雪ゆきくらいには冷れい淡たんで、白磁人形ビスキユイツトよりは煽せん情じよう的てきだった。

　そして全てを透とう徹てつしているかの様な瞳ひとみ。まるで我聞やンンアアの罪つみと罰ばつを許きよ容ようし、抱ほう擁ようする様に、母なる大たい洋ようの如き〈萌芽零緑レヨンヴヱール〉を煌きらめき湛たたえていた。

「我聞さんの創きずも〈讃美靈歌ミンネザング〉で治ち癒ゆさせていただきました。滞とどこおりなく、創きずの自し然ぜん縫ほう合ごうは進行しているかと思われます。いえ、あの……余計な事をして済みません……」

「おおっ、ノヱミアさんが僕の創きずを！　それはもう次の休日、お買い物のお供をして差し上げる位しか埋め合わせの方法も無い様に思います」

　本当に、身躰からだは順調に快復しているらしく、まるでいつも通りの我聞だった。

「しかし〈戯竜属ドラツヒヱン〉の野郎をぶっ倒した後の記憶がまるで無い……気付いた時には此こ処こで寝てたって訳だ。ンンアアよ、俺の身に何が起きたか解るか？」

「何も無かったさ。お前の事は俺が此こ処こまで運んでやったんだ。俺も此処で敵の首しゆ謀ぼう者しやを撃破した。それだけの事だ。さあ、帰ろう」







　暁ぎよう闇あん燻くすぶる〈アダムシン区〉、〈斜しや塔とうメテヲラ〉の麓ふもと。

〈ダイダロス開かい闢びやく工こう業ぎよう〉社しや製せい高級鋼鐵車ヴアーゲン〈ベルゼヴヴ〉が闇やみに紛まぎれ動き出そうとしていた。

「何じゃあの化物バケモノは……ンンアアにあの様な能力ちからが秘められていようとは」

〈ベルゼヴヴ〉の運転席に腰こし降おろす男は〈ヘヴンズゲイト〉社長デッドロック。

　息いき急せき切きらし、未まだ早春だというのに大量の脂あぶら汗あせで全身を濡ぬらしている。

「聞いた事がある……或ある種しゆの〈摂取者ゲヰン〉は蛋たん白ぱく質しつやミネラルといった各かく種しゆ栄えい養よう素そを躰たい内ないに未み代たい謝しやの儘まま蓄ちく積せきさせ、任にん意いのタイミングで爆ばく発はつ的てきに利用する事で恐おそるべき能力ちからを発揮する事が出来ると。ンンアアは〈摂取者ゲヰン〉で、然しかも其その〈変へん異い種しゆ〉だったというのか……」

　狭せまい座席を巨きよ尻じりが埋め、肥ひ大だいした腹はらが操縦桿ハンドルを擦こする。

「〈覚醒剤アンフヱタミン〉で洗せん脳のう、高こう揚ようさせた筈はずの我聞がああも容易たやすく往いなされるとはな……否いや、新しん薬やく〈A/D/A/Mアダム〉の効こう能のう自じ体たいは申もうし分ぶん無なかった筈はずじゃ……相手が、悪わる過すぎた」

　腹を擦こすらせながら、肉の垂れた腕で操縦桿ハンドルを握る。如ど何うにかしてといった様に操縦桿ハンドルを手た繰ぐり〈ベルゼヴヴ〉を急発進させる。

「我わが社しや屈くつ指しの傭よう兵へいを一いつ時ときに三人も失うしなう事になるとはな……。ンンアアと我聞、両りよう名めいを其それ其ぞれ嬲なぶり者ものにし、衰すい弱じやくした所に〈A/D/A/Mアダム〉に依よる洗せん脳のうを施ほどこす……悪くない計画じゃったが、然しかしンンアア、彼奴あやつはとても洗脳出来そうにない。其それにあんな化物バケモノを傭よう兵へいに抱かかえておったら儂わしの命が幾いくつ有っても足らんわい。〈識しき喰じき〉アリギヱリの預よ言げん通どおり動き、彼奴あやつ自身〈暗喩文書ケニング〉に依よる打だ診しんでンンアアには働はたらき掛かけたと言っておった筈はずじゃのに。そう言えば、彼奴あやつは如ど何うしたか……」

　逃げる様に〈ベルゼヴヴ〉を奔はしらせるデッドロック。〈アダムシン区〉の路地裏を黒くろ塗ぬりの高級鋼鐵車ヴアーゲンが猛スピードで疾駆する。すると不意に、何ど処こかの時計塔から街に朝の来らい訪ほうを告つげる荘そう厳ごんな鐘かねの音ねが鳴り響いた。鐘の音は五回――大陸東部時間オスト・ツアイト五時〇〇分。

「〈メテヲラ〉も倒とう壊かい寸すん前ぜんじゃ。何いずれにせよ、社しやの体たい制せいを立て直さなくては……」

「其その必要は無い」

「……！」

　猛スピードで奔はしる鋼鐵車ヴアーゲンの、何ど処こからとも無く声。

　声は若い女の物だった。デッドロックは声の出で所どころを捜さがす。すると――

「な、に……」

　眼前、前方窓フロントガラス見れば、機関部ボンネツト上うえに二本の脚あしが、立っていた。高速で奔はしる鋼鐵車ヴアーゲンの機関部ボンネツトの上に、である。

　脚は声と同じく矢張り若い女性の物らしく、繊しなやかに括くびれた膝ひざと、程ほど好よく肉の付いた白い脹ふくら脛はぎが妙に扇せん情じよう的てきだった。

　デッドロックは状況を把は握あく出来ず、只ただ呆ぼう然ぜんと、窓の外の艶なまめく脚あしを見み遣やる。

「貴き公こうの悪あく徳とくが罷まかり通とおるのも今いま此この瞬間、此この時じ分ぶん迄までだ。此こ処こで、全て終わる」

　突如、衝撃。

「ぐわあああああああッッッッッッッッッッッッ！」

　其れは凄まじい衝撃。爆ばく炸さくする様な轟音を嘶いななかせ鋼鐵車ヴアーゲン全体を強きよう震しんさせる。

　一体、何が起きているというのか――

「ぐぶはあああッッッッッッ！　な、何をしておる！」

　前面窓フロントガラスの外。女が、巨大な槍やりを機関部ボンネツトに衝つき立たてていた。

　巨きよ大だい槍やりは機関部ボンネツトを貫通しているらしく、舗装街路アスフアルトをも穿うがち、鋼鐵車ヴアーゲンを串くし刺ざしにしていた。

　巨大槍の刃は先さきは盛せい大だいに路ろ面めんと摩ま擦さつし続つづけ、鋼鐵車ヴアーゲンのスピードを猛烈に削そぎ殺ころす。

　其の音が鼓こ膜まく劈つんざき、デッドロックは今にも爆ばく炸さくしそうな異疊けたたましい轟ごう音おんに懼おそれ慄おののいた。

　伽ぎや離り伽ぎや離りと悲ひ鳴めい上げ引ひき摺ずる様に奔はしる鋼鐵車ヴアーゲン〈ベルゼヴヴ〉。徐じよ徐じよに失速してゆき、軈やがて轟音の騒そう嵐らんが止やむ。遂ついに鋼鐵車ヴアーゲンは完全に停止した。

　機関部ボンネツトからは煙けむりが上がっている。何い時つ爆発しようとも可お笑かしくは無い。

「ひ……ひえええええッ」

　デッドロックは鋼鐵車ヴアーゲンから跳はね出でる。覚おぼ束つか無ない足取りで、白しらみ始はじめた〈アダムシン区〉の舗装街路アスフアルトを躍おどる様に踏ふんだ。

「〈ヘヴンズゲイト〉社長デッドロックだな」

　巨大槍が、眼前に突き立つ。デッドロックの退たい路ろを塞ふさぐ様に仁に王おう立だち、睥へい睨げいする影かげ。

　巨大槍は〈爻こう纏てん拭しき竜りゆう鱗りん星せい槍そう・聖せい銀ぎん河がのアデルハイド〉――〈翼都ドラギヲフ〉に於おいて、此この名めい機きの主あるじを知らぬ者は居ない。

「我われはシャルダナク・ロゼ・ラブラシュリ。〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉総そう監かんである」

「ひッ、ヒイイイイイイイッッッッッ」

　デッドロックは其その場ばに立たち竦すくみ何も出来ず、只ただ恐怖の渦うず中ちゆうに巻まかれ呑のまれた。

「我わが〈ゲシュタルト聖几ハイルクル熾軍セイダース〉は貴き社しや〈へヴンズゲイト〉を〈特とくＡ級きゆう異い端たん組そ織しき〉として認みとめた。此この〈魔竜磔審クルシフイクシヨン〉の威光いこうに於おいて、貴公きこうを異端いたん審問しんもんの科刑かけいに処しよす」

　デッドロックの恐怖は愈愈いよいよ絶頂ぜつちように達たつし、終ついには失禁しつきん、糞尿ふんにようを垂たれた。

「死しして其その悔くい、改あらためよ――〈クリムソン・シュペルノーヴァ〉！」

　シャルダナクは地に刺した〈爻纏拭こうてんしき竜鱗星槍りゆうりんせいそう・聖せい銀河ぎんがのアデルハイド〉を引き抜くと、其れを刹那せつなで縦横じゆうおう――十字形じゆうじけいに斬断ざんだんした。次の瞬間、デッドロックの醜みにくい矮躯わいくを緋ひ血けつが十字に裂れつ断だんする。均きん等とうに四よん等とう分ぶん割かつされた肉にく塊かいが路面に堕おち、鮮血と糞尿、腸ちよう内ないの内ない容よう物ぶつが混こん濁だく、盛せい大だいに舗装街路アスフアルトに塗まみれ、穢けがれ染そめた。

「〈ヘヴンズゲイト〉社長デッドロック、審しん問もん完かん了りよう……」

　悪あつ漢かんや愚ぐ者しや屠ほふれば街の秩ちつ序じよは保た持もたれるのか――虚きよ無む的てきな感情を胸きよう中ちゆうに蟠わだかまらせながら、シャルダナクは踵きびす返かえす。

「糞くそッ。滞とどこおっていた雑ざつ務むの所せ為いで到とう着ちやくが遅れた……」

　暴明ぼやきながら、鋼鐵車ヴアーゲン〈ベルゼヴヴ〉が奔はしって来きた道を辿たどり、〈ヘヴンズゲイト〉中ちゆう枢すう〈斜塔メテヲラ〉へと羚羊カモシカの如ごとく撓しなう脚あしで疾しつ駆く。時とき僅わずかにしてその麓ふもとへと到着した。

「さて、何ど処こから侵入したものか……」

　見れば〈斜塔メテヲラ〉に入口らしい入口は無く、侵しん入にゆう経けい路ろと言えば外がい壁へきに備そなえ付つけられた螺ら旋せん階かい段だんだけだった。螺ら旋せん階かい段だんは鉄てつ錆さびに塗まみれ、崩ほう落らく寸すん前ぜんといった趣おもむき。

「実じつに心こころ許もと無ないが、他に侵しん入にゆう経けい路ろも有るまい……」

　シャルダナクが諦てい念ねんを口にした、其の時――

「――〈愛と友情ラルクド・トの凱旋ライアンフ〉ッッッ！」

〈斜塔メテヲラ〉の壁の向こうから勇ゆう声せいが響ひびき、次の瞬間、声のした辺あたりの外がい壁へきが炸さく裂れつ、崩ほう壊かい。粉ふん塵じん纏まとわせ、混凝土コンクリート片へんを撒まきながら外壁に大おお穴あなが穿うがたれた。

「――ヒューっ。おっと、もう御お天てん道と様さまが顔出してるぜ。……腹、減ったな」

　霞かすむ粉ふん塵じんの向こう、穿うがたれた大おお穴あなから顕あらわれ出いでたのは長ちよう髪はつの艶つや男おとこ――我聞・リゼルグ・ジヱルアムダ。少し遅れてから、品ひんの良よいブラウスを緋あかく汚よごした、書しよ物もつを携たずさえる少女と、〈萌芽零緑レヨン・ヴヱール〉の髪を瑞みず瑞みずしく煌きらめかせる少女が続いて姿を現した。

「お店で何か御ご馳ち走そうして差し上げますわ……あ、でもヱクレシヤさん未まだ寝ているかしら……。それに、私、お風呂入らなきゃ……」

　書物携えた少女――ノヱミア・想座ソウザ・アヤフアスカは血ちやら泥どろやらで汚れた自らの躰からだを省かえりみて、恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

「おお、ノヱミアさんそれはナイスアイディアですね。ヱクレシヤさんに目覚めの呼掛けモーニングコールをして差し上げましょう」

〈萌芽零緑レヨン・ヴヱール〉の麗れい髪はつ湛たたえる少女――夢魅ユメミ・リゼルグ・ジヱルアムダは物もの言いわず、虚きよ無むに少すこし朱しゆを差さした程度の表情を携たずさえ、二人に後こう続ぞくした。

「貴き公こう等ら――」

　シャルダナクが半なかば疑ぎ念ねんの色いろを伴ともなって、声を上げる。

「――ん？　なっ……お、お前は、〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉総そう監かん……！」

　我聞が気き付づき、驚きよう愕がくする。後うしろ暗ぐらい事ことが無くても〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉を前にすると決まり悪い心こころ持もちに為なるのは如ど何うしてか。

「貴き公こう……〈ＤｕｍＡデユーマ〉の我聞卿きようだったな。まさか、もう〈ヘヴンズゲイト〉を……？」

　シャルダナクが信じられないと言った様な面おも持もちで訊たずねる。

「ああ……ぶっ倒したぜ、一人残らずな。……そんな事より総そう監かんさん、あんた、俺達が此こ処こへ来る事を、まるで知っていたかの様な口くち振ぶりだな」

　我聞は〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉の総そう監かん相あい手てに怯ひるまない。

　其それ所どころか、只ただの偶ぐう然ぜんで片付けられそうにない、両者の再ふたたびの邂かい逅こうに疑ぎ問もんを呈ていした。

「……我われ我われは任にん務むとあらば何い時つ如い何かなる時間、場所にでも馳はせ参さんじる。其れは総監の私とて例れい外がいでは無い……」

　凛りん然ぜんとした佇たたずまいの儘ままシャルダナクは断だん言げんした。然しかし我聞の疑ぎ念ねんは消えない。

「言っておくがな、今こん件けんは〈ＤｕｍＡデユーマ〉とは何の関係性も持たない。俺達、大切な家族を守る為に劔けんを振るったんだ」

　我聞の言げんを受け、シャルダナクは我聞の傍かたわらに佇たたずむ少女――夢魅を見み遣やる。

　夢魅は相変わらずの虚きよ無むで、其そ処こに存そん在ざいしていた。

「……ああ。貴き公こう等らにも事じ情じようは有るだろう。〈ヘヴンズゲイト〉は我我が〈特とくＡ級きゆう異い端たん組そ織しき〉に認定した〈教社ソサヱテイ〉。撃げき破はしてくれた礼れいを言わなければならない位だ」

　ノヱミアは我聞の傍かたわら、事情が呑み込めず只傍ぼう観かん者しやとして其の壇だん上じように佇ちよ立りつしていた。

「然しかし我聞卿きよう、まさか貴き公こう一人で〈ヘヴンズゲイト〉を？　先せん日じつ連つれ立だっていた、相あい棒ぼうの御ご仁じんは――」

《――俺に何なにか用か》

　穿うがたれた斜しや塔とうの大おお穴あなから響ひびいた声。

　其その闇あん虚きよの彼方かなたより顕けん現げんしたのはンンアア――ンンアア・幻肢ゲンシ・ゲシュペンスト。

　澱よどみ沈しずむ真しん黒こくの〈脛丈外套ロングコート〉翻ひるがえし、六ろく振ふりもの巨きよ劔けんを背せに飾かざる、斬る様な俊しゆん影えいを纏まとった少年――。

「……矢や張はり貴き公こうも御ご一いつ緒しよであったか」

「遅かったなンンアア。忘わすれ物もんでもしたか？」

「……少し、回収しなきゃならん物が有ってな」

　ンンアアは言いながら歩み、我聞と同じ線上ラインに迄まで躍おどり出で、シャルダナクと対たい峙じした。

「良よく御お会あいしますね。〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉総そう監かん様さま直じき直じきに、しかも御一人おひとりで御お出でましとは。余よ程ほどの厄やつ介かい事じでも有ったのでしょうか」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにンンアアが言う。

　言葉には棘とげが有り、まるでシャルダナクとの邂かい逅こうに辟へき易えきとしている様だった。

「厄やつ介かい事じ……そうだな。確かに、現げん状じようの〈翼都ドラギヲフ〉に於おいて最大の厄介事であると言えよう。貴き公こう等らの御お耳みみにも入れておこうか。現状の〈翼都ドラギヲフ〉に於おける最さい大だいの厄やつ介かい事じ――即すなわち、〈惡魔デイアヴロ〉について、幾いくつか解わかった事が有る」

「！」

「……」

　黙もだして応こたえる我聞とンンアア。

「被ひ害がい者しやの遺い体たいには皆みな一いち様ように豺さい狼ろうの牙きばの様な物で喰くらい穿うがたれた痕あとが有った。とても通常の人間の犬けん歯し程てい度どで穿うがつ事など出で来きよう筈はずも無い、鋭するどく深い、大穴だ」

　ンンアアと我聞、其それに夢魅とノヱミアが沈黙して聞きき入いる。特にノヱミアにとっては痛ましくも有ゆう用ような情報であると言えよう。

「もう一つ。被害者には刀とう劔けんに依よる殺さつ傷しよう痕こんが有ったのだが此これが特とく徴ちよう的てきで、特とく定ていの刀とう劔けんに依よるものではなく、幾いく種しゆ類るいかの刀劔による斬ざん痕こんが確認された事が解わかった。まるで複ふく数すう名めいに強きよう襲しゆうされたかの様な斬ざん痕こんだ」

「……」

「だから如ど何うした？〈ＤｕｍＡデユーマ〉の誰かが徒と党とう組くんでやったとでも言いたいのか？」

　我聞が食くい掛かかり言う。ノヱミアに素す性じようを詐さ称しようしている事は失しつ念ねんしているらしかった。

　沈ちん黙もくを堅けん持じしているのは――ンンアア。

「否いや、複ふく数すう犯はんである可能性は低いのだ。目もく撃げき証しよう言げん等などからな。だからこそ、齟そ齬ごが生しようじているのだよ」

　シャルダナクは含ふくみを持たせる様に、言った。まるで何か重要な事実を、既すでに掌しよう握あくしているかの様な物もの言いい。

「それと、先さき程ほどから聞いていると如ど何うも思い違いをしている様だが、我われ我われは別べつ段だん〈ＤｕｍＡデユーマ〉諸しよ兄けいを疎うとんでいる訳わけではない。貴き公こう等らが我我を如ど何う思っているかは存ぞんぜぬがな」

　シャルダナクは笑えんで言った。其そ処こで漸ようやく解ほぐされた緊きん張ちよう。

「〈惡魔デイアヴロ〉殲せん滅めつに際さいしては貴き公こう等らの助じよ力りよくを仰あおぐ事ことになるやもしれぬ。其その時ときは頼たのみ申もうしたぞ」

　踵きびすを返かえすシャルダナク。〈几熾聖衣ローヴ〉翻ひるがえし、颯さつ爽そうと、場ばを去さる。

「悪戯ふざけやがって……俺おれ等らが〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉に助じよ力りよくする訳わけ無ない」

　背せで受うける我聞の罵ば詈りさえ、何ど処こか微笑ほほえましく感ぜられるシャルダナク。

　幾いく千せん名めいの〈几熾シユヴアリヱ〉擁ようする〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉。其その総そう監かんとしての、大たい器きの程ほどが窺うかがえる。

　然しかし次の瞬間、微び笑しようは直すぐに掻かき消けされた。

「――総そう監かんさん」

「――？」

　呼び止めたのは、沈ちん黙もく堅けん持じしていたンンアア。シャルダナクは訝いぶかしげに振ふり返かえる。

「……臑すねの痣あざは如ど何うした。食卓テーヴルの脚あしにでも衝撃ぶつけたかい？」

「――！」

　ンンアアの問とい掛かけに、シャルダナクは言こと葉ば失うしなった。

「案あん外がい粗そ忽こつ者ものなんだな。……でも俺そういう女性ひと、嫌いじゃないぜ」

「な……！」

　シャルダナクの頬ほおが目に視みえて染そまってゆく。紅こう潮ちようは甚はなはだしく、其その色は殆ほとんど真しん紅くと言って良かった。最さい前ぜんの威い勢せいは何ど処こへやら、シャルダナクは完全に閉へい口こうしてしまっている。

「それとな、もう一つ」

「え……？」

「〈几熾聖衣ローヴ〉にケチャップ、付いてるぜ」







〈マパレク聖せい庭てい神しん殿でん跡あと〉。

　廃はい墟きよ化かし水すい没ぼつした神殿。損そん壊かいし、水みな面もから頭あたま出す柱はしらの群むれ。

　滞とど留こおっていた夜や黝ゆうが薄うすまって逝ゆき、暁ぎよう闇あんが白しら白じらしく明け始める。穏やかに凪なぐ水みな面もの遥はるか彼方かなた――果はてに伸のび拡ひろがる水平線からは朝あさ陽ひが、其その神こう神ごうしい頭あたまを擡もたげ始はじめていた。

　朝陽は唯一人ただひとりの例れい外がい無なく〈翼よく都とドラギヲフ〉に生いき営いとなむ凡すべての人の魂魄たましいを照てらし濯そそいだ。

　朝は不思議だ。

　最さい前ぜん夜や絶ぜつ望ぼうに汚お辱じよくされていた精神を、澱よどみ無ない気き鋭えいに浄じよう化かせしめる。

　絶望が死しに至いたる病やまいなら、澱み無い気鋭――希き望ぼうは、生せい命めいの種しゆ子しと言えるかもしれない。

「ををををををををををを……目が、瞳ひとみが、疼うずく……」

　然しかし彼かれ等らは絶望する。彼等とは、神殿跡の其そ処こ彼かし処こで佇ちよ立りつし朝あさ陽ひ浴びる十一人の事で、十一人は皆みな一いち様ように双そう瞳どうを掌てのひらで押さえ、苦く悶もんに喘あえぎ苛さいなまれていた。

「瞳ひとみに生しようじる疼とう痛つう……〈全ぜん能のうなる森しん闇あんのアリギヱリ〉卿きようが殉じゆんじた……」

「全てを知る者〈識しき喰じき〉アリギヱリ卿きようが斃たおれるとは……」

　驚きよう愕がくと疼とう痛つうは十一人を蹂じゆう躙りん。十一人全員が眼の痛みを訴うつたえていた。

「〈饒舌な黙示録アルケヲメトル〉の箴しん言げん通どおり……然しかも斃たおれたのは預よ言げん者しやアリギヱリ卿自じ身しん……」

「我われ等ら〈十じゆう二に聖せい櫂かい〉、力ちから弱よわまれば〈血盟の審艦ノアズアアク〉は淪しずむ……」

　思い思いに口を開く十一人の者もの共ども。

「〈神しん逆ぎやく者しや〉は誰たぞ……〈聖せい櫂かい〉を破は潰かいせし大たい罪ざい、審しん判ぱんせねばなるまい……」

　嘆たん嗟さと綯ない交まぜになった詰きつ問もんに、応こたえる声。

「〈ノヱミア・想座ソウザ・アヤフアスカ〉――〈追憶柩典ミンネスルンド〉の主あるじで、〈詩詠聖匠ミンストレル〉の末まつ裔えい……」

　其れは女の声だった。

「それに、彼女に力ちから齎もたらした者が居る……」

　女の声は続けて、神しん罰ばつ科かせられるべき者の名を、告げる。

「〈我聞・リゼルグ・ジヱルアムダ〉と、〈ンンアア・幻肢・ゲシュペンスト〉……」

「〈ンンアア・幻肢・ゲシュペンスト〉――アリギヱリ卿の預言に有った、緋あかき瞳ひとみ携たずさえる少年……。矢や張はり其そ奴やつこそが、我われ我われ〈十じゆう二に聖せい櫂かい〉を……〈血盟の審艦ノアズアアク〉を淪しずめる者……」

　怨えん嗟さする様に神しん逆ぎやく者しやの名を口にする彼等。

「聖きよめねばなるまい……我われ等らの航こう海かいは何なん人ぴとにも侵しん犯ぱんされてはならぬのだ……」

　瞳ひとみに迸はしる疼とう痛つうに悶もだえ呻うめきながらも、然しかし彼かれ等らは其その禍まがつ呪じゆ詛そで神しん逆ぎやく者しやの魂こん魄ばくを縛ばく鎖さする様であった。

「我我は止まらない……舟ふねは既すでに解かい纜らんした。〈普遍のラグランジ樂園ユポイント〉の禁きん門もん、開かい闢びやくの時は近い……」







十三章　晩餐







「いらっしゃいませ。御注文は？」

「〈驪竜腰肉サーロインの血湛州帝几タルタルステーキ風・ドリュフ仕じ立たての逆鱗醤レイジソース添ぞえ〉と〈星ほし詠よみ豚ぶたのフワ・グラ〉、〈深竜鮫レヴイアタンの黝卵キヤビア〉を貰もらおうか。其それと……」

　黯くらい店内。

　揺たゆ蕩たうのは蝋ろう燭そくの炎ほのおだけ。

　ンンアアは宵よい闇やみ喫きつ茶さ〈ファンタスマゴリア〉にいた。

「〈ゲダリヤの血けつ尿によう〉を貰おうかな」

「〈ゲダリヤの血けつ尿によう〉は甘あま口くちの貴腐葡萄酒デザートワインである〈ミサンスロウプ〉を人血アンヴロジアで割わった物ですが、宜よろしいのですか？」

「ああ、僕が飲むんじゃないんだ。何なに、一ちよつ寸とした儀ぎ式しきみたいな物で、一ひと仕し事ごと終おえた後あとには何い時つも斯こうするのさ。今こ宵よいの晩ばん餐さんに華はな添そえたくてね。献けん杯ぱいしたい相手が居るんだ」

　主人マスターは無む言ごんで笑えんで、快こころよく注文オーダーを受けた。

　厨ちゆう房ぼうへと引き下がろうとする背せ中なかへ、ンンアアが切り出して言った。

「御ご所しよ望もうの食しよく材ざい、獲とって参まいりましたよ」

　言うとンンアアは、手に持つ茶ちや褐かつ色しよくの麻あさ袋ぶくろから、何やらごぞりと掴つかみ出いだし、主人マスターの掌てに渡す。其それは豚腿肉ハムに似ていたが幾いく分ぶんか細ほそ長ながく繊しなやか、赤あか黒ぐろく汚よごれている箇か所しよが有った。

「〈戯竜属ドラツヒヱン〉の脚あしです。暫ざん時じの防ぼう腐ふ処しよ理りとして、塩しお漬づけにして置きました」

「此これは此これは、有難ありがとう御ご座ざいます。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せるンンアア様の事とは言え、其その仕事の堅けん実じつさと迅じん速そくさには毎回驚かされるばかり。全く以もつて、恐縮する次し第だいで御座います。確しかと頂ちよう戴だい致いたしました」

　丸まる太た棒ぼうの様な其それを受け取ると、能よく能よく品しなを見み、鑑かんがみ始はじめる。

　其れの、脹ふくら脛はぎの周しゆう囲いから踝くるぶし、踵かかと、爪つま先さきに至いたる迄までを具つぶさに触しよく診しん、薫かおりを嗅かぎ、舐なめ回まわしもした。

「窮きわめて柔じゆう軟なん且かつ強きよう靭じんな腱けんと筋きん肉にくです……機き能のう的てきで有り、其それが結けつ果かとして美しい形態フオルムの曲線ラインを生うんでいる……代たい謝しやの良りよう好こうさが艶つやの有る肌はだを保ほ持じさせ、また、男性ホルモンの分ぶん泌ぴつを抑おさえてもいるのでしょう、無む駄だな体たい毛もうの生せい育いく促そく進しんが抑よく制せいされているのが解わかる」

　主人マスターは陶とう酔すいする様ように瞑めい目もくして、其それに頬ほお擦ずりをした。

「此これ程ほど低てい脂し肪ぼうの人じん脚きやく肉にくなら、上じよう等とうな〈炙り焼きヱスカロウプ〉が造れる。〈ドミグラスソース〉との相あい性しようも良いいに違ちがいない」

　手て放ばなしで讃さん美びする主人マスターを横よこ目めに、ンンアアが言いい澱よどむ。

「追つい加か注ちゆう文もんの方なんですが……」

　ンンアア生せい来らいの抑よく揚ようが殺ころされた低てい重じゆうな声がくらい黯くらい店てん内ないに響ひびいた。

「もう少し、待っては頂けないでしょうか」

　主人マスターは此これ以上無い優やさしげな微笑ほほえみ湛たたえてから口を開く。

「勿もち論ろんですとも。先せん日じつも申もうし上あげた通り、何い時つ迄まででも、御お待まち申もうしておりますゆえ」

　ンンアアは無む言ごんで謝しや意いを表ひようし、手て元もとのグラスに注そそがれた水を干ほした。水は〈翼都ドラギヲフ〉西せい端たん部ぶに鎮ちん座ざする〈クラウドヱンド連れん峰ぽう〉の湧ゆう水すいを濾ろ過かしただけの天てん然ねん水すいだった。

「実は其それ……追加注文品の獲かく得とくの、物ぶつ理り的てきな好こう機きは幾いく度どか有りました。其その好こう機きを物ものに出来なかった自分の精せい神しん力りよくの脆もろさが忌いま忌いましい――逡しゆん巡じゆんしてしまったのです」

　歯は噛がみ悔かい恨こんするンンアア。

「ンンアア様程ほどの御ご人じんにも戮りく殺さつを逡巡する御お相あい手てが居いらっしゃるのですね。いえ、近ちか頃ごろの風ふう聞ぶんに倣ならい〈惡魔デイアヴロ〉卿きよう、と御お呼よびした方が宜よろしいでしょうか」

「其それは言わない約束でしょう。意い地じが悪いなあ」

「此これは失しつ礼れい。いえ、此この上うえ無ない褒ほめ言こと葉ばの心算つもりなのですよ？」

　主人マスターは小こ癪しやくな顔を作って言うと、慇いん懃ぎんに一いち礼れいして店の奥へと引ひき退じさる。ンンアアが前まえ以もつて配はい膳ぜんされていた前菜オードヴル〈紫し海かい鱸すずきのマリネ〉を食しよくしていると、直すぐ戻って来た。

「謝しや礼れいで御ご座ざいます」

　差さし出いだされた主人マスターの両の手には金きん塊かい――洋よう菓が子し〈フィナンシヱ〉に似た、ンンアアの掌てのひら程ほども有る棒ぼう状じようの純じゆん金きんが抱かかえられていた。

「通つう貨か換かん算さんすると凡およそ百八万ダラクマになります。御受け取り下さい」

　ンンアアは躊ちゆう躇ちよ無なく受うけ取とり、慣なれた手て付つきで其それを麻あさ袋ぶくろへと籠こめる。

「地ち価かの安い〈アダムシン区〉でなら、矮わい小しような礼れい拝はい堂どうでも建てて遣やろうかという額がくです。夜よ道みちに御お気きを付け下さいませ。否いや、〈惡魔デイアヴロ〉が〈惡魔デイアヴロ〉自じ身しんに襲おそわれる事も無いでしょうが、ふふ。おや、此これまた失礼を」

　珍めずらしく暢ちよう達たつに喋しやる主人マスターを窘たしなめるでも無く、ンンアアは僅わずかに笑えんだ。

「然しかしンンアア様、其それ程ほどの大たい金きん如ど何う為なさる御心算おつもりで。〈Ｇゲー.Ｈハー.Ｃツヱー〉に目を付けられて迄まで、〈惡魔デイアヴロ〉等などと言う不ふ名めい誉よな忌いみ名な頂ちよう戴だいして迄まで戮りく殺さつを重かさね、当とう喫きつ茶さの様な非ひ人じん道どう的てきな料理店に納品を続けて下さるのはまた如ど何うしてでらっしゃいましょうか。最も早はやンンアア様に此これ以上の富ふ裕ゆうは必要無いかの様にも思われますが」

「二人分ふたりぶん生いきなくてはならないんだ」

　はあ、と怪け訝げんそうな面おも持もちの主人マスター。

「僕は誰よりも長生きしたいんだ。健けん康こう維い持じの為ための良りよう質しつな蛋たん白ぱく質しつに体調を整える常じよう備び薬やく。生きるのには、色色とお金が掛かるからね」

　言ってンンアアは母の御み靈たまに杯さかずきを掲かかげた。







あとがき







　物語を創りたい――二〇一〇年一月、僕の胸中に突如として萌き芽ざした感情は、凡およそ四年十一ヶ月という歳月を経へ、漸ようやく今ここに結実される事と相あい成なりました。




　皆様初めまして、斜塔乖離です。

　駄目ですよ、あとがきから読んだら。ちゃんと本編を読み終えてから来て下さい。

　ええっ、ちゃんと本編を読み終えてから来たですって？　あんな漢字や造語、振り仮名ルビだらけの文章をよくもまあ読む気になりましたね？　俄にわかには信じ難いです。最後まで読んだ貴方は変態ですね。嬉しいです。斜塔も変態ですから。




　そうです。半ば自慰的、自己陶酔的に羅列された造語群及び耽美的表現こそが〈ディアヴロの茶飯事〉の真骨頂であり、斜塔が最も描きたかった部分でもあります。

　物語とは？　小説とは？　ライトノベルとは？――根源的な部分から思考を開始し、振り返ってみれば早はや四年と十一ヶ月。

　徐徐に形態を変じ、混沌の密度濃く、且かつ際限無く歪いびつに膨張していった〈ディアヴロの茶飯事〉という名の畸き形けいの生命体には斜塔の怨念と呪じゆ詛そ、初期衝動の滾たぎりと迸ほとばしりとが穿うがち籠こめられていると言っても過言では無いでしょう。

　粗削りで未精錬な儘ままの斜塔を鑑かんがみて頂くのには打って付けの作品になったと思っております。

　稚拙つたなく醜い拙作ではありますが、四年以上温めて漸く孵ふ化かした斜塔の第一子ですので、皆様に御愛顧頂ければ幸甚に存じます。

　業界の移ろい易さは承知している心算つもりではありますが、一作でも多く良質の作品を世に創り遺のこす事が出来たなら、其そ処こに自分が生まれてきた意味を見出す事が出来るだろうと思います。

　如い何かなる形態かたちであれ、言葉で何かを表現出来る場に身を置き続ける事が出来たなら――こんなにも幸福な事は無いでしょう。




　謝辞です。




　担当編集様。

　担当編集様の存在、その智慧と経験とは、斜塔にとってこれ以上心強い物は無いと言え、特に最終での作品イメージの具現化工程に於きまして斜塔の意思と嗜好を汲んで下さりました事に感謝の念を禁じ得ません。




　イラストを描いて下さった植田亮様。

　脳内で揺たゆ蕩たう幻影――正に斜塔の幻視でしかなかったンンアアや我聞の英えい姿しと初めて相あい見まみえた瞬間の感慨深さは忘れ様も無く、愚ぐ息そく〈ディアヴロの茶飯事〉は植田様の超絶美麗なるイラストを以もつてして画竜点睛を為しせしめたと確信して言う事が出来るでしょう。

　斜塔の模も糊ことした表現から抽出・補完し、それらを緻密にして繊細、且つ生命感溢あふるるキャラクター達へと昇華させて頂いた事に心よりの感謝を申し上げる次第です。




　浅井ラボ様。

　新人賞受賞に際しまして激励を頂きました事、大変喜ばしく思っております。一層の精進と弛まぬ研鑚をと考えておりますので、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。




　斜塔の三人の家族――Ｓ、Ｒ、Ｙ。

　あなた達三人の存在が斜塔の人格形成に於いて最も多大なる影響を及ぼし、また、あなた達三人が居なければ斜塔乖離は生まれ得ませんでした。本当にありがとう。




　最期に、この本を手に取ってくれたあなた――凡すべての読者のみなさんへ。

　あなたがこの本を手に取ってくれた事で、斜塔がこの世界に存在した意味が生まれ得た様に思います。

　拙作を読んだあなたが、何かほんの少しでも心動かす事があったならば、斜塔は物語を創ってみて本当に良かったと、例えば仮に永眠してしまう時でさえ、心穏やかなまま目蓋閉じる事が出来るでしょう。
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